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序雷

腐朽菌に侵された木材はその材質が次第に変化し，強度が減少してもろくなり，たと

え腐朽初期のものであっても，着色によって美観をそこなう場合が多く，建築材のように

強度を必要とするものはもちろん，その用途は制約されるようになる。一方これを化学的

な面からみると，腐朽菌の種類によってそれぞれ特徴のある成分の消耗と組成の変化をき

たし，はなはだしいものはその利用価値を完全に失ってしまうことがある。今日木材防腐

については多大の関心と努力が払われているにもかかわらず，腐朽によって年々損耗する

木材の量は多大であることが推測され.また用材として搬出されるまえに，林内において

各種腐朽菌に侵害される量はさらに大きし北海道のように天然林が多く搬出不便のとこ

ろではとくにはなはだしい。

腐朽材は現在の一般的木材利用法からみると，その価値は低いが，化学的にみればな

お貴重な資源であるから，適当な利用方法を見出してその価値を高めることが望ましいe

とうすることによって，いままで利用の対象とならなかった腐朽材の完全刺用が逮せられ

健全材と同じように搬出されて森林保護の目的にも適合し，林木の育成に寄与するところ

が大きい。

従来，腐朽材を積極的に活用しようとする試みはほとんどみられないが，パルプ原木

としての腐朽材の価値について報告したものは多数みられる。筆者はかつて腐朽材から水

和活性炭を製造したところ，腐朽材の種類や腐朽段階などによってことなった結果がえら

れた。腐朽材の利用はその分野が新しく開拓されなければならないから，基礎となる化学

的研究と同時に具体的に利用の研究がなされなければ進歩は望まれない。そこで筆者はま

ず利用の基礎となる成分分析を主とする化学的研究と，パルプ化，糖化，活性炭の製造な

ど腐朽材利用の具体的方法の研究を同時に行った。したがって本報告では北海道内で木材

を腐朽する主要木材腐朽菌のうち 50種類(針葉樹材侵害の 23種類，広葉樹材侵害の 30種

類)によって腐朽した木材を腐朽段階別に成分分析して， 腐朽材の化学的性質を明らかに

しさらに腐朽度測定法としてすでに発表したアルカリ消費量と釘持力による方法を適用し

てこれと成分との関係を究明した。さらにまたこれらの腐朽材から水和活性炭や塩化亜鉛

賦活活性炭を製造してその原料的価値を検討し，一部はパノレプ化してその成分分析と紙力

試験を行い，さらに腐朽材から単離したホロセルロ{スとこれを加水分解した結果から，

腐朽材の木材糖化原料としての価値を検討した。

昭和29年9月，北海道の森林に大被害を与えた1'5号台風は，腐朽材の研究に従事す

る筆者の試料採集に千載一遇の好機をもたらし， 加うるに昭和30年4月以来演習林研究

部員として当時の演習林長大沢教授の深い御理解の下に本研究を進展させることができ
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た。乙こにその成果を報告する。

この研究を行うにあたって，終始御懇篤な御指導，御鞭轄を賜った農学部長林学博士

大沢正之氏，恩師林学博士福山伍郎氏，種々御指導を賜り，かつ大半の菌種の同定をして

下さった林学博士亀井専次氏，また御援助下さった理学博士半沢道郎氏，直接実験の援助

に多大の力を尽きれた林学士里中聖一氏，林学士三宅基夫氏，農学修士氏家雅男氏，農学

士池田正宏氏，ならびに北大林産製造学教室の各位，さらに試料の採取に協力された北大

樹病学教室の農学修士五十嵐恒夫氏，北大演習林，札幌営林局，旭川営林局，帯広営林局.

秋田営林局，熊本営林局，北海道林務部の各位，さらにパルプの研究に御長助下さった北

日本製紙株式会社江別工場研究課の各位に対し深甚の謝意を表する。

研究阜の概要

腐朽材の化学的研究を行った報告はおおしこれらについて総括して記載されたもの

には BRAU1¥S，F. E.1O); CAR'IWRIGHT， K. St. G. and FINDLAY.， W. P. K.23); FUCHS， W.町;

福山・半沢・川瀬粉;GOTT口EB，S.， andPELCZAR， J. R.42); H瓦GGLUND，E.45) ;逸見・赤井町;

樋百52〉;伊藤間 KOLLMANN，F.82) ;右田畑3;三浦・西田明;TAPPI (アメリカパノレプ紙技術

協会)の刊行物1的 WISE，L. E.159ヲをはじめ多数の著書ならびに報告がある。

初期の研究は元素分析によるもので， BULLER 1問 (1905)は Polyporussquamosusに

よる腐朽材は健全材にくらべて炭素がわずかに増加し，窒素が減少していると報告してい

る。その後元素組成に関する報告は WEHM印刷(1915)，F ALCK等31)(1927)， CAMPBELL 20) 

(1941)，福山等紛 (1953)などがあり，炭素は赤色腐朽の場合は増加し，白色腐朽の場合は

減少するかまたは変化がないとされている。

木材分析法による腐朽材成分の研究は片山町(1914)の研究がふるく，赤色腐朽材を分

析して， セルロース，ぺ y トザシ，水溶性成分.灰分が減少し，残余分(リグニシが主体}

が増加していることを示し，またアノレゴ{ノレ抽出物の暗酸アユリシおよびプロログlレνシ

塩酸溶液による呈色反応からリグユシの溶出していることをみとめている。その後成分分

析による腐朽材の研究は各方面において進められ，菌種，樹種ともに広汎にわたってい

る。 WEHMER'53ヲ(1914)はトクヒ腐朽材の水， アルカリ， エーテノレ， アノレゴーノレによる抽

出量を健全材と比較し ROSE等1:!η(1917)は(ダグラスモミ)の腐朽材を腐朽段階別に完

全分析(リグニシを除く)して木材分析法による研究の基礎をつくり， MAHOOD等90)(1920) 

は木材に腐朽薗を接種 (mixedculture) して成分の変化を究明し， さらに BRAY等1吟 (192

4)は純粋培養によって腐朽材を研究した。また BRAY等1川1922)は成分組成を明らかにし

た腐朽材からの SP，GPの性質をしらべて，健全材からのものにおよばないことを報告

した。 FALCK'粉(1926)は腐朽材の特性の外観的なものと，化学的なものとを関連させて，
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“Korrosionsfaule" (白色腐朽に相当)， と“Destruktionsfaule"(赤色腐朽に相当)に分け，

前者はセルロースとリグニシの双方を同時に分解するが，後者はセノレロースをほとんど完

全に分解消費し， 日グニシを大部分残存する場合とした。続いてScHWALBE等1'W)(1927) 

は赤色腐朽材 (PiIzholz)からのリグニシ (Pilzlignin)は健全材のリグニシよりもアルカリ

に多量溶解し，かつメトキ i!Jν基含有率の低いことを報じた。したがって腐朽によって木

材の成分は多少の相違はゐるけれども，すべて分解されることが明らかとなり，腐朽材の

化学的研究の基礎は確立された。この頃の研究は FALCK 等によるものが多数あって3"-~劫

成分組成ばかりでなく，容積重を加味して絶対量の変化を算定し，また銅価によるセノレロ

{スの分解や，メトキジノレ基によるリグニシの究明など，その内容も充実していた。また

BARTON-WRIGHT等<)(1929)はナミダタケによる腐朽材を分析して，セルロース，ガラク

タ人マシナシが消費されることを報告し， CAMPBELL同 (1929)は腐朽は酸加水分解とみ

なすことができるとした。 さらに CAMPBELL15-川 (1930-1932)は白色腐朽について一連の

研究を行い，セノレロースやリグニンの含有率よりも，その分解される時期や程度などから

これを次の 3群に分けた。すなわち 1)はじめにリグニシとペシトザ y が侵され，セJレロ

{スの分解のおくれるもの。 2)セJレロ戸スとこれに結合したぺγ トザンがはじめに侵さ

れ， リグニシとセノレロ{スに結合していないペントグシの分解がおくれるもの.3)比率は

異なるが， リグニシもセノレロ{スもはじめから侵されるものとした。腐朽型については

NARA Y ANAMURTI等113)(1953)はセルロースとリグユ γの含有比率を算定し， セJレロ{ス

の減少の少ないものを白色腐朽とした。

一方 BAVENDAMM6)(1928)は波食子酸またはタンニシ酸を添加した培養基上で木材腐

朽菌を治養し，菌糸より分泌されるフェノーノレオキνダーゼによる褐色酸化帯のできるも

のを白色腐朽菌としたが， DAVIDSON等27)(1938)は200余種の腐朽菌に対し BAVENDAMM

氏反応をこころみ，この方法が腐朽型の決定に重要な役割を演じうることを証明した。

このように腐朽材の化学的研究についての報告は非常に多しその内容も豊富であっ

て，上述の報告のほかにも， F ALCK3<) (1930)， HA  WLEY等叫 (1930)，BARTON四WRIGHT等め

(1931)， 三浦湖 (1931)，西国等115)(1931)，山野161)(1931)，河村等72)(1932)， WIERTELAKI57) 

(1933)， FREISE3の(1934)， KOMAROV83) (1934)， CAMPBELL等18)(1935)， WIERTELAK等1阻)

(1936)， KOMAROV等剖)(1937)， SCHEFFER'3:l) (1937)， STORCHHめ(1937)，ScHULZE等1:¥6)(19謁)

BOSWELL
8
) (1938)などがある。続く 1940年代は戦争の影響、によるものか報告の数は少な

く， CAMPBELL等附 (1940)，HILBORN等恥 (1943)，三浦等l叫，101)(1943)，水本附 (1944)，水

本1向 (1948)，HEUSER等51)(1949)などの研究がある。 また最近はScHUBERT等1粉 (1950)

は腐朽材リグニ γの元素組成，メトキジノレ基などを健全材のそれと比較し， APENITIS等め

(19:>2)はリグニシの分解は脱メチノレと重合度の低下によるとし， 福山等制(1953)は天然腐
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朽材の組成を究明し〆さらに樋口等粉 (1955)はブナ木粉に各種腐朽菌を接種して組成の変

化とリグエシの分解を究明している。

一方腐朽材の利用的見地から興味ある報告を挙げると， KURSCHNER86) (1927)はナミ

ダタケによる腐朽材の温水抽出物中にパユリシおよびパニリシ酸の存在を明らかにしてい

るが， NORDENSKJOLD等11め(1953)は腐朽材のニトロベシゼ γ酸化によってパニリシを造り，

健全材よりも収量が高く，ニトロベシゼシ消費量の少ないことを述べ，樋口等院 (1955)は

プナ腐朽木粉を同様酸化して生成するアノレデヒドの量をはかり，健全材とくらべて白色腐

朽材は，はなはだしく減少がみられ，赤色腐朽材でもかなり減少していることを報告し

た。また腐朽材の積極的利用としては HUBER町 (1944)による Polishingagentの研究と逸

見等附(1945)の紹介があり，川瀬町間 (1950，1955)は腐朽材から活性炭を製造して一部高

性能のものを得ている。また消極的な利用の面としては，パルプ材としての利用価値につ

いての多くの報告がアメリカパルプ紙技術協会の刊行物川】 (1955)に集録，解説されている。

また腐朽材の強度に関するものには COLLEy24)(1921)， LIESE等制(1934)，TRENDELENBURG14の

(1940)， 矢沢163)(1943)などがあり PECHMANN等凹)(1950)は腐朽材の理化学的性質をく

わしく究明している。また木材の腐朽度測定の試みとして強度によるものに，十代回目的

(1952)があり，釘保持力によるものとして十代田144)(1952)，福山等m(1954)があり， さら

に1%NaOH抽出物の量による方法に RUE等由)(1924)， MORGAN101) (1931)， MARTYNOyl判

(1940)などがあり， 稀アノレカリの消費量による簡便な方法として福山等叫 (1954)があり抽

出液の色から判定する PEARL1叫(1953)の方法などがある。

I. 腐朽材の他学的性質

i 実験方法

1. 試料の採取および調製

この研究に用いた試料は，すべて自然条件の下で腐朽したものである。筆者は林内の

立木および倒木の中から，単に1種類の腐朽菌の予実体が着生しているものをえらび出す

とともに，ときには子実体の着生していない腐朽材でも，樹病学教室に菌の同定を依頼し

て菌種の明らかになったものを試料とした。

腐朽の程度は材の木口からの観察のみでは明らかでないので，円盤状の材を小割した

ものから腐朽状態の均ーのものを段階別に分けた.それゆえ試料採取の位置を写真や図に

よって示すととは困難な場合が多かった。腐朽の程度は肉眼で判断して健全，変色，中期

末期の 4段階に分類し，それぞれから代表的な部分をとって容積重を測定する一方，これ

を試料調製用小型円鋸にかけて鋸砕し，またもろくて粉砕容易のものはそのまま Wiley式



8 

60-100meshのものを一般分析用に，標準簡でふるいわけし，粉砕機で粉砕してから，

ふなお腐朽材の状態によっては，40-60meshのものをホロセルロースの試験に供した。

また暖皮を多量に含有す

なお試料の採集

るいわけすることによって代表的部分のえられないものもあり，

これらについてはとくに注意した。るおそれのあるものなどがあったが，

地を第1図に，採築地別腐朽材(薗名のみを示した)を第1表にまとめて表示した。

Sapporo 

Nopporo 

Tomakomai 

Kamiotoineppu 

Kitamoshiri 

S5unkyo 

Omu 

Samani 

Teshikaga 

Ashoro 。yubari
Katsuraoka 

Jozankei 

札幌

野幌

苫小牧

上音威子府

北母子里

層雲峡

雄武

様似

弟子屈

足寄

大夕張

桂岡

定山渓

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

 
第1図話料採取地

Fig. 1. Locality侭eeTable 1). 

採取地試料一覧表

Lo巴alityof samples 

第 1表

Table 1. 

名朽菌
specl倒

材腐
Fungus 

木採取地
Locality 

カイメンタケ Phωol制 '8ch初einitzii(FR.) PAT.， マツマイタケ身抑制8is
cri8pa (WULF.) FR.，ナミダタケ Gyrophα側 lacr仰 α附 (WULF.ex FR.) 
PAT. 

札幌
Sapporo 

A 

イドタケ属の1種 Coniophorasp.，カパアナタケ FU8COpor旬 obliq包α(PERS.
ex FR.) AOSHlMA， ヤキフタヶ 1'yγomyce8pube8ce鈍8(SCHUM. ex FR.) 
IMAz.(?) 

野一幌
Nopporo 

B 

エゾサルノコシカケ Cγyptodeγ'mαναmα飽oiIMAZ.，ツガサJレノコシカケ
れ叩itopispinicolα(SWARTZ ex FR.) KARST.，チヤウロコタヶ Stereumfas-
ciatum (SCHW.) FR.，エゾナミハタケ L側 tinu8Kαufmanii SMITH，クロサ
ルノコシカケ Fomitop8is cαstaneαIMAZ.. ニセホクチタケ PheUinus
igniαriu8 (L. ex FR.) QUEL.，ニレサJレノコシカケ Rigidcporu8ulmm吻 S
(S::>W. ex FR.) IMAZ.，アラゲカワラタケ Coriol叫8hir8utu8 (WULF. ex FR.) 

QUEL，コフキサルノコシカケ Elfi仰がαα仰 Iα倒的 (PERS.)K腿 ST.，ホク
チタケ Fome8fomentα付制 (L.ex FR.) KICKX，ウスパタケ Irpexlαcteu8 
， FR.， カワウソタケ lno旬。tuscuticularis (BuLL. ex FR.) KARST.，シロサ
)Vノコシカケ Oxypoγ叫spopuli叫包tR (ScHUM. ex FR.) DONK，サクラサル
ノコシカケ Phe.llinU8pomαCe.U8 (PERS.) QUEL.， テヤミダレアミタケ

C 苫小牧
Tomakomai 



採取地
Loca!ity 

C 苫小牧
Tomakomai 

D 上音威子府
Kamiotoineppu 

E 北母子塁
Kitamoshiri 

F 層雲峡
Sounkyo 

G 雄武
りmu

H 

I 

J 

K 

M 

様 似
Samani 

弟子屈
Teshikaga 

足寄
Ashoro 

大夕張。yiibari

定山~
Jozankei 

木 材腐朽菌
Fungus specIes 

名

Daedaleo伊 i8confrago8α(BoLT. ex FR.) SCHROET.，ホウロクタケ Trαmete8
dick伽8iiBERK.，オオチリメンタケ Trα骨UJte8gめb08α(PERS.ex FR.) FR.，チ

ヤカイガラタヶ Dt'I，edaleopsi8tricolor (BuLL. ex FR.，) BOND. et SING.ヤニタケ
18ch叫odermα開 8伽o8um(SCHRAD. ex FR.) KARST.，エゾキコブタケ Phelli弛制

bα叫骨tiiPILÁT，ウロコタケ属の 1 種 Stereu叩~ Sp.，クモタケ Coriolu8ver8icolor 
(L. ex FR.) QUEL ヒメモグサタケ Bj担γkα叫d肘αfum08α(PERS.ex FR.) 
KARST.，ミヤベオオウロコタケ Hym側 ochαete仇tricαtαLLOYD

エゾサルノコシカケ Cryptoder押切 yamαnoiIMAZ. 

エゾタケ Tyromyce8boreali8 (FR.) I'¥1Az.， トドマツオオウズラタケ Tνγ0・
myces bα18α抑制 (P配 K)MURR.， マツマイタヶ Spara8si8cri8pa (WULF.) 
FR.，モミサルノコシカケ Phellinu8hαrt司gii(ALLESCH. et SCHNABL) 
IMAZ.， チウロコタケモドキ ste問叫m8anguinolentum (ALB. et SCHW.) 
FR.，ハチノスタケ Fa世OlU8αlveolariu8(Bosc. ex FR.) QUEL.， ヒトクチ
タケ Cryptoporu8世olvαtU8(PECK) SHEAR， アイカワタケ L伽 tiporU.9
8ulphur・eU8(BULL. ex FR.) BOND. et SING.， カタウロコタヶ Stereum
f円相tulosum(PERS.) FR.，ニクウスパタヶ Coriolu8co叫801'8(BERK.) IMAZ.， 
アナタケ肩の1種 Por初日p.

エゾサピイロアナタケ FU8COpOriαweiγii(MURR.) AOSHIMA，ケニクアミ
タケ Fbm面'top8isr08eOZOnαtα (LLOYD) IMAZ.，ヤニタヶ /8chnoderma
何 si:nosum(SCHRAD. eX FR.) KARST. 

ウスパシハイタケ HirschioporU8fU8CO噌ω1αceus(SSHRAD. ex FR.) DONK， 
オシロイタケ属の1種 Tyr'omyc咽 sp.

レンガタヶ Fomitopsi8伽8ularis(MURR.) IMAZ.， シイタヶ Cω・ti:脚 llus
edades ITO ex IMAI， ツガサルノコシカケ Fomitop8ispinicola (SW ARTZ 
ex FR.) KARST.，マイタケ Grifolαfrondo8α(DICKS.ex FR.) S. F. GRA Y 
(?) 

マスタケ Laetipor・U881.tlphureU8 (BULL. ex FR.) BOND. et SING. var. 
m伽iat闘 (JUNGH)IMAZ.，キンイロアナタケ POγ旬 8ubacidα(PECK)
SACC. 

マツノネクチタケFb骨titOp8I9α，nn08α(FR.)KARST. 

キカイガラタケ Gloe叩Ityll叫慨 8ep旬rium(WULF. ex FR.) KAR5T， 

アラゲカワラタケ COriOlU8hir8utu8 (WULF. ex FR.) QUEL. 

カイメンタヶ PItαeolus8chweinitzii (FR.) PAT. 

9 
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2. 分析方法

腐朽木材の成分は腐朽によって複雑な変化を生じ，健全材の成分とは性状がかなり異

なると考えられるから，その性状に応じた分析法を採用すべきであるが，通常の木材分析

法にならって，次のような方法を採用した。

a. 容積重: それぞれの腐朽段階の材からそれらを代表できる 2-3個の整形した

材片を採り，キヤリパ{で各稜の長さを測定するか，まはキνロメーターで容積を求め，

1050Cで乾燥して秤量し， これから容積重を算出した。すなわち健全またはこれに近い材

ではこれを水でうるおしてから表面の過剰な水をぬく可、とってキνロメ{ターにかけ，多

孔質でキνロメータ{を用いえないものは整型してキヤリパーで測定した。完全腐朽材の

中には全く測定不可能のものもあった。

b. 灰 分: 絶乾試料1-2gを磁製増桶に採り，電気炉中および三角架の上で常

法により灰化して測定した。

C. 炭素および水素: 絶乾試料2-3mgを用い， PREGLのミクロ炭水素元素分析

装置で，常法によって測定した。

d. 冷水抽出物: 絶乾試料約 19を三角フラスゴにとり， これに200ccの水を加え

室温でときどき捜持しながら 48時間放置後， グラスフィノレターを用いて漉過し洗糠して

から乾燥，秤量した。

e. 温水抽出物: 絶乾試料約19を三角プラスコにとり， 100ccの水を加え， 冷却

器を附けて沸騰湯浴中でときどき振謹しながら3時間加熱後，法過し，熱水で洗糠してか

ら乾燥，秤量した。

f. アノレゴーノレ・ベシゼシ抽出物: 絶乾試料1-2gを1G2のグラスプィ Jレターに

とり，これを2個ずつソックスレ{抽出器に入れ，鴻紙を入れて滴下液の直撃をきけなが

らアルコーノレ・ベシゼシ等量混合液で抽出液が着色しなくなるまで(約20時間)抽出してか

ら，グラスフィノレターを取り出し水流ポンプで溶剤を吸引除去してから乾燥器の中で乾燥

して秤量し，抽出前後の重量の差を抽出量とした。なお，セノレロ{スおよびリグニシ定量

用の1則旨試料も同様にして調製した。
g. 1% NaOH抽出物: 絶乾試料約19を三角プラスコにとり， l%NaOH水溶液

100ccを加え，冷却器を附けて沸騰湯浴中で1時間加熱してから漉過し，熱水でよく洗糠

し，乾燥してから秤量して測定した。

h. ベシトヂシおよびメチノレ・ペシトザン: 絶乾試料約19を蒸溜フラスコに採り，

12%塩酸1∞ccを加えて 10分聞に30cc溜出する速さで，溜出液が 360ccになるまで
蒸溜し溜出液にブロログノレ乙/ン塩酸溶液40ccを加え， 16時開放置してから濃過，洗糠し

て乾燥秤量し，さらに95%アノレコーノレに可溶性の部分を測定し， KROBERの表によって，



n 

可濯物の量からメチノレ・ぺシトザシを， 不溶物の量からぺシトザシを算定し， その和を全

ペシトザンとした。

i. Cross-Bevanセノレロース 2 脱脂試料約19をグラスブイ Jレター 1G2中で水で

うるおしてから塩素ガスを通じ 15分間処理してから 2%亜硫酸， 水の順に洗糠し， グラ

スフィルターのまま 50cc容のビーカーに入れ， 3% Na$Osを加えて湯浴上で1時間加熱

後漉過， 熱水冷水の順に洗糠し， 同様にして 10分間の塩素処理を 2回繰返し， さらに3

% N~SOs が着色しなくなるまで 5 分間の塩素処理を繰返した。 このようにして得た純

白にちかい繊維は熱水， 50%アノレゴ{ノレ，エ{デノレの順に洗糠し乾燥秤量した。

なお赤ぐされ材は 1-2回の塩素処理を行うだけて濯、過困難となり， また糊状の炭水

化物がリグニンを包被するため脱リグニシ処理ができなくなるから， 1-2回の処理を行っ

た後乾燥，秤量して粗セノレロ{スの値をもとめ，さらにこれの中に含まれるリグニンを定

量して差引いたものを全セルロ{スの量とし，絶乾未脱脂試料に対する%であらわした。

j. ホロセノレロース WISE159)の条件に従った。 すなわち 40-60meshの木粉5g

をアノレゴーノレで6時間， エ{テルで2時間抽出し， 溶剤を除去してから 200ccの三角プ

ラスコに入れて1.5gの亜塩素酸ソーダと 0.5ccの氷酷酸を含む 160ccの水を加え， 時計

皿lで蓋をして 800Cの湯浴中で時々擾持しながら 1時間処理し，ついで0.5ccの氷蟻酸と

1.5gの亜塩素酸ソ{ダを加え， 同様にして 1時間処理した。 この処理を針葉樹の場合は

4回 (4時間)，広葉樹の場合は 3回 (3時間)行ってからグラスプイ Jレターを用いて潟、過

し，冷水，アセトシの順に洗糠して， 1050Cで乾燥した。こうして得られた粗ホロセルロ

ースは 72%硫酸を加えて 300Cで1時間処理後，硫酸を3%までうすめ，オートクープを

用いて 1150Cで1時間処理して残査をリグニ γとし，粗ホロセルロースからこれを差引い

たものをホロセノレロ{スとした。

k. リグニシ: 脱脂試料約19に72%硫酸20ccを加え，よく撹持してから4時開

放置し，これに水を加えて 3%硫酸溶液になるまでうすめ 2時間ゆるやかに煮沸させて

炭水化物を完全加水分解してから 1G3のグラスフィ lレターを用いて滅、過，洗糠，乾燥し

て秤量し，絶乾未脱脂試料に対する%であらわし・た。

1. pH: 冷水抽出液の pHを東洋法紙の pH試験紙によって測定した。

m. アノレカリ消費量: 木粉O.lgを100cc容の共栓三角フラスゴにとり， これに

0.1 NNaOH 15 ccを加えて 2時間湯浴上で加熱し， 冷却後濃過して濯、液の一定量を.1:.り

クラニシ (0.1~古水溶液数滴)を指示薬として，未反応のアノレカリを塩酸で滴定し，はじめ

加えたアルカリの量と残存量との差を消費量(cc)とした。

盛光指示薬を用いたのは，腐朽材，ことに赤色腐朽材をアノレカ P溶液で処理すると濃

赤褐色に溶出するため，ブェノーノレプタレイシのような赤色の指示薬では変色点を明確に
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判定できないが，盛光指示薬を用いると，着色液中でも変化をみとめうるためである。

分析結果の表示には上のようにしてもとめた各成分の重量を絶乾未脂試料に対する重

量パーセシトであらわしたものと，この各値に容積重を乗じて木材100cc中に含まれる成

分の g数を表わしたものを示して，腐朽によって成分の絶対量の変化状態を考察する手段

とした。なお粗ホロセノレロース中のリグユシのみは粗ホロセノレロースに対するパーセシト

・である。

ii.針葉樹材

1. マツノネタチタケ Fomitoρ'sisannosa (FR.) KARST.によって腐朽した

トドマツ材 Abiessachalinensis FR. ScHM. 

a. 試 料: 亀井博士によって提供された材で，菌学的にはすでに報告制されてい

る。足寄営林署阿寒事業区第75林班ロ小班産の被害木，樹高20m，胸高直径30cm，推

定年齢140年。高さそれぞれの.3，1.0， 2.0， 3.0， 4.0， 5.0， 6.0， 8.5， 10.0， 18.0 mのところか

ら採取した 10個の円盤をとって調べたところ， 5.0mまでは明らかに腐朽し5.5mのと ζ

ろでもその痕跡があった。 6.0mのところでは肉眼的には全く異状がなかったa このうち

地上1.0，2.0， 3.0 mの各円盤からそれぞれ次のような試料を採取した。

10 (健全に

11 (変色):

12 (中期): 

地上3mの円盤からとった健全辺材。

地上3mの円盤からとった変色心材，やや灰色に変化した部分。

地上2mの円盤からとった中期腐朽材で完全腐朽部と変色部が少量混

入している。淡黄褐色。

13 (末期): 地上1mの円盤からとった完全腐朽材，海綿状になっているが，春材部

の腐朽がはなはだしいため，年輸にそって薄くはがれる。淡黄褐色。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと成分組成(%)は第2表，木材一定容積中の成

分重量の変化は第3表のようである。これによると灰分および炭水素含有率は変化が少な

いことがうかがわれ，また抽出物中アルゴ{ノレ・ベシゼシによる抽出量は変化が少なかっ

たが，冷水，温水および1% NaOH抽出物は明らかな増加の傾向を示している。主成分の

うちでは Cross-Bevanセlレロ{スと全ペシトザシがわずかに減少し， ホロセルロースは

ややいちじるしく減少しているが， 9グニシの含有量はほとんど変化がない。 さらに pH

はやや低くなる傾向を示し，アルカリ消費量は腐朽によって増加の傾向を示している。

また各成分の絶対量の変化をみると，健全材の容積重0.38が末期腐朽材では0:1711C.

減少しているから，成分の絶対量は腐朽によって健全材のおよそ 1/2に減少している。と

れを個々の成分についてみると，温水および冷水抽出物はやや増加， I%NaOH抽出物
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はほとんど増減なし他の成分はすべて減少している。 このうち Cross-BevanセJレロ{

スは健全材の 39%に， リグユンは 44%に減少している。これら組成および絶対量の変化

をみるととの腐朽材の腐朽はセノレロ F スおよびリグニンがともに侵される赤白中間の腐朽

型と考えられる。

第 2表 マツノネクチタケによって魔朽したトドマツ材の成分組成

Table 2. Composition of fir wood (Abies 8αchalinen8I8 
FR. SCHM.) at various stage自ofdecay by 
Fm叫 0伊I8α叩 '8a(FR.) KARST. (%) 

試 料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積震
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

10 

健全
Sound 

11 1~ 13 

変色 中期 末期
Dis巴olored More rotted Mωt rotted 

0.38 0.17 

0.83 

2.18 

2.28 

3.40 

12.36 

59.06 

14.12 

7.77 

76.05 

82.88 

8.24 

28.66 

5.6 

アルカリ消費量 (2 時間加熱{(巴~L.:.____" 1.31 
Volume of 0.1 N NaOH solution co 1.46 

セJレロース
Cross and Bevan cellulω司

会ぺントザン
Total pentosan 

メチル・ペン‘トザン
Methyl-p曲 toぬn

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

組ホロセJレロース中のりグニン梼
Lignin in crude holo巴ellulose

qグニン
Lignin 

pH 

義組ホロセルローズK対するパーセント

0.32 

0.38 

1.26 

1.28 

2.93 

11.96 

58.14 

12.31 

5.35 

73.F!1 

82‘58 

10.55 

a

a

Z

3

3

 

3

6

a

 

沼

5

1

0.26 

0.14 

1.92 

3.53 

6.62 

17.73 

56.36 

11.74 

4.67 

69.02 

71.91 

4.02 

29.86 

5.0 

1.02 

49.39 

6.50 

2.]5 

6.80 

10.47 

27.01 

51.70 

10.49 

4.64 

64.61 

68.09 

5.11 

m山

8

仰

お

4

2
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第 3表 マツノネクチタケによって魔朽したトドマツ材

成分の絶対量の変化

Table 3. Changes in weight of巴omponentof fir wood 
(Ab抑制chαli-制旬8I8FR. SCHM.) during decay by 
F仰地Opsi8側叫08α(FR.)KARST. (g/l00巴巴)

10 獄料
Sample No・

廃朽段階
Stage of de巴ay

健全
Sound 

11 

変色
Disωlored 

12 h 

中期 末期
!dore rotted !dωt rotted 

0.38 0.17 容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

0.32 

0.83 

0.87 

1.29 

4.70 

22.44 セルロース
Cross and Bevan巴ellulose

全ぺントザン
Total pentωan 

メチル・ぺントザン
Methyl-pentosan 

5.37 

2.95 

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

28.90 

10.89 4.77 

O.担

0.12 

。‘40

0.41 

0.94 

3.83 

18.60 

3.94 

1.71 

23.64 

9.26 

0.26 

0.04 

0.50 

0.92 

1.72 

4.61 

14.65 

3.05 

1.21 

17.95 

7.76 

0.13 

8.40 

1.11 

0.37 

1.16 

o
o
n
w
u
n
V
 

7

5

7

 

.• 官

A

S

4

n

自

1.78 

0.79 

10.98 

2. 号ミサルノコシカケ Phellinushartigii (ALLESCH. et ScHNABL) IMAz. 

によって腐朽したトドマツ材 Abiessachalinensis FR. ScHM. 

a. 試料: 北大雨竜演習林茂知事業区第 16林班産の被害木，胸高直径39cm，

地上 7mのところに子実体着生 8mのところから風害切損したものの子実体着生部附

近(直径a7x32cm)から次のような試料を採取した。

20 (健全): 主として健全辺材であるが，一部心材を含む。

21 (変色): わずかに変色した辺材部。

2. (末期): 淡黄灰褐色のやや弾力性のある，子実体着生部附近の腐朽材で，ところ
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どころに濃褐色部分(菌糸の色といわれる)がみられる。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと成分組成(%)は第4表，は木材一定容積中の

成分重量の変化は第5表のようである。これによると， まず完全腐桁部の炭素含有率

50.00 %は健全材のそれと大差ないことが推定される。また灰分は増加の傾向にあり，抽

.4表 モミサJレコシカケによって魔朽したトドマツ材の成分組成

Table 4. Composition of fir wood(Ab抑制chalimnsisFR. 
SCHM.) at various stages of de巴ayby PheU伽us
hαrtigii (AL回 SCH.et ScHNABL) IMAZ. (%) 

読 料
Sample No. 

情朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼ/
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セJレロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Toぬ1pentosan 

メチJレ・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Ho¥ocellu¥ose 

粗ホロセルロース
Crude ho¥ocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of O.IN NaOH solution consumed 

20 

健全
Sound 

0.41 

0.31 

3.82 

3.16 

2.66 

13.92 

58.37 

13.71 

7.37 

74.47 

81.02 

8.08 

Z7.76 

4.8 

1.39 

21 

変色
Dis巴olored

0.40 

0.58 

1.86 

1.83 

2.40 

13.69 

59.36 

13.07 

4.03 

70.10 

77.68 

9.75 

28.46 

6.4 

1.31 

23 

末期
Mos色 rotted

0.20 

1.38 

却 .00

6.40 

3.20 

6.94 

11.52 

26.66 

49.72 

12.87 

3.30 

66.08 

70.00 

7.02 

Z7.83 

6.0 

1.77 



16 

第 5表 モミサルノコシカケによって魔朽したトドマツ

材成分の絶対量の変化

Table 5. Changes in weight of component of fir wood (Abie8 
sαcha1伽en8i8FR. SCHM.) during decay by Phe抑制t8

hαγtigii (ALLESCH. et SCHNABL) lMAZ. (g/1叩巴巴)

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積童
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ベントザン
Total pentosan 

メチJレ・ペントザン
Methyl-pent~n 

ホロセノレロース
Holocellulose 

りグニン
Lignin 

2~ 

健全
Sound 

0.41 

0.13 

1.57 

1.30 

1.09 

5.71 

23.93 

5.62 

3.02 

30.53 

11.38 

21 

変色
Discolored 

0.40 

0.23 

0.74 

0.73 

0.96 

5.48 

23.74 

5.23 

1.61 

28.04 

11.38 

23 

末期
Most rotted 

0.20 

0.28 

10.00 

1.28 

0.64 

1.19 

2.鈎

5.13 

9.94 

2.57 

0.66 

13.02 

5.57 

出物は変色部はやや少ないが，冷水，温水， 1% NaOH抽出物は腐朽によって増加し，ア

ノレゴーノレ・ベンゼン抽出物は変化が少ない。 Cross-Bevanセノレロース，全ぺシトザシ， ホ

ロセノレロースはいずれもやや減少の傾向を示し， リグニンは変化しない。 pHはやや高く

なっている。またアノレカリ消費量は腐朽部がわずかに多い。

絶対量の変化をみると健全材の容積重0.41が末期腐朽材では 0.20となり， 成分のお

よそ 1/2が菌によって消耗されていることになる。成分のうち温水抽出物のみがやや増加

の傾向を示している外はすべて減少の傾向を示し， Cross-Bevanセルロース，全ペシトザ

シ，ホロセノレロ{ス， リグニシはそれぞれ健全材の 42，46， 43， 49 %に減少している。こ

の結果からモミサノレノゴVカケによるこのトドマツ材の腐朽は，セノレロ{ス， リグニシを
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ともに侵す赤白中間型の腐朽であるということができる。

3. チウロコタケ号Fキ Stereumsanguinalentum (ALB. et SCH¥V.) FR. 

によって腐朽したトドマツ材 Abiessachalinensis FR. SCHM. 

a. 試 料: 北大雨竜演習林茂知事業区第 16林班の被害木， 昭和30年8月採取3.6表 チウロコタケモドキ11:よって禽朽したトドマツ材の成分組成
Table 6. Compωition of fir wood (Abies sαchalinensI8 
FR. SSHM.) at various stages of decay by Stereum 
8αngui:施。lentum(ALB. et SCHW.) FR. (%) 

試 料
Sample No・

腐朽段階
Stage of decay 

容積童
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alocohol・benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ベントザン
Total p由旬san

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のログニン
Lignin in crude holocellulose 

りグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(巴巴)
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

3，) 

健 全
Sound 

0.33 

0.45 

0.90 

0.95 

2.05 

11.14 

55.14 

15.31 

6.22 

71.24 

77.11 

7.61 

30.64 

5.2 

1.0。

31 

変色
Discolored 

0.36 

1.37 

7.28 

7.36 

9.18 

20.94 

50.お

16.14 

9.44 

68.32 

72.40 

5.63 

26.91 

5.0 

1.39 

8.， 

末期
Most rotted 

0.32 

1.45 

49.30 

6.23 

3.00 

5.51 

10.13 

24.36 

52.98 

13.67 

6.02 

65.34 

67.98 

3.88 

23.60 

5.0 

1.92 
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樹高 19m，胸高直径36cm，根部はマツノネクチタケにより腐朽(地上4mまで)，チク

ロコタケモドキによる腐朽は上部から地上5.3mに及んでいた。 この地上 9.5mのところ

の円盤(直径26cm)から試料を採取したが，横断面は辺材の1.5-2cmの辺材を残して心

材部全体が一様に黄褐色の腐朽をしていた。・この材から次のように試料を調製した。

30 (健全): 健全辺材。

31 (変色); 変色材として採取したが， ζの部分は健全に近い部分と，中期と，思われ

る黄褐色の腐朽部が縞状に混入している材。

33 (末期): 黄褐色完全腐朽部で，年輸にそってうすくはがれる性質がある。春材部

がとくに多く腐朽しているためである。材はやや堅固で，末期とするに

第 7表 チウロコタケモドキによって魔朽したトドマツ
材成分の絶対量の変化

T able 7. Changes in weight of component of fir wood (Abies 
sachαlinen8I8 FR. ScHM.) during decay by Stere協伽
8側 gU<IJ旬。加ltum(ALB. et SCHW.) FR. (g/100 cc) 

裁料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコーJレ.ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cro飽 andBevan巴ellulose

全ベントザン
Total pentosan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

80 31 

健さを 変色
Sound Discolored 

0.33 0.36 

0.15 0.49 

0.30 2.62 

0.31 2.65 

0.68 3.30 

3.68 7.54 

18.20 18.12 

5.05 5.81 

2.05 3.ω 

23.51 24.60 

10.11 9.69 

3a 

末期
Most rotted 

0.32 

0.46 

15.78 

1.99 

0.96 

1.76 

8.24 

7.初一

16.95 

4.87 

1.93 

20.91 

7.55 
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はやや早期とも考えられるが，本薗による腐朽の最も進んだものである。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第6表，木材一定容積中の

成分重量の変化は第7表のようである。これによると，まず末期における炭水素含有率は

健全材のそれと大差のないことが推定できる。また灰分ならびに抽出物はすべて増加の傾

向を示しているが， 主要成分の Cross司Bevanセノレロ{ス，ペシトザシ， ホロセルロース，

Pグニシはともにわずかながら減少の傾向を示している。 またpHはわずかに低くなり，

アルカリ消費量は増加している。

絶対量の変化は，容積重が健全辺材0.33，末期腐朽材0.32とほとんど減少していない

ため，その傾向は組成のそれとほとんど一致している。これらの結果からチクロコタケモ

ドキによって腐朽したこの腐朽材の腐朽は赤白中間型の腐朽であると言うことができる。

4. マツマイタケSρarassiscrisρa (WULF.) FR.によって腐朽したトドマツ Abies

sachalinensis FR. SCHM.およびカラマツ材LarixKaemρiferi SARG. 

a.試料

イ) トドマツ材: 北大雨竜演習林茂知事業区第16林班の被害風倒木から昭和30年

8月試料を採取した。この材は根部から裂けて腐朽心材部をあらわし，子実体が着生して

いた。樹高24m。これの地上1.5mまでの材幹から次のような試料を調製した。

40 (健全): 主として健全な辺材部，心材を含む。

~ (変色): 黄色の変色材。

42 (中期): 明るい黄檀色の腐朽材。

43 (末期): 黒褐色の部分を主とする濃褐色の完全腐朽材。

ロ)カラマツ: 札幌市円山公園内の被害木，元日 26cm，末日21.5cm，長さ 70cm

の材幹から次のような試料を調製した。

4o (健全): 健全な主として心材部。

4i (変色): 黄色の変色材，中期腐朽部の微少部分を含有する。

4:i(中期): 黄灰色の腐朽材c

4i(末期): 黒色をおよび灰褐完全腐朽材。

4， 4'はいずれも不規則な腐朽材であって， どの段階の材をどの部分からとったとい

うことは明らかでなく，材幹を細裂して各腐朽段階の材を採取した。

b. 化学的組成; 分析の結果を示すと成分組成(%)は第8-9表， 木材一定容積中

の成分重量の変化は第10-11表のようである。これによるとこの腐朽材の成分の変化の

特徴は，抽出物がすべて増加しておりことに I%NaOH抽出物の量がいちじるしく増加

していることである。これについては後に別項をもうけてくわしくのべるが，赤色腐朽材



20 

"8表 マツマイタケによって魔朽したトドマツ材の成分組成
Table 8. Composition of fir wood (Abies sachaZ，伽側抑
FR. SCHM.) at various stages of decay by 
spαT倒抑 C的問 (WULF.)FR. (%) 

試 料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of de巴ay

全

M

4

u

 
健民団

4， 
変色
Discolored 

42 43 

中期 末期
]dore rotted ]dωt rotted 

0.36 o.盟容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

0.46 

0.70 

1.35 

1.72 

9.36 

58.92 セJレロース
Cr輔副dBevan cellulose 

全ペントザン
Total p叩 to随 n

メチル・ペントザン
]dethyl-pentosan 

13.75 

7.23 

ホロセルロース
Holocellulose 

75.11 

粗ホロセJレロ{ス
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のリグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

83.92 

10.49 

28.64 

pH 5.2 

アルカリ消費量 (2時間加熱)~çc) ， 1.∞ 
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

0.36 

0.12 

6.95 

3.77 

5.54 

15.65 

55.84 

13.76 

8;42 

68.54 

75.59 

9.33 

27.23 

5.0 

1.23 

0.26 

0.26 

12.98 

5.08 

10.00 

44.96 

42.92 

11.59 

7.71 

42.96 

45.38 

5.34 

35.02 

4.4 

3.76 

0.71 

57.98 

6.38 

18.02 

.4.18 

11.56 

70.60 

19.65 

13.62 

11.ぴ7

16.29 

22.25 

26.78 

52.39 

4.8 

3.83 

の特徴であって.主としてそのリグニシがアノレカ日可溶性に変質するためである。'ペシト

ザシの変化は比較的少ないが.Cross-Bevanセノレロースおよびホロセノレロ{スの減少はい

ちじるしく，これに反しリグニシはいちじるしく増加し絶対量の変化は小さい。したがっ

てこの腐朽材の腐朽はいわゆるリグニシを残存する赤色腐朽であることが明らかである。



試料
Sample No. 

魔朽段階

.9表 マツ 7 イタケによって膏朽したカラマツ材の成分組成
Table 9. Composition of larch wood (L俳句Kaempferi
SARG.) at various stages of decay by 
SpαT制抑 cri8pα(WULF.)FR. (%) 

4~ 4; 4; 

中期 末期

21 

枇ageof decay 

4~ 

健全
Sound 

変色
Discolored More rotted Most rotted 

容積霊
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

拍出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
CroS8 and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
HolocelluloSe 

粗ホロセルロ{ユ
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocelIulose 

リグニン
Lignin 

pH 

0.42 

O.Oo 

3.61 

7.28 

9.76 

却.24

49.60 

14.49 

8.82 

67.74 

71.95 

5.85 

28.74 

5.2 

アルカり消費量 (2時間加熱)(巴巴) 1.77 
Volume of 0.1 N NaOH solutio 

0.40 

0.13 

3.25 

8.19 

11.担4

27.81 

48.45 

13.63 

7.58 

66.20 

71.48 

7.39 

29.80 

5.2 

2.53 

0.32 

0.20 

7.17 

7.72 

14.39 

47.09 

40.09 

13.04 

5.85 

45.38 

47.02 

3.50 

38.28 

4.8 

4.06 

0.25 

0.44 

54.83 

5.91 

9.84 

6.76 

17.61 

65.63 

33.04 

12.64 

4.85 

25.96 

32.22 

19.42 

45.33 

4.8 

4.68 

なお， Cross-Bevanセルロースの含有率がホロセノレロ{スより‘大きいのは，前者の定量法

が塩素化・脱リグニシ処理を1回行った後，残、直のリグニシを定量して算定したのに対し，

ホロセノレロースは亜塩素酸ソーダによる脱リグニシを注目繰返しており，この処理による

セノレロ{スの損耗と考えられる.



22 

第10表 マツマイタケによって魔朽したトドマツ材

成分の絶対量の変化

Table 10. Changes in weight of eomponent of fir w，∞d 
(Ab抑制chalinensisFR. SCHM.) during deeay 
by Spαrα88I8 cTispa (WULF.) FR. (g/1'伺 ee)

読料
Sample No. 40 

健全
Sound 

41 4-l 4a 

魔朽段階
8tag恐 ofde伺 .y

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrog四

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Aleohol-b岨 zene

冷水
白 ldwater 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan eellulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ぺントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holoeellulose 

りグニン
Lignin 

0.36 

0.17 

0.25 

0.49 

0.62 

3.37 

21.21 

4.95 

2.60 

27.04 

10.31 

変色
Diseolored 

0.36 

0.04 

2.50 

1.36 

1.99 

5.63 

20.10 

4.95 

3.03 

24.67 

9.朗

中期 末期
More rotted Most rot旬d

0.26 

0.07 

3.37 

1.32 

2.帥

11.ω 

11.16 

3.01 

2.00 

11.17 

9.11 

0.22 

0.16 

12.76 

1.40 

3.96 

0.92 

2.54 

15.53 

4.沼

3.∞ 

2.44 

3.58 

11.回

5. エゾサルノコシカケ Cryρtodermayamanoi IMAZ.によって腐朽した

エゾマツ材Piceajezoensis CARR. 

a. 試 料: 北大天塩第一演習林産の被害立木，昭和21年秋採取。樹高20m，胸

高直径44cmで地上1.5mのところに子実体が着生していた。 ζの材から次のような試料

を調製した。なおこの組戒についてはすでに報告問、している。

50 (健全): 地上11mから採取した辺材を含む健全心材。

51 (変色): 地上 7mから採取した赤撞色変色材。

52 (中期): 子実体の着生している材幹からとった材でレシズ状孔の中に白色繊維状



第lH長 マツマイタケによって脅朽レたカラマツ材
成分の絶対量の変イ七

Table 11.αlanges in weight of component of larch wood 
(Lar必 KaempferiSARG.) during decay by 
Spar倒 8I8cバ8pα(WULF.)FR. (g/l00 cc) 

題

試料
Sample No. 

宿朽段階
Stage of decay 

}

全

M

4

u

 
縫札却

4; 4; 4; 

変色 中期 末期
Discolored More rotted Most rotted 

0.40 0.32 0.42 0.25 容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

0.03 

1.52 

3.06 

4.10 

8.50 

20.83 セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total penω.san 

メチル・ベントザン
Methyl-pentωan 

ホロセルロ{ス

Holocellulose 

リグニン
Lignin 

6.09 

3.70 

28.45 

12.07 1l.33 

物の充満している澄赤色の心材。

52から白色繊維状物を除いた澄赤色の材。

子実体着生部に近いもっとも腐朽の進んだ軽粗な材。すでに白色繊維状

物もほとんど消失し，あらい海綿状に近い状態の灰澄色の材。

52 • 5 から白色繊維状物を除いた材。

レシズ状孔中に残存している白色繊維状物。

5.; 

52•6 (末期):

5~.5 

5君

0.05 0.06 0.11 

2.46 

1.69 

4.40 

16.41 

8.26 

3.16 

1.21 

6.49 

以上の試料はこれを粉砕，ふるい分けすると白色繊維状物がとくに細砕されて除かれ

るおそれがあるので，抱屑状のものを用いて試験に供した。ただしホロセルロースの実験

には4O-60meshのものを用いた。

1.30 2.29 

3.28 2.47 

4.53 

11.12 

19.38 

4.60 

15.07 

12.83 

5.45 4.17 

3.03 1.87 

26.48 14.回

11.錨 12.25 
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IU2表 エゾサJレノコシカケによって魔朽したエゾマツ材の成分組成

Table 12. 仁!ompositionof spruce wood (Piceαjezoe間伐
CARR.) at various stages of decay by 
Cr百ptodeγmayαmαnoi IMAZ. (%) 

試 料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

5， 51 5~ 53 52.5 5; • 5. 

健全 変色 中期
Sound Dis- More 
colored rotted 

期
間
胡

4

ホ
O

H

M

準

M
m

湖
.
綿
一
叩

末
M
附

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコーJレ・ベンゼン
Al巴ohol・benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot wateで

1~'; NaOH 

セルロース
Cross and Bevan ceIlulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holo巴eIlulose

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulo日e

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(巴巴)
Volume of 0.1 N NaOH solution 
consumed 

0.42 0.42 O.釘 0.22 

0.33 0.31 0.40 0.50 0.21 0.18 0.05 

48.45 48.80 49.29 48.60 -- 43.89 

6.64 6.05 6.54 6.19 6.25 

2.08 1.73 2.44 2.57 3.34 1.35 。
1.60 3.37 2.52 4.ω 

3.47 11.57 6.80 8.38 

13.73 13.77 18.98 19.49 21.02 15.74ω.38 

51.24 55.78 50.ω50.却 62.07 61.42 84.75 

12.80 13.63 11.24 10.34 10.81 12.05 5.70 

2.51 5.96 4.21 3.73 

76.47 73.98 75.44 86.27 

担.58 79.16 79.72 86.27 

7.40 6.54 5.36 。
27.66 27.76 29.84 29.92 22.62 26.54 o 

5.5 4.6 4.4 4.4 

1.22 1.55 2.22 2.05 6.85 

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと成分組成(%)は第 12表， 木材一定容積中の

成分重量の変化は第13表のようである。 これによるとまず灰分は減少の傾向を示す。 炭

素および水素は各段階の聞で大差はみられないが，末期の白色繊維状物の炭素のみは

43.89%と低い値を示し，実験式 C川H20)11がえられ重合度の低い木材セルロースである



読料
Sample No. 

第13表 エ、'fサルノコシカケによって魔朽したエゾマツ材

成分の絶対量の変化

Table 13. Changes in weight of component of spruce 
wood (Piceαjezoensis CARR.) during decay by 
Cryptoderma yamαnoi IMAZ. (g/lωcc) 

51 5! 52，5 

中 期 準末期

25 

腐朽段階
Stage of decay 

50 

健全
Sound 

変色
Discolored ]dore rotted ]dore rotted 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ベントザン
Total pento唱an

メチル・ペントザン
]de出yl-pentωan

ホロセルロース
Holocellulωe 

リグニン
Lignin 

0.42 

0.14 

20;35 

2.79 

0.87 

0.67 

1.46 

5.77 

21.52 

5.38 

1.05 

11.62 

0.42 

0.13 

却 .50

2.54 

0.73 

1.42 

4.86 

5.78 

23.43 

5.72 

2.50 

32.12 

11.66 

0.37 

0.15 

18.24 

2.42 

0.90 

0.93 

2.52 

7.02 

18.50 

4.16 

1.56 

27.37 

11.04 

0.22 

0.05 

10.69 

1.36 

0.73 

1.08 

1.84 

4.62 

13.66 

2.38 

0.82 

16.伺

4.98 

ことがわかる。抽出物は一般に増加の傾向を示しているが，主要成分のうち Cross-Bevan

セノレロ{スはやや増加の傾向を示し，全ぺシトザ人 リグユシおよびホロセノレロースはわ

ずかに減少の傾向を示した。このうちホロセノレロ{スがセルロースの増加に反して減少す

るのはふるい分けによる白色繊維状の脱落にその原因があると思われる。 pHは腐朽部が

やや低く，アノレカリ消費量はわずかに増加している。これらの結果からこの腐朽材の腐朽

はセノレロースよりリグζニシを多く消費するいわゆる白色腐朽と言うことができる。しかし

成分の絶対量はいずれも減少していて，セノレロースが侵きれないで残るものでないととは

云うまでもない。なお末期腐朽材である白色繊維状物の Cross-Bevanセルロースの

84.75%は1回の脱リグユン処理を行ってえられた値である。



部

6. エゾタケ Tyromycesborealis (FR.) IMAz.によって腐朽した

アカエソ.マツ PiceaGlehnii MAST. 

a. 試 料: 北大雨竜演習林茂知事業区の被害立木で昭和23年3月採取した。 樹

高26m，伐採高2.3m，伐採高における直径75cmで，その中心部はすでに空洞になって

おり，空洞は地上高3mにおよび， 心材部の変色はさらに2m上方まで達していた。高

さ4.8mの樹幹の部分から健全材を採取し， これと伐採高との中聞において， 淡黄褐色

に変色した部分およびそれに隣接した帯黒色の変色部分を，さらに伐採高附近から腐朽の

末期の段階と思われる黄褐色の部分を採取した。この薗によって腐朽した材は，多くの他

の腐朽材のように，手指によって容易に砕かれるような末期の状態の材はなく，しかも比

較的均一に腐朽が進んでいた。黄褐色に変色した空洞に援する部分が腐朽の末期であるこ

とは察知出来るが，その中聞の変色の段階は何れが初期であるかは明らかでない。この材

料から次のような試料を調製した。

60 (健全): 樹高4.8ni附近の樹幹より採取した健全材。

~ (変色): 6。部と伐採高の中聞から採取した淡黄褐色の変色材。

6i (変色): 6]と隣接した帯黒色の変色材。

63 (末期): 伐採高附近の空洞に接した黄褐色の材，菌糸叢が現われ，扇平な直方体

の小材片に分割された形状であって，この菌による腐朽木材の典型的な末期の

兆候を示している。

なお，これらの組成についてはすでに報告制している。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと成分組成(%)は第14表， 木材一定容積中の

成分重量の変化は第15表のようである。 これによるとこの腐朽材の腐朽は成分がはなは

だしくは消耗されていないで，容積重は 0.42から 0.34にわずかに減少しているだけであ

る。成分組成はいずれもほとんど変化していないと言うことができる。また絶対量の変化

量は小さいが，主要成分はいずれも僅かに減少の似向を示し，いわゆる赤白中間型の腐朽

というととができる 6

7. カイメンタケ Phaeolusschweinitzii (FR.) P AT.によって腐朽したトドマツ

Abies Mayriana MIYABE et KUDO，カラマツ LarixKaempj討iSARG. 

およびアカエソ‘マツ材PiceaGlehnii MAST. 

a.試料

イ) トドマツ: 定山渓営林署小樽内経営区紅葉橋附近の被害木で昭和24年5月採

取した。樹高24m，-伐採高1mで岡高における直径45cm。被害木の根元はすでに空洞

を生じていた。これから次のような試料を採取調製した。なおこの組成についてはすでに

報告制した。



試料
Sample No. 

第lUIE エゾタケによって寝朽したアカエゾマツ材の成分組成

Table 14. Composition of spruce wood (Picea Glehnii 
MAST.) at various stages of decay by 
勾γ側 yce8bOTealis (FR.) lMAZ. (%) 

6J 61 6; 63 

変色 変色 末期

zl 

健朽段階
Stage of decay 

健全
Sound Discolored Discolored Most rotted 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cro畠sand Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

組ホロセルロース
Crude holocellulose 

組ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

0.42 

0.36 

50.37 

6.35 

4.90 

4.46 

7.ぴ1

16.13 

53.70 

12.23 

3.79 

28.20 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(巴巴____， 1.48 
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

0.39 0.40 0.34 

0.27 0.11 1.40 

~.n M.W G.TI 

6.32 6.25 5.90 

1.95 

1.53 

3.36 

12.34 

58.94 

13.31 

4.75 

77.34 

理.61

6.38 

27.63 

5.2 

1.26 

1.54 

1.05 

2.40 

14.86 

55.96 

11.71 

1.64 

73.19 

79.19 

7.58 

28.99 

5.0 

1.36 

0.85 

3.93 

8.56 

21.75 

54.67 

9.58 

1.30 

69.80 

75.19 

7.17 

27.40 

5.0 

1.89 
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第15表 エゾタケによって魔朽したアカエゾマツ材成分の絶対量の変化

Table 15. Changes in weight of component of sp町田
wood (Picea Gleh略iiMAST.) during decay by 
Tyromνces bo問 alis(FR.) IMAZ. (gj100 cc) 

読料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
A.sh 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコ{ル・ベンゼン

Alcohol-b阻 zene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Beven celluIω巴

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ぺントザン
Methyl-pent明an

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

60 

健全
Sound 

0.42 

0.15 

21.16 

2.67 

2.06 

1.87 

2.97 

6.77 

22.55 

5.14 

1.59 

11.84 

61 6; 6:1 

変色 変色 末期
Discolored Discolored Most rotted 

0.39 0.40 0.34 

0.11 0.04 0.48 

19.41 20.64 16.72 

2.46 2.50 2.01 

0.76 0.62 0.29 

0.60 0.42 1.剖

1.31 0.96 2.91 

4.81 5.94 7.40 

22.~ 22.~ ffi.a 

5.19 4.68 3.26 

1.85 0.66 0.44 

30.16 29.沼 23.73 

10.78 11.印 9.32 

第 1群 高さ1.4mの円盤からとった腐朽材，内部ほど腐朽している。

70 (健全): 健全辺材。

71 (変色): 辺材に援し，もっとも外側の心材でわずかに変色がみられた。

72 (中期): 黄褐色の腐朽材。

7:1 (末期): 円盤中心部の褐色完全腐朽材。

第2群 高さ別にとった腐朽材，根元に近いほど腐朽している。

76: 高さ 5.7mの円盤からとった健全心材。

7i: 高さ 2.8mの円盤からとった軽度の変色材。

7~ : 高さ 2.2mの円盤からとった黄褐色の腐朽材。



裁料
Sample No. 

第16表 カイメンタケによって魔朽したトドマツ材の成分組成 その1

Table16. Composition of fir w∞d (Abies Mαyr仰附 MIYABE
et KUDO) at various stages of deeay by P，加eol蜘
8chweinitzii (FR.) PAT. Part 1 (%) 

71 72 73 

中期 末期

m 

魔朽段階
Stage of deeay 

70 

健全
Sound 

変色
Discolored More rotted Most rotted 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Car加担

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコーJレ・ベンゼン
AleohoI-benzene 

温水
Hol; water 

1% NaOH 

セルロース
CrO!8. and Bevan celIulose 

全ペントザン
Total pentωan 

メチル・ベントザン
MethyI-pentosan 

リグニン
Lignin 

0.48 

0.80 

48.40 

6.57 

0.56 

8.09 

9.50 

59.20 

12.74 

5.48 

29.05 

pH 5.0 

アルカり消費量 (2時間加熱)(ce) 1.28 
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

741 伐採高附近からとった褐色完全腐朽材。

0.47 

0.42 

49.48 

7.18 

7.54 

5.63 

14.74 

56.77 

18.16 

7.83 

27.14 

4.8 

1.45 

0.34 

0.81 

50.98 

6.80 

5.16 

8.58 

42.50 

40.16 

12.27 

6.53 

37.16 

4.2 

4.17 

0.29 

O.ω 

52.03 

6.82 

8.72 

7.担

40.45 

82.86 

10.50 

5.86 

45.56 

4.8 

4.盟

ロ)カラマツ: 札幌市円山公圏内の被害木で昭和31年春採取。 本材はすでに伐倒

採材した元口 23cm，末口 21cm，長さ 80cmの材で腐朽は全幹を貫いていた。 これから

次のようにして試料を調製した。

7a1 (変色): 辺材のすぐ内側の変色材。

7ae (中期): 黄褐色の腐朽材。

7a3 (末期): 赤褐色完全腐朽材。

ノ、)カラマツ: 北大実験首園内の被害木，昭和31年8月採取。胸高直径26cm，樹

令約50年。とれから次めような試料を調製した。

7bo (健全): 健全心材。
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第 17表 カイメンタケによって慌朽したトドマツ材の成分組成ーその2

Table 17. Composition of fir wωd (Abies MαyrianαMIYABE 
et KUDO) at various stages of de叩yby Phaaol制

SCh1抑制tzii(FR.) PAT. Part II (%) 

試料
Sample No. 7~ 7; 7; 7; 

腐朽段階
Stage of. deeay 

容積霊
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
&>lubi1ity in 

アルコール・ベンゼン
Aleohol-benzene 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan eellulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holoeell ulose 

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

組ホロセルロース中のりグニン
Lignin in erude holo巴ellulose

リグニン
Li伊lin

pH 

健全
Sound 

0.39 

0.24 

49.72 

6.65 

2.99 

3.61 

11.71 

58.18 

13.67 

7.σ7 

74.56 

加.50

7.38 

~.昭

5.0 

アルカリ消費量 (2時間加熱1(ee) 0.65 
Volume of 0.1 N NaOH soluti 

7b可(末期): 赤褐色の完全腐朽材。

変色
Diseolored 

0.44 

0.23 

49.26 

6.70 

1.92 

3.87 

11.74 

59.70 

13.20 

6.58 

74.70 

82.87 

9.86 

28.02 

5.0 

0.62 

中期 末期
More rotted Most rotted 

0.39 

0.39 

51.13 

6.48 

3.69 

8.09 

35.99 

ω.53 

11.66 

6.05 

56.69 

ω.10 

5.68 

41.97 

4.6 

3.93 

0.33 

0.57 

53.93 

6.36 

6，10 

7.40 

44.88 

19.02 

11.87 

8.21 

39.45 

42.33 

6.81 

56.75 

4.6 

4.27 

7'bd末期): 7bsよりさらに腐朽が進んでいると思われる濃赤褐色の完全腐朽材。

ニ)カラマツ: 北大実験苗圃内の被害木，昭和23年亀井博士によって提供された。

7ca (末期): 褐色完全腐朽材。

ホ)アカエゾマツ: 北大雨竜演習林北母子皇貯木場から昭和23年3月採取。

7d3 (末期): 褐色完全腐朽材。



.181喪 カイメンタケによって情朽レたカラマツ材の成分組成 その1

Table 18. Compωition of larch wood (Larix Kaempferi 
SARG.) at various stages of decay by Phaeolu8 
8chweinitzii (FR.) PAT. Part 1 (%) 

誠 料
Sample No. 

情朽段階
Stage of decay 

容積霊
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼ、ン

Alcohol・benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot watel." 

1% NaOH 

セルロース
CroSs and Bevan cellulose 

全ベントザン
Tσtal pentosan 

メチJレ・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセJレロ{ス
Holocellulose 

組ホロセJレロ{ス
Crude holocellulωe 

組ホロセJレロ{ス中のりグニン
:Ligliin in巴rudeholocellulose 
リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 

7at 

，変色
Discolored 

0.47 

0.16 

2.11 

6.95 

ltJ.92 

22.21 

55.03 

13.20 

8.08 

ω.49 

78.93 

6.01 

Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

27.12 

5.4 

2.23 

7a2 7a3 

中期 末期
More rotted Most rotted 

0.27 0.23 

0.14 0.46 

56.88 

6.03 

8.防 9.45

8.00 4.10 

18.48 13.97 

63.39 68.95 

32.83 23.詔

14.09 12.14 

6.76 5.13 

42.62 16.12 

43.93 22.77 

2.98 29.20 

鈎.58 54.14 

4.8 4.8 

4.22 4.60 

31 

分析の結果を示すと， 成分組成(%)は第 16-21表， 木材一定容積中の成分の変化は

第22-25表のようであった。これによると， この腐朽材の腐朽はセノレロ{スを溶解して

リグニシが残存する赤色腐朽型であることが明確にうかがわれる。炭水化物中ぺ γ トザ

シの変化は少ないが，ホロセルロース， Cross-Bevanセルロースは目立って減少してい

る。一方リグユシは含有率ばかりでなく，絶対量の増加さえみられるが，これは本菌によ
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第印象 カイメンタケによって魔朽したカラマツ材の成分組成 その2

Table 19. Compc:鴻itionof larch w例泊仏ω官 K制御pfe'l・4
SARG.) at various stages of deeay by Phaeolu8 
8chweinitz伐 (FR.)PAT. Part n (%) 

試 料
Sample No. 

脅朽段階
Stage of deeay 

。

全

叫

・0
n
7

健
釦

7b:1 

末期
Most rotted 

7bi 

末期
Most ro悦ed

0.46 0.27 容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
臼 rbon

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Aleohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

-1% NaOH 

0.11 

50.22 

6.34 

3.93 

7.06 

9.91 

20.19 

52.04 
セルロース
Cr，ωs and Bevan eellulose 

全ぺントザン
Total pentosan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

8.73 

2.57 

ホロセルロース
Holoeellulose. 

組ホロセルロ{ス
Crude holoeellulose 

粗ホロセJレロ F ス中のりグニン
Lignin in erude holocellulωg 

qグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(巴巴)
Volume of 0.1 N NaOHsolution consumed 

67.54 

73.49 

8.10 

28.75 

5.2 

1.84 

0.26 

0.23 

58.83 

6.27 

20.25 

6.72 

16.38 

72.44 

16.81 

4.87 

0.85 

22.13 

制.76

36.33 

56.53 

4.8 

4.52 

0.24 

18‘67 

4.22 

11.85 

76.67 

9.75 

2.偲

0.66 

21.51 

39.86 

45.35 

65.03 

5.0 

4.担

る腐朽が亀裂性赤色腐朽であることからもわかるように，腐朽による材の収縮によるもの

で，実際には増加していないことが説明できる。炭素の含有率の増加はリグニシからも推

定されるが，すべて健全材よりも多くなっている。抽出物ば全般に増加の傾向を示してい

るが，ことに 1%NaOH抽出物の増加が目立ち，これはリグニシおよびホロセルロースが

アルカリ可溶性に変質しているためであるが，ことにリグニシの変質による。



.却署長 カイメンタケによって魔朽したカラマツ材の成分

Table 20. 白 mpositionof larch wood (Lαrix J(，邸mpferiSARG.) 
decayed by P.加 eol悦88Ch叩'6Initzii(FR.) PAT. 

試料
Sample No. 

魔朽段階
S色ageof decay 

7c.~ 

e
 

E
 

仰
唱
E
Ag
 

d
 

4
L
 

期
削

末
鵬M
 ，% 

容積重
Volume weigh色

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

拍出物
Solubility in 

アルコ -jレ・ベンゼ.ン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold .water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulωe 

全ベントザン
Total pentοsan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentοsan 

リグニン
Lignin 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

0.30 

1.02 0.31 

7.55 2.27 

4.75 1.43 

21.63 6.50 

66.34 19.ω 

2.15 0.65 

13.60 4.08 

8.20 2.46 

63.04 18.91 

部
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.21表 カイメンタケによって魔朽したアカエゾマツ材の成分

Table 21. Composition of spruce wood怪奇加αGlehniiMAST.) 
decayed by Pkαeol叫88chwe'I;叫itz必 (FR.)PAT. 

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubi1ity in 

アルコール・ベンゼン
Alco凶1・.benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1%. NaOH 

セJレロース
Cross and Bevan cellulose 

全ぺントザン
Total p町entosan

メチル・ペントザン
Methyl-p曲 tos創 1

9グニン
Lignin 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of 0.1 N NaOH目。，lutionconsumed 

7d~ 

末期
Most rotted 

% g/1ωcc 

0.34 

0.59 0.20 

M.58 ~.56 

5.84 1.99 

9.76 8.82 

5.44 1.85 

11.89 4.04 

48.48 16~48 

14.06 4.78 

17.67 6.01 

4.48 1.51 

45.15 15‘85 

4.34 1.48 



試料
S副 pleNo・

魔朽段階

.22表 カイメンタケによって腐朽したトドマツ材
成分の絶対量の変化 その1

Table 22~ Ch且nges1n weight of component of fir woョd
(Abies Mαy'r旬間 MIY'ABEet Kuoo) during decay by 
Phaeolu8 8chweinitzii (FR.) PAT. Part 1 (g/100 cc) 

7， 72 73 

中期 末期

35 

Stag邑ofdecay 

70 

健全
Sound 

変色
Discolored More rotted Most rotted 

容積重
. Vofume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubi1ity in 

アルコール・ベンゼシ
Alcohol-benzene 

温水
Hot water 

l~~NaOH 

セJレ巴{ス

Cross and Bevan ceIlulose 

全ペントザン
Total penω'san 

メチル・ペントザン
Methyl・pentosan

リグニン
Lignin 

0.48 

0.18 

20.81 

2.88 

0.24 

1.88 

4.09 

25.46 

5.48 

2.88 

12.49 

0.47 

O.却

23.23 

3.37 

3.54 

2.65 

6.93 

26.68 

6.19 

8.45 

12.76 

0.34 

0.11 

17.33 

2.81 

1.75 

2.92 

14.45 

13.65 

4.17 

2.22 

12.68 

0.29 

O.却

15.09 

1.83 

1.08 

2.12 

11.78 

9.38 

3.05 

1.70 

18.21 
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第23表 カイメンタケによって魔朽したトドマツ材成分の

絶対量の変化 その2

Table 23. Changes i~ weight of ωm卯 nentof fir wood 
(Abie8 Mα側側αMIYABEe七Kuoo)during decay by 
P加 eolU88chweinitzii (FR.) PAT. Part JI (g/l∞cc) 

話料
8ample No. 7~ 

健全
80und 

ヤ; 7; 7; 

禽朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weigbt 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrog四

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
AlcohoI-benzene 

温水
日o色water

1% NaOH 

セJレロース
Cr.ωs and Bevan cellulose 

全ベントザン
Total penωsan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
HolocelIulose 

リグニン
Lignin 

0.89 

O.伺

19.39 

2.59 

1.17 

1.41 

4.57 

22.69 

5.83 

2.76 

29.回

10.89 

変色
Discolored 

0.44 

0.10 

21.67 

2.95 

0.84 

1.70 

5.17 

26.27 

5.81 

2.伺

32.87 

12.33 

中期 末期
More rotted Most rotted 

0.39 

0.15 

19.94 

2.53 

1.44 

3.16 

14.04 

15.81 

4.55 

2.36 

22.11 

16.37 

0.83 

0.19 

17.旬

2.10 

1.随

2.44 

14.79 

6.28 

3.75 

2.71 

13.02 

18.73 



第24署長 カイメンタケによって腐朽したカラマツ材成分の
絶対量の変化 その1

Table 24. Changes in weight of eompon岨 tof lareh 
wood包αT吻 KampferiSARG.) during deeay by 
Phaeolu8 8ch抑制tzii(FR.) PAT. Part 1 (gjlωee) 

試料
Sample No. 

脅朽段階
Stage of deeay 

容積童
Volume weight 

灰分
Ash 

炭 1 素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコーJレ・ベンゼン
Aleohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cro唖sand Bevan eellulose 

全ペントザン
Total pentωan 

メチル・ペントザン
Methyl-pento岨 n

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

7a， 

変色
Dis巴olored

0.47 

0.08 

o.鈎

3.27 

5.13 

10.44 

25.86 

6.20 

3.80 

32.66 

12.75 

7a. 7a， 
中期 末期
nfore rotted nfost rotted 

0.27 0.23 

0.04 0.11 

2.31 

2.16 

4.99 

， 17.12 

8.86 

3.80 

1.邸

11.51 

10.69 

13.ぴ7

1.39 

2.17 

0.94 

3.21 

15.86 

5.36 

2.79 

1.18 

3.71 

12.4.5 

37 
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第25.カイメンタケによって魔朽したカラ 7 ツ材成分の
絶対量の変化 その2

Table 25. Changes in weight of ωmponent of larch 
wood (Lari.'e Ka6'mpferi SARG.) during decay by 
Phaeol旬88chweinitzii (FR.) PAT. Part II ~g/100 cc) 

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage.of de巴ay

全，
M

m
縫い一

7b3 7b; 

末期 末期
Most rotted Most totted 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコーJレ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

0.46 0.26 0.27 

0.05 0.06 0.06 

28.10 15.80 

2.92 1.68 

1.81 5.27 5.04 

8.25 1.75 1‘14 

4.56 

9.29 

28.94 

4.26 

18.88 

4.87 

8.06 

20.70 

2.68 セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザ μ
Total pentosan 

メチJレ・ペントザン
M:ethyl-pentωan 

1.14 0.79 4.02 

1.18 0.22 0.18 

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignn 

81.07 5.75 5.81 

18.28 14.70 17.前



却

8. チヤウロコタケ Stereumfasciatum (ScHW.) FR.によって腐朽した

エゾマツ材 Piceajezoensis CARR. 

a. 試 料: 苫小牧演習林，上幌内事業区産の枯損木。

b. 化学的組成: 分析の結果は第26表のようである。 これによると， この腐朽材

第26表 テヤウロコタケによって魔朽したエゾマツ材の成分

Table 26. 白mpositionof spruce w∞d (PiceαjezoenBis CARR.) 
deeayed by Stereum J，伺 cia加m(ScHW.) FR. 

試料
Sample No・

腐朽段階
Stage of decay 

e
 

nν nu 
nu 
噌・A，，，， g
 

d
 

'
&
i
w
 

期

ω
F
L
 

。。
中
間O
 
M
 

/
0
 

0
/
 

容 積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

0.33 

0.54 0.18 

~." ffi.~ 

6.65 2.19 

3.00 0.78 

3.00 1.00 

セルロ{ス

Cro園田 and Bevan cellulo3e 

全ペントザン
Total pen句san

メチル・ぺントザン
Methyl-p岨 tosan

7.31 

19.99 

54.56 

2.41 

6.60 

18.0。
13.46 4.44 

4.57 1.51 

ホロセルロース
HoloeeUulose 

組ホロセJレロ{ス
Crude holocellulose 

組ホロセルロース申のりグニン
Lignin in erude holoeellulose 

りグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of 0.1N NaOH soIution co臨umed

68.49 22.印

75.20 

s.93 

31.52 10.40 

5.4 

1.62 
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は成分の消耗が少ないので，成分組成の上に健全材との相違がほとんどあらわれておらず，

赤白中間腐朽の性質を示している。

9. エゾナミハタケ LentinusKaufmanii SMITHによって腐朽した

'エゾマツ材Piceajezoensis CARR. 

a. 試 料: 亀井博士によって提供された苫小牧演習林産の被害木。これから次の

.Z1表 エゾナミハタケによって魔朽したエゾマツ材の成分組成
Table 27. Com抑留itionof spruce w∞d (P~伽ajezoe間 is
CARR.) at various stages of de岨.yb.y 
Lentinu8 K，α也ifmaniiSMITH. (~0) 

読料
Sample No・

腐朽段階
Stage of deca.y 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cro日sand Bevan cellulose 

全ぺントザン
TotaI pentosan 

メチル・ペントザン
Meth.yI-pentosan 
ホロセルロース
Holo巴elIulose

粗ホロセJレロ{ス

Crude holo巴eIlulose

組ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulo岨e

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of 0.1 N NaOH soIution ωnsumed 

9. 

変色
Dis巴olored

0.33 

1.14 

0.77 

3.19 

13.46 

62.08 

13.60 

5.08 

71.60 

74.偲

3.27 

29.70 

5.6 

1.39 

9'1 

末期
Mωt rotted 

0.43 

61.52 

5.鴎

8.59 

63.71 

15.94 

9.71 

4.邸

12.24 

14.40 

15.01 

69.11 

4.8 

3.飽
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ような試料を調製した。

91 (変色): 材が古いため完全健全材が得られず，やや褐色をおびた健全に近い変色

材。

93 (末期): 繊維方向に貫いている小孔に充満している亀裂性暗褐色部分と，これよ

りやや腐朽程度の低い (92に相当程度)部分が少量混入した完全腐朽材。

b. 化学的組成: 試料小量のため充分な分析を行うことができなかったが，重点的

に行った結果は第27表のようである。これによると， Cross-Bevanセルロース，全ぺ γ ト

ヂγ，ホロセJレロ{スなど炭水化物は目立って減少し，一方炭素およびリグニシとアノレコ

戸ノレ・ペシゼシおよび1%NaOH抽出物は増加している。またアノレカリ消費量の多いこと

からしても赤色朽の特徴をあらわしているものと考えられる。

10. ツガザルノヨタカケFomito如何μnicola(Sw ARTZ ex FR.) KARST. 

によって腐朽したZ~.マツ材 Picea jezoensis CARR. 

a. 試 料: 北大苫小牧演習林熊の沢事業区第15林斑の被害木で樹高22m，胸高

直径55cm。昭和29年15号台風により地上2mのところから折損した風倒木で，昭和31

'年4月採取した。折口の附近には多数の子突が着生していた。地上2.7mの材幹から腐朽

部を， 5mの材幹から健全および変色材をとり，次のような試料を調製した。

100 (健全): 地上5mの材幹から採取した健全心材。

101 (変色): 健全材に燐る変色心材。

10， (中期): 地上2.7mの材幹から採取したクリーム色の腐朽材。
103 (末期): 地上2.7mの材幹かちとった樟褐色の完全腐朽材。暖皮の入るおそれ

があるから，子でもんで除き，さらにふるい分けのときにもできるだ

け除いた。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと， 成分組成(%)は第28表， 木材一定容積中

の成分重量の変化は第29表のようでゐる。これによると抽出物はすべていちじるしい増

加の傾向を示し，ペシトヂシの変化は少ないが， Cross帽Bevanセノレロ{ス，ホロセノレロー

スは減少し，逆にリグニシは増加している。ツガサノレノゴVカケによる腐朽材の末期的な

ものはきわめてもろい赤褐色の材となるとされているから，筆者の末期腐朽材の試料はこ

の段階に達する以前のものかも知れず，一般のいわゆる赤色腐朽材にくらべて炭水化物お

よびPグニシの変化が少ない。 pHはやや低くなり，アノレカリ消費量はいちじるしく増加

し，抽出物およびアルカリ消費量は赤色腐朽の傾向をよく示している。なお絶対量の変化

も成分組成の変化とほとんど一致した傾向を示している。リグニ γの増加は材の収縮によ

る見掛の増加と考えられる。



42 

.28表 ツガサルノコシカケによって魔朽したエゾマツ材の成分組成

Table 28. Composition of sp四回 wood伊抑ajezω附 is
CARR.) at various stages of decay by Fom伽 'pSI8
pi旬おolα(SWARTZex FR.) KI¥RST. (%) 

誠 料
Sample No. 

情朽段階
Stage of decay 

。

全

吋

ゆ

凶
1

健
助

101 

変色
Discolored 

102 10:¥ 

中期 末期
~ore rotted ~ost rotted 

容積重
Volume weigh~ 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Bydrogen 

抽出物
Solubility in 

0.38 0.24 

アノレコーJレ・ベンセレ
Alcohol・benzene 1.12 

冷水
ωId water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

1.21 

2.24 

14.27 

ω.22 セルロース
CrOils and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
~ethyl-pentωan 

12.52 

1.62 

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のリグニン
Lignin in crude holo巴ellulose

リグニン
Lignin 

pH 

72.97 

75.06 

2.79 

27.48 

5.4 

アルカリ消費量 (2時間加熱)~~c) . ~ 1.08 
Volume of 0.1 N NaOH solution cons 

0.84 O.担

1.83 3.84 

1.55 5.57 

2.95 10.67 

16.盟 37.43

57.06¥43.88 

11.59 11.11 

1.38 2.98 

69.65 57.07 

71.23 60.33 

2.22 5.40 

27.33 32.盟

5.8 5.0 

1.39 3..76 

O.印

54.24 

6.26 

10.43 

6.印

12.28 

58.01 

36.99 

12.44 

6.64 

40.81 

41.77 

2.31 

41.82 

5.0 

4.22 
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.29署長 ツガサルノコシカケによって魔朽したエゾマツ材成分の絶対量の変化
Table 29. Changes in weight of component of spruce wood 
(Piceαjezo側 sisC_¥RR.) during decay by Fbmitop8I8 
pinicolα(SWARTZ ex FR.) .KARST. (g!100 cc) 

読料
、 SampleNo. 

膏朽段階
Stage of de巴ay

。

全

凶

刀

江
1

健
助

101 

変色
Discolored 

10~ 1偽

中期 末期
~ore rotted ~ost rotted 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

0.83 0.32 0.24 

アルコムル・ベンセン
Alcohol-benzene 

0.37 

冷水
Cold water 

温水
Hot watel" 

1 % NaOH 

0;40 

0.74 

4.71 

19.87 セノレロース
Cl"OSS and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pento鈎 n

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

4.13 

0.53 

ホロセルロース
Holoaellulose 

';'グニン
Lignin 

24.08 

9.07 

0.34 

0.62 

0.53 

1.00 

5.72 

19;40 

3.94 

0.47 

23.68 

9.29 

0.14 

13.02 

1.50 

1.07 2.50 

1.78 1.58 

3.41 

11.98 

14.04 

2.95 

13.92 

8.回

3.56 2.99 

0.95 1.59 

18.26 9.79 

10.31 9.92 

11. イドタケ属の1種 (Conio.ρhorasp.) Iこよって腐朽したイチイ材
(Taxus cus，ρ1・dataSIEB. et Zucc. var.latifolia NAKAI) 

a. 試 料: 野幌原始林内の被害木， 昭和31年6月採取， 樹高 11m， 胸高直径

26x31 cm，地上80cmの幹材に長さ 45cmに及ぶ長い孔があり，との部分から中の黒褐

色の腐朽心材がみられ，一部は空洞を生じていた。昭和29年 15号台風による風倒傾斜木

であった。とれから次のような試料を調製した。

110 (健全): 辺材のすぐ内側の健全心材。

111 (変色): 腐朽のため濃心材色となった変色材，腐朽部分の周辺はすべてこの色

であった。
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113 (末期): 亀裂性の濃黒褐色の完全腐朽材で，相当に堅かった。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第30表， 木材一定容積中，

の成分の変化は第31表のようである。これによると，アルゴーノレ・ペシゼシ，冷水，温水

各抽出物はいちじるしく減少している。これはイチイ材の特色によるものか，あるいは用

いた試料の特性かは既往の分析資料が少ないので比較検討できない。 1%NaOH抽出物の

.30. イドタケ属の1種によって魔朽したイチイ材の成分組成
Table 30. Composition of yew wood (TaxU8 C制戸伽ta
8IEB. et Zucc. var. latifolia NAKAI) at various 
stages of decay by Gonω'phorαsp. (%) 

話 料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of decay 

。

全

叫

日

u

j

健
tm

容積重
V olume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

摘出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼ「ン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

0.58 

0.25 

52.67 

6.47 

19.66 

13.33 

20.76 

30.92 

45.43 セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ぺントザン
Total pento日an

メチJレ・ペントザン
Methyl.pentosan 

ホロセルロ{ス

Holocellulose 

組ホロセルロース
Crude holocel1uolse 

粗ホロセルロ{ス中のリグニン
Lignin in crude holocellulose 

pグニン
Lignin 

8.65 

1.66 

61.47 

64.86 

5.22 

24.04 

5.4 

2.∞ 
pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume.of 0.1 N NaOH solution consumed 

111 

変色
Discolored 

113 

末期
Most rotted 

0.56 0.28 

17.87 

9.78 

18.42 

28.50 

46.64 

8.41 

1.47 

60.37 

位.65

3.64 

25.74 

5.0 

1.77 

0.60 

59.48 

5.76 

7.59 

1.鎚

8.77 

57.66 

9.旬

10.44 

6.26 

16.86 

32.66 

48.37 

71.50 

5.5 

3.68 
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含有率は健全材においてすでに 30.92%を示すが， 完全腐朽材では 57.66%といちじるし

く増加している。 全ペシトザシの含有率に変化は少ないが，メチノレ・ぺシトザシが増加し，

Cross-Bevanセノレロース，ホロセノレロースは減少し， リグニシは増加している。 pHの変

化は少ないが，アノレカリ消費量はやや増加している。絶対量は一般に減少しているが， リ

グニγとメチノレ・ぺシトザシが増加し，ことにリグニジは 13.94%から 20.02%に目立って

増加している。これは材の収縮による見掛の増加と考えられる。これらの結果を総合する

と，との腐朽材の腐朽は赤色腐朽の特色を示しているものということができる。

第31表 イドタケ属の1種によって禽朽したイチイ材成分の
絶対量の変化

Table 31. Changes in weight of component of yew wood 
(TaXU8 CU8pil如何 SIEB.et ZUCC. var. lat~fola NAKAI) 
during decay by Coniophora sp. (g!100 cc) 

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ぺントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

110 

健全
Sound 

0.58 

0.15 

50.防

3.75 

11.40 

7.73 

12.04 

17.93 

26.35 

5.02 

0.96 

35.65 

13.94 

11， 

変色
Discolored 

0.56 

10.01 

5.43 

10.32 

15.96 

26.12 

4.71 

0.82 

33.81 

14.41 

113 

末期
Most rotted 

0.28 

0.17 

16.65 

1.61 

2.13 

0.54 

2.46 

16.14 

2.72 

2.92 

1.75 

4.72 

20.02 
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12. トドマツオオウズラタケ Tyromycesbalsameus (PECK) MURR. 

によって腐朽したアカエ'/.マツ材PiceaGlehnii MAST. 

a. 試 料: 北大雨竜演習林北母子里貯木場に巻立てられた丸太の中から，昭和23

年3月採取。 2番丸太の元口直径50cm，長さ 4mのもので腐朽は元から先へ，中心から

外仮.IJに向って進み，中心部はすでに空洞となっていた。この元口からみられる腐朽状態は

約2m先まで貫かれ，多数の放射状および年輸に沿った亀裂があった。腐朽のもっとも進

んだ部分は黒褐色で指聞で容易につぶすことができる。この材幹から次のような試料を調

製した。なお，との組成についてはすでに報告刑した。

120 (健全): 健全辺材(水分57%)。

121 (変色): 辺材のすぐ内側の幅約3cmの帯黒色の変色材，多湿(63%)でいわゆる

水喰材の状態であった。

122 (中期): 121の内側で黄褐色の腐朽材(水分41%)。

12d末期): もっとも内側の腐朽材で容易につぶすことのできる黒褐色の完全腐朽

材(水分35%)。

なお，材の収縮の度合を同一年輸によってはさまれた十数年輪について，その幅を測定し

たととろ， 122から 123に変化する聞に 12-25%収縮していた。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと， 成分組成(%)は第32表， 木材一定容積中

の成分の重量変化は第33表のようである。これによると成分のうち Cross-Bevanセルロ

ース， 全ペシトザシ， ホロセノレロ{スは減少し， 炭素， リグニシ， 1 %NaOH抽出物は

増加している。冷水， 温水，アノレゴーノレ・ベシゼシ抽出物は中期において増加している。

またpHはやや低下し， アノレカリ消費量は増加している。絶対量の増加するものは 1%

NaOHとリグニシであるが，リグニ γの増加は材の収縮による見掛の増加であって実際に

は増加していないことは他の赤色腐朽材の場合と同様である。

13. エン.サビイロアナタケ Fuscotoriaweirii (MURR.) AOSHlMA  

によって腐朽したエゾマツ材Piceajezoensis CARR. 

a. 試 料: 上川営林署層雲映経営区第 133林班の大径被害木。昭和31年6月採

取。昭和25年の 15号台風による風倒木の折損部分で，子実体の着生

している部分から次の試料を調製した。

133 (末期): 多孔性黄褐色の完全腐朽材で，年輸にそってはがれる性質のもの。容

易に細くできるが繊維質で粉化することはできない。
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.32表 トドマツオオウズラタケによって魔朽したアカエゾマツ材の成分組成
Table 32. Composition of spru巴ewood (PiceαGlehnii 
MAST.) at various stages of decay by Tyromyces 

balsa胸伽伊ECK)MURR. (%) 

訴料
Sample No. 121 12~ 12a 

中期 末期魔朽段階
Stage of decay 

120 

健全
Sound 

変色
Discolored More rotted Most rotted 

容積室
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコーJレ・ベンゼン
Alωhol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulωe 

会ペントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース

Hol∞ellulose 
組ホロセルロース
Crude holocellulose 

組ホロ1?)レロース中のりグユン
i..ignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

0.44 

1.26 

48.92 

6.50 

2.82 

1.56 

9.74 

18.79 

54.08 

12.46 

4.14 

27.21 

アル力リ消費量 (2時間加熱)(巴巴_______.> 1.26 
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

0.46 

2.28 

49.89 

6.17 

4.29 

5.89 

10.21 

20.回

50.80 

12.34 

8.48 

71.05 

76.84 

7.54 

25.97 

5.2 

1.14 

O.釘

1.00 

50.62 

6.05 

6.79 

6.11 

12.44 

40.49 

42.49 

10.89 

8.11 

59.04 

62.86 

6.08 

31.14 

4.8 

3.45 

0.81 

1.29 

52.92 

5.71 

3.05 

3.48 

9.詔

50.56 

24.40 

10.18 

4.77 

41.67 

48.47 

4.15 

48.沼

5.0 

4.01 
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.33表 トドマツオオウズラタケによって腐朽したアカエゾマツ

材成分の絶対量の変化

Table 33. Changes' in weight of eomponentof spruce 
wood (PiceαGlehnii MAST.) during de巴ayby 
Tyγomyce8 bαl8αmeU8 (P丘CK)MURR. (g/lω巴巴)

試 料
Sample No. 12) 121 121 123 

礎朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

摘出物
Solubility in 

アルコーJレ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentωan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

q グニン
Lignin 

健全
Sound 

0.44 

0.55 

21.52 

2.86 

1.02 

0.69 

4.29 

6.07 

23.77 

5.48 

1.82 

11.97 

変色
Discolored 

0.46 

1.05 

22.72 

2.84 

1.97 

2.48 

4.70 

9.47 

23.37 

5.68 

1.ω 

82.68 

11.95 

中期 末期
More rotted Most rotted 

0.37 

0.37 

18.73 

2.24 

2.51 

2.26 

4.60 

14.98 

15.90 

4.03 

1.15 

21.84 

11.52 

0.31 

0.40 

16.41 

1.77 

0.95 

1.伺

2.89 

15.67 

7.56 

3.16 

1.48 

12.92 

14.97 

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと第34表のようである。これによると， Cross-

Bevan セルロースとホロセノレロ{スはわずかに低い傾向がみられるが健全材と大差なし

リグニシやぺ γ トザ γの変化も小さいので，この腐朽材の腐朽はリグニシおよびセルロー

スの双方が分解される赤白中間腐朽であることがわかる。
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第34表 エゾサピイロアナタケによって魔朽したエゾマツ材の成分

Table 34. Compo晶itionof spruce wood (町ceαjezoen抑 C且RR.)
decayed by l?U8COp俳句 ωeirii(MURR.) AOSHIMA 

試料
Sample No. 133 

腐朽段階
~tage of de巴ay

β
h
w
 

β
し
Uω
 

噌

E
・働g
 

吋&Lu' 

期
批r
 

末
鈍o
 

M
 %

 
容積室、
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

0.13 

0.36 0.05 

50.08 6.U 

6.38 0.83 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

7.13 0.93 

8.29 1.08 

m.~ 2.00 

~.G 4.U 

セルロース
Cross and Bevan巴ellulose

全ペントザン
Total pentosan 

メチJレ・ペントザン
Methyl-pentosan 

~.77 6.08 

10.02 1.30 

2.08 0.27 

ホロセルロース
Holocellulose 

組ホロセルロース
Crude holocellulose 

組ホロセルロース中のリグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグリン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱){c巴)
Volume of O.IN NaOH solution consumed 

~.~ 8.09 

68.67 

9.35 

28.41 

5.0 

2.69 

3.69 

14. ケ三タアミタケFomitopsisroseozonata (LLOYD) IMAz.によって腐朽した

エゾマツ材 Piceajezoensis CARR. 

a. 試 料: 上川営林署層雲峡経営区第133林班内の被害倒木， 昭和31年6月採

取。材幹の表面に子実体が密生していた。材幹の周辺部5-10cmは堅く変色して残り，
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剥皮容易で，その内部は一様に黄褐色に腐朽し，亀裂から雨水の侵入したと思われる部分

が黒褐色となっていた。材幹の径は 35x30cm。これから次の試料を調製した。

141 (変色): 濃紅褐色の変色材で. 142 (中期)に相当する程度の腐朽部が少量混入し

ている。

143 (末期): 黄褐色の均一に腐朽した部分と黒褐色の完全腐褐部とが混合しており，

第35表 ケニクアミタケによって魔朽したエゾマツ材の成分組成

Table 35. Composition of spruce wood (R伽 αjezoensis
CARR.) at various stages of decay by 
F伽 itopsI8roseoz側 αtα(LLOYD)IMAZ. (%) 

話 料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of de巴ay

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコ-)レ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentωan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
日olocellulose

粗ホロセルロース
Crude holoceIlulose 

粗ホロセルロース中のリグニン
Lignin in crude holo回llulose

リグニン
Lignin 

pH 

アルカり消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of O.lN NaOH solution consumed 

14( 

変色
Dis巴olored

0.40 

19.25 

13.∞ 

21.4'7 

40.ぴ7

41.08 

11.41 

2.83 

62.26 

65.79 

5.37 

27.99 

5.6 

2.53 

143 

末期
Most rotted 

0.27 

0.46 

55.01 

6.01 

13.ω 

5.16 

14.71 

59.16 

28.77 

11.00 

5.65 

28.79 

30.85 

6.68 

42.60 

5.0 

4.52 



第36表 ケニクアミタケによって魔朽したエゾマツ材成分の絶対量の変化

Table 36. Changωin weight of compon佃 tof spruce 
wood (Picea jezoe間 isC.¥RR.) during decay by 
Fbm侃opMsros6ozonata (LLOYD) IMAZ. (g/100 cc) 

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積霊
Volume 'weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコーJレ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

混水
Hot water 

1%' NaOH 

セルロース
Cr03S and Bevan cellulose 

会ペントザン
Total pentωan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentωan 

ホロセルロース
Holoeellulose 

リグニン
Lignin 

14， 

変色
Discolored 

0.40 

7.70 

5.20 

8.59 

16.03 

16.43 

4.56 

1.13 

24.90 

11.却

指聞で容易に粉化することができた。

14j 

末 期
Most rotted 

0.27 

0.12 

14.85 

1.位

3.51 

1.39 

3.97 

15.97 

7.77 

2.97 

1.53 

7.77 

11.50 
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b. 化学的組成: 分析の結果を示すと， 成分組成(%)は第35表， 木材一定容積中

の成分の変化は第36表のようであった。 これによると， 比較のための健全ないし健全に

近い材がないので，かなり変質の進んでいると思われる変色材とくらべているが，抽出物

は1%NaOHを除いて変色材の方が高い値を示している。 また Cross-Bevanセノレロ{

ス，全ペシトザシ，ホロセノレロースは減少し， リグニシは増加している。絶対量はリグニ

シだけがわずかに増加している。これらの結果から，この腐朽材の腐朽は赤色腐朽である

ことがわかる。

15. ハチノスタケ Favolusalveolarius (Bosc. ex FR.) QUEL.によって腐朽した

トドマツ材Abiessachalinensis FR. SCHM. 



国

a. 試 料: 北大雨竜演習林茂知事業区の風倒トドマツ枯校。 昭和31年6月採取。

元口 5x5cm，長さ 65cmの材の周辺部は白化し，中心部は澄色であり，年輸にそっては

がれやすくなっている。腐朽段階を分けるには試料の量が少なすぎるから，腐朽部をまと

めて粉末にし試料とした。

152: 主として完全腐朽材で，中期および変色程度のものも含まれている。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと第37表のようである。 これによると，この

第37表 ハチノスタケによって腐朽したトドマツ材の成分組成

Table 37. Composition of fir w∞d (Abies sachαt伽en8i8
FR. SCHM.) at various stages of decay by 
F加 ol'叩 α:lv6ola付加 (Bosc.ex FR.) QUEL. 

試料
Sample No. 

魔朽段階
S記ageof decay 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaO直

セルロース
Cross and Bevan巴ellulose

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ぺントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

組ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセJレロ{ス中のリグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量但時間加熱)(cc) 
Volume of O.lN NaOH{solution consuroed 

15. 

中期
More rotted 

0.42 

48.70 

6.05 

8.48 

4.81 

9.65 

27.27 

42.68 

16.78 

4.03 

60.88 

66.17 

8.07 

80.47 

5.0 

2.38 



53 

腐朽材の腐朽はリグニンおよびセノレロ{スの双方がおかされるいわゆる赤白中間腐朽に入

ることがわかる。

16. 包トタチタケ Cryptoporusvolvatus (PECK) SHEAR によって腐朽した

トドマツ材Abiessachalinensis FR. ScHM. 

第38~長 ヒトクチタケによって魔朽したトドマツ材の成分組成

Table 38. Composition of fir wood (Abie8 8M加 line側 8
FR. SCHM.) at various stages of decay by 。ypt，叩orusvolvαtU8 (PECK) SHEAR (%) 

y
 

曲

一

-

e

料
加
階
付

ぬ
段
一
-

叫
朽
山
市

試
礼
調
虜
mm

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon. 

水素
Hydrogen 

拍出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulo咽e

全ペントザン
Total pent，ωan 

メチJレ・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
HoloceUulose 

組ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin iIi crude holocellulose 

りグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量(2時間加熱)(cc) 
Volume of 0.1N NaOH solution consumed 

160 

健全
Sound 

162 

中期
More rotted 

0.36 0.33 

0.39 

49.42 

6.39 

0.04 1.95 

0.94 4.31 

2.19 9.19 

12.32 沼.81

59.98 56.98 

13.36 11.78 

3.48 3.18 

72.04 72.66 

78.94 78.52 

8.74 7.46 

24.98 盟.53

5.6 5.4 

1.08 1.84 
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a. 試 料: 北大雨竜演習林茂知事業区 16林班の風倒被害木。昭和31年6月採取

樹高 21m，胸高宜径40cmの材幹の地上5m附近より次の試料を調製した。

160 (健全): 健全辺材。

162 (中期): 檀黄色の腐朽辺材(幅2-3cm).。ヒトクチタケによる腐朽はとれが末期

の段階とも思われるが，他のこの種腐朽材と比較して中期段階に相当する腐朽材

であるので中期とした。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第38表， 木材一定容積中

の成分の重量の変化は第 39表のようである。これによると抽出物はいずれも増加し

ている。 Cross.-Bevanセルロース，全ぺシトザシ，ホロセノレロ{スおよびリグユシの

第39署長 ヒトクチタケ応よって慌朽したトドマツ材成分の絶対量の変化

Table.39. Changes in weight of component of fir w，∞d 
(Abies sαchal伽ensI8FR. SCHM.i during decay by 
Cryptoporus volvαtus (PECK) SHEAR (g/l00巴c)

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in. 

アルコーJレ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan巴ellulose

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

160 

健Soun全d 

0.36 

0.01 

0.34 

0.79 

4.44 

21.59 

4.81 

1.25 

25.93 

8.99 

1&.! 

中期
More rotted 

0.33 

0.18 

16.31 

2.11 

0.64 

1.42 

3.08 

7.58 

18.却

3.89 

1.05 

23.98 

7.48 



邸

含有率および絶対量はいずれも変化少なく，この腐朽材の腐朽はリグニシおよびセルロー

スの双方が落解される，いわゆる赤白中間腐朽ということができる。

17. ウスパジハイタケ Hirschioporusfusco-violaceus (SCHRAD. ex. FR.) DoNK 

によっτ腐朽したトドマツ材 Abiessachalinensis FR. SCHM. 

.40表 ウスパシハイタケによって魔朽レTこトドマツ材の成分組成

Table 40. Composition of fir wood (Abie8 8achalinensI8 FR. 
ScHM.) at vari~us stages of deeay by Hir8chi叩orU8
fU8CO叩iol，αceU8(ScHRAD. ex FR.l DONK (%) 

読 料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of deeay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

拍出物
Solubility in 

アルヨール・ベンゼン
Aleohol・benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan eelIulose 

全ペントザン
Total pent閣 an

メチル・ベントザン
MethyI-p四 tosan

ホロセルロース
Holoeellulose 

粗ホロセルロース
Crude holoeellulose 

粗ホロセJレロ}ス中のりグニン
Lignin in erude holocellulose 

りグニン
Lignin 

pH 

アル力リ消費量 (2時間加熱)lee) 
Volume of O.IN NaOH solution eonsumed 

171 

変色
Diseolored 

0.37 

3.20 

2.25 

4.34 

15.61 

国.91

12.90 

4.30 

72.32 

76.92 

5.98 

28.43 

5.2 

1.23 

173 

末期
M保革trotted 

0.14 

o.回

48.77 

6.42 

2.81 

6.64 

11.17 

26.67 

55.40 

10.50 

3.04 

関.95

75.07 

8.15 

26.28 

5.0 

2.38 



邸

奥部林務署幌内事業区第43林班の被害風倒トドマツ材。昭和31年6

月採取。 25x26cmの材幹の表面に子実体密生し，辺材(厚さ 2cm)は海綿状の腐朽，

とれから次のような試料を調製した。

料:試a. 

さ

らに腐朽の進んだものは材が紐状に分解する。

わずかに変色のみられる心材。171 (変色): 

完全に腐朽した淡黄褐色の海綿状ないし紐状に分解される辺材，容積173 (末期):

重の測定には整形できる程度の腐朽材をとったから，数値はやや大き

いものと思われる。

分析の結果を示すと，

の成分重量の変化は第41表のようである。

木材一定容積中成分組成(%)は第40表，化学的組成:b. 

これによると，抽出物はアルコーノレ・ぺγゼγ

第41表 ウスパシイタケによって魔朽したトドマツ材成分の絶対量の変化

Table 41. Changes in weight of component of firw∞d (Abie8 
sαchalinen8is FR. ScHM.) during de巴ayby Hir8chioporus 

fusco-violac~附 (SCHRAD. ex FR.) DONK (g/11ωcc) 

173 171 

末期
Most rotted 

0.14 

変色
Discolored 

0.37 

試料
Sample No. 

俺朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 0.11 

6.83 炭素
Carbon 

O.伺

O.鈎1.18 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコ-)レ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
白ldwater 0.98 

1.66 

8.78 

O.鴎

1.61 温水
Hot water 

1戸~ NaOH 6.78 

7.76 21.06 
セルロース
CrO!濁 andBevan ceIIulose 

1.47 

0.48 

9.65 

4.77 

26.76 

1.69 

全ベントザン
TotaI p回 tosan

メチル・ペントザン
Methyl-p阻 tos叩

ホロセルロース
Holocellulose 

リグ ι ン

Lignin 8.68 10.62 
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がやや減少しているが，冷水2 温水， 1%NaOHは増加している。また Cross-Bevanセノレ

ロ戸ス，全ペシトグシ，ホロセノレロース， リグニシは含有率，絶対量ともに減少し，この

腐朽材の腐朽はリグニシおよびセノレロ{スが溶解される，いわゆる赤白中聞の腐朽である

ことカミオフカミる。

18. レンガタケ Fomitopsisinsularis (MURR.) IMAz.によって腐朽した
トドマツ材Abiessachalinensis FR. Sc-HM. 

a. 試 料: 浦河林務署幌泉事業区第6林班のトドマツの古い根株。 昭和31年7

月採取。伐根の高さ 85cm，伐採高における直径25><27cm， 断面および側面樹皮上に多

数の子実体がついていた。腐朽は辺材部2-3cmの厚さにおよび，年輸にそってよくはが

れ，次第に筋状となり，淡樟色化する。この材から次のような試料を調製した。

181 (変色): 辺材にもっとも近い心材部で，やや変色しているように思われる健全に

ちかい材。

1~ (末期): 淡燈色の完全腐朽辺材。やや腐朽程度の低いものは年輸にそってよくは

がれ，完全腐朽したものは筋状となる。両腐朽材の混合した状態のも

のである。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと， 成分組成(%)は第42表， 木材一定容積中

の成分の変化は第43表のようである。これによると，抽出物はすべて増加しており，

Cross司Bevanセノレロ{ス，全ベシトヂシ，ホロセノレロース， リグニシはともにわずかでは

あるが減少の傾向を示している。また絶対量はいずれも減少している。 pHは腐朽材がや

や低く，アノレカリ消費量は増加している。以上の結果かちとの腐朽材の腐朽はりグニ γお

よびセノレロ戸スが溶解されるいわゆる赤白中間腐朽ということができる。
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第必要量 レンガタケによって魔朽したトドマツ材の成分組成

Table 42. Composition of fir wood (Abie8 8αchdl:ine間信
FR. ScHM.) at various stages of de巴ayby 

話料
Sample No. 

F伽 it叩抑仇8ularI8(MURR.) lMAZ. (μ) 

181 183 

腐朽段階
Stage of decay 

変色
Discolored 

末期
Moat rotted 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubi1ity in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-b四国間

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holo巴ellulose

粗ホロセルロース
Crude holo回 llulose

粗ホロセルロース中のリグユン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

0.43 

5.21 

4.65 

6.88 

17.78 

56.43 

12.74 

4.19 

70.69 

76.04 

7.03 

27.15 

5.2 

1.46 

0.16 

1.29 

49.52 

6.96 

4.52 

10.03 

16.29 

33.21 

49.52 

11.58 

3.05 

62.44 

66.21 

5.70 

27.05 

5.0 

2.99 



第43表 レンガタケによって魔朽したトドマツ材成分の絶対量の変化

Table 43. Changes in weight of component of fir wood (Abies 
sachal:inensis FR. ScHM.) during de巴ayby Fomitopsis 

話料
Sample No. 

魔1朽段階
S，tage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
AI巴ohol-benzeIie

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セJレロース

加 ul，α巾 (MURR.)lMAZ. (g/l00 cc) 

18J 

変色
Discolored 

0.43 

2.24 

2.00 

Cross and Bevan cellulose 

2.96 

7.65 

24.26 

全ベントザン
Total pentωm 

メチル・ペントザン
Methyl-pentωan 

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

5.48 

1.却

30.40 

11.67 

19. ヤエタケ Ischnodermaresinosum (ScHRAD. ex FR.) KARST. 

によって腐朽した.x.Y"マツ材Piceajezoensis CARR. 

183 

末期
Most rotted 

0.16 

0.21 

7.92 

1.11 

0.72 

1.60 

2.61 

5.31 

7.92 

1.85 

0.49 

9.99 

4.33 

却

a. 試 料: 上川営林署層雲峡経営区第 135林班のエゾマツ倒木。 昭和31年6月

採取。腐朽材(直径28x30cm)の側面に子実体着生， これより腐朽は辺， 心材におよび

はじめ腐朽材は年輸にそってはがれやすくなり，この材は澄色である。さらに腐朽が進む

と白色の完全寓朽部がまだらにできる。この白色腐朽部は束になってとれ， リグユンを含

まない炭水化物である。この材から次の試料を調製した。

192.5 (末期): 白色完全腐朽部がまだらに入り，残余の部分は檀色の材で柔軟であ

る。試料は両部分の混合した状態のものである。



制

19~ (末期): 白色の完全腐朽材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと第 44表のようである。℃れによると.Cross-

Bevanセルロース， ホロセJレロ戸スはやや高く， これと反対にリグニシは低くなる

傾向がみられる。そして最後にはリグユシの完全に溶解除去された白色部を生じ，明らか

に白色腐朽であることを示している。

第44表 ヤニタヶによって魔朽したエソ。マツ材の成分

Table 44. Composition of spruce w∞d (Pice，αjezoen抑 CARR.)
decayed by Ischnoderma開 sinos句協(ScHRAD.ex FR.) KARST. 

S誌ampleN料o. 192.5 

末 期

19-J 

末期

S腐ta朽ge段of階de巴ay More rotted Most rotted 
% gj1帥 cc % 

V容01積重ume weight 0.14 

灰 分
Ash 0.15 

C炭arbon素 48.44 

H水ydroge素n 6.53 

S抽olu出物bility in 

アJレコー Jレ・ベンゼン

Alcohol-benzene 3.31 0.46 1.43 

冷 水 4.24 
Cold water 0.59 

温 水
Hot water 8.53 1.19 

1% NaOH 36.15 5.06 56.97 

セルロース
Crωs and Bevan cellulose 62.90 8.81 88.06 

全ペントザン
Total pentosan 8.95 1.25 7.11 

メチル・ベントザン 0.85 Methyl-pentosan 0.12 1.95 

ホロセルロ{ス

Holo巴ellulose
75.68 10.前 85.官

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 81.05 85.72 

L組iホロセ Jレロース中hoのlocりeグUuニiン
gnin in crude holocellulose 6.63 o 

リグニン
Lignin 15.96 2.23 。
pH 5.0 

アルカリ消of費量N(2時間加熱)(巴巴)
Volume of O.lN NaOH solution cons凶ned 8.22 5.(J7 



20.1 マスタケ Laetiporω sulρhureus(BULL. ex FR.) BOND. et SING. var. miniatus 

(JUNGH.) IMAz.によって腐朽したトドマツ材Abiessachalinensis FR. SCHM. 

a 

a. 試 料: 弟子屈営林署弟子屈経営区第39林班の被害木。昭和31年6月採取G

樹高23m， 胸高直径60cmのトドマヅ材で， 台風により地上1.5mから折損していた。

.45表 マスタケによって魔朽したトドマツ材の成分
Table 45. Composition of fir wood (Abie8 8αchalinensI8 FR. SCHM.) 
decayed by Lαetipor糊 sulp.伽 reU8(政JLL.ex FR.) BOND. 
et SING. var.押t-t侃4αtU8(JUNGH.) IMAZ. 

話料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubi1ity in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol・benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan ceIlulose 

全ペントザン
Total pento錨 n

メチル・ベントザン
Methyl・pentosan

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude holocelIulose 

組ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of 0.1 N NaOH sohition consumed 

20:1 

末期
Most rotted 

% g/lωcc 

0.13 

0.60 0.08 

~.æ 7.M 

6.95 0.90 

U.OO 1.95 

5.46 0.71 

13.93 1.81 

57.01 7.D 

tl.~ 2.24 

11.42 1.48 

4.25 0.55 

14.70 1.91 

21.a 

32.55 

57.92 

4.9 

3.47 

7.53 



位

この材幹の地ヒ2.3m(折損部から 0.8m)のところを採取した。直径53cmの材のほとん

ど全材が腐朽し，腐朽の状態は亀裂性亦色腐朽で，亀裂中には白色菌糸が密に発育して木

口からみると線模様をつくっている。これから次の試料を採取した。

20ぇ(末期): 完全腐朽心材で濃褐ないし濃慢褐色を呈し，指聞で容易にもみつぶせる

が，白色暖皮が多量にイ子イ主するため，腐朽材を乳鉢で粉砕して，細静さ

れない暖皮を除きながら調製した。

b. 化学的組成: 分析の結果は第45表のようである。これによると炭素は増加lし，

抽出物はすべて増加しているらしいことがうかがわれる。ことにアルコーノレ・ペシゼ γ抽

出物は多い。 Cross‘Bevanセノレロ{ス，ホロセルロースは明らかに減少し， リグニシがい

ちじるしく多く，全ペントザシの変化は少ない。まずこ pHはやや低く，アノレカリ消費量は

多い。これらを総合するとこの腐朽材の腐朽は赤色腐朽であると思われる。

21. キンイロアナタケ Poriasubacida (PECK) SACC.によって腐朽

したトドマツ材Abiessachalinensis FR. SCHM. 

a. 試 料: 弟子間営林署弟子四経営区第39林班のトドマツ被害木。附和31年6

月採取。この被害木はかなり古・い倒木で，玉切った切口に予実体が着生していた。試料を

採取した材幹の直径は 40x45cm。腐朽は全面的に進行し，局部的に変色程度の材が残っ

ていた3 腐朽部は燈色で海線状ないし，ぬれた繊維状のもので，これから次の試料を調製

した。

21川末期): 僚色で，いわば水に没した繊維のような状態の完全腐朽材で，主として

心材部で~る。

b. 化学的組成: 分析の結果を第46表に示す。これによると. 9グユンおよび全

ベントグンは変化少なし Cross-Bevanセルロースおよびホロセノレロースは減少している

ことがうかがわれ，この腐朽材の腐朽はリグニシおよびセノレローズの双方が溶解される赤

白中間腐朽と言うことができる。

22. キカイガラタケ GloeoPhyllumse.ρiarium (WULF. ex FR.) KARST. 
によって腐朽したエゾマツPiceajezoensis CARR.およびトドマツ

材 AbiesMayriana MIYABE et KUDO 

a. 試 料: 大夕張営林署ー管内の森林鉄道の木織で昭和18-19年に架繍して， 昭

和25年に宅った材を同年 10月採取した。本試料は成分の研究の目的のため採取したもの

でないので，腐朽の段階によってくわしく分けることはしなかったが，主j保持カの試験に

供した材から次のようにして試料を調製した。
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第46表 キンイロアナタケによって魔朽したトドマツ材の成分

Table 46. Composition of fir wood (Abie8 
8achal伽仰8I8FR. SCHM.) decayed by 
P俳句制的cidα(p配K)SACC. 

試料
Sample No. 

脅朽段階
Stage of decay 

巴仰しVω
 
'・4
l
f
 
g
 

A
U
 
ohv 
&
b
 

'
'
期
悦

L

r

 

2

末
坑0
 
M
 

M
N
 

容積霊
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
; Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubi1ity in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

IμNaOH 

0.09 

1.70 0.15 

48.31 4.35 

5.99 0.54 

6.27 0.56 

11.39 1.03 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Meぬ，yl・pentゅsan

22.仰 1.飽

~.U L~ 

~." 3.U 

w.o ~~ 

2.58 0.23 

ホロセJレロ{ス

HoloceUulose 

粗ホロセJレロ{ス

Crude holocellulose 

組ホロセJレロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulωe 

リグニン
Lignin 
pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(巴巴)
Volume of 0.1 N NaOH soIution consumed 

m.64 5.U 

61.97 

6.99 

29.60 

5.0 

3.32 

2.66 

223. 223， 22~' (末期): 子実体の多数着生したエゾマツ材で， それぞれ別の材幹の表

面から 5cmの厚さをとり，粉砕したもので， 健全に近い辺材部も少

量混入している。腐朽部は黄褐色の完全腐朽材である。

22i" (変色): 一部変色した程度の健全に近い変色トドマツ材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと成分組成(%)は第47表， 木材一定容積中の
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第47表 キカイガラタケによって魔朽したエゾマツ材および
トドマツ材の成分組成

Table 47. Composition of spruce wood (Piceαjezo側拍CARR・)and fir 
wood (A伽 8M，αyri，仰 αMIYABEet KUDO) at various stages of de巴ay
by Gloeop旬llum8ep旬T似m (WULF. ex FR.) K.ARST. (%) 

読 料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Al巴ohol・benzene

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロ{ス
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ベントザン
Methyl-pent側副

ホロセルロース
Holocellulose 

組ホロセルロース
Crude holocellulose 

組ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

223 22; 22;' 

末期 末期 末期
Most rotted Most rotted Mωt rotted 
エゾマツ エゾマツ エゾマツ
spru巴e spruce spruce 

0.20 

49.64 

5.85 

5.87 

9.88 

51.担

39.35 

10.58 

4.66 

57.86 

60.65 

4.61 

33.94 

4.6 

0.26 

49.61 

5.94 

4.74 

12.35 

45.42 

38.76 

11.79 

3.50 

32.61 

0.22 

48.26 

6.39 

5.36 

10.14 

40.77 

33.01 

11.10 

3.90 

60.65 

65.97 

8.06 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(ee) 8.41 
VQlume of 0.1 N NaOH solution巴onsumed 3.20 

32.11 

4.4 

2.77 

22~" 

変色
Discolored 
トドマツ
fir 

0.31 

48.67 

6.26 

0.91 

4.51 

11.75 

56.初

11.48 

4.18 

28.59 

0.49 

成分重量は第48表のようである。これによるとキカイガラタケによって腐朽したエゾマ

ツおよびトドマツの腐朽は 1%NaOH抽出物の多いこと， Cross-Bevanセノレロ{スおよび

ホロセJレロ{スが減少し全ぺシトザシは変化少なく， リグニシが増加していると推定され

る点は赤色腐朽の特徴をあらわしているが，その傾向は決していちじるしくない。これは

試料の調製方法にその原因があるからさらに検討する余地がある。



.48表 キカイガラタケによって魔朽したエゾマツおよびト
ドマツ材成分の絶対量の変化

Table 48. Changes in weight of component of spruce wood 
(Piceαjezoe悶I8CARR.) and fir wood (Abies M ayr幅削
MIYABE et KUDO) during decay by GloeophyUum 
sep似rium(WULF. ex FR.) KARST. (g/l伺 cc)
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22; 22;' 試料
SampIe No. 22'1 

魔朽段階
Stage of decay 
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22;" 

変色
Discolored 
トドマツ
fir 

0.20 0.26 0.22 0.31 容積重
Volume weight 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

温水
Hot water 

1% NaOH 

12.90 9.93 10.62 

1.17 1.54 1.41 

1.17 1.23 1.18 

1.98 

10.36 

3.21 

11.81 

10.08 

m
m訓
舗

の

&

。

o

n

a
セルロース
Crωs and Bevan cellulose 

金ペントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl圃pentosan

7.87 

2.12 3.07 2.44 

0.91 0.86 0.93 

ホロセルロ--?-
Holocel1ulωe 

リグニン
Lignin 

11.57 13.34 

8.48 7.06 8.86 6.79 

15.09 

1.94 

0.28 

1.40 

3.64 

17.42 

3.56 

1.30 

23. ナミダタケ (GyraPhanalacrymans (WULF. ex FR.) PAT.)によって腐朽した

エゾマツ材(Piceajezoensis CARR.) 

試料は亀井博士の提供されたもので，中期および末期の材であった。

試 料 容積重 炭素 1% NaOH 

(%) (g/l即cc) (%) (g/l仰cc)

231 (中期) 0.29 51.28 14.87 37.68 10.93 

233 (末期) 0.29 62.37 18.09 63.08 18.29 

分析の結果は炭素含有率の大きいこと， l%NaOH抽出物の多いことは赤色腐朽の性

質を示していた。



備

iii. 広葉樹材

1. クロサルノコシカケ Fomitopsiscasfanea IMAz・によっτ腐朽した
ミズナラ材 QuercU$crisρula Bl.. 

a. 試 料: 北大苫小牧淡習林山の神事業区第34林JlEの彼ぎミズナラ材， 昭和31

年 1 月採取。樹高 17m，伐係i~0.3m，伐採高における直径 55cm，これの高さ 2m のと

ころに子実体着生，腐朽は地上高約18mに達していた。 子実体7昔生の上部材幹，地上高

2-3cmのところ(直径45メ41cm)から健全，変色，末期の試料を，地上高8mの材幹(直

径30x30cm)から中期の試料を次のようにして調製した。

10 (健全): 地上高2.1mの材幹の辺材部に近い健全な心材。

11 (変色): 中心の完全腐朽部と周辺の健全部分との間にはさまれた主として黒灰色

の変色材，髄線の聞は一部爪で容易につぶせる程度=に腐朽しており (深

黒色)やや健全に近い部分もあって，これらの小量が混入したものであ

る。

1， (中期): 地上高8mの材幹の中心に近い部分の材で，完全腐朽部よりは淡色で赤

I沫の少ない材である。一部健全に近い部分が混入する。

Ia (末期): 地上高2.1mの材幹の心材部で亦褐色の完全腐朽材，髄線細胞のみが比

較的堅同で形を止めている。

試料は上記のようにして調製したが，この腐朽材の特色は髄線の部分が完全に腐朽き

れないで残存している。したがって試料調製のさい粉砕やふるい分けに時間をかけると，

髄線以外の部分が微細化されてふるいを通過するおそれがあり，適当の大きさのものもさ

らに次第に粉砕されるため，ふるい分けの限界がむずかしくもあり，試料に微粉が混入し

て波過困難の原sjともなる。腐朽材の研究では試料の大きさをいかにすべきかは，この種

腐朽材ではとくに重要であろう。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと， 成分組成(%)は第49表， 木材一定容積中

の成分重量の変化は第50表のようで;bる。これによると Cross-Bevanセルロ{ス)j;ロ

セノレロース，全ペシトザ γ合有率は減少し，リグニン，灰分，炭素および抽出物は増加し，

絶対量は温水および 1%NaOH摘出物が増加， リグニンは変化少なく，その他は減少して

いて，赤色腐朽であることを示している。抽出物およびj天分は矯加の傾向を示している。

ペントザンの減少率の大きいことは針葉樹の亦色腐朽材と異なっている。



話料
Sample No. 

腐朽段階

第49表 クロサJレノコシカケによって腐朽したミズナラ材の成分組成

Table 49. Composition of oak wood (Quercu8 cris仰 1α
BL) a1; various stages of de巴ayby 
Fomit停泊 C倒的持活αIMAZ.(μ) 

11 Iョ 13

中期 末期

67 

Stage of de巴ay

10 

健全
Sound 

変色
Discolored ~ore rotted ~ost rotted 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ぺントザン
TotaI pento縄 n

メチル・ペントザン
Methyl-pentο淘 n

ホロセルロース

Holocellulose 

まホロセルロース
ude holocellulose 

粗ホロセルロース中のリグニン

Lignin in crude holocellulωe 

リグニン
Lignin 

pH 

0.58 

0.93 

50.00 

6.17 

1.77 

3.94 

10.23 

25.87 

50.05 

24.沼

1.65 

75.15 

81.13 

7.37 

26.10 

5.7 

アルカリ消費量 (2 時間加熱U~~!~ ~ ~~_~~~ _ ~ 2.61 
Volume of 0.1 N NaOH solutio 

0.55 

1.65 

3.22 

11.28 

27.04 

50.回

23.43 

1.61 

70.93 

76.24 

6.97 

Zl.48 

5.7 

2.46 

0.35 

7.20 

4.90 

19.60 

56.32 

45.37 

19.98 

2.40 

52.15 

56.07 

7.00 

32.35 

5.7 

4.14 

0.23 

3.29 

53.59 

5.96 

1.00 

2.77 

26.63 

79.80 

27.68 

11.回

3.32 

28.18 

却.74

29.08 

60.02 

5.8 

3.76 
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第50衰 よロサルノコシカケによって梼朽したミズナラ材

成分の絶対量の変化

Table 50. Changes in weight of巴omponentof oak 
w∞d (Que何陶 cri8p叫tαBL.)during de巴ayby 
F初叫伐0戸iscastαneα1MAZ. (g/lω巴巴)

話 料
Sample No. L 

健全
Sound 

11 1， 13 

魔朽段階
Stage of decay 

変色
Discolored 

中期 末期
!dore rotted !dost rotted 

容積霊
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

拍出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol・benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Crωs and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentωan 

メチJレ・ベントザン
!de仕lyl・pentα泡n

ホロセノレロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

0.58 

0.54 

29.∞ 

3.58 

1.03 

2.29 

5.93 

15.00 

29.03 

14.伺

0.96 

43.59 

15.14 

0.55 

0.91 

1.77 

6.20 

14.87 

27.84 

12.89 

0.89 

39.01 

15.11 

0.35 

2.52 

1.72 

6.86 

19.71 

15.邸

6.99 

0.84 

18.25 

11.82 

2. 二セホタチタケ Phellinusigniarius (L. ex FR.) Qu孟J..によって腐朽

したヤマ号ミジ Ace1.ρalmatumTHUNB var. Matsumurae MAKINO 

およびシラカバ材 Betulaplaty.ρhylla SUKATCH. 

a.試料

0.23 

0.76 

12.33 

1.37 

0.23 

0.64 

6.12 

18.35 

6.35 

2.69 

0.76 

6.48 

13;80 

イ)ヤマモミジ: 北大苫小牧演習林上幌内事業区第 20林班の被害木，昭和31年 1

月採取。樹高 18m，胸高直径45cm，これの地上約2mのところの材幹から次のような

試料を調製した。なお，腐朽部は多く IId変色材)から帯線を隔てて IIa(末期)の状態に急

変している。

IIo (健全): 健全心材。
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III (変色): 黒く変色した心材。

II， (中期): 変色部と完全腐朽部にはさまれ白化した腐朽材。
II~ (末期): 中央部 (20x25cm)の白化した完全腐朽材。

ロ)乙/ラカパ: 北大雨竜演習林茂知事業区第 16林班の被害木，昭和31年6月採

取。胸高直径40cmの風倒木の根元に近い材幹で，地面に接している部分およびその附近

第51豪 ニセホクチタヶによって腐朽したヤマモミジ材の成分組成

Table 51. Com'p<濁itionof maple wood (Acer palmαt叫m THUNB. 
var. Mαtsumurae MAKINO) at various stagωofde巴ayby 
Phellinu8伊zilα川畑(L.ex FR.) QUEL. C%) 

誠料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

。

全

M

I

u

 

I

健
助

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
SoIubility in 
アルコール・ベンセeン
AlcohoI-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1.% NaOH 

0.67 

0.69 

48.42 

6.47 

1.担

2.87 

5.30 

18.44 

61.18 セルロース
Cross and Bevan ceIIulose 

白全ベントザン
TotaI pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
.Holocellulo自e

28.69 

1.22 

78.00 

粗ホロセノレロース
Crude holocellulose 

組ホロセルロース中のリグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

82.22 

5.14 

21.お

5.8 pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)f~c) ， 1.位
Volume of 0.1 N NaOH soIution consu 

Il1 

変色
Discolored 

II宮Il3

中期 末期
More rotted Most rotted 

0.71 0.21 

2.74 

8.67 

8.09 

20.41 

55.81 

22.82 

1.62 

78.ω 

76.13 

8.21 

25.14 

5.9 

1.39 

0.36 

0.45 

2.35 

4.田

辺.48

56.77 

26.24 

1.67 

75.65 

79.24 

4.53 

24.89 

5.7 

2.伺

2.56 

49.86 

6.42 

1.27 

2.89 

5.57 

28.10 

49.95 

23.88 

1.89 

67.68 

72.47 

6.61 

28.07 

5.7 

2.88 
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に背着生の子実体が着生していた。これから次の試料を調製した。

m(末期): 淡樫色の，全体が一様に腐朽している辺心材の混合した完全腐朽材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと， 成分組成(%)は第51表および第52表，木

材一定容積中の成分重量の変化は第53表のようである。 これによると， ヤマモミジの場

合とνラカパの場合(背着生)の聞では成分の変化の上に大きな相違はないものと推察され

第52表 ニセホクチタケによって魔朽したシラカパ材の成分

Table 52. Composition of birch wood (Betulαplαtyphylla SUKATCH) 
de阻 yedby PheU.伽畑 ign伽riU8(L. ex FR.) QUEL. 

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積霊
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 
セノレロ{ス
Cross and Bevan cellulωe 

全ペントザン
Total pent似泊n

メチル・ぺントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロ{ス中のリグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アJレカり消費量 (2時間加熱)(c巴)
Volume of O.IN NaOH solution consuined 

u; 

末期
Most rotted 

% gjlOOcc 

0.22 

O.日

印.33

6.01 

3.54 

2.29 

5.73 

29.59 

51.77 

27.97 

2.97 

70.79 

75.16 

5.81 

24.26 

5.4 

2.15 

0.12 

11.ぴ7

1.32 

0.78 

0.50 

1.26 

6.51 

11.39 

6.15 

0.65 

15.57 

5.34 
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る。成分は灰分のいちじるしい増加を除けばすべて変化が少なく， Cross-Bevanセノレロ戸

ス，ホロセノレロ{スはやや減少し，ペシトザ γは変化少なく， リグニシはやや増加の傾向

を示している。しかし含有率はいずれも変化は少なく絶対量はすべて減少しており，これ

ら腐朽材の腐朽は赤白中間腐朽を言うことができる。

第回表 ニセホクチタケによって惰朽したヤマモミジ材成分の絶対量の変化

Table 53. Changes in weigh七 ofcomponent of maple wood 
(Aceγpalmatum THUNB. var. Mαt8umurae MAKINO) 

話料
Sample No. 

during decay by PheU伽U8igniariu8 
(L. exFR.) QUEL. (g/1∞c巴)

IIO 111 112 II3 

魔朽段階
Stage of decay 

健全
Sound 

変色 Mor，中e 期 末期Discolored rotted M，ωt rotted 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1~五 NaOH

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ベントザン
Total pent四朗

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holo四Hulose

リグニン
Lignin 

0.67 0.71 0.36 

0.46 

32.44・

4.33 

1.22 。1.95 0.16 

1.92 2.61 0.85 

3.55 5.74 1.67 

12.35 14.49 8.09 

ω.96 39.回 20.44 

15.87 16.20 9.45 

0.82 1.15 0.60 

52.26 52.32 27.23 

14.24 17.85 8.96 

3. エレサルノコシカケRigido.如rusulmarius (SoW. ex FR.) IMAz.によって

腐朽したZレ材 UlmusDavidiana PLANCH var. jajωnica NAKAI 

0.21 

0.54 

10.37 

1.35 

0.27 

0.61 

1.17 

5.90 

10.49 

5.卯

0.40 

14.21 

5.89 

a. 試 料: 北大苫小牧演習林上幌内事業区第 18林班の被害木，昭和30年 1月伐

採。胸高直径約 1mの大径木であった。材の腐朽はきわめて迅速であって，白色(一部や
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.54表 ニレサルノコシカケによって魔朽したニレ材の成分組成
Table 54. Composition of elm wood (U，加畑 D伽ぽ伽附
PLANCH. var. j'α'prmicαNAKAI) at various stages 
of decay by R1gidoporu8 ulmαriU8 
(Sow. ex FR.) lMAZ. (%J 

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

与
包
」

u

n刷

4
一
四

I

健札∞

IDs 

末期
Most rotted 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrog四

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

0.42 

2.09 4.31 

関.13 42.89 

6.31 6.15 

1% NaOH 

1.45 2.69 

1.57 11.72 

3.95 16.93 

22.60 50.47 

国.31 74.田

24.04 7.39 

2.10 1.回

70.99 75.67 

79.12 77.98 

10..28 2.96 

29.90 4.47 

5.9 5.6 

1.92 3.76 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ベントザン
Total pentωan 

メチル・ペントザン
Methyl-pent倒 m

ホロセルロース
Holocellulose 

組ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグ I!ン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

やクリーム色)の完全腐朽部と健全部との聞に中聞の段階を見すことはできなかったのでr

試料は2段階を次のようにして調製した。

IIIo (健全): 健全心材。

III3 (末期): パルプ状の完全腐朽白色部，乾燥すると鉄のような状態になる。整形
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できないので容積重は測定しなかった。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと第54表のようである。 ζれによると完全脱リ

グニシされたIlIsの部分は灰分が多く，炭素含有率はセルロースのそれより低く，分解さ

れた木材セノレロ{スであることがわかる。抽出物はすべて増加している。 Cross-Bevanセ

ノレロース，ホロセノレロースは共に増加しているが， リグニシおよびペントザシはいちじる

しく減少していて，明らかにリグニシが溶解される白色腐朽ということができる。 なお，

Pグニシの量が4.47%と低い値を示しているのに， Cross-Bevanセノレロース，ホロセノレ

ロ{スの量が比較的多くないのは， l%NaOH抽出物の量が多いことや炭素含有率の低い

ことからもうかがわれるように， I1I~ は菌によって分解されて薬液に溶出されやすく変化

した木材セノレロースであるため，単離のさい一部が溶出されたことがわかる。なお完全腐

朽材の一部はプロログノレ乙Iy塩酸溶液による呈色反応が全く消失している。

4. アラゲカワラタケ Coriolushirsutus (WULF. ex FR.) Qu孟L.によって腐朽

したヤマ号ミジ Acerρ'almatumTHUNB. var. Matsumurae MAK闘 0 ブナ
Fagus crenata BL.，アズキチタ Sorb附 alnゆUaC.KOCHおよびシロ

ザタラ材PrunusMaximowiczii RUPR. 

a.試料

イ)ヤマモミジ: 北大苫小牧演習林産の被害木，昭和31年1月採取。 胸高直径25

cmの枯損木で周囲に子実体が密生していた。これから次のような試料を調製した。

IV] (変色): 木口からみてわずかにところどころ局部的に残った変色材，中期程度

IV2 (中期): 

IVs (末期): 

ロ)ブナ:

の腐朽材が少量混入しているおそれがある。

灰色の腐朽材。

綿状に完全に分解し，整形することのできない白色の完全腐朽材で，

主として心材であるが，辺材をも含む。

松前林務署上ノ国事業区第56林E症の被害木，昭和31年7月採取。樹

高 16m，胸高直径20cmの材を3年前に伐採， 9尺に玉切った丸太で，子実体の発生して

いる地上3mのところに当る材幹から次のような試料を調製した。

IVi (変色): 健全に近い心材部で，わずかに白変部分あり。

IV~ (末期): 爪を立てられる程度に柔軟で，中期とも考えられる白色完全腐朽材。

ハ)アズキナν: 苫小牧演習林上幌内事業区第13林班内の古い伐根，昭和31年5

月採取。周囲に子実体が密着していた。これから次の試料を調製した。なお，子実体はア

ラグカワラタケの中では肉の薄いものであるといわれる。

IV~' (末期): 縁澄褐色の着色材の少量に混入する灰白の均一な完全腐朽材。

ニ)νロザクラ: 苫小牧演習林山の神事業区第39林班の被害木，昭和31年5月採
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第55表 アラゲカワラタケによって魔朽したヤマモミジ材の成分組成

Table 55. Comp08ition of maple wood (Ace7・pαlmαtumTHUNB. 
var. Mat8叫怖旬raeMAKINO) at various stages of de巴ay
by CoγωlU8 hirsut悦 (WULF.ex F刷、QU止L.(%) 

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

拍出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pento組 n

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
HolocelIulose 

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセJレロース中のリグニン
Ligninin巴rudeholocellul08e 

リグニン
Lignin 

pH 

アルカり消費量 12時間加熱)(巴c)

IVl 

変色
Dis巴olored

0.49 

0.45 

4.34 

5.61 

24.42 

59.76 

24.21 

0.96 

77.11 

80.65 

4.89 

19.44 

Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

5.0 

2.15 

IV2 IVa 

中期 末期
More rotted Most rotted 

0.35 

2.94 

46.72 

6.00 

1.01 1.17 

5.78 10.64 

7.88 20.80 

27.抱 44.71

措.70 47.88 

25.82 28.82 

1.21 1.81 

66.66ω.81 

71.04 66.77 

6.16 8.98 

24.1180.84 

5.6 5.6 

2.46 2.92 

取。直径5cmの細い材から次の試料を調製した。子実体は色が白く，アラゲカワラタケ

の1型とされている Q

IV~" (末期): 灰白色の石綿状完全腐朽材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと第55-59表のようである。これによると炭素

含有率は健全材とほとんど相違しないが，ヤマモミジの完全腐朽材はかなり低い。抽



第描表 アラゲカワラタケによって魔朽レたブナ材の成分組成

Table 56. Composition of beech wood使句協 cr，側 αtαBL.)
at various stages of decay by Coriolus hir8utu8 

話料
Sample No. 

(WULF. ex FR.) QUEL. (%) 

IV; IV; 

魔朽段階
Stage 'of decay 

変色
Discolored 

末期
Most rotted 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol・benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross姐 dBevan cellulose 

全ベントザン
Total pentosan 

メチJレ・ペントザン
Methyl-pento自an

ホロセルロース
Holocellulose 

組ホロセルロース
Crude holo巴e11叫0鴎

粗ホロセルロース中のリグエン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
、Lignin

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of O.lN NaOHωlution consumed 

0.53 

0.02 

o.昭

1.14 

17.伺

ω.03 

26.49 

1.06 

82.79 

88.20 

6.13 

却 .13

5.7 

1.48 

0.25 

0.65 

48.65 

6.16 

1.ω 

3.70 

6.06 

27.18 

54.23 

26.24 

0.30 

78.28 

83.86 

6.65 

21.50 

5.6 

2.32 

75 

出物は増加の傾向を示し， Cross-Bevanセルロース，ホロセルロースは減少し，全ぺシト

ザシは比較的変化少なく， リグニシはやや増加する傾向がみられる。絶対量はほとんどが

減少している。これらを総合するとこれら腐朽材の腐朽は赤白の中間腐朽であると考えら

れる。
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.57表 アラゲカヲラタケによって魔朽したアズキナシ

およびシロザクラ材の成分組成

Table 57. Composition of a hardwood (Sorm岨 αωifolωC.KOCH) 
and cherry wood (Pr叫削t8M a.'rJImoW'ICzii RUPR.) at 
various stages of decay by Coriolu8 
hir側 tU8(WULF. ex FR.) QUEL. 

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of de巴ay

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentοsan 

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude. holocellulose 

粗ホロセルロース中のリグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

IV;' IV~' 

末期 末期
Most rotted Most rotted 

アズキナシ
hardwood 

% g/100cc 

0.18 

0.34 

48.62 

6.56 

1.01 

1.98 

4.05 

23.28 

56.38 

25.10 

。
76.29 

78.64 

2.99 

20.69 

5.7 

0.06 

8.75 

1.18 

0.18 

0.36 

0.73 

4.19 

10.15 

4.52 

o 

13.73 

3.72 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cd e2.58 
Volume of 0.1 N NaOH solution c 

IV~" 

末期
Most rotted 
シロザクラ
cherry 
% 

3.47 

48.但

6.33 

1.38 

3.∞ 

6.29 

36.13 

47.74 

27.ω 

0.93 

'12.18 

77.46 

6.82 

26.47 

5.4 

2.61 
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第58.J提 アラゲカワラタケによって魔朽したヤマモミク材の成分の変化

Table 58. Changes in weight of component of maple wood 
(Acer palmαtum THUNB. var. Matsumurαe MAKINO) 
during de巴ayby C01・ωlushirsut旬S

鼠料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
SoIubi1ity in 
アルコ~)レ・ベンセ.ン

Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース

(WL四;ex FR.) QUEL. (g/100 cc) 

IVl 

変色
Discolored 

0.49 

0.22 

2.13 

Crα溜 andBevan cellulose 

2.75 

11.97 

29.28 

全ペントザン
Total pentωan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holo巴ellulose

りグニン
Lignin 

11.86 

0.47 

37.78 

9.53 

5. ::1フキザルノヨタカケElfvingiaa.ρ.planata (PERS.) KARST. 
によって腐朽したジナ材 TiliajゆonicaSIMONKAI 

IV2 

中期
More rotted 

0.35 

0.35 

2.02 

2.74 

9.74 

18.80 

8.86 

0.42 

23.33 

8.44 

77 

a. 試 料: 苫小牧演習林上幌内事業区第20林班の被害木，昭和31年1月採取。

樹高 24m，O.5mの高さから伐採し伐採高における直径約x67cm，樹幹は高き 8.5mの

ととろで2つの枝に分れていて，一方の校の岐部より 2mのところから腐朽部分を，別の

枝の岐部より 4mのところの材から健全部を採取して次のような試料を調製した。

Vo (健全): 直径40x40cmの材幹からとった白色健全辺材。

V1 (変色): Voと同一材幹の心材で赤νナの心材色， これに微量の白色部がみられ，
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第駒場量 アラゲカワラタケによって魔朽したブナ材の成分の変化

Table 59. Changes in weight of component of beech wood但切畑
cr側 αtαBL.)during decay by C01唱。lushi1噌UtU8

話料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of de巴ay

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース

(WULF. ex FR.) QUEL. (g/100 cc) 

IV; 

変色
Discolored 

0.53 

0.01 

0.33 

0.60 

Cross and Bevan cellulose 

9.49 

31.82 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

14.04 

0.56 

43.88 

10.67 

IV; 

末期
Most rotted 

0.25 

0.16 

12.16 

1.54 

0.25 

0.93 

1.回

6.80 

13.56 

6.56 

0.08 

19.57 

5.38 

エゾタケによる腐朽材に似た割裂面を示し，割裂面に白色菌糸状物がま

だらにみられ，やや腐朽の中期に近い材。

Vd中期): 直径40x45cmの材幹から採取した淡褐色の心材で，白い斑点が多くみ

とめられる，末期の腐朽材よりやや堅い材。

V3 (末期): 漂白され，クリ戸ム色の材に多数の白い斑点がみられる心材で，相当量

の辺材を含む完全腐朽材。

b. 化学的成分: 分析の結果を示すL 成分組成(%)は第 60~表， 木材一定容積中
の成分重量の変化は第61表のようである。これによると Vo(健全材)は辺材のためか抽出

物多く，腐朽部会より高い値を示している。その他の成分は炭素， Cross-Bevanセルロー



.，帥襲 ヨフキサルノコシカケによって魔朽したシナ材の成分組成

Table 60. Composition of bassw<∞d (叩似jαp卵白α
SI1\mN~I) at various stages of decay by 
Elfvi:叫giααpplanatα(PERS.)KARST. (%) 
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Vo 試料
Sample No. 

禽朽段階
Stage of de巴ay

健全
Sound 

Vl V3 V" 

変色 中 i期 末期
Discolored More rotted Most rotted 

0.37 0.24 容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
AlcohoI-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

0.54 

49.48 

6.47 

9.18 

4.52 

加

川

崎

釘

町

a

帥
H
W

。。

間

4

R

Uセルロース
Cross and BeV3n cellulose 

会ペントザン
TotaI p佃 tωan

メチル・ペントザン
MethyI-pent調 an

23.56 

1.36 

ホロセルロース
Holocellulose 

組ホロセルロース
Crude holoceIlulose 

79.10 

87.40 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulose 

qグニン
Lignin 

pH 5.6 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(ee) 2.58 
Volume of 0.1 N NaOH soIution consumed 

9.50 

17.82 

0.39 

2.44 

2.27 

4.22 

22.41 

60.60 

怨 .44・

2.47 

77.ω 

82.79 

6.27 

21.00 

5.8 

2.0。

0.86 

2.21 

3.10 

5.67 

25.41 

印.49

22.日

2.16 

印.50

84.94 

5.23 

18.16 

5.5 

2.30 

0.45 

48.51 

6.15 

3.83 

3.92 

7.42 

29.07 

帥.64

23.79 

2.48 

79.06 

83.28 

5.01 

15.59 

5.4 

2.84 

ス，全ペシトザ Y，ホ白セノレロース， リグニシともに変化少なし含有率は健全のそれと

ほとんど相違がない。絶対量はメチル・ぺシトザ γのほかはすべて減少している。これら

の結果を総合すると，この腐朽材の腐朽は赤白中間腐朽ということができる。
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第61表 コフキサルノコシカケによって腐朽したシナ材成分の絶対量の変化

Table 61. Changes in weight of component of basswood 
(Tuia japonicαSIMONKAI) during decay by Elfv伽仰

α仰 tα仰 tα 俊足時.)KARST. (g/1ωcc) 

試料
Sample No. VO Vl V2 Va 

腐朽段階 健全
Sound 

変色
Discolored 

中期 末期
Stage of de巴ay More rotted Most ro主ttld

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコーJレ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulωe 

全ベントザン
Total pentosan 

メチル・ぺントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holo巴el1ulose

りグニン
Lignin 

0.37 

O.却

18.81 

2.39 

8.40 

1.67 

2.66 

10.白

21.71 

8.72 

0.50 

29.27 

6.41 

0.89 

0.95 

0.89 

1.65 

8.74 

28.68 

9.14 

0.96 

80.26 

8.19 

0.86 

0.80 

1.12 

2.04 

9.15 

21.78 

8.11 

0.78 

28.98 

6.54 

6. ホタチタケ Fomesfomentarius (L. ex FR.) KICKXによって腐朽した

ヤマ号ミジ材 AcerρalmatumTHUNB. var. Matsumurae MAKINO 

0.24 

0.11 

11.64 

1.48 

0.92 

0，94 

1.78 

6.98 

14.55 

5.71 

0.58 

18.97 

3.74 

a. 試 料: 苫小牧演習林上幌内事業区第18林班の被害木，昭和31年1月採取。

生立木の枯損枝，直径 13x13cmの子実体着生部から次の試料を調製した。

VI2 (中期): 枝の基部からとった濃いクり{ム色の腐朽材マ，ややかたく，多湿で

あった。

VI~ (末期): 子実体着生附近の完全腐朽材で，漂白された材部に濃い帯線や薄墨を

流したような幅の広い帯線状の部分のある心材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第62表，木材一定容積中の



.62表 ホクテタケによって宵朽したヤマモミジ材の成分組成

Table 62. Composition of maple wood (Acer palmα加mTHUNB. 
var. Mαtsumurae MAKINO) at various stages of decay by 
Fbmes fomentαriu8 (L. ex FR.) KICKX (%) 

読 料
Sample No. 

街朽段階
枇昭eof decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

拍出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペント?ザン
Total pento岨 n

メチル・ペントザン
Methyl-pentωan 

ホロセルロース
Holocelhilose 

組ホロセルロース
Crude holoeellulose 

粗ホロセJレロース申のリグニン
Lignin in erude holoeellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アルカり消費量 (2時蘭加熱)(ee) 
Volume of O.IN NaOH solution eonsumed 

VI2 

中期
More rotted 

0.32 

0.94 

6.85 

10.36 

28.32 

52.67 

27.04 

1.89 

68.13 

73.16 

6.87 

24.ぴ1

5.6 

2.54 

VI3 

末期
Most rotted 

0.30 

1.66 

49.28 

6.42 

1.06 

2.70 

13.04 

23.13 

55.46 

25.72 

1.58 

72.50 

77.24 

6.14 

25.05 

5.5 

2.30 

81 

成分重量の変化は第63表のようである。 これによると， Cross-Bevanセルロース，全ペ

シトザシ，ホロセノレロースおよびリグユシはともに健全材のそれとくらべて変化が少ない

ことが推定される。したがってこの腐朽材の腐朽はリグユシおよびセルロースがともに分

解されるいわゆる赤白中間腐朽ということができる。
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第63署長 ホクチタケによって魔朽したヤマモミヲ材成分の絶対量の変化

Table 63. Changes in weight of component of maple wood. (Acer 
palmαtum THUNB. var. M atsumurαe MAKINO) during decay 
by Fomes fomentariu8 (L. ex FR.) KICKX (g/100 cc) 

誠料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Al巴0加1・benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 
セルロ{ス

Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
， Total pento母an

メチル・ベントザン
Methy l-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

VI2 

中期
More rotted 

0.32 

0.30 

2.19 

3.担

9.06 

16.85 

8.65 

0.60 

21.80 

7.70 

Vla 

末期
M回trotted 

0.30 

0.50 

14.78 

1.93 

O.担

0.81 

3.91 

6.94 

16.倒

7.72 

0.47 

21.75 

7.招

7. ウスパタケ lrρexlacteus FR.によって腐朽した

マイタヤ材Acermono MAXIM. var. glabrum HARA 

a. 試 料: 苫小牧演習林上幌内事業区第20林班の被害枯損木，昭和31年1月採

取。胸高直径35cm，高さ約2mまで残在している根株材の表面に子実体の密生している

ものから次の試料を調製した。

VII3 (末期): 灰色がかった淡クリーム色の海綿状完全腐朽心材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと第64表のようである。これによるとクスパタ

ケによる腐朽は Cross-Bevanセルロース， 全ぺシトザシ，ホロセノレロースおよびリグニ

シをともに分解し，腐朽材の組成は健全のそれとほとんど変りないことが推定される。
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.64表 ウスパタケによって腐朽したマイタヤ材の成分

Table 64. Compωition 01 maple wood (Acer mono MAXIM. 
var. gl，αbrum HARA) decayed by I:叩exlαcteu8FR. 

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

VII3 

末期
Most rotted 

% g/100cc 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
SoIubility in 

アルコール・ベンゼン
AlcohoI・benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

0.16 

1.74 O.錦

48.53 7.76 

6.36 1.02 

2.15 0.34 

7.25 1.16 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ぺントザン
TotaI pentosan 

メチル・ベントザン
MethyI-pentosan 

13.51 

37.45 

51.73 

h
m
ω
m
 

o

a

R

O

O

O

 

23.44 3.75 

2.49 0.40 

ホロセルロース
Holocellulose 70.64 11.30 

粗ホロセルロース
Crude holo巴ellulose

粗ホロセルロース中のリグニン
Lignin in crude holocellulωe 

リグニン
Lignin 

74.16 

4.75 

pH 

23.66 

5.4 

2.84 

3.79 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

したがってとの腐朽材の腐朽は赤白中間腐朽ということができ干る。

8. カワウソタケI仰仰tuscuticularis (BULL. ex FR.) KARST.によって腐朽した

ヤマハンノキ材Alnushirsuta TuRcz. 

a. 試 料: 苫小牧演習林上幌内事業区第20林班の被害枯損木，昭和31年1月採
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取。元日 20cm，末口 17cm，長さ 1mの材の全面に子実体が密生していた。 これから次

のような試料を調製した。

VIII~ (中期): 元口に近い部分のやや濃厚のクリーム色腐朽材。

VIII3 (末期): 末口に近い部分かちとったクリーム色の完全腐朽材で，ょうやく整形

できる程度のもの。

第65表 カヲウソタケによって魔朽したヤマハンノキ材の成分組成

Table 65. Composition of alde1." wood (Al叫U8hiγ8Utα 
TURCZ.) at various stages of decay by Inono加 S
C叫ticulαris(BuLL. ex FR.) KARST. (%) 

試 料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積童
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ベントザン
Total pentos創 1

メチル・ペントザン
Methyl-pentα司an

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセJレロ{ス
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in巴rudeholocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アノレカり消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

VIII2 

中期
More rotted 

0.34 

1.98 

3.58 

6.09 

26.69 

58.50 

23.78 

2.62 

74.94 

78.62 

4.66 

22.68 

6.6 

2.38 

VIIIs 

末期
Most rotted 

0.22 

0.87 

48.卯

6.68 

2.06 

3.16 

7.25 

~.79 

56.85 . 

22.71 

1.72 

76.44 

81.20 

7.09 

22.34 

6.6 

2.63 
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b. 化学的組成: 分析の結果を示すと成分組成(%)は第65表， 木材一定容積中の

成分重量の変化は第66表のようである。これによると，炭素， Cross-Bevanセノレロ{ス，

全ペシトザシ，ホロセノレロ{スおよびリグニシの含有率の変化は少ないことが推定され，

また絶対量はいずれも減少することがうかがわれ，この腐朽材の腐朽はリグニシおよびセ

ノレロースの双方が分解される赤白中間腐朽ということができる。

第66署長 カワウソタケによって腐朽したヤマハンノキ材成分の絶対量の変化

Table 66. Changes in weight of component of alder wood 
(Alnu8 hirs叫.taTURCZ.) during decay by Ic冗onotu8
cuticularis (BULL. exFR.) KARST. (g/lOO cc) 

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

1灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cro圃sand Bevan cellulωe 

全ベントザン
Total pentωan 

メチJレ・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

vm宮

中期
More rotted 

0.34 

0.67 

1.22 

2.07 

8.70 

19.89 

8.09 

0.8e 

25.48 

7.71 

VII:ra 

末期
Most rotted 

0.22 

0.19 

10.76 

1.47 

0.45 

0.70 

1.60 

6.11 

12.51 

5.ω 

0.38 

16.60引

4.91 

9. .~ロサルノコジカケ Oxyporuspo仰linus (SCHUM. ex FR.) DONKによって腐

朽したヤマ壱ミジ材Acer'ρalmatumTHUNB. var. Matsumurae MAKINO 

a. 試 料: 苫小牧演習林上幌内事業区第20林班の被害木，昭和31年 1月採取。
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樹高15m，高さ 1mから伐倒， 伐採高における直径35x37cm， この樹幹の地上 6m附

近の子実体着生部(直径18x20cm)から次の試料を調製した。

lXo (健全): 主として健全辺材部で，わずかに心材が混合。

IX~ (中期): 腐朽が不規則で紫褐色の変色材と檀黄色の腐朽材を分離できなかった

ので，両者の混合物をとって中期の試料とした。

第 67表 シロサルノコシカケによって魔朽したヤマモミジ材の成分組成

Table 67. Composition of maple wood (Acer palmαtum THUNB. var. 
Mat側 murαeMAKINO) at various stagωof decay by 
α-cypor制 popul伽制 (SCHUM.exFR.) DONK (%) 

読料
Sample No. 

IX。 IX2 IXs 

腐朽段階
Stage of deeay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pento錨 n

メチル・ペントザン
Methyl-pentωan 

ホロセルロース
Holocellulo鴎

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holo巴ellulose

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of O.IN NaOHωlution consumed 

健全
Sound 

0.57 

1.30 

1.84 

2.71 

17.24 

59.64 

24.99 

1.43 

80.31 

84.19 

4.61 

21.27 

4.8 

1.49 

中期 末期
More rotted Mos色rotted

0.49 

1.35 

2.76 

4.97 

21.57 

56.45 

24.41 

1.92 

71.45 

76.03 

6.03 

26.16 

5.5 

1.77 

1.45 

47.66 

6.06 

0.84 

34.回

43.20 

23.77 

1.59 

27.40 

5.2 

2.30 
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IX~ (末期): 黄褐色の完全腐朽心材。

腐朽が進むとその部分は完全腐朽材を少量残すのみで孔状となるので，完全腐朽材は

充分とることはできなかった。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと成分組成(%)は第67表， 木材一定容積中の

成分重量の変化は第68表のようである。 これによると， Cross-Bevanセルロース，全ペ

シトザ人ホロセノレロ戸スはわずかに減少し， リグニシは含有率，絶対量ともわずかに増

加している。しかしいずれも変化は少なし リグユシおよびセルロースがともに分解され

るいわゆる赤白中間腐朽であることがわかる。

第68衰 シロサルノコシカケによって魔朽したヤマモミジ材成分の絶対量の変化

Table 68. Changωin weight of component of maple wood (Acer 
pαlmatu刑 TnuNB.var. Mat8umurae MAKINO) during decay 
by臼拶戸T制 populinU8(ScnUM. ex FR.) DONK (gJ 100 cc) 

読料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

-
0

全
凶

E

U

 

I

健
助

IX2 

中期
More rotted 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
SoIubiIity in 

アルコール・ベンゼン
AlcohoI-l均，nzene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

0.57 0.49 

メチル・ベントザン
Methyl-pen句san

0.74 0.66 

1.05 1.35 

1.54 2.44 

9.83 10.57 

33.99 27.66 

14.24 11.96 

o.回 0.94 

45.78 35.01 

12.12 12.82 

セルロース
Cro鑓 andBevan cel!ulose 

全ベントザン
TotaI pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

りグニン
Lignin 



田

10. サクラサルノヨタカケ Phellinusρomaceω(PERS.)QUEL.によって腐朽

したエゾヤマザクラ材PrunusSargentii REHD. 

a. 試 料: 苫小牧j郎;1，]林山の神事業以;第34林fi[の被'Z枯t白木，昭和31if.1月採

取3 子実体着生附近の元口直径24x24cm，本U径22x23cm，長さ 140cmの材幹の主と

して辺材部が腐朽l守化し，心材部も一部腐朽していたω この材幹から次の試料を調製した。

.69表 サクラサルノコシカケによって積約したエノヤマザクラ材の成分組成

Table 69. Composition of cherry w∞d (Prt抑制 Sα叩側tii
REHD.) at various stages of de巴ayby P.恥Uiwus

仰悦郎e四 (PE回.)QUEL. (%l 

誠 料
Sample No. 

情朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

摘出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 
セ)vロース
Crωs and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチノレ・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

組ホロセ Jレロース
Crude holocellulose 

組ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellul依拠

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(c巴)

X1 

変色
Discolored 

0.61 

4.02 

1.56 

4.79 

25.23 

日.68

25.20 

1.43 

75.38 

79.11 

4.71 

22.34 

5.6 

Volume of 0.1 N NaOH 8olution consumed 
2.却

X~ X:! 

巾期 末期
More rotted Most rotted 

0.29 0.23 

1.40 

48.卸

6.27 

0.68 1.14 

1.49 2.98 

3.65 4.76 

25.29 26.65 

日.85 回.18

24.51 27.54 

1.03 0.86 

75.74 77.fIT 

78.18 78.71 

8.12 1.32 

23.95 22.68 

5.6 5.4 

2.53 2.61 
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Xd変色): 元日附近のやや濃厚な心材色の変色材。

X2 (中期): 完全腐朽材に隣ったやや桃色をおびた心材で，もろい白色繊維がまだら

に入っている腐朽材。

Xs (末期): 白色完全腐朽辺材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示す，成分組成(%)は第69表，木材一定容積中の

成分重量の変化は第70表のようである。これによると，抽出物.Cross-Bevanセルロース，

全ぺシトヂン，ホロセルロース， リグニ y含有率はすべてほとんど変化していない。また

絶対量はいずれも減少している。したがってこの腐朽材の腐朽はリグニンとセノレロ{スの

双方が分解される赤白中間腐朽と言うことができる。

第70表 サクラサルノコシカケによって魔朽したエゾヤマザクラ材成分の絶対量の変化

Table 70. Changes in weight of component of cherry 
wood (Pn抑制 SargentiiR印刷 duringdecay by 
Phell'伽制抑制御'eU8(PERS.) Qu孟L.(gjl∞cc) 

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Sol，ubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benz曲 e

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total p凹 tω姐

メチル・ペントザン
]dethyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

qグニン
Lignin 

玄I

変色
Discolored 

0.61 

2.45 

0.95 

2.92 

15.39 

33.35 

15.37 

0.87 

45.98 

13.63 

X2 X3 

中期 末期
]dore rotted ]dωt rotted 

0.29 0.23 

0.32 

11.22 

1.44 

o.却 0.26 

0.43 0.67 

1.03 1.09 

7.33 6.13 

15.91 12.23 

7.11 6.33 

0.30 o.偲

21.96 17.86 

6.95 5.20 
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11. チヤミダレアミタケ Daedaleoρsisconfragosa (BOLT ex FR.) ScHROET. 

によって腐朽したウダイカンバ材 BetulaMaximowicziana REGEL 

a. 試 料: 苫小牧演習林山の神事業区第34林班の被害倒木，昭和31年 1月採取

元口径 18x19cm， 末口径17x17 cm，長さ1.15mの材幹の辺材約2cmを完全に腐朽さ

せていた。これから次の試料を調製した。

.71褒 ヤチミダレアミタケによって魔朽したウダイカンパ材の成分組成

Table 71. Composition of birch wood (Betula Mαximowicz'IIαna 
REGEL) at今variousstages of decay by Daedaleop8I8 
co押'frago8a(BOLT. ex FR.) SCHROET. (%) 

童市 料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコー Jレ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ぺントザン
Total p四 tosan

メチル・ペントザン
]4ethyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロ{ス

Crude holocellulose 

組ホロセルロース中のヲグユン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 

XIl 

変色
Di目的，lored

O.ff{ 

2.43 

2.51 

3.63 

20.92 

56.62 

28.32 

1.ω 

77.78 

80.47 

3.34 

Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

23.78 

5.6 

2.ぴF

XI2 XIs 

中期 末期
]4ore rotted ]4ωt rotted 

0.43 0.27-

1.71 

47.11 

6.21 

1.28 1.79 

4.日 8.ω 

6.04 11.16 

24.06 32.38 

57.53 52.05 

27.14 28.37 

1.73 2.81 

73.76 73.88 

77.31 76.49 

4.59 4.07 

21.23 却.剖

5.6 5.4 

2.46 2.92 
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XI! (変色): 変色心材。

XI2 (中期): 淡黄褐色のやや堅い主として辺材の腐朽材。

XIa (末期): 淡黄褐色の完全腐朽辺材で， 爪が容易にささる。 多量の帯線状の部分

を混入している。

XI2， XIsの中には少量の XI1が混入している。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第71表，木材一定容積内

の成分重量の変化は第72表のようである。これによると，含有事はアノレゴーノレ・ペシゼシ

抽出物がやや減少の傾向であるが，他の抽出物は増加し， Cross-Bevanセルロース，ホロ

セノレロースおよびリグニンはともに減少の傾向を示し，全ペシトヂシはほとんど変化して

第72表 チヤミダレアミタケによって魔朽したウダイカンパ材

成分の絶対量の変化

Table 72. Changes in weight of component of birch wood (Betul，α 
Max伽 0ωic.抑制 REGEL)during decay by D似品加p抑
co罰ifrago8a(BOLT. ex FR.)匙 HROET.(g/11ωcc) 

試料
Sample No. XI1 XI2 X1a 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 
、ヘ
水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコ戸Jレ・ベンゼン
Alcohol-b血 zene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロ{ス
Cross and Bevan cellulo圃e

全ペントザン
Total pentοsan 

メチル・ペントザン
Me出yl・戸，ntωan

ホロセルロース
Holocellulose 

りグニン
Lignin 

変色
Di呂田lored

0.67 

1.63 

1.飽

2.43 

14.02 

37.94 

18.97 

1.σ7 

52.11 

15.93 

中期 末期
More rotted Most rotted 

0.43 0.Z7. 

0.46 

12.72 

1.68 

0.55 0.48 

1.94 2.18 

2.ω 3.01 

10.35 8.74 . 
24.74 14.05 

11.67 7.66 

0.74 0.76 

31.72 19.81 

9.13 5.62 
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いない。絶対量は抽出物をのぞけばすべて減少している。これらの結果かち，この腐朽材

の腐朽はリグニシおよびセノレロースの双方が分解される赤白中間腐朽であると言うことが

できる。

12. ホウロタタケ Trametesdickinsii BERK.によって腐朽した

ミズナラ材Quercuscris仰laBL. 

a. 試 料: 苫小牧演習林山の神事業区第31林班の古い被害切株。 昭和31年4月

採取。この材幹から次の試料を調製した。

XII1 (変色): 古い材のため完全に健全部としてとり得ないから，もっとも健全に近

い堅い部分をとって変色部とした。

XJl~ (末期): 濃褐色の完全腐朽材で，不規則な腐朽部中から取出したが，腐朽程度

の低い髄線や局部的な堅い部分も少量混入している。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第73表，木材一定容積中

の成分重量の変化は第74表のようである。 これによると腐朽材の炭素含有率は高く，抽

出物はアノレゴ{ノレ・ベンゼ γ，温水， 1~色 NaOH はともにいちじるしい増加を示し， Cro田-

Bevanセノレロ{ス，全ぺントザン，ホロセルロースはともに減少し， リグニシは増加して

いる。絶対量は抽出物は増加， リグニシは変化が少ないが，他はいちじるしく減少してい

る。この結果を総合すればこの腐朽材の腐朽はセノレロ{スが分解される赤色腐朽であると

言うことができる。ただ他の赤色腐朽と比較した場合， 1%NaOH抽出物が 73.81%と多い

にもかかわらず， リグニシが37.13%と低い値を示しているのが目立っている。/

13. オオチリメンタケ Trametesgibbosa tpERS. ex FR.) FR.によって腐朽した

シナ材 Tiliajaponica SIMONKAI 

a. 料: 苫小牧演習林上幌内事業区内の炭窯の屋根を支える杭で，半ば地中に

埋れた状態の被害木であり，地上に出た2尺くらいの表面には多数の子実体が叢生してい

た。これから次の試料を調製した。

XIUa (末期): νナの靭皮繊維に似た形に分解した完全腐朽材，主として辺材である

が一部心材を混入，やや撞色味のある淡暗黄色。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと第75表のようである。これによると，炭素，

Cross-Bevanセルロース，全ペシトザ γ，ホロセノレロ{ス， リグニシ含有E容はともに変化

の少ないことが推定され，この腐朽材の腐朽はリグニ γおよびセルロースがともに分解さ

れる赤白中間腐朽と言うことができる。



.73表 ホウロクタケによって腐朽したミズナラ材の成分組成

Table 73. Compωition of oak wood (Q.悩開閉
crispula BL.) at various stages of decay by 
Trametes d必la旬sliBERK. (%) 

読 料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アノレコ -jレ・ベンゼン
Alcohol-benz岨 e

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cei1ulωe 

全ベントザン
Total pento唱an

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude holo巴ellulose

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holoceUulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(ccl 
Volume of 0.1 N NaOHω，1ution consumed 

XII1 

変色
Discolored 

0.64 

3.86 

8.56 

12.51 

31.41 

49.35 

24.48 

1.45 

68.37 

72.26 

5.39 

26.σr 

5.4. 

2.76 

XILJ 

末期
Mωt rotted 

0.32 

1.22 

52.68 

5.63 

18.36 

6.21 

23.65 

73.81 

28.47 

11.91 

1.40 

32.20 

41.鈎

22.21 

37.13 

5.2 

4.75 

蛤
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第74表 ホウロクタケによって腐朽したミズナラ材の絶対量の変化

Table 74. Changes-in weight of component of oak 
W∞d (Q旬erCU8crispula BL.) during deeay by 

試料
Sample No. 

梼朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース

Trαmete8 dicki-陶 iiBERK. (g(1ω巴巴)

XII1 

変色
Discolored 

0.64 

2.47 

5.48 

8.01 

20.10 

Cross and Bevan巴ellulose 31.58 

全ベントザン
Total pentos乱n

メチJレ・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

15.67 

0.93 

43.76 

16.68 

XII~ 

末期
Most rotted 

O.担

0.39 

16.86 

1.80 

5.88 

1.99 

7.57 

23.62 

9.11 

3.81 

0.45 

10.卸

11.88 

14. チヤカイガラタケ Daedaleopsistricolor (BULL. ex FR.) BOND. et SING. 

によって腐朽したマイタヤ材 Acermono MAXIM. var. glabrum HARA 

a. 試料: 苫小牧演習林山の神事業区第37林班の古い風倒折損木，高さ1.3m

の附近から折れた幹の，高さ 4mに相当するところで子実体の着生する材幹の部分(直径

24)(22 cm)から次の試料を調製した。

XIVo (健全): 健全な辺材。

XIV2 (中期): 淡燈色の変色ないしこれよりやや進んだ腐朽材。髄線方向に白い部分

を生じ，ややエゾタケの腐朽材に似ていた。辺心材混合。

XIV， (末期): 子実体着生部附近の樫白色の完全腐朽材。辺心材混合。
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第75表 オオテリメンタケによって魔朽したシナ材の成分

Table 75. Composition of ba弱wood(叩似japo仰 αSIMONKAI
decayed by Tr，α側陶 gめbo8a(PERS. elt FR.) FR. 

試料
Sample No . 

魔朽段階
S色ageofde巴ay

巴ρしVω
 

噌

A，，，f
 g
 

噌
岬
凶e
 

4
b
 

b

期
叫

T
-
A

，
且

T

・aX

末
悦0
 
M
 M' 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Soubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

O.ぴ7

1.87 0.13 

~.n 3.U 

6.16 0.43 

4.57 0.32 

10.10 0.71 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

‘全ベントザン
Total pentosan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holo巴ellulose

15.64 

47.73 

46.14 

1.09 

3.34 

3.28 

19.98 1.40 

1.14 0.08 

63.78 4.46 

組ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

69.67 

8.45 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(c巴)
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

20.80 

5.5 

4.16 

1.46 

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第76表，木材一定容積中

の成分重量の変化は第 77表のようである。これによると，抽出物 Cross-Bevanセノレロ{

ス，全ベシトザシ，ホロセノレロース， リグユシ含有率はいずれも変化が少ない。また腐朽

材の炭素含有率も健全材のそれと大差ないことが推定され，さらに絶対量はいすZれも減少
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第76表 チヤカイガラタケrr.よって魔朽したマイタヤ材の成分組成

Table 76. Compωition of maple w∞d (Acer mono MAXIM.var. 。tαbrumHARA) at various stages of decay by Dαedαleop8is 
tricolor (勘 LL.ex FR. ) BoND. et SING. (%) 

読 料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-b叩 zene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セノレロース
Cross and Bevan cellulose 

全ぺントザン
Total pentosan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロ{ス

Holocellulose 

粗ホロセJレロース
Crude holo巴ellulose

粗ホロセルロース中のリグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
LigtHn 

pH 

XIVo 

健全
Sound 

0.58 

3.03 

3.64 

5.44 

21.52 

57.37 

23.96 

1.32 

79.25 

83.94 

5.59 

24.45 

5.6 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(ec) 1.84 
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

XIV2 XIV3 

中期 末期
More rotted Most rotted 

0.37 0.23 

1.85 

3.90 

6.25 

23.22 

58.13 

23.64 

1.12 

78.55 

81.48 

3.60 

21.54 

5.7 

2.23 

1.23 

48.73 

6.19 

1.38 

4.36 

6.68 

26.ω 

52.42 

24.13 

0.92 

73.38 

77.49 

D.30 

25.71 

5.6 

2.38 

している。したがってこの腐朽材の腐朽はりグニシおよびセルロースの双方が分解される

赤白中間腐朽ということができる。

15. アイカワタケ Laetiporussulphureus (BULL. ex FR.) BOND. et SING. 

によって腐朽したミズナラ材 Quercuscrispula BL. 



第77表 テヤカイガラタケによって魔朽したマイタヤ材成分の絶対量の変化

Table 77. Changes in weight of component of maple wood (Acer mo仰
MAXIM. var. glabrum HARA) during decay by Daedal，ωp抑
tricolor (Bu叫.ex FR.) BOND. et SING. (g/1ωcc) 

試料
Sample No. 

脅朽段階
tage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Caroon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコーJレ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holo巴ellulo.'le

Pグニン
Lignin 

XIVo 

健全
Sound 

0.58 

1.76 

2.11 

3.16 

12.48 

鵠.27

13.90 

0.77 

45.97 

14.18 

XIV2 XIV" 

中期 末期
More ro色ted Mdst rotted 

0.37 0.23 

0.28 

11.21 

1.42 

0.68 0.32 

1.44 1.仰

2.31 1.54 

8.59 6.14 

21.51 12.06 

8.75 5.55 

0.41 0.21 

29.06 16.88 

7.97 5.91 

a. 試 料: 雨竜演習林茂知事業区第 16林班の被害生立木，昭和31年6月採取。
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樹高22m，胸高直径90cm，根元の部分は辺材を残して全く空洞になっており，空洞の高さ

は5.6mに達していた。この地上 7.2m(直径 75><75cm)の材幹から次の試料を調製した。

XV1 (変色): 腐朽した心材部に接した辺材の内部でほとんど健全状態であるが，局

部的に繊維方向に黒く変色した部分がある。

XV2 (末期): 褐色の完全腐朽辺材，主として髄線方向の亀裂中に多数の暖皮を形成

しているので，粉砕とふるい分けに当つてはでぎるだけこれを除くようにつとめた。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第 78表，木材一定容積中

の成分重量の変化は第79表のようである。 これによると，腐朽材の炭素含有率は高く，



側

第78表 アイカワタケによって腐朽したミズナラ材の成分組成

Table 78. Composition of oak wood (Quercus crispulαBL.) 
at various stages of -de巴ayby Laetiporus 8ulphureu8 
(BULL. ex FR.) BOND. et SING. (%) 

話 料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of de巴ay

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アJレコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total penωsan 

メチJレ・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulωe 

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in cl1lde holocellulose 

りグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(巴c)
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

XV1 

変色
Discolored 

0.60 

0.96 

3.15 

5.07 

23.41 

54.41 

26.03 

0.67 

79.63 

84.46 

5.72 

23.51 

5.6 

1.33 

XV:1 

末期
Most rotted 

0.21 

0.97 

54.09-

6.14 

12.51 

3.60 

15.71 

加.39

22.12 

8.74 

3.41 

14.28 

21.04 

32.11 

44:43 

5.2 

3.77 

抽出物はすべて増加しているが，アノレゴ{ノレ・ペシゼンと H色NaOH抽出物がとくに多〈

なっている。 Cross-Bevanセノレロ{ス，全ペシトザシ，ホロセJレロース合:有率はいちじる

しく減少し， リグニシは反対に増加している。また絶対量は抽出物のほとんどが増加， リ

グニ γの変化が少ないほかは'"、いずれも減少している。さらに pHはやや低く，アノレカリ

消費量の増加は目立っている。これらの結果を総合するとアイカワタケによるミズナラ材



第79表 アイカワタケによって魔朽したミズナラ材成分の絶対量の変化

Table 79. Changes in weight of component of oak wood (Q嗣開制
crispula BL) duringde巴ayby Laetそporu88ulph抑制S
(BULL. ex FR.) BQND. et SING. (g!100 cc) 

読料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOII 

セルロ{ス

Cross and Bevan巴eIlulose

全ペントザン
. Total pentosan 

メチル・ペントザン

Methyl-pentosan 

ホロセルロース
IIolocellulose 

リグニン
Lignin 

XVI 

変色
Discolored 

0.60 

0.58 

1.89 

3.04 

14.05 

32.65 

15.62 

0.40 

47.78 

14.11 

XV~ 

末期
Most rotted 

0.21 

0.20 

11.36 

1.29 

2.63 

0.76 

3.30 

16.88 

4.65 

1.84 

0.72 

3.ω 

9.33 

" 

む腐朽は， トドマツ材のマスタケによる腐朽材の場合と同様に赤色腐朽であることは明ら

かである。

16. ヤエタケ Ischnodermaresinosum (SCHARD. ex FR.) KARST.によって腐朽した

ドロノキ材POρ'ulusMaximowiczii A. HENRY 

a. 試 料: 苫小牧演習林山の神事業区第29林班の造林地内の枯損倒木， 昭和31

年4月採取。表面に犬型の子実体が多数着生してずいた。混地帯のため材は完全に吸水し，

海綿に水を吸わせたような状態であった。これから次の試料を調製じた。

XVI3 (末期): クリーム色の一様に腐朽した完全腐朽材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと第80表のようである。 これによると，リグニ
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第80表 ヤニタケによって魔朽したドロノキ材の成分

Tab1e 80. Composition of poplar wood (Popltlus M，α信仰owiczii
A. HENRY) decayed by Ischnodermαre8Inosum 

(ScHRAD. ex FR.) KARST. 

話料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコ-)レ・ベンゼン
Alcohol輔benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Crωs and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグユン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

XVI:! 

末期
Most rotted 

% g/lωcc 

0.12 

2.84 

48.08 

6.40 

7.33 

15.42 

23.15 

59.20 

49.75 

15.04 

0.69 

62.13 

66.52 

6;60 

14.47 

4.8 

3.99 

0.34 

5.77 

0.77 

0.88 

1.85 

2.78 

7.10 

5.97 

1.卸

0.08 

7.46 

1.74 

ジの含有率がやや低いよう7乙も思われるが. Cross-Bevanセルロース，ホロセノレロースは

変化が少ないものと考えられ，全ぺソトヂ γは減少していると推定される。この結果を総

合すると，この腐朽材の腐朽はリグニシとセノレロ{スがともに分解される赤白中間型の腐

朽ということができる。



17. エゾキコプタケ Phellinusbaumii PILATによって腐朽した

ハシドイ材 Syringareticulata HARA 
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a. 試 料: 苫小牧演習林熊の沢事業区第11林班の被害木，昭和31年4月採取。

元口径 15x16cmの材幹の主として子実体着生部附近から次の試料を調製した。なお試料

第8H喪 エゾキコブタケによって魔朽じたハシドイ材の成分組成

Table 81. Composition of lilac wood (Syr伽gα reticula加
HARA) at various stages of decay by 
Phe防犯usbαumiiPILAT (%) 

誤料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of decay 

容積霊
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
So)ubility in 

アルコーJレ・ベンゼン
Alcohol-benz佃 e

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
Total pentωan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holo巴ellulose

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(c巴)
Volume of O.IN NaOH solution consumed 

XVII宮

中期
More rotted 

O.ω 

10.11 

2.20 

7.74 

38.08 

47.26 

19.89 

1.16 

67.22 

72.36 

7.11 

25.75 

5.4 

2.30 

XVll:1 

末期
Most rotted 

0.21 

0.32 

国.28

6.04 

4.35 

2.47 

7.04 

84.25 

47.93 

23.41 

0.57 

64.23 

71.57 

10.26 

27.70 

5.2 

2.46 
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が少量のためと腐朽の特徴により，比較健全(ないし変色)部はとることができなかったa

XVII2 (中期): 春秋材が縞状rc.腐朽した辺材で，褐色の変色材を多量に混入してい

る，変色，中，末期材の混合した形の材。

XVlIa (末期): 樺色の完全腐朽心材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと， 成分組成(%)は第81表， 木材一定容積中

の成分重量の変化は第82表のようである。 これによると中期と末期の聞にはほとんど差

違はなく，また成分組成は健全材にくらべても大差ないように思われる。さらに絶対量は

いずれも減少していることが明らかである。したがってこの腐朽材・はリグユシおよびセル

ロースの双方が分解される赤白中間腐朽ということができる。

第82表 エゾキコブタケによって腐朽したハシドイ材成分の絶対量の変化

Table 82. Changes in weight of巴omponentof lilac wood 
(Syri冗gα 問 ticulαtαHA:RA)during decay by 

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アJレコ-)レ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース

PheUin叫8baumii PIL入T(g/l00 cc) 

XVII2 

中期
More rotted 

0.40 

4.04 

0.88 

3.10 

13.23 

Crωs and Bevan cellul08e 18.90 

全ベントザン
Total pento岳an

メチル・ぺントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

りグニン
Lignin 

7.96 

0.46 

26.89 

10.30 

XVII3 

末期
M08t rotted 

0.21 

0.07 

戸 10.55

1.27 

0.91 

0.52 

1.48 

7.19 

10.ぴ7

4.92 

0.12 

13.49 

5.回
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18. ウロコタケ属の 1種 Stereumsp.によって腐朽した

ヤチダ壱Fraxinusmandshurica RUPR. var. japonica MAXIM. 

a. 試 料: 苫小牧演習林熊の沢事業区第11林斑の被害木，昭和31年4月採取。

樹高 10m，胸高直径 15cm，風倒木が他の樹に懸木の状態となっていた。樹皮面に褐色

の薄皮膜状に子実体が着生していた。この材から次の試料を調製した。

第83表 ウロコタケ属の1種によって魔朽したヤチダモ材の成分組成

Table 83. Composition of ash wood (Fraxinu8宵協ndshuricα
RUPR. var. }aponicαMAXIM.) at various stagω 

of decay by Ster側 msp. (%) 

試料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
AI巴ohol・benzene

冷水
白 Idwater 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ぺントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentωan 

ホロセルロ{ス

Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のリグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(巴c)
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

XVIII。

健全
Sound 

0.50 

0.56 

48.12 

6.65 

1.34 

2.06 

4.ぴ7

23.03 

56.64 

21.53 

。
78.92 

82.54 

4.38 

22.17 

5.0 

1.84 

XVIIIz 

Mor中ero期tted 

0.31 

0.46 

47.69 

6.07 

2.95 

4.13 

6.75 

27.01 

55.69 

21.67 

。
76.88 

80.65 

4.67 

20.83 

5.4 

2.23 
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XVIIIo (健全): 中心部近くの健全心材。

XVIII. (中期): 周辺の巾 1.5-2cmの白澄色腐朽材，やや堅く，完全腐朽とは考え

られないので中期とした。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第83表， 木材一定容積中

の成分変化は第84表のようである。これによると抽出物は増加し，炭素， Cross-Bevanセ

ルロース，全ぺシトザシ，ホロセ/レロ{ス， リグユシ含有率はいずれも減少しているがそ

の変化は少なく，絶対量は抽出物の一部が増加しているほかは，いずれも減少している。

したがってこの腐朽材の腐朽は赤白中間腐朽ということができるが，完全腐朽試料でない

と考えたので断定はできない。

第84表 ウロコタケ属の1種によって腐朽したヤチダモ材成分の絶対量の変化

Table 84. Changes in weight of component of ash wood 
(時価抑制骨ω也dsk切的αRUPR.var.}叩側伽 MAXIM.)
dut"Ing decay by説ereumsp. (g/1ω 巴c)

読料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of de巴ay

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Crωs and Bevan cellulose 

全ベントザン
Total penωsan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holo巴ellulose

リグニン
Lignin 

XVIIIo 

健全
Sound 

0.50 

0.28 

24.06 

3.33 

0.67 

1.03 

2.04 

11.52 

部‘招

10.77 

。
39.46 

11.09 

XVIIIョ

中期
More rotted 

0.31 

0.14 

14.78 

1.飽

0.91 

1.28 

2.09 

8.37 

17.26 

6.72 

。
23.邸

6.46 



19. タ号タケ Coriolusversicolor (L. ex FR.) QUEL.によって腐朽した

カツラ材 CercidiPhyllumjaponicum SIEB. et ZUCC. 
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a. 試 料: 苫小牧演習林上幌内事業区第11林班の被害木，昭和31年4月採取。

直径 13x14cmの材幹の中心部5.5x6.5cmを残して周辺部は完全に腐朽して白色となっ

ていた。これから次の試料を調製した。

第85表 クモタケによって魔朽じたカツラ材の成分組成

Table 85. Composition of Judas-tree wood (Ce間協同yUnm
japonicnm 5mB. et Zucc.) at various stages of decay by 
Coriolu8叩 rsicolor(L. ex FR.) QUEL. (%l 

試料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

柏出物
Solubility in 

アJレコーJレ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロ{ス

Cross and Bevan巴ellulose

全ベントザン
Total penωsan 

メチル・ペントザン
Methyl-p佃 to縄 n

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロ{ス
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulα!e 

りグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of O.lN NaOH solution consumed 

XIXo 

健全
Sound 

0.46 

0.13 

49.60 

6.03 

8.90 

5.06 

9.30 

29.29 

50.43 

19.97 

1.01 

73.73 

80.53 

8.45 

23.21 

5.6 

2.99 

XIX3 

末期
Mo唱trotted 

0.12 

0.44 

47.45 

6.71 

0.80 

2.37 

4.69 

29.93 

54.75 

23.26 

1.01 

70.44 

75.97 

7.28 

23.76 

5.7 

2.84 
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XIXo (健全): 健全と思われる濃心材色の心材で，変色部も混入していると思われる。

XIX3 (末期): 白色完全腐朽辺材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第85表，木材一定容積中

の成分重量の変化は第86表のようである。これによると， XIXoは抽出物の量がいちじる

しく多く，やや腐朽しているとも考えられ，あるいは材の特性とも思われるので比較が困

難である。腐朽による成分の変化は炭素， Cross-Bevanセルロース，全ぺシトザシ，ホロ

セノレロース， リグニン含有率はともに大きな変化はみられず，絶対量はいずれも減少して

いる。これらの結果を総合すると，この腐朽材の腐朽はリグニシおよびセノレロースがとも

に分解される赤白中間腐桁であるということができる。

.86表 クモタケによって魔朽したカツラ材成分の絶対量の変化
Table 86. Changes in weight of component of Judas-tree wood 
(CercidiphyUum jα.ponic叫mSIEB. e色Zucc.)during decay by 
Coriolu8仰 γ抑 olor(L. ex FR.) QUEL. (gjl00 c巴)

試料
Sample No・

腐朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

拍出物
Solubility in 

アルコーJレ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

I%NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ベントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

りグニン
Lignin 

XIX。

健全
Sound 

0.46 

0.06 

22.82 

2.77 

4.09 

2.88 

4.28 

18.47 

28.20 

9.19 

0.46 

88.92 

10，68 

XIX3 

末期
Most rotted 

0.12 

0.05 

5.69 

0.81 

0.10 

0.28 

0.56 

8.59 

6.57 

2.79 

0.12 

8.45 

2.85 



197 

20. シイタケ Cortinellusedades ITo et IMAIによって腐朽した

ミズナラ材Quercuscrisρula BL. 

a. 試 料: 浦河林務署アポイ山荘の楠木，昭和25年接種したもの，昭和31年7

月採取。元口径 23x23cm，末口 15x15cm，長さ 95cmの材の表面に子実体着生，輸送

中にさらに5-6個発生した。 材は中心の 6x6cmを残して辺材を主とする周辺部が腐朽

第87表 シイタケによって腐朽したミズナラ材の成分組成

Table 87. Compωition of oak wood (Querc伽
crispula BL.) at various stag邸 ofdecay by 
Cortinellus edad四 ITOet IMAI (%) 

読 料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of de巴ay

XX1 XX~ 

変色
Discolored 

末期
Most rotted 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

拍出物
Solubility in 

アJレコ-)レ・ベンゼシ
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

0.72 0.29 

1.62 

46.37 

6.50 

2.66 4.82 

4.72 9.08 

セルロース
Cross and Bevan cellulo3e 

会ペントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pento3an 

9.10 

26.10 

52.11 

11.83 

36.12 

59.70 

26.52 20.80 

1.77 0.39 

ホロセルロース
Holo巴ellulose

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

77.19 76.35 

82.02 80.01 

5.89 4.58 

アルカリ消費量 (2時間加熱i(巴巴)
Volume of 0.1 N NaOH solution 巴ゅnsumed

加
回

4

M
卸

釘

5

2

18.81 

5.4 

3.45 

pH 



1船

していた。これから次の試料を調製した。

XX1 (変色): 変色心材のところどころに白色腐朽が入り，これが微量混入している。

XX3 (末期): 淡白黄色の完全に腐朽した辺材を主とする周辺の部分。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第87表，木材一定容積中

の成分重量の変化は第88表のようである。これによると抽出物および Cross-Bevanセノレ

ロ{ス含有率は増加しているが，ペシトザシおよびリグニシは減少し，ホロセノレロースは

ほとんど変化していない。また絶対量はいずれも減少している。この結果を総合すると，

この腐朽材の腐朽はリグニシおよびセノレロ{スが分解される赤白中間腐朽であるというこ

とができる。

第88表 シイタケによって魔朽したミズナラ材成分の絶対量の変化

Table 88. Changes in weight of component of oak 
w∞d (Q仰向叫8 cris仰 tαBL.)during decay by 
Cort伽eUU8edαde8 ITO et IMAl (g/100 cc) 

読料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

拍出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ぺントザン
Total pentosan 

メチJレ・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

XX1 

変色
Discolored 

0.72 

1.92 

3.40 

6.55 

18.79 

37.52 

19.09 

1.27 

55.58 

20.08 

XX3 

末期
Most rotted 

0.29 

0.47 

13.45 

1.89 

1.40 

2..63 

3.43 

10.47 

17.31 

6.03 

0.11 

22.14 

5.45 



21. 包メ号グザタケ旦jerkanderafumosa(PERS. ex FR.) KARST.によって

腐朽したキハダ材Phellodendronamurense RUPR. 

1脚

a. 試 料: 苫小牧演習林上幌内事業区第27林班の腐朽切株，昭和31年 4月採取。

根元の直径 13x13 cm，高さ1.2m， これの根元からは蘭芽していた。菌は根元のきず口

から侵入して材部を心辺材ともに腐朽させている。子実体は根元きず口附近1'C.多数着生し

.89事長 ヒメモグサタケによって腐朽したキハダ材の成分

Table 89. Composition of a hardwood (PheUode叫dronαmurenseRUPR.) 
decayed by Bj担r初旬derafumoso， (PERS. ex FR.) KARST. 

試料
Sample No. 

積朽段階
Stage of decay 

容積重
Voltime weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコ，-)レ・ベンゼン
AI巴ohol・benzene

冷水
Cold water 

温水
Ho七water

1% NaOH 

セルロース
Crωs and Bevan cellulose 

全ベントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセJレロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

XXI， 

末期
Most rotted 

% g/100cc 

0.21 

1.06 0.22 

48.~ W.fl 

6.25 1.31 

4.14 0.87 

6.25 1.31 

9.11 1.91 

34.~ 7.m 

~.~ ll.ω 

26.45 5.55 

1.35 0.28 

u.m u.a 

77.56 

4.36 

19.94 4.19 

pH 5.2 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(巴巴1.. 2.69 
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 
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ていた。これから次の試料を調製した。

XXI3 (末期): 辺材を主とする白色の完全腐朽材。

b. 化学的組成: 分析の結果を第89表に示す。これによると，炭素，抽出物， Cross-

Bevanセルロース，ペントヂシ，ホロセノレロース， リグニシ含有率はいずれも変化の

少ないことが推定される。すなわちこの腐朽材の腐朽はリグニシおよびセルロースの双方

が分解される赤白中間腐朽であることがわかる。

22. ミヤベオオウロコタケ Hymenochaeteintricata LLOYD によって腐朽した

ヤマハンノキ材Alnushirsuta TURCZ. 

a. 試 料: 苫小牧演習林山の神事業区第3林班の被害木， 昭和31年4月採取。

胸高直径llcm，高さ 2.8mのところから折損した枯損木。一面に子実体多数着生，腐朽

は主として辺材部である。これから次の試料を調製した。

XXII1 (変色): 根元近くの変色辺材，やや褐色をおび7ている。

XXU， (末期): 子実体着生部の白灰色辺材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，化学的組成(%)は第90表，木材一定容積

中の成分の変化は第91表のようである。 これによると抽出物含有率はすべて増加してい

る。 Cross-Bevanセルロース，ホロセノレロ{ス含有率はわずかに減少，全ペシトグシとリ

グニシは逆に増加している。また絶対量はすべて減少していて，この腐朽材の腐朽はりグ

ニシおよびセノレロースがともに分解される赤白中間腐朽であることがわかる。

23. オシロイタケ属の1種 Tyromycessp.によって腐朽した

ミズナラ材Quercuscrisρula BL. 

a. 試 料: 興部林務署幌内事業区43林班の被害木，昭和31年6月採取。 12)(14

cmの材幹に子実体着生，とれから腐朽は材の中心にいたり中心部は直径5cmにわたり完

全に腐朽していた。これから次の試料を調製した。

XXIII3 (末期): 黄白色の完全腐朽心材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと第92表のようである。 これによると，炭素

およびセノレロ{ス含有率が低いが変化の少ないことが推定され，またリグニシ含有率の変

化も大きくないこともうかがわれ，この腐朽材の腐朽はセノレロースおよびリグニシがとも

に分解される赤白中間型のものと思われる。



第90表 ミヤベオオウロコタケによって魔朽したヤマハンノキ材の成分組成

TabJe 90. Composition of alder wood (Alnus hir・suta
TURCZ.) a:t various stages of decay by 
Hyme飽ochaeteintricatαLLOYD (%) 

試 料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積震
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cel1ulose 

全ベントザン
Total pentosan 

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holo巴ellulωe

組ホロセルロース
Crude holocellulωe 

粗ホロセJレロ戸ス中のリグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(巴c)
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

XXII1 

変色
Discolored 

0.41 

1.54 

1.01 

2.74 

21.69 

58.48 

24.82 

1.15 

79.92 

85.95 

7.偲

22.80 

5.6 

2.0。

XXILl 

末期
Most rotted 

0.18 

1.05 

48.98 

6.69 

8.98 

5.79 

10.25 

81.28 

47.97 

26.00 

1.13 

73.18 

77.68 

5.80 

25.99 

5.0 

2.84 

24. ツガザルノコジカケ Fomitoρ'sisρinicola(SWj¥RTZ ex FR.) KJ¥RST.によって

腐朽したシウ"ザタラ材PrunusSsiori FR. ScHM・

a.試料

111 

νヲリザクラ: 浦河林務署幌泉事業区第6林班の被害丸太， 昭和31年7月採取。
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第91表 ミヤベオオウロコタケによって腐朽したヤマハンノキ材成分の絶対量の変化

Table 91. Changes in weight of component of alder 
wood (Al叩蜘 hirsutaTURCZ.) durJng de巴ay.by
Hymenochαete intricαtαLLOYD (g/l00 cc) 

試料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of de巴ay

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭・ 素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アJレコール・ベンゼン
〆Alcohol-benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ベントザン
Total pentosan 

メチノレ・ぺントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

リグニン
Lignin 

XXII) 

変色
Discolored 

0.41 

0.63 

0.41 

1.12 

8.89 

23.98 

10.18 

0.47 

32.77 

9.35 

XXU， 

末期
Mωt rotted 

0.18 

0.19 

8.82 

1.20 

0.71 

1.04 

1.85 

5.63 

8.63 

4.68 

o.却

13.16 

4.68 

これから次の試料を調製した。

XXIVo (健全): 直径22x24cmの材幹の健全心材。

XXIV3 (末期): 直径30x30cmの材幹の赤褐色の完全腐朽心材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと， 化学的組成(%)は第93表， 木材一定容積

中の成分の変化は第94表のようである。 これによると，抽出物は増加しているが，こと

に1%NaOH抽出物の増加が目立ち， Cross-Bevanセノレロース，全ペシトザシ，ホロセlレ

ロ{ス含有率はいちじるしく減少， リグニシと炭素は増加している。また絶対量は抽出物

およびリグニシの変化は少なく，他はいずれもいちじるしく減少している。これらの性質

はこの腐朽材の腐朽が明らかに赤色腐朽であることを示している。この菌によって腐朽し



.92表 オシロイタケ属の1種によって腐朽したミズナラ材の成分組成

Table 92. Composition of oak wood (QU61・CU8cr'，ゐpulα
BL.) decayed by Tyromyces sp. C%) 

話料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積霊
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility iIl 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan celIulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ベントザン
Methyl-pento銅 n

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のリグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of O.IN NaOH solution consumed 

た針広両葉樹材の聞には特記すべき相違は見当らない。

25. アナタケ属の 1種 Poriasp.'ζょっτ腐朽した
マイタヤ材Acermono MAXIM. var. glabrum HARA 

XXIIl~ 

末期
Most rotted 

2.72 

47.66 

6.31 

3.29 

12.36 

15.53 

34.97 

41.70 

27.70 

1.51 

26.11 

5.4 

2.53 

113 

a. 試 料: 雨竜演習林茂知旦事業区第 15林班内の被害木，昭和31年6月採取。
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第93表 ツガサルノコシカケによって魔朽したシウリザクラ材の成分組成

Table 93. Composition of. cherry wood (PγunU8 Ssiori FR. 
ScHM.) at various stagωof decay by F07叫 op拍
pinicolα(SWARTZ ex FR.) KARST. (%) 

試 料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of de巴ay

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol・benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cでossand Bevan cellulo陶

全ペントザン
Total pent<洛an

メチル・ベントザン
Methyl-pentωan 

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセJレロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

アJレカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

XXIVo 

健Soun全d 

O.印

0.32 

49.21 

6.36 

8.38 

7.60 

11.10 

お.69

50.23 

23.14 

0.96 

75.80 

79.66 

4.84 

23.67 

5.5 

2.38 

XXIV;~ 

末期
Mωt rotted 

0.26 

0.56 

54.08 

5.93 

16.76 

4.15 

16.84 

89.39 

18.85 

10.98 

1.34 

21.76 

28.80 

24.44 

51.10 

5.2 

4.52 

樹高 18m，胸高直径32x34cm，高さ 90cmのところの材幹に孔があり， 子Lの部分に子

実体が着生していた。腐朽はこれから心材部に入札上下にのびていた。 ζの材幹から次

の試料を調製した。

XXVo (健全): 健全な心材。



第9U!~ ツガサルノコシカケによって魔朽したシウリザクラ材

成分の絶対量の変化

Table 94. Changes in weight of component of cherry wood 
(Pru帽包~S Ssiori FR. SCHM.) during decay by FomitopsI8 
pinicol，α(SWARTZ ex FR.) K<¥RST. (g/100 cc) 

試料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of decay 

容積室
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
CroS8 and Bevan cellulose 

全ベントザン
Total pentωan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulo司e

リグニン
Lignin 

XXIV。
健全
Sound 

0.60 

0.19 

29.53 

3.82 

5.03 

4.56 

6.66 

17.81 

30.14 

13.槌

0.58 

45.48 

14.20 

XXV~ (末期): 紐状の濃黄褐色の完全腐朽心材。

XXIVa 

末期
Most ro色ted

0.26 

0.15 

14.06 

1.54 

4.36 

1.08 

4.38 

23.24 

4.90 

2.85 

0.35 

5.66 

13.29 

115 

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと第95表のようである。これによると，アノレゴ

{ノレ・ペシゼシ抽出物は完全になくなっているが，冷水，温水， 1%NaOH抽出物は増加し

ている。一方 Cross-Bevan セノレロ{ス含有率は高くなっているが，全ペシトザ:Y，ホ

ロセlレロース， リグニシはいずれも減少している。しかし成分含有率の変化はすべて少な

い。アルカリ消費量は健全部の方が腐朽部よりも多くなっていることが注目される。以上

の結果を総合すると， ζ の腐朽材の腐朽はリグニシおよびセノレロースが分解されるいわゆ

る赤白中間腐朽であるということができる。
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第95表 アナタケ属の1種によって魔朽したマイタヤ材の成分組成

Table 95. Composition of maple wood (Acllγ mono MAXIM. var. 
glahγ叫抗日ARA)at various stages of decay by p，俳句 sp.(%) 

誌 料
Sample No. 

腐朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

拍出物
SoIubility in 

アルコール・ベンゼン
AI巴ohoI-benzene

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ペントザン
TotaI pentosan 

メチル・ペントザン
MethyI-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のリグニン
Lignin in crude holo巴ellulose

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of O.lN NaOH solutionωnsumed 

XXVo 

健全
Sound 

0.61 

0.93 

48.91 

6.68 

2.70 

3.05 

4.93 

21.86 

56.23 

22.45 

0.75 

80.33 

84.70 

5.16 

21.02 

5.6 

2.07 

XXV~ 

末期
Most roもted

4.37 

45.24 

6.15 

。
7.47 

10.45 

29.07 

59.97 

19.07 

0.74 

78.51 

76.40 

3.78 

20.59 

5.2 

1.62 

26. ヤキフタケ Tyromycesρubescens(ScHUM. ex FR.) IMAz. (?)によって腐朽した

ヤチダ号材FraxinωmandshuricaRUPR var. jat切nicaMAXIM. 

a. 試 料: 野幌原始林内の被害木， 昭和31年6月採取。胸高直径23cmの材幹

の高さ 8mのところから折損した枯損木， 上部約3mにわたり子実体多数着生，ー完全腐

朽材幹は辺心材の別なく腐朽し，やや程度の低い部分は辺材の腐朽がひどかった。すなわ
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ち腐朽ははじめ辺材をおかし，次第に心材をも完全に腐朽させた形だった。これから次の

試料を調製した。

XXVlo (健全): 根元に近い材幹の健全心材。

XXVI2 (中期): 

XXVI3 (末期): 

堅いが，完全に白色化したおもに辺材の腐朽材。

指聞でもみつぶすことのできる白色の完全腐朽材(辺材と心材が混

第96表 ヤキフタケ(?)によって腐朽したヤチダモ材の成分組成

Table 96. Composition of ash wood (F'raxinu8 mand8hu1・icαRUPR.
var. japonicαMAXIM.) at various stages of de巴ayby 
Tyromνce8 pube8ce畑(ScHUM.ex FR.) IMAZ. (?) (%) 

試 料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

司

会

凶

τ
‘.
n

u

 

n
健
助

XXVI2 XXVI3 

中期 末期
More rotted Most rotted 

O.回容積霊
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbo!l 

水 素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
白 ldwater 

.混水

Hot water 

1% NaOH 

2.16 

1.57 

3.30 

21.86 

55.81 
セルロース
Crlα!!S and Bevan celullose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチノレ・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセJレ白ース
Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセJレロ{ス中のりグニン
Lignin in crud白 holocellul側 8

リグニン
Lignili 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of O.IN NaOH solution consumed 

22.26 

0.85 

79.ω 

84.06 

5.66 

22.75 

5.6 

1.69 

0.25 0.15 

1.18 

3.35 

5.56 

26.79 

51.66 

22.47 

0.67 

75.28 

84.03 

10.41 

26.93 

5.4 

2.53 

2.69 

48.86 

6.31 

1.39 

3.03 

5.57. 

29.27 

44.81 

24.35 

1.17 

72.83 

80.01 

8.98 

32.93 

5.6 

2.53 



118 

っている。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと， 成分組成(%)は第96表， 木材一定容積中

の成分重量の変化は第97表のようである。これによると抽出物の変化は少なく>>Cross-

Bevanセノレロース，ホロセルロースが減少し，ペントザシがわずかに増加， リグニシはか

なりの増加を示している。また絶対量はいずれも減少している。この傾向は赤色腐朽の性

質を示しているが，その変化は少なし赤白中間腐朽であることがわかる。なおこの腐朽

材は完全に脱色されているが，脱リグニシによるものでなかった。

.97表 ヤキフタケ(?)によって腐朽したヤチダモ材
成分の絶対量の変化

Table 97. Changes in weight of comJlQnent of ash wood (Fraainus 
働側dshuricαRupR.var. j，叩側icaMAXIM.) during decay by 
Tyr仰 tycωpubesce悶 (SCHUM.ex FR.) IMAZ. (?) (g/l00巴巴)

試 料
Sample No・ XXVlo XXVI~ 

中期

XXVl~ 

末期魔朽段階
Stage of decay 健Soun全d More rotted Most rotted 

容積童
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコーJレ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cel1ulose 

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ベントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holo巴ellulose

リグニン
Lignin 

0.50 0.25 0.15 

0.40 

7.33 

0.95 

1.08 0.30 0.21 

0.79 0.84 0.45 

1.65 1.39 0.84 

10.93 6.70 4.39 

27.91 12.招 6.72 

11.13 5.62 3.65 

0.43 0.17 0.18 

39.65 18.82 10.92 

11.38 6.73 4.94 

に4・w



'1:1. カパアナタケFuscoporiaobliqua (PERS. ex FR.) AOSHIMAによって腐朽した

ウダイカンパ材BetulaMaxirnowicziana REGEL 
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a. 試 料: 野幌原始林内の被害生立木，昭和31年6月採取。樹高18.5m，胸高

直径 24cm，高さ 75cmのところに菌傘があり，腐朽はこの部分から心材にいたり，さら

試 料

第98表 カパアナタケによっτ魔朽したウダイカンパ材の成分組成

Table 98. Compo侶itionof birch wood (Betula M a:!Jimowicziαna 
REGEL) at various stages of decay by Fl山C叩01・4α
obl伽 α(PERS.紅白.)AOSHlMA (%) 

S阻 lpleNo. XXVII3 XXVII1 XXVlIa 

末期
S帯電ta朽ge段of階de巴ay 健Soun全d Di変scolo色red Mωt rotted 

容積重 0.55 Volume weight 0.61 0.21 

灰・ 分
Ash 0.21 3.43 

炭 素
Carbon 47.63 49.60 

水 素
Hydrogen 6.39 5.95 

拍Solu出物bility in 

アルコール・ベンゼン 1.29 
Alcohol'benzene 

6.08 4.63 

C冷oIdwat水er 2~鵠 4.82 5.60 

温 水
Hot water 

2.99 6.37 14.49 

1% NaOH 19.78 24.67 46.36 

セルロース
Cross and Bevan celIulos日 63.40 57.02 39.95 

全ペントザン
TotaI pentωan 23.61 26.09 22.76 

メチJレ・ベントザン 1.25 Methyl-pentosan 1.14 3.23 

ホロセルロース
Holocel 1 ulose 

84.60 75.13 58.30 

C粗rホロセルロース
ude holocelIulose 

89.88 79.17 62.15 

粗ホロセルロース中のリグニン 5.88 Lignin in crude holocelIulose 5.10 6.20 

リグニン 18.24 Lignin 21.2渇 31.83 

pH 5.8 6.0 5.6 

アルカリ消of費0量.1N(2時間加熱).1(c11eti)on 
Volume of 0.1 N NaOH soIution consumed 2.00 1.54 2.69 
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に上下に及んでいた。本菌による被害木は北海道の北部の林内でもしばしば見られ，カパ

生立木の被害は決して少なくないものである。この材幹から次の試料を調製した。

XXVIIo (健全): 樹幹上方の健全辺材。心材の腐朽はかなり高くまで及んでいたので，

健全部は辺材からとった。

XXVII1 (変色): 心材の中心の完全腐朽部の周囲は紫褐色で，局部的には紅色に変色

していたが， この材の主として心材の部分。

XXVIIa (末期): 宜径20x25cmの材幹の中心部 5x8cmが完全に腐朽して黄褐色

となり，また黄色と褐色がまだらに入札年輸に沿ってはがれる完

全腐朽心材。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)な第98表，木材一定容積中

の成分重量の変化は第99表のようである。これによると抽出物は増加している o Cross-

Bevanセノレロ{スとホロセノレロース含有率は目立って減少しており，リグニシおよび炭素

は逆に増加している。ぺシトずシの変化は少ない。しかし絶対量は抽出物の一部を除いて

いずれも減じているが， リグニγの変化は少ない。これらの結果を総合すると，この腐朽

材の腐朽はリグニシおよびセルロースが分解される赤白中間腐朽であるが，その傾向は赤

色腐朽に似ており，赤色腐朽に近い中間腐朽であるといえる。

28. カタウロコタケ Stereumfrustulosum (PERS.) FR.にぶつτ腐朽した
ミズナラ材 Quercuscrisρula BL. 

a. 試 料: 雨竜演習林茂知事業区第 16林班の被害生立木，昭和31年6月採取。

樹高22.5m，胸高直径84cm，直径30cmの枝(高さ 18m)についた小さな枯枝から菌が

侵入，その附近を中心に心材孔状腐朽をお ζ し，枯枝附近の露出材面に子実体が多数着生

していた。これから次の試料を調製した。

XXVIII1 (変色): 高さ 18mの材幹からとった変色心材で， 材の色は心材よりも濃

厚(ぬれた心材の色程度)であった。

XXVIlIa (末期): 同一材幹からとった孔状の完全腐朽心材，やや漂白されており，

干しの中には細糸状の灰白物が微量存在する。この材はもろくなっ

て鋸にかけると濃褐色の赤色腐朽材のような細粉となる。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第 100表， 木材一定容積中

の成分重量の変化は第101表のようである。これによると，完全腐朽部は変色部とほとん

ど成分の変化がない.すなわち変色部に孔を生ずるが，この局部的腐朽は中間段階を生ず

るととなく成分をすみやかに分解溶出し去るものである。 成分の傾向は Cross-Bevanセ

ルロース，ホロセノレロース含有率はやや低く， 9グニシは高いと考えられ，ペシトザシは
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.99表 カパアナタケによって腐朽したウグイカンパ材成分の絶対量の変化

Table 99. Changes in weight of eomponent of bireh wood (Betula 
Maximowiczi，αnαREGEL) during deeay by F1畑cop俳句
obliq旬α(PERS.ex FR.) AOSHIMA (g/100 ee) 

裁料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of deeay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
A1eohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan eellulo唱e

全ベントザン
Total pento銅 n

メテJレ・司ントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holoe巴Uulose

リグニン
Lignin 

XXVII。 XXVIIJ 

健全 変色
Sound Dis巴olored

0.55 0.61 

0.12 

26.却

3.51 

0.71 3.71 

1.31 2.94 

1.64 3.89 

10.88 15.05 

34.87 34.78 

12.99 15.91 

0.69 0.70 

46.53 45.83 

10.03 12.97 

XXVII:， 

末期
Most rotted 

0.21 

0.72 

10.42 

1.25 

0.97 

1.18 

3.04 

9.74 

8.39 

4.78 

O.邸

12.24 

6.68 

変化が少ない。また絶対量はいずれも減少している。これらの結果を総合すると，この腐

朽材の腐朽材は赤色腐朽に近い赤白中間腐朽であるということができる。
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第100表 カタウロコタケによって魔朽したミズナラ材の成分組成

Table 100. Composition of oak wood 抑制rc制 Cバ8pul匂
BL.) at various stages of decay by Stereum 
jrustulo8um (PERS.) FR. (%) 

試 料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

拍出物
Solubility in 

アルコーノレ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ベン1トザン
Total pento織 n

メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude holocellulωe 

粗ホロセルロース中のリグニン
Lignin in crude holo巴ellulose

リグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱)(cc) 
Volume of O.IN NaOH solution consumed 

XXVIII1 

変色
Discolored 

0.47 

4.74 

5.01 

10.06 

32.42 

43.33 

26.37 

1.55 

66.12 

76.23 

13.27 

29.印

5.6 

2.69 

XXVIII~ 

末期
Most rotted 

O.却

1.54 

49.87 

5.97 

5.92 

5.07 

14.34 

36.25 

43.69 

25.93 

1.44 

64.34 

73.40 

12.35 

29.50 

5.4 

2.61 

29. クウスパタケ Coriolusconsors (BERK.) IMAz.によって腐朽した

=レ材 UlmusDavidiana PLANCH. var. ja.ρ，onica NAKAI 

a. 試 料: 雨竜演習林茂知事業区第 15林班の被害木，昭和31年6月採取。胸高

直径35x40cmの枯損木，残存部分の高さ 7m，とれの上方都 (5-7m)附近に子実体が



第101表 カタウロコタケによって膏朽したミズナラ材成分の絶対量の変化

Table 101. Changes in weight of component of oak wood 
(Q叫erc伽 Cバ8p叫tαBL.)during decay by Ster側情

読料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of de巴ay

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコ-)レ・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース

jru8tulo8um (PERS.) FR. (g/100 c巴)

XXVIII， 

変色
Dis巴olored

0.47 

2.23 

2.35 

4.73 

15.24 

Cross and Bevan cellulose 
却.37

全ペントザン
Total pentosan 

メチル・ベントザン
Methy l-pentosan 

ホロセJレロ{ス
Holocellulose 

りグニン
Lignin 

12.39 

0.73 

31.08 

13.87 

XXVIII3 

末期
Most rotted 

0.29 

0.45 

14.46 

1.73 

1.72 

1.47 

4.16 

10.51 

12.67 

7.52 

0.42 

18.66 

8.56 

密生していたe 子実着生部の材幹(直径27cm)から次の試料を調製した。
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XXIX1 (変色): ニレの心材色にやや黄樺色の加わった変色材で，健全よりもわずか

に中期よりと思われる材。

XXIX3 (末期): 灰白色の辺材部を主とする完全腐朽材，もろいが指聞でつぶれるほ

どでない。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第 102表， 木材一定容積中

の成分重量の変化は第103表のようである。 これによると抽出物はすべてわずかに増加

し， Cross-Bevanセルロース，全ぺγトザシ，ホ♂セノレロ{ス， リグニシ含有率はわずか

に減少している。また絶対量はいずれも減少している。この結果を総合すればこの腐朽
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第102署長 ユクウスパタケによって腐朽したニレ材の成分組成

Tablli 102. Compo信託ionof elm .wood (Ulmus D仰 idi，仰 αPLANCH.
var. japonica NAKAI) a色variousstages of decay by 
Coriol伽 co畑 ors(BERK.) IMAZ. (%) 

読料
Sample No. 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼ、ン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セJレロース
Cross alid Bevan cellulose 

全ベントザン
Total pent四 an

メチル・ペントザン
Methy l-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセJレロース
Crude holo田llu¥ose

粗ホロセルロース中のリグニン
Lignin in crude holocellulose 

ワグニン
Lignin 

pH 

アルカリ消費量 (2時間加熱i(巴巴)
Volume of 0.1 N NaOH solution consumed 

XXIX1 

変色
Discolored 

0.48 

1.71 

2.伺

3.28 

22.83 

56.担

24.02 

0.79 

76.37 

85.59 

10.77 

25.42 

5.4 

2.ぴ7

XXIX1 

末期
Most rotted 

0.26 

0.78 

49.47 

6.10 

2.06 

3.09 

5.23 

24.64 

53.83 

23.25 

0.60 

74.69 

84.19 

11.28 

23.67 

5.6 

2.61 

材の腐朽はリグニシおよびセルローズの双方が分解される赤白中間腐朽ということができ

る。

30. マイタケ Grifola介ondosa(DICKS. ex FR.) S. F; GRAY (?)によっτ腐朽した
ミズナラ材 Quercuscrisμla BL. 

a. 試 料: 浦河林務署幌泉事業区のミズナラの老大根株， 昭和31年7月採取e



第103表 ニクウスパタケによって魔朽したニレ材成分の絶対量の変化

Table 103. Changes in weight of component of elm wood (Ulm叫8
Dα併記i，-α叫αPLANCHvar. jα:ponicαNAKAI) during decay by 

C01・似旬8co附 OT8(BERK.) IMAz. (g/100巴巴)

言定 料
&雌pleNo. 

腐朽段階
Stage of de巴ay

容積重
Volume weight 

灰分
Ash 

炭素
白 rbon

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cr，ωiS and Bevan cellulose 

全ベントザン
Total pentosan 

メチル・ベントザン
Methyl-pento岨 n

ホロセノレロ{ス

Holocellulose 

リグニン
Lignin 

XXIX1 

変色
Discolored 

0.48 

0.82 

1.00 

1.57 

10.96 

27.27 

11.53 

0.38 

36.66 

12.20 

XXIXa 

末期
Most rotted 

0.26 

0.20 

12.86 

1.59 

0.54 

0.80 

1.36 

6.41 

14.00 

6.05 

0.16 

19.42 

6.15 
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この根株は中心部より腐朽し，すでに空洞を作り，辺材部を多く残していた。この内部に

年々マイタケの大型子実体を発生しているが，菌種の同定は樹病学教室に依頼中である。

腐朽材の化学的性質の研究の上からは例の少ない腐朽を示しているので，下記のような試

料を調製して実験を行った。

XXX1 (変色): こい心材色で健全に近いと思われる変色心材部。

XXX3 (末期): 髄線細胞を樺色に残して，他は完全に脱リグユシされた白色の紐状

に分解できる心材部。

b. 化学的組成: 分析の結果を示すと，成分組成(%)は第104表のようである。これ

によると完全に脱リグニシされた白色セノレロ{ス様物を分離し，これの炭素含有率は44.10
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%で分解された木材セノレロースであることがわかる。また成分含有率は Cross-Bevanセ

ルロースとホロセルロースは増加し，全ペシトグシはわずかに減少し， リグニシは減少す

ることを示している。これらの結果から，この腐朽材の腐朽はりグニシが完全に分解され

て木材セノレロ{スを分離残存する白色腐朽であるとみなすことができる。

第104表 マイタケ(?)によるミズナラ魔朽材の成分組成

Table 104. Composition of oak wood (Q制 rc叫8crispulαBL.) 
at various stages of decay by Gr'I了'olαfγ側 d08α
(DICKS. ex FR.) S. F. GRAY (?) (%) 

XXXJ 試 料
Sample No. XXX2，5 XXX~ 

魔朽段階
Stage of decay 

容積重
Volurne weight 

灰分
Ash 

炭素
Carbon 

水素
Hydrogen 

抽出物
Solubility in 

アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 

冷水
Cold water 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 

全ぺントザン
Total pento鼠 n

メチル・ベントザン-
Methyl-pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

粗ホロセルロース
Crude holocellulose 

粗ホロセルロース中のりグニン
Lignin in crude holocellulose 

リグニン
Lignin 

pH 

変色
Discolored 

0.57 

4.41 

7.02 

12.73 

30.83 

46.08 

24.37 

0.69 

69.66 

75.67 

7.94 

30.69 

アルカり消費量 (2時間加熱)(c巴)
Volume of 0.1 N NaOH solution巴onsumed

5.0 

2.84 

中・末期 末期
More rotted Most rotted 

0.91 

1.69 

1.34 

5.14 

42.22 

62.86 

18.55 

1.02 

76.44 

80.51 

5.05 

18.65 

5.6 

3.盟

44.10 

6.70 

。
3.46 

5.14 

51.73 

91.23 

12.44 

1.89 

91.65 

91.65 

。
3.08 

5.6 

4.45 
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iv. 化学的性質の考察

木材は同一樹種であっても個体により，また同一個体においても部位によってその性

質がかなりちがうものである。したがって腐朽による木材の変化は，その材の健全であっ

たときの性質とくらべることが必要である。しかし天然腐朽材を取扱う場合はそれができ

ないので，比較のための健全材は同一円盤中または同一材幹中から採取して前述の条件に

近づけるようにした。また嘱朽の状態によっては健全部を残さないこともあるので比較の

ために変色材を代用した。変色材は健全材を 100とした場合の容積重および成分含有率

がそれぞれ容積重101，炭素100，Cross-Bevanセルロ{ス 98，全ペシトヂγ99，ホロセ

ノレロ{ス 95，リグニシ 103となっていて，腐朽による成分の変化は少なしむしろ採取部

位による相違と思われる場合が多い。

腐朽による木材の変化を検討するに当って，今日まで多く対象となってきた成分は

セルロ{スとリグニシである。それは両者の変化を知ることによって，腐朽による木材の

変化が大略わかるからである。含有率の低い成分は個体や試料採取部位の相違による影響

が大きいので，これによって腐朽による木材の変化を正確に検討することは困難である。

筆者は腐朽による木材の化学的性質の変化を主として主要項目である容積重， 炭素， 1% 

NaOH抽出物， Cross-Bevanセノレロース，全ペントザシ，ホロセルロースおよびリグニ γ

について考察した。

なお検討の基礎となる数値は項目別に附表1-108にまとめて表示した。

1.容積重

容積重とは孔隙を含めた木材の容積を規準にした比重である。木材が腐朽すれば，腐

朽簡によって各種成分が消費されるため，木材一定容積中の成分重量は減少する。すなわ

ち容積重は小さくなる。実験室における腐朽試験では容積を度外視しても，腐朽前後の重

量の差をもって成分損耗率を計算することができるが，天然腐朽材の損耗率は一定容積中

の成分重量を測定する以外は適当な方法がない。木材の容積重は健全材においても，たと

え同一樹穫であっても個体や部位の相違などによって差があり，また亀裂性の腐朽材にお

いては腐朽による材の収縮がはなはだしいため，単に容積を規準にしては成分の損耗を正

確に算定することはできない。しかし収縮を度外視しても大略の傾向は知ることができ

る占木材はひどく腐朽すると整形できなくなるので，実験に用いた多くの材は整形できる

程度の中で，もっとも腐朽したものを末期として用いている。また薗の種類によって腐朽 1

材の性賀が異なるので，腐朽段階の分け方に完全に統一された適当な方法がないけれども

筆者は変質が少なく単に変色しただけと忠われる材を変色材とし，これと末期腐朽材の中

聞に，ふつうさらに一段階がみとめられるのでこれを中期腐朽材とした。このようにして
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腐朽段階を健全，変色，中期，末期の 4つに分けた。

容積重は腐朽によって明らかに減少の傾向を示す(附表1-4)が， 健全材と変色材の

関係は健全材を100として変色材の値を計算すると， 84-113，平均101であり， この関

係を腐朽型別の平均値にみると針葉樹では赤色腐朽材103，白色腐朽材(エゾナノレノコ主/

カケのみ)100，中間腐朽材96，広葉樹では赤色腐朽材95，中間腐朽材107となっている。

これらの結果と主要北海道材について測定した既往の報告7的，問J刊を比較すると，容積重

・は材の部分によってかなりのばらつきがみられ，ことに広葉樹においてはなはだしく，上

記の健全と変色の聞の相違は腐朽によって生じたものでなく，むしろ材の部分による相違

と考えられ，変色することによる影響でないと推定される。そこで健全材の容積重を 100

(健全材のないものは変色材を 100とした)として中期および末期の値を計算した結果をま

とめると第105表のようである。またこれを第2図に図示した。

これによると容積重は中期および末期にいたっていちじるしく低下し，末期にいたる

と針葉樹では健全材の約60%，広葉樹では約40%に低下し，木材の成分がそれぞれ40%

および60%消耗されていることになる。なお白色腐朽は例が少なく，エゾナノレノゴる/カ

クによるエゾマツ材のみについてみると 52(中期)88， 52，5 (準末期)52となっていて他の腐

朽型に近い傾向を示している。このように腐朽型による差はほとんどみられない。

第105表 健全材を100とした魔朽材の容積重換算値

Table 105. Ratio of volume weight (Sound w∞d=11∞) 

針葉樹
Softwood 

赤色魔朽
Brown rot 

中間魔朽
Intermediate rot 

広葉樹
Hardwood 

赤白腐朽
Brown rot 

中間腐朽
Intermediate rot 

... 
中期
More rotted 

Max.---Min. Av. 

107-72 81 

92-68 80 

60-60 60 

97-48 65 

腐朽段階
Decay stage 

末期
Most rotted 

Max.-Min. Av. 

85-48 64 

97-37 58 

50---35 42 

65---26 43 
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Fig. 2. Ratio of volume weight (Sound wood=1∞). 

2 3 

2.器素

木材は主要成分が炭水化物およびリグニンであるから，炭素，水素および酸素の 3元

素から成っていて， 全木材を通じておよそ炭素50%，水素6%，酸素 43%である 11的。し

たがって腐朽によって元素組成が変化するのは，炭水化物とリグニシの割合が大きく変化

する場合であって，炭素含有率の高いリグニシが増加すれば木材の炭素含有率が増加し，

逆に減少すれば減少する。この傾向は筆者の実験結果からも明らかである。すなわち炭素

含有率は針葉樹，広葉樹による差がほとんどないから，針広葉樹を一緒にして腐朽型別に

分け，健全材の含有率を 100としたときの末期腐朽材の値は次のようである。

健全材

100 

赤色魔朽
Max.~Min. Av. 

117~107 111 

白色腐朽
Max."'Min. Av. 

中間脅朽
Max.~Min. Av. 

91....86 89 104"'"招 98 

またこれを図示すると第3図のようであって，赤色腐朽は増加，白色腐朽は減少，中

間腐朽は変化が少ない。

さらに針広葉樹別，腐朽段階別含有率を算術平均した値は第 106表のようであるが，

これによっても前記の傾向は充分うかがうことができる(附表5-8参照).
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第106表 魔朽による炭素含有率の変化

Table 106. Carbon content at various stages of de巴ay(%) 

腐 階朽段
Decay stage ，、

民

吋
臥

叫

比

(
創
期

r
末
制M
 

中期 (2)
More rotted 

変色 (1)
Diseolored 

nu-AU 

1
n
 

全
∞

/
健
S

針広葉樹別
Wood kind 

56.67 51.00 49.36 49.99 樹

53.61 

43.67 

43.印

49.32 

49.29 48.80 

49.61 

48.45 

49.19 49.77 

50.13 

50.37 

樹

樹

樹

樹

(針葉80ft. 

広葉
Hard. 

(針葉80ft. 

広葉
Hard. 

i針葉
中間情朽 180ft. 
Intermediate rot l広葉

lHard. 

腐朽型
Decay type 

赤色魔朽
Brown rot 

朽白色魔
White ro色

48.45 47.69 48.69 樹
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3. 1% NaOH抽出物

木材は腐朽が進むほどアノレカリ抽出物の量が増加することは，腐朽材の成分を研究し

た人のほとんど例外なくみとめるところであって， l%NaOH抽出物の量が腐朽の程度を

示す尺度となりうることが考えちれるが，これを具体的に試みた研究者10の，1:?R)，1叫もある。

筆者の実験の結果もコブキサノレノゴνカケによるる/ナ腐朽材を除いて，すべてが健全材よ

りも多くなっている。これを健全材の含有率を 100として計算してまとめると第 107表の

ようである。またこれを図示すると第4図のようである。これによるとアルカリ抽出物は

赤色腐朽と白色腐朽がいちじるしく増加し，中間腐朽はわずかに増加の傾向を示してい

る。

さらに針広葉樹別，腐朽段階別に含有率を算術平均した値をまとめると第 108表のよ

うである(附表 13~16 参照)。 これによってもアノレカリ抽出物増加の傾向は， 前記のもの

と全く一致している。

また木材100cc中の含有 g数を腐朽段階別算術平均した結果は第109表のようであ

る(附表 17~20 参照L これによると，木材一定容積中の含有量は，赤色腐朽の場合は

増加し，針葉樹では白色腐朽と中間腐朽が変化少なく，広葉樹の中間腐朽は減少してい

る。

しからば木材成分中の何がアノレカリ可溶性に変化するかを主要成分についてみると，

第107表 健全材を Eω とした魔朽材の1%NaOH拙出物含有率換算値

Table 107. Ratio of 1% NaOH solubility巴ontent(Sound wood=100) 

街朽段階
Decay stage ，、

町
制
色
仰

ノ
変
一
胤

Max.-Min. Av. 

中期信)
More rotted 

Max.~Min. Av. 

末期 (3)
Most rotted 

Max.~Min. Av. 

S針oftwo葉od 
樹

赤色腐朽 167~92 131 480~233 337 754~186 401 Brown rot 

白色腐朽 100 138 440 
White rot 

中間腐朽 188~77 115 184~143 164 219-135 189 Intermediate rot 

広 葉 樹
Hardw∞d 
赤色腐朽 106 218 308-301 ω5 Brown rot 

白色魔朽 223 White rot 

中間腐朽 125~77 104 125~釘 114 234~99 149 Interrnediate rot 
一一一一一一 一一一一一一 一一一一
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第108表 質朽による 1%NaOH抽出物含有率の変化

One per c組 tNaOH solubility at various stages of decay (%) Table 108. 

階朽段
Decay stage 

魔

中期 (2) 末期 (3)
More rotted Most rotted 

変色 (1)
Discolored 

健全 (0)
Sound 

針広葉樹別
Wood kind 

59.13 43.69 21.61 16.25 

80.85 

60.18 

51.10 

29.92 

83.34 

樹

56.32 

18.98 

21.95 

30.83 

15.39 

25.89 23.55 22.47 樹

腐朽型
Decay type 

赤色魔朽
Brown rot 

27.29 

13.77 

27.78 

13.73 

樹

樹

朽白色魔
White rot 

22.切

13.17 

樹

樹

中間魔朽
Interrnediate rot 
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第109表 魔朽による 1%NaOH抽出物含有量の変化

Tables 109. One per cent NaOH solubility at various 
st昭esof decay (g/100 cc) 

針広葉樹別
Wood kind 

健全 (0)-
80und 

魔朽段階
Decay stage 
，、句・・・・・・・・

情朽型
Decay type 

変色 (1) 中期間 末期 (3)
Discolored More rotted Most rotted 

赤色調朽
Brown rot 

樹

樹

葉

・

葉

i

hE

引

針
制
広
恥

4
E
E
t
E
F

、BE
・E・、

7.32 9.09 13.78 15.50 

16.41 16.34 19.71 20.52 

白色事者朽 針葉樹
White rot Soft. 

{針葉樹
中間縄朽 ) 80ft. 
Intermediate. rot l広葉樹

tHard. 

5.77 5.78 7.偲

5.06 5.85 6.25 5.33 

11.73 13.∞ 9.16 6.64 

まずペシトグシはすでに十健全材中のものもその相当量がアノレカリに溶出されるので， アル

カリ抽出物増加の主要部分を占めるとは考えられない。次いでセノレロースにqいてみる

と，例えばエゾナノレノコνカケによって分離された白色繊維状物(53)は炭水素分析の結果

から明らかなように，全ペシトザシ 5.70%を含有するセノレロースを主成分とする炭水化

物であるが， l%NaOHによってその 60.38t?色，が抽出される。 またPグニ:y4.47%，全

ぺシトザシ 7.39%を含有するニレナノレノコ乙/カケによって腐朽したニレの腐朽材(III3)は，

その主成分がやはりセノレロ{スであるが， その 50.47%が抽出され，さらにその主成分が

セルロースであり全ペシトザシ 7.11%を含有する。ヤニタケによって分離されたエゾマツ

材の白色繊維状物 (19~) は，その 56.97% が抽出されており，いずれも多量のセルロースが

1% NaOHによって溶出されていることが明らかである。

一方リグニンも腐朽によってアノレカリ可溶性に変化する。たとえばカイメシタケによ

って腐朽したカラマツ材 (7b~) はリグニシ含有率 65.03% ， H合NaOH抽出物76.67%であ

って， かりに 1%NaOHによる抽出残澄がすべてリグニ γ であるとしても， 腐朽材の

41.70%，全リグニシの 64.12%に相当するリグニシが溶出されたことになる。その他の赤

色腐朽材についてもほぼ同様なことがいわれる。それゆえ腐朽材からアルカリによって溶

出される成分の主なものはセノレロースおよびリグニシであると推定される。このことはセ

ノレロ{ス含有率の高い白色腐朽材や，リグニシ含有率の高い赤色腐朽材の 1%NaOH抽出

物の量が多いとととよく一致する。中間腐朽型の材のアルカリ可溶物が比較的多くないの

は，赤色や白色腐朽型の材にくらべて成分の分解が緩慢であることを示している。
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4. Cross-Bevanセルロース

すでに前項で述べたように，木材腐朽菌によってセノレロースが分解されてアルカリ可

溶性となることが知られているが，腐朽材の研究においてはリグニシにくらべて，いずれ

が多く残存するかが腐朽の特性を示す規準ーとして考えられている。またパルプや糖化工業

にとって利用の対象となるものが主としてセルロースであるため，セ/レロ{スの分解は重

要研究課題である。

腐朽によるセルロース含有率の変化をCro団 -Bevanセノレロース(少量のぺ γ トザシを

含む)についてみると， 健全材の含有率を 100として計算した結果をまとめると第110表

および第5図のようである。これによると合.有率の変化は赤色腐朽は減少，白色腐朽は増

加しており，中間腐朽はわずかに減少の傾向を示すが変化が少ないロ

さらに全腐朽材について腐朽段階別に含有率を算術平均した値をまとめると第 111表

のようである。(附表21--24参照L

第110表 健全材を 100とした脅朽材の Cr，ω3・.Bevan

セルロース含有率換算値

Table 110. Ratio of Cross and Bevan cellulose content 
(Sound w∞d=lω0) 

針葉樹
Softwood 

赤色魔朽
Brown rot 

白色魔朽
White rot 

中間魔朽
Interrnediate rot 

広葉樹
Hardwood 

赤白魔朽
Brown rot 

白色魔朽
White rot 

中間魔朽
Interrnediate rot 

脅朽段階
Decay stage 

変色 (1) 中期 (2) 末期 (8)
Discolored More rotted Most rotted 

Max.-Min. Av. Max.-Min. Av. Max.-Min. Av. 

103-94 98 81-68 74 67-21 43 

109 98 165 

110-91 1ω 95-95 95 102-85 98 

101 91 55-88 47 

141 

]08-90 95 108-98 97 108-63 88 
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第 5図 腐朽による Cross-Bevanセルロース含有率の変化

Ratio of Cross and Bevan巴ellulosecontent (Sound wood=l∞). 

第1111!E 梼朽による Cr.ωs-Bevanセルロース含有率の変化

Table 111. Cross and Bevan cellulωe content at 
various stages of decay (矧

Fig. 5. 

階朽段
Decay stage ，、

魔

末期 (3)
Most rotted 

中期 (2)
More rotted 

変色 (1)
Discolored 

内
リ

A
U

(
n
 

'
齢
加

針広葉樹別
Wood kind 

腐朽型
Deeay type 

20.96 40.41 53.35 54.70 樹

2地.27

86.41 

83.11 

50.53 

45.37 

50.00 

52.65 

46.08 

56.69 

51.46 

55.78 

53.81 

57.25 

50.14 

51.24 

樹

樹

樹

樹

(針葉80ft. 

広葉
Hard. 

(針葉80ft. 

広葉
Hard. 

{針葉
中間腐朽 J8oft. 
Intermediate rot 1広葉

lHa吋.

赤色魔朽
Brown rot 

朽白色魔
White rot 

50.96 55.31 55.93 57.70 樹
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これによっても腐朽型による変化の傾向は全く一致しており，段階別の変化も変色で

は変化がほとんどなく，中期，末期と次第にその傾向がいちじるしくなっている。

また木材一定容積中の重量を，木材 100cc中の g数について腐朽段階別に平均した結

果は第 112表のようである(附表25-28参照L

D腐e 朽型
cay type 

赤色腐朽
Brown rot 

白色魔朽
White rot 

第112表 腐朽による Cro3s-Bevanセルロース含有量の変化

Table 112. Cross and Bevan ceIlulose content at 
various stages of decay (g/100 cc) 

.--

魔朽段階
Decay stage 

W針o広od葉k樹in別d 健S全oun(0d) 変色 (1) 中期制 末期 (3)
Discolored More rotted Most rotted 

( 針S広Hoafrt-d葉楽L 樹街

23.02 

29.59 

22.41 13.18 5.58 

30.69 15.88 6.25 

S針oft葉. 樹 21.52 23.43 18.50 

h中回間M禽a旬朽開色 !ii』&針frLf葉 樹樹
21.74 

33.17 

18.92 17.15 9.99 

30.87 19.72 10.93 

これによると絶対量の減少は腐朽型のいかんをとわずその傾向がいちじるしく，こと

に赤色腐朽が目立っている。また広葉樹は針葉樹にくらべて容積重の減少が大きいため，

Cross-Bevanセノレロ{スの減少もいちじるしい。

以上の結果から針広葉樹別，腐朽型別の特性の傾向を知ることができたが，個々の典

型的腐朽材(末期腐朽材で，一部中期腐朽材を含む)を健全材(健全材のとれないものは変

色材の性質が健全材とほとんど相違しないからこれを代用した)と比較すると，

まず含有三容は針葉樹の場合， 健全材より増加しているものは 2種類(エゾタケ，エゾ

サルノゴνカケ)で他はすべて減少している(第 113表L健全材の含有率を 100とすれば

赤色腐朽 (1-11番)は 21-70，平均 44，中間腐朽 (12-18番)は 85-102，平均93で白色

腐朽 (19番)は 165となっている。 一方広葉樹では含有率の増加しているもの 7種類(カ

タヲロコタケ，ゴプキサノレノコνカケ，アナタケ属の 1種，クモタケ，乙/イタケ，ニレサノレ

ノゴVカケ， (マイタケ)で他は減少し(第 114表)，赤色腐朽 (1-4番)は 38-58，平均48，

中間腐朽 (5-21番)は 63-115，平均92で，白色腐朽 (22-23番)は 141-198，平均 170

となっていて針広葉樹とも赤色，中間，白色腐朽の順に規則正しく 3群に分れて低くなっ

ている。



1釘

一方腐朽材一定容積中に残存する成分重量の健全材のそれに対する比率を残存率(腐

朽材100cc中の重量+健全材1∞cc中の重量x100として計算した)として腐朽材の特
性をみると，第 115表針葉樹および第 116表広葉樹のようであって，含有率の変化とは一

致しないが， 残存率の低いものは赤色腐朽材に多い。針葉樹腐朽材の残存率は 10-93%，

平均43%で， 広葉樹は14-67%， 平均37%であって，腐朽することによって Cross-

Bevanセルロースの約き~号が消耗されていることがわかる。との結果によると， どの木

材腐朽菌によっても Cross-Bevanセルロースはかならず消耗され， これを分解消費しな

いで残存する種類の腐朽薗はないー以上の結果は比較すべき健全材の分析ができなかった

ため，残存率の計算がなされていない腐朽材についても同様であることがいろいろな性質

を総合して推定される。
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5113表 針葉樹魔朽材セノレロース含有率の健全材
のそれに対する比率(健全材=100)

Table 113. Ratio of Cross and Bevan celIulose content 
in most rotted softwood (Sound wood = 100) 

樹 種 菌 種 試料

Wood speciω Fungus speceis Sample No. 

イ チ イ イドタケ属の 1種 113/110 
Ttα仰tザ陶'oliαcuNspAtKttαAtIα8IEB. et ZUCC. var. Coniophora sp. 

コユ ゾマ ツ エゾナミハタケ 93/91 
P必eα jezoe況8I8CARR. Lent伽'U8Kα叫'frtωnii8MITH 

カ 7 マ 、y カイメンタケ 7t:../7bo 
Lαri:τKaempferi SARG. Phaeolus 8chweinitzii (FR.) PAT. 

ト ドマ 、J カイメンタケ 7.f/70' 
Abw8 MαyriαηαMIYABE et KUDO Phaeol1ι8 8chweinitzii (FR.) PAT. 

ト ドマ 、y マツマイタケ 4.;/4J 
Abw88αchαlinen8I8 FR. SCHM. Spar倒的 cγI8pα(WULF.)FR. 

カ フ マ ';J カイメンタケ 7a3/7al 
Lαri.1; Kω怖がeriSARG. Phαeol1ι8 8chweinitzii (FR.) PAT. 

アカエゾマツ トドマツコfオウズラタケ 12a/12J 
PiceαGleh冗iiMAST. Tyromyce8 bαlsαmeU8 (PECK) MURR. 

ト ドマ ツ カイメン?ケ 73/70 
Abie8 MayrianαMIYABE et KUDO P加 eolU88chweinitzii (FR.) PAT. 

題

セルロ{ス含有率

Cross and Bevan 
ce!lulose content(刻

比率 健全
祷朽
Most 

Ratio Sound rotted 

21 45.43 9.73 

26 62.08 15.94 

l.¥2 52.04 16.81 

お 58.18 19.02 

33 58.92 19.65 

42 55.03 23.32 

45 54.03 24.40 

55 59.20 32.36 



9 エ. ゾマ ツ ツガサルノコシカケ. 103/10， 61 60.22 36.99 
Piceαjezo側 sI8CARR. Fom古.topsisP伽icol，α(SWARTZex FR.) 

KARST. 

]0 カ フ マ .;; マツマイタケ 4'3/40' 67 49.印 33.04 
Lαrix Kaempferi SARG. Sparas抑 cr伝仰 (WULF.)FR. 

11 コ二 ゾマ ツ ケニクアミタケ 143/141 70 41.08 28.77 
Piceαjezoensis CARR. Fomitops:必 γoseozo叩 tα(LLOYD)lMAZ. 

12 ト ドマ ツ モミサルノコシカケ 2a1お 85 58.37 49.72 
Abies 8achal'伽ensisFR. SCHM. Phell'切削 hαγtigii(ALLESCH. et SCHNABL.) 

IMAZ. 

]3 ト ドマ ツ マツノネクチタケ 1~/10 88 59.06 51.70 
Abies sachαlinensis FR. SCHM. Fbmitopsisαnnosα(FR.) KARST. 

14 ト ドマ ツ レンガタケ 183/181 88 56.43 49.52 
Abies sαchalinens伝 FR.ScHM. Fb慨itOp8I8insulari8 (MURR.) IMAZ. 

15 ト ドマ ツ ヒトクチタケ 162/160 95 59.98 56.98 
Abies sachαlinensi冶 FR.SCHM. Cryptoporus vol'叩 tus(PECK) SHEAR 

16 ト ドマ ツ チウロコタケモドキ 33/30 96 55.14 52.98 
Abies sαchαline侃si.~ FR. SCHM. 説eγeum8αngui冗ole鈍tum(ALB. et ScHW.) 

FR. 

17 ト ドマ ツ ウスパシハイタケ 173/]71 97 56.91 55.40 
Abi・essαchalin仰 sisFR. SCHM. H4TschfDopOoNrK usf畑 co叩iolaceu8(SCHRAD. 

ex FR.) 

18 アカエゾマツ コ二 ゾタ ケ 63/60 102 53.70 54.67 
PiceαGlehnii MAST. Tyromyces borea'is (FR.) IMAZ. 

19 コニ ゾマ 、y エゾサルノコシカケ 53/5ο 165 51.24 84.75 
Piceαjezo仰 sisCARR. Cryptodermα2仰mαnoiIMAZ. 

平 均 (Average) 68 

i ・4



第114署長 広葉樹脅朽材セルロース含有率の健全村
のそれに対する比率(健全材=100)

Table 114. Ratio of Cross and Bevan巴ellulose巴ontent
in most rotted hardwood (Sound wood=100) 

t 

樹 種

Wood species 

菌種

Fungus species 

試料

Sample No. 

比率

Ratio 

ハ
判
~
朽
錦
吋

率
組
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押

川

一

魔
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吋
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仰

c

p

h

怪
円
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60.23 18.85 1 シウリザクラ
PrunU8 Ssiori FR. SCHM. 

2 ズナラ
QuercU8 cr必'pulaBL. 

8 ミズナラ
Querctωcrispul，αB.:.. 

4 ミズナラ
Quercus cr伝'pulaBL. 

5 ウダイカンパ
BetulαMα::cimowicz句"αREGEL

6 ャマモミ U
Aceγpal押協tumTHUNB. var. 
Mαt8U1附 TαBMAKINO 

7 ヤマモミジ
Acer p61mαtum THUNB. var. . 
Mαtsumurαe MAKINO 

8 ヤチダモ
F'1・仏::cinusmαndshuバcα RUPR. 
var. jap側 icαMAXIM.

9 ヤマモミジ
Acer palmαtum THUNB. var. 
Mat8umurαe MAKINO 

ツガサルノコシカケ XXIV3/XXIVl 
Fomitopsis pinicolα(SWARTZ ex 
FR.) KARST. 

アイカワタヶ XV3/XVl 
Lαetipol'US sulphureu8 (BULL. ex 
FR.) . BOND. et 8ING. 

クロサノレノコシカケ 13/10 
z.'om侃叩siscαstαηeαIMAZ. 

ホウロクタヶ XIh/XII1 
TrαmBtes dirJki叫siiBERK. 

カパアナタケ XXVlli/XXVllj 
Fuscoporiαooliquα(PERS.ex FR.) 
AOSHIMA 

シロサルノコシカヶ IXg/IXo 
Oxypor闘 P叩ulinus(SCHUM. ex 
FR.fDONK 

アラゲカヲラタヶ IV3/IVl 
C01ぜolushirsutus (WULF. ex FR.) 
QU丞L.

ヤキフタヶ XXVI:l/XXVIo 
Tyromyces pubescens (SCHUM. ex 
FR.) IMAZ. (7) 

ニセホクチタケ lla/IIo 
Phelli.飽usigniarius (L. ex FR.) 
QUEL. 

38 

41 

65 

68 

63 

72 

80 

80 

82 

54.41 22.12 

60.06 27.63 

49.35 28.47 

63.40 39.96 

69.64 43.20 

69.76 47.83 

65.81 44.81 

61.13 49.96 



10 Aャ[1マtUハンノキ zヤベウロコタケ XXll3/XXlll 82 58.48 47.92 
s kirsutαTURCZ. Hymenockαete伽tricαtαLLOYD

11 フ ナ アラゲカワラタケ IVa'/IV，' 90 60.08 54.28 
]i'agus crenαta BL. Coriolus hirsut畑 (WULF.ex FR.) 

QUEL. 

n マ イ タ ヤ チヤカイガラタケ XIV~/XIV。 91 57.87 52.42 
Acer mono MAXIM. var. glabrum DαedBatOeN叩Ds.dsE tT4color (BULL.ex 
E王ARA FR.) BOND. et SING. 

18 ウ 11イカンバ ヤケミダレアミタケ Xl1/XI1 92 56.62 52.05 
BetulαMam慨 owicz仰側 REGEL DωdSαChEoRpOstEg Tc. oザragosα(BOLT.ex 

FR.) 

14 一 レ ニクウスパタケ XXIX:1/XXIX1 95 56.82 53.88 
Ulmu8 Dαvid句協αPLANCH.var. Coriolu8 co冗80γ'8(BERK.) lMAZ. 
japonica NAKAI 

15 エゾヤマザクラ サクラサルノコシカケ XS/X1 97 54.68 58.18 
Pru叫U8Sαrgentii REHD. PhellinU8 pomαceU8 (PERS.) QUEL. 

16 ヤ チ ダモ ウロコタケ属の 1種 XVIIL/XVIIIo 98 56.64 55.69 
FrαX'Inu8 mαndshuγicαRUPR. 説ereu刑 sp.
var. japonicαMAXIM. 

17 ミ ズナ ブ カタウロコタケ XXVlIIa/XXVIIII 101 48.88 48.69 
QueγCU8 crispula BL. Steγeum frustulo8叫m (PERS.) FR. 

18 シ ナ コフキサルノコシカケ Va/V。 108 58.67 60.64 
Ti・liαjα;po叫caSIMONKAI E，ぴ世仇giaα;pplanαtα(PERS.)KARST. 

19 マ イ タ ヤ アナタケ属の 1種 XXV3/XXVO 107 56.28 59.97 
Acer mono MAXIM. var. glαbrum POγtαsp. 
HARA 

20 カ 、y フ ク モ タ ケ XIX3/XIX。 109 50.48 54.75 

Cet emZIsIdctep. hull叫mjapo冗icum5mB. Coriolus versicolor (L. ex FR.) 
QUEL. 

21 ミ ズナ 7 シイ タ ケ XXS/XX1 115 52.11 59.70 
Quer・CU8crispula BL. Cort伽ellu8edades 11.'0 et IMAI 

22 一 レ ニレサルノコシカケ III3/1IIo 141 53.81 74.98 
Ulmus Davidi側 αPLANCH.var. RFR49.)t-dIoMpAorZu. s utmαrius (SOW. ex 
ja抑制cαNAKAI

28 ミ ズナ フ マ イ タ ケ XXXa/XXX1 198 46.08 91.28 
QuercU8 crおpulaBL. GmF了.OGlaRfATY O叫dosα(DICKS.ex' FR.) 

S. F. GRA Y (?) 

平 均 (Average) 91 酔』ド-品a 



M-s 第115表 針葉樹魔朽材のセJレロース残存率

Table 115. Change of Cross and Bevan cellulose content in 
grams in 10.0. cc of softwood due to decay 

セルロース含有量
Cross and Bevan 

cellul<腕 content

試 料 残帯率 (g/1o.o.巴c)
、

樹 種 菌 種 Sample No. Ratio 健全 腐朽
Most 

W ood species Fungus species % Sound rott自d

1 イ チ イ イドタケ属の 1種 1b/llo 10. 26.35 2.72 
Tmusct，NSFAがK伽AtIα8IEB. et ZUCC. var. Coniophorαsp. 
latifolia 

2 カ 7 7 ツ カイメンタケ 7b九/7bJ 18 23.94 4.37 
Larix Kaempferi 8ARG. PhαeolU8 8chu'e仇itzii(FR.) PAT. 

8 ト ドマ ツ マツマイタケ 4，/4) 却 21.21 4.32 
Abie88αchαlinensi8 FR. 8CHM. Spara88is cr旬 α(WULF.)FR. 

4 ト ドマ ツ カイメンタケ 7a:l/7al 21 25.86 5.36 
Abies 8αchαlinen8I8 FR. ScHM. Phαeo!us schωeinitzii (FR.) PAT. 

5 ト ド マ ツ カイメンタケ 73'/70' 28 22.69 6.28 
Abies 8αchαlinensis FR. 8CHM. PhαeolU8 8chU'einitzii (FR.) PAT. 

6 アカエゾマツ トドマツオオウズラタケ 123/120 32 23.77 7.56 
Picea Glehnii MAST. 乃rom'抑制 bαlsameu.s(PECK) MORR. 

7 ト ドマ ツ レンガタケ 18;;/181 33 24.26 7.92 
Abies sachalinensI8 FR. ScHM. FomitopsI8 初sularis(MURR.) IMAZ. 

8 ト ドマ ツ ウスパシハイタケ 173/171 38 21.0.6 8.12 
Abie.~ 8αchalinensis FR. ScHM. eHxfTF8RCM.)oDpOONTuK s f叫sco叶'iolαceUR(SHRAD. 



9 ト ドマ 、y

Abie8 Mα.yru1.na MIYABE et KUDO 

10 ト ドマ ‘Y 

Abie88αchαlinen8I8 FR. ScHM. 

11 カ フ マ ツ
LαrωKαempferi SARG. 

12 ト ドマ ツ
Abies sachaliηen8is FR. ScHM. 

13 コ二 ゾマ ツ
Picea jezoe間 isCARR. 

14 コ二 ゾマ ツ
Piceα.iezoeηsis CARR. 

15 二三 ゾマツ
Piceαjezoe附 isCARR. 

16 アカエゾマツ
Picea Glehnii MAST. 

17 ト ドマ y 
Abies 8αchαt伽ensi:通FR.ScHM. 

18 ト ド マ ツ
Abies 8αchαlinensI8 FR. ScHM. 

平

カイメンタケ れ/70
P加eolU8schweinitzii (FR.) PAT. 

マツノネクチタケ 13/10 
FomitopsI8 aηn08α(FR.) KARST. 

マツマイタケ 4i/4/ 
均αTα88I8cr仰 α(WULF.)FR. 

モミサルノコシカケ
Phell.伽u8hartigii (ALLESCH. et SCHNABL.) 

2.，/20 

IMAZ. 

ツガサルノコシカケ

Fomito伊ispinicolα(SWARTZ ex FR.) KARST. 
10.;/100 

ケニクアミタケ 14;1/141 
Fomitop8Is roseozonαtα(LLOYD) IMAZ. 

エゾサルノコシカケ 5~.5/50 
Cr.yptoderma .yamanoi IMAZ. 

エゾタ ケ
1'.yrom.yces boreαlis (FR.) IMAZ. 

63/60 

ヒトクチタケ 162/160 。yptoporU8volvαtU8 (PECK) SHEAR 
チウロコタケモトギ 33/30 
Stereum. sαnguinolentum (ALB. et ScHW.) FR. 

均 (Average) 

39 25.46 

39 22.44 

40 却 .83

42 23.93 

45 19.87 

47 16A3 

63 21.52 

82 22.55 

87 21.59 

93 18.20 

43 

9.84 

8.79 

8.26 

9.94 

8.88 

7.77 

13.66 

18.59 

18.80 

16.95 

トー

お



第116表 広葉樹魔朽材のセノレロース残寄率一

Table 116. Change of Cross and Bevan cellulose content in 
grams of 100 cc of hardwood due to decay 

樹種

Wood species 

1 ミズナラ
Quercu8 crigpul，αBL. 

E シウリザクラ
Pγunus Ssiori FR. 8CHM. 

B ミズナラ
Quercu8 crispula BL. 

4 ヤチダモ
Ji1rαz仇usmαndshurica RUPR. var. 
jα'pon化αMAXIM.

5 ウダイカンノ〈
Betula Mαrdmowiczi，αnαREGEL 

6 ヤマモミヂ
Acer paZ押tatumTHUNB. var. 
Matsu明 urαeMAKINO 

7 カツラ
Cer!:idiphyUum I'α，poηic切m8IEB. 
et Zuct. 

菌種

Fungus species 

試料

8ample No. 

マスタケ XVs/XVJ 
LαetiporU8 8ulphul'eus (BuLL. ex 
I<'R.) BOND. et SING. 

ツガサルノコシカケ XXIV 3/XXIV 0' 
FomitopsI8 pi悦icolα(8WARTZex FR.) 
KARST. 

クロサルノヨシカケ I~/Io 
FomitopsI8 cαstαneαIMAZ. 

ヤキフタケ(?) XXVI~/XXVlo 
Tyromyce8 pubesceηs (8CHUM. ex 
FR.) lMAZ. (?) 

カパアナタケ XXVII3/XXVIIo 
Fnscopor似 obliquα(PERS.ex FR. 
AOSHIMA 

ニセホクチタケ IIs/II， 
Phellinus i例 αT伽 (L.ex FR.) QUEL. 

クモタケ XIXs/XIXo 
Coriolus世ersicolor(L・exFR.) Qu垂L.

残穿率

Ratio 

14 

16 

22 

24 

24 

26 

28 

セルロース含有量
Cross and Bevan 

cellulose content 
(g/100cc) 

，.-一ー・4、ーー-----

健全

80und 

32.65 

30.14 

29.03 

27.91 

34.74 

40.96 

23.20 

腐朽
Most 
rotted 

4.64 

4.90 

6.35 

6.72 

8.39 

10.49 

6.57 

E 



8 ミ ズナ フ ホウロクタケ XIIs/XIIl 29 31.58 9.11 
Quercus crw仰 !αBL. Tra'宵wtesdicki加 iiBERK. 

9 マ イ タ ヤ チヤカイガラタケ XIVslXIVo 36 33.27 12.06 
Aceγmo時oMAXIM. var. glabrum 
HARA 

Dαdαtee叩tS84I8 N tTudor(BULL.ex FR.) 
BOND. et SING. 

10 エゾヤマザクラ サクラサルノコシカケ XS/X1 37 33.35 12.23 
Prunus Sαrgentii REHD. Phellinus pomαceus (PERS.) QU孟L.

11 ウダイカンパ チヤミダレアミタケ XL/XII 37 37.94 14.05 
BetulαMαximoωiczianαREGEL Daedαleo伊isconfrago8a (BOLT. ex 

FR.) SCHIWET. 

12 ヤマハンノキ ミヤベオオウロコタケ XXlIa/XXIII 37 23.98 8.99 
AlnU8 hi1・8UtαTURCZ. Hymenochαete伽tricαtaLLOYD 

13 ブ ナ アラゲカヲラタケ IVs'/IV{ 43 31.81 13.56 
Fagu8 crenαtαBL. Corjolu8 hir8utu8 (WULF. ex FR.) 

QUEL. 

14 ミ ズナ 7 シイ タ ケ XX~/XXl 46 37.52 17.32 
Q包~eγCU8 CrUlp叫fαBL. Cortinell叫8edαdes ITO et IMAI 

15 一 レ ニクウスパタケ XXIX~/XXIXI 51 27.27 14.00 
UlmU8 Dα;vidiα処αPLANCH.var. Coriol伽 co附 ors(BERK.) lMAZ. 
jα.po悦icαNAKAI

16 ヤデダモ ウロコタケ属の 1種 XVIII2/XVIII， 61 28.32 17.26 
F1・a.'!:inu8mandshuricαRUPR. var. Stereum Sp. 
jαp9nica MAXIM. 

17 ミ ズナ フ カタウロコタケ XXVIII3/XXVI1IJ 62 20.37 12.67 
Quercus crお:pulaBL. Stereum fru8tulo8Um (PERS.) FR. 

18 ユノ ナ コフキサルノコシカケ Vs/Vo 67 21.71 14.55 
Tuiαjaponica SIMONKAI Elfvi'刊g伽 α:pplα冗αtα(PERS.)KARST. 

平 均 (Average) 37 

ht員d 
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金ベントザン5. 

腐朽による全ぺントザシの含有率の変化は，健全材の含有率を 100として計算すると

第 117表および第6図のようである。

健全材を 100とした魔朽材の全ペントザン含有率換算値

Ratio of to七alpentosan content (Sound wood=l00) 

第117表

Table 117. 

階

末期 (3)
Most rotted 

Max.~Min. Av. 

朽段
Decay stage 

中期 (2)
More rotted 

Max.~Min. Av. 

魔

.... 
変色 (1)
Discolored 

Max.~ Min. Av. 

回121~50 89 96~84 98 103~93 

45 

84 

48 

31 

94~78 

88 

90 

48~47 82 96 

針葉
Softwood 

赤色腐
Brown rot 
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第 6図 腐朽による全ペントザン含有率の変化

Ratio of total penωsan content (Sound wood = 100). Fig.6. 
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これによると，針葉樹では白色腐朽がいちじるしく減少し，赤色と中間腐朽がわずか

に減少している。また広葉樹では前者と同様に白色腐朽の減少が目立ち，赤色腐朽がこれ

に次いでいちじるしく，中間腐朽は全く変化がみとめられない。

さらに全腐朽材について腐朽段階別に含有率を平均すると第118表のようである(附

表29-32参照)。

第118表 魔朽による全ペントザン含有率の変化

Table 118. Total pentosan content at various stages of de巴ay(%) 

腐 朽段
De巴aystage ，、

階

-
脅朽型 W針o広od葉樹別 健S全oun(0d) Decay type kind 

赤色魔朽
12.13 

Brown rot 
23.71 

12.80 
白色魔朽
White rot 

24.04 

13.75 
中間魔朽
lntermediate rot 樹

22.89 

d
 

、3
悦

。
期
T

末
側M
 

d
 

2
抗O
 

期

!
中
間O
 
M
 

変色 (1)
Discolored 

12.43 12.09 11.51 

24.65 19.98 10.83 

13.63 11.24 5.70 

24.37 

13.41 13.09 

9.92 

11.11 

25.30 24.05 24.13 

これによると白色腐朽はいちじるしく減少し，赤色腐朽は針葉樹では変化なく，広葉

樹ではいちじるしく減少し，中間腐朽は変化が少なく，前述の結果とほぼ同様である。

また木材一定容積中の重量を，木材100cc中の g数について腐朽段階別に平均した結

果は第119表のようでらる(附表33-36参照L

第119表 魔朽による全ペントザン含有量の変化

Table 119. Total pentosan content at various stages of decay (g/11ωω) 
一一一一一一一一一

腐 朽 段 階
De巴aystage 

F ー 、

D魔e朽型 W針o広o葉樹別 健S全ounゆd) D変isc色olo(1r)ed Mo中re期ro(2t)ted Mo末st期ro(t3t)ed cay type d kind 
-一一一一一

5.06 5.20 3.90 3.12 
B赤ro色腐朽wn rot 

13.98 14.73 6.99 2.旬

白色魔朽
S針oft.葉樹 5.38 5.72 4.16 White rot 

5.20 5.07 3.79 2.19 
間魔朽
I中ntermed.iate rot 樹

12.28 14.06 8.58 5.14 



樹種

W∞d spe巴ies

1 カラマツ
Lαria Kaempferi SARG. 

2 エゾマツ
Picea jezoensis CARR. 

8 エゾマツ
Pweαjezoen.'!is CARR. 

4 トドマツ
Abie8 sαchαlineηsis FR. SCHM. 

5 アカエゾマツ
P必eα GlehniiMAST. 

6 トドマツ
Abie88αchαlinen8is FR. SCHM. 

7 アカエゾマツ
PweαGlehnii MAST. 

8 トドマツ
Abie8 Mαyri.αnαMIYABE et KUDO 

第120表 針葉樹腐朽材全ペントザン含有率の健全材
のそれに対する比率(健全材=100)

Table 120. Ratio of total pentosan content in 
most rotted softwood (Sound wood=100) 

菌種

Fungus species 

試料 比率

Sample No. Ratio 

カイメンタケ 7b:J!7bo 33 
Phαeolus 8chweinitzii (FR.) PAT. 

エゾサルノコシカケ 53/50 
Cryptodermαyaηzαnoi IMAZ. 

45 

エゾナミハタケ 9:;/91 71 
Lenti1叫 8Kaufmαnii SMITH 

マツノネクチタケ h/lo 74 
Fom'伐op8i8α叫叫08α(FR.)KARST. 

エゾタケ 63/60 
Tyγomyc~8 bore沼lis(FR.) IMAZ. 

78 

ウスパシハイタヶ 173/171 81 
Hか8chiop01・伽f伽 co叩iolaceu8(SCHRAD. ex 
FR.) DONK 

トドマツオオウズラタケ 12，，/12J 82 
Tyromyc倒的l8αmeu8(PECK) MURR. 

カイメンタヶ 73/70 82 
Phαeolu8 8chweinitzii (FR.) PAT. 

全ぺントザン含有率

Tota¥ pentosan 
contElnt (%) 

，，-ーーー一ー--ー一ーーー『
健全

Sound 

8.73 

12.80 

13.60 

14.12 

12.23 

12.90 

12.46 

12.74 

腐朽
Most 
rotted 

2.92 

5.70 

9.71 

10.49 

9.58 

10.50 

10.18 

10.50 

お



9 ト ドマ 、y カイメンタケ 73'/70' 83 13.67 11.釘
Abies Mayr仰向αMIYABEet KuDO Pkaeal制 8C抑制utzii(FR.) PAT. 

10 カ フ マ ツ マツマイタケ 43'/40' 87 14.49 12.64 
Lα.rix Kαempferi SARG. Sparα8sis crispα(WULF.) F~・

11 ト ドマ ツ ヒトクチタケ 16z/16d 88 13.36 11.78 
Abies sachali抑制sisFR. ScHM. CryptoporU8世olvαtus(PECK) SHEAR 

12 ト ドマ ツ チウロコタケモドキ 33/81 89 15.31 13.67 
Abies sachalinensis FR. SCHM. Stereum sα押gu仰ole冗tum(ALB. et SCHW.) FR. 

13 ト ドマ ツ レンガタケ 18;)/181 91 12.74 11.58 
Abies 8，αchalinensi8 FR. SCHM. Fωnitopsis I'押sularis(MURR.) IMAZ. 

14 カ 7 マ ‘Y カイメンタケ 7a3/7aJ 92 13.20 12.14 
Lαrix Kαempfeγi SARG. Pkaeolus schweinitz1i (FR.) PAT. 

15 ト ドマーツ モミサルノコシカケ 23/20 94 13.71 12.87 
Abies sαchal，伽ensisFR. SCHM. Phellinus hαγtigii (ALLESCH. et SCHNABL.) 

I乱1AZ.

16 エゾマ ツ ケニクアミタケ 14a1141 96 11.41 11.00 
Pおeα jezoens?'sCARR. Fb明王topsisroseozonatα(LLOYD) IMAZ. 

17 ト ドマ ツ 7 ツ 7 イタケ 43/4.1 99 18.75 18.62 
Abie8 Sαckαlinen8i8 FR. SCHM. Spαγα88is c巾 pα(WULF.)FR. 

18 エゾマ ツ ツガサルノコシカケ 103/100 99 12.52 12.44 
Piceαjezo側 8isCARR. Fomito伊お pinicol，α(SWARTZex FR.) KARST. 

19 イ チ イ イドタケ属の 1種 l1:Jl1o ロ1 8.65 10.44 
Tα3EU8tCiUroSPl仰idαNtαASIEB.et Z11CC. 
var. l.αKAI  

Coniophorαsp. 

平 均 (Average) 88 

一色



樹種

W ood species 

1 ニレ
Ulm制 DαvidianαPLANCH.var. 
jαponwa NAKAI 

2 ミズナラ
QueγC1ιs crispulαBL. 

s シウりザクラ ー

Prunus SSUJri F.ti!. SCHM. 

4 ..ズナラ
Quercus C1吻pulαBL.

5 ミズナラ
Q刷 rcuscri8pula BL. 

6 ..ズナラ
Quercus cri叩 ulαBL.

7 ミズナラ
Q糊 rc畑 crispulaBL. 

8 ヤマモミジ
Acer pal押1αt悌mTHUNB. var. 
Mats叫muraeMAKINO 

9 ウダイカンパ
Betula Mα判例owwiI:I，αηαREGEL

第121表 広葉樹魔朽材全ペントザン含有率の健全材
のそれに対する比率(健全材=100)

Table 121. Ratio of tο，tal pentosan content in 
most rotted hardwood (Sound wood=100) 

菌種

Fungus species 

訴料

Sample No. 

ニレサルノコシカケ IlI:l/IlIo 
R併doporl柑 ulmαr似s(Sow. ex FR.) 
lMAZ. 

アイカタタケ XVS/XV1 
Laetiporus sulp伽 reus(BULL. ex 
FR.J BOND. et SING. 

ツガサルノコシカケ XXIVピ/XXIVo'
tomitopsis pinwQlα(SWARTZ ex FR・)
KARST: 

クロサルノコシカケ 13/10 
Fomitops向。α8tαneαIMAZ.

ホウロクタケ XIIajXlIl 
Trαmete8 dicki冗siiBERK. 

マイタケ (7) 玄XXsjXXX1
Grifolαfroηdοsα(DICKS. ex FR.) 
S. F. GRA Y (?) 

シイタヶ XXS/XX1
Cortinellus edαdes lTO et lMAI 

シロサルノコシカケ lX3/IXo 
Oxyporusp叩ulinU8(SCHUM. ex FR.) 
DONK 

カパアナタヶ XXVIIalXXVU， 
Fuscoporiαobliquα(PERS. ex FR.) 
AOSHIMA 

比率

Ratio 

31 

34 

47 

48 

49 

76 

78 

95 

96 

全ぺントザン含有率

Tota! pentosan 
content (%) 
，-ーーーーー-、ーーーーーーー画、
健全

Sound 

24.04 

26.03 

23.14 

24.28 

24.48 

24.37 

26.52 

24.99 

23.61 

腐朽
Most 
rotted 

7.39 

8.74 

10.98 

11.68 

11.91 

18.55 

20.卸

23.77 

盟.76

"'" g 



10ニレ
Ulm偽8Dα，vidianαPLANCH.var. 
japonic鳴 NAKAI

11 ミズナラ
QuercU8 crispuZa B '.. 

12 7 イタヤ
Acer moηo MAXIM. var. glab1・um
HARA 

13 ヤマモミヲ
Acer palmatum THUNB. var. 
M ats'limurae MAKINO 

14ブナ
Fagu8 cγenαtαBL. 

15 ウダイカンノす
Betula Mαximowiczf，α旬α
REGET_ 

16 ヤマモミジ
Acel・palmatumTHUNB. var. 
Mαts叫murα6MAK1NO 

17 ヤチダモ
Fl・αxinu8mαndsh叫ricaRUPR. var. 
jαponicαMAXIM. 

18 7 イタヤ
Acer， mono MAXIM. var. glabrum 
HARA 

19シナ
Tuia japoηicαSIMONKAI 

20 ヤマハンノキ
Alnu8 hirsuta TURCZ. 

21 エゾヤマザクラ
PrunU8 Sargentii REHD. 

22 ヤチダモ
prαxinus刑 αndshuricαRUPR.var. 
japonicαMAXIM. 

23 カツラ
Cerc必iphyllumjapωzic恒例 8IEB.
et ZUCC. 

ニクウスパタケ

Coriolu8 CO間 orsIMAZ. 

カタウロコタケ
Ster側慨 j'ru8tul08um(PERS.) FR. 

アナタケ属の 1種
POγ4αsp. 

アラゲカワラタケ
Coriolu8 hirsut開 (WULF.ex FR.) 
QUEL. 

アラゲカワラタケ
Cor活ol'旬1'1h1:rsut1ω(WULF. ex FR.) 
QU乏し

チヤミダレアミタケ
Daedaleopsis confragosa (BOL T. 
ex FR.) ScHROET. 

ニセホクチ-7ケ
Phell伽usigniariu8 (L. ex FR.) 
QU昔L.

ウロコタケ腐の 1種
Stereum Sp. 

チヤカイガラタケ
Daedaleop8IB tricolo1・(BULL.eXFR.) 
BOND. ef SING. 

コフキサ)Vノコシカケ

Elf仰がαα仰 Iα加 tα(PERS.)KARST. 
ミヤベオオウロコタケ
Hymenochαete伽tricαtαLLYOD

サクラサルノコシカケ
PhellinU8 pomαce叫8 (PERS.) QUEL 

ヤキフタケ(?)
Tyromyces pube8cen8 (ScHUM. ex 
FR.) IMAZ. ('[) 

クモタヶ
Coriolu8 ver8icol，ω・(L.ex FR.)Qu孟L.

平 均 (Average)

XXIX3/XXIXl 

XXVIII1/XXVIIIt 

XXVo/XXV" 

IV31IV1 

IVどjIV〆

XljXlr 

II3/IIo 

XVIII~/XVIII0 

XIVa/XIVo 

V3/Vo 

XXII3/XXII， 

X3/Xl 

XXVI:l/XXVlo 

XIX3/XIX" 

97 

98 

98 

98 

99 

100 

101 

101 

101 

101 

105 

109 

109 

116 

86 

24.02 

26.37 

26.37 

24.21 

26.49 

28.32 

23.69 

21.53 

23.96 

23.56 

24.82 

25.20 

22.26 

19.97 

23.25 

25.92 

25.93 

23.82 

26.24 

部.37

23.83 

21.67 

24.13 

23.79 

26.00 

27.54 

24.35 

23.26 

い

F
h
M
M



樹 種

W ood species 

1 ト ドマ ':J 

Abie8 8a1)hal伽en8isFR. SCHM. 

2 ト ドマ ツ
Abie88αchαお冗en8isFR. ScHM. 

8 ト ドマ 、y

Abie8 8achalinensis FR. ScHM. 

4 こL ゾマ ツ
Picea jezoen8i8 CARR. 

5 カ フ マ ツ
Lαrix K，αempferi SARG. 

6 ト ドマ 、y

Abie88αchαlinensi.~ FR. SCHM. 

7 カ フ マ ツ
Lαrω Kaempferi SARG. 

.122署長 針葉樹腐朽材の全ベントザン残脊率

Table 122. Change of total pentosan content in grams 

in 1叩 ccof softwood due to de巴ay

試料

菌 種 Sample No. 

Fungus species 

レンガタケ 183/181 
Fomitopsis 伽8ul，αri.~ (MURR.) IMAZ. 

ウスパシハイタケ 173/171 
Hez ケFsRch.)40日pOoNr同K fusco叩iolαceU8(SCHRAD. 

7 ツノネクチタケ 13/10 
品 mitop8伝 α間 08α(FR.)KARST. 

エゾサルノコシカケ 52.5/50 
Cryptodeγmαναmαnoi IMAZ. 

カイメンタケ 7a3/7a， 
Phaeolu8 8chweinitzii (FR.) PAT. 

モミサルノコシカケ 23/20 
Phell伽U8hartigii (ALLESCH. et SCHNABL.) 
lMAZ. 

均7!抑ツ制マ抑イタケ 4l/40' . 
crispα(WULF.) FR. 

話

全ベントザン含有量

Total pentosan 

残苦F率 content (g/1ω 巴巴)
、

Ratio 健全 魔Mos朽t 

% Sound rotted 

29 5.48 1.85 

31 4.77 1.47 

33 5.37 1.78 

44 5.38 2.38 

45 6.却 2.79 

46 5.63 2.57 

52 6.叩 3.16 



8 ト ドマ ツ
AbiωMα，yr仰向αMIYABEet KUDO 

9 アカエゾマツ
PiceαGlehnii MAST. 

10 イ チ イ

1TαatcVe2o48t似CUNSPA4KdαAtIαSIEB. et ZUCC. var. 

11 ト ド 7 、y
Abies sαchαlinen8i8 FR. SCHM. 

12 アカエゾマツ
PiceαGlehnii MAST. 

13 ニ乙 ゾマ ‘Y 
Picea jezoensI8 CARR. 

14 ト ドマ ‘Y 
Abies MαyrianαMIYABE et KUDO 

15 ニL ゾマ ツ
Picea jezo側 sisCARR. 

16 ト ドマ ツ
Abies sachal仇e附I8FR. SCHM. 

17 ト ドマ 、y

Abies 8achal'伽ens俗 FR.SCHM. 

平

Pカhαイeoメlusンタケ8chweinitzii (FR.) PAT. 

トドマツオオウズラタケ
勾romycesbαl8αme制(PECK)MURR. 

イドタケ腐の1種
Conwphorα自p.

マツマイタケ
争αTα88俗 cri8pα(WULF.)FR. 

エゾタ ケ

Tγro例νce8borealis (F'R.) IMAZ. 

ケニクアミタケ
Fbmitopsis roseozo鈍αtα(LLOYD)IMAZ. 

カイメンタケ
Phαeolus 8chw唱initzii(FR.) PAT. 

ツガサルノコシカケ
Fomifopsis p伽icolα(SWARTZex FR.) KARST. 

ヒトクチタケ
Cryptoporu8世olvαtus償配K)SHEAR 

チウロコタケモドキ
Steγeum 8anguinole鈍tum(ALB. ex ScHW.) 
FR. 

均 (Average) 

73/70 56 

123/120 58 

lh/llo 58 

4;/40 61 

63/60 63 

143/141 65 

7{/U 70 

10a/l00 72 

162/160 81 

3;;/31) 87 

56 

5.48 

5.48 

5.02 

4.95 

5.14 

4.56 

5.33 

4.13 

4.81 

5.05 

3.05 

3.16 

2.92 

3.00 

3.26 

2.97 

3.75 

2.99 

3.89 

4.37 

~ 

a 



樹種

W ood species 

1 ズナラ

QuerCU8 cr・ispulαBL.

2 シウリザクラ
PrunU8 S8ioバ FR.SCHM. 

8 ミズナラ
Q1柑γCU8Cγi8pulαBL. 

4 ズナラ
Quercus crispulαBL. 

5 カツラ
CercidiphyUum j<αp側 icum8IEB. 
et Zuct. 

6 ヤマモ~

Acer palmαtum THUNB. var. 
Mat8umurαe MAKINO 

7 ミズナラ
QueγCU8 crispulαBL. 

8 ヤチダモ
F'raxinu8 mαndshuγ必αRUPR.var. 
japonica MAXIM. 

第123表 広葉樹魔朽材の全ベントザン残脊率

Table 123. Change of total pentosan content in grarns 
in 100 c巴ofhardwood due to de巴ay.

菌種

Fungus species 

試料

Sarnple No. 

アイカワタケ XVa/XVI 
Lαetiporus 8ulphuγ'eus (BULL. ex 
FR.) BOND. et SING. 

ヅガサルノコシカケ XXIVaヴXX1Vt'
Fom'侃op8is1-が:nicol，α(SWARTZ ex FR.) 
KARST. 

クロサルノコシカケ Ia/lo 
Fomitopsi8 C倒的制αIMAZ.

ホウロクタヶ XIIa/XIIl 
Tγα押Ultesdickinsii BERK. 

クモタケ XIXa/XIXo 
Corωlus versicolor (L. ex FR.) Qu止L.

ニセホクチタヶ lI:l/IIa 
PheUinus ign似rius(L. ex FR.) Qu孟L.

シイタヶ XX，)XX， 
Cor・tinellusedαde8 ITo et IMAI 

ヤキフタケ(?) XXVl1/XXVlo 
Tyro押tyce8pube8cens (SCHUM. ex 
FR.) IMAZ. (?) 

残存率

Ratio 

% 

12 

18 

19 

24 

ω 

32 

32 

33 

同
制
ι
F

全ベントザン含有量

Total pentosan 

巴ontent(g/1ω 巴c)
，--一一ー~一一一ー『

腐朽
Most 
rotted 

健全

Sound 

15.61 

15.位

14.08 

15.67 

9.19 

15.87 

19.09 

11.13 

.1.84 

2.85 

2.69 

3.81 

2.79 

5.00 

6.03 

3.65 



9 ウダイカンパ カノfアナタケ XXVII3/XXVIIo trl 12.99 4.78 
Be加tαMα，ximowiez旬附 REGEL FA附OScHoIpMoTA4α obliq叩 (PERS.ex FR.) 

10 マイ タ ヤ チヤカイガラタケ XIVa/XIVo 40 13.90 5.55 
Aeer mono MAXIM. vat'. glαbrum BDOαNedDα.FeeOt PS84I8 NGb. tcotor (BULL.ex FR.) 
HARA 

11 ヤマハンノキ ミヤベオオウロコタケ XXIl1/X玄II1 40 10.18 4.08 
AlnU8 hir8utαTURCZ. HZρnenoehαete伽tricatαLLOYD

12 ウダイカン，-{ チヤミダレアミタケ XL/玄11 40 18.97 7.66 
BetulαMαz伽ωwicziαnαREGEL Dαedαleop.si8 eonfrαg08α(BOLT. ex 

FR.) ScHROET. 

13 エゾヤマザクラ サクラサルノコシカケ X3/X1 41 15.37 6.33 
Pγunu8 S.αrgentii REHD. PhelU制 t8pO伽 αceU8(PERS.) QU孟L.

14 プ ナ アラゲカワラタケ lVa/1VI 47 14.04 6.56 
Fagu8 erenαtαBL. Cω'iol伽 hir8ut伽 (WULF.ex FR.) 

QU企L.

15 一 レ ニクウスパタケ XXIX3/XXIXl 52 11.53 6.05 
UlmU8 Dαvidiα飽αPLANCH.vat'. ()oriolu8 COnllOr8 (BERK.) IMAZ. 
jαponicαNAKAI 

16 ミ ズナ フ カタウロコタケ XXVffi3fXXVIII1 61 12.39 7.52 
QuercU8 cris仰 1αBL. Stereum fru8tulo8um (PERS.) FR. 

17 ヤ チ ダモ ウロコタケ属の 1種 XVIII2fXV lIIo 62 10.π 6.72 
Frαが叫U8刑，α匁，dsh叫ricαRUPR.var. Stereum sp. 
jαponicαMAXIM. 

18 シ ナ コフキサルノコシカケ V3fVo 65 8.72 5.71 
T官lmjaponiea SIMONKAI Elfvi押gぬ appla即 ta(PERS.) KARST. 

平 均 (Average) 38 

5 
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これによると腐朽型をとわず，針葉樹では次第に減少し，広葉樹ではいちじるしい減

少を示している。なお変色材がわずかに増加の傾向を示しているのは，容積重の部位によ

る変化の影響によるもので，実質の増加ではない。

次に健全材(とれないものは変色材を代用)の含有率を 100としたときの腐朽材の含

有率を換算して第 120表および第 121表に示した。これによると針葉樹ではイドタグ属の

1種による腐朽材のみが増加し，他はすべて減少しており，健全材の 100に対して平均83

となっている。腐朽型と比率の順序の聞にはなんら規則的なものは見出されない。また広

葉樹では増加しているものが8種類で 101-116の範囲にあり，減少ないし変化していな

いものが 15種類で31-100の範囲にあり，広葉樹の全平均86となっている。減少のいち

じるしいものは白色腐朽と赤色腐朽に多い。

さらに残存率をみると針葉樹では 29-87%， 平均56%(第122表)， 広葉樹では 12-

65%，平均38%(第123表)であって Cross-Bevanセノレロースの場合に似て健全材の約

ま~号が腐朽薗によって消費されている。残存率の低いものは針葉樹ではレシガタケ，ヲ

スパVハイタケ，マツノネクチタケなど中間腐朽材に多く，逆に高いものにもヒトクチタ

ケ，チヲロゴタケモドキの中間腐朽があって，赤色腐朽材はその中聞に入っているが，残

存率 50%以上のものがほとんどである。 一方広葉樹ではマスタケ，ツガサノレノゴジカケ，

クロナノレノゴ乙/カケ，ホヲロクタケの赤色腐朽材がいずれも低く， 12-24%となっているe

ペシトザンはセルロースにくらべると腐朽型との関係がやや不規則であるが，やはり一定

の傾向がみられる。

6. ホロセルロース

腐朽材のホロセノレロ{スは単離処理によって相当量が失われる.たとえば針葉樹の白

色腐朽材は完全に脱リグニシされており，炭水素分析の結果からも炭水化物であることは

明らかであって， 100%のホロセノレロ{スと考えてよいが，他の腐朽材と同様に4回の脱

リグニシ処理を行うことによって， その約15%が失われている。他の腐朽材においても

同様なことが考えられる。たとえば赤色腐朽材の Cro崎ーBevanセノレロース定量の場合，

脱リグニシ処理を繰返すことがきわめて困難であるので 1回の処理後，残、直中のりグニ

シを定量してこれを差引いたものを定量値としたが， この場合の Cross-Bevanセノレロー

スの値はホロセノレロースよりも高くなっている。したがって厳密な意味で検討するために

は定量方法をさらに適当なものとしなければならない。腐朽材の分析方法が確立されてい

ない今日では既定の方法によって定量した値について考察する以外いたし方ないのでこれ

に従った。

腐朽によるホロセノレロースの含有率の変化は，比較健全材のあるもののみについて健

全材の含有率を 100として計算すると第124表および第7図のようである。 ただし針葉
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第124表 健全材を 1ω とした魔朽材のホロセJレロ{ス含有率換算値

Table 124. Ratio of holocellulose content (Sound wood=l∞) 

末期 (3)
Most rotted 

Max.-Min. Av. 

階

中期信)
More rotted 

Max.~Min. Av. 

朽段
Decay stage 

魔

... 
変色 (1)
Discolored 

Max.~Min. Av. 

38 56-22 70 78~57 96 開~91

114 

86 

33 

87-85 

37~29 

97 

96 

69 

101-91 

1ω 

96 

94 

97~94 

針葉樹
Softwood 

赤色魔
Brown rot 

白色魔
White rot 

中間腐朽
Interrnediate rot 

広葉樹
Hardwood 

赤色腐朽
BrowIl rot 

白色魔
White rot 

朽

朽

107 98 朽

90 100-69 97 102-89 94 98-89 中間腐朽
Interrnediate rot 
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第 7図 魔朽によるホロセルロース含有率の変化
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樹白色腐朽材の健全材には変色材51を代用した。これによると腐朽による変化の傾向は針

広葉樹が全く同一であって，赤色腐朽はいちじるしい減少を示し，白色腐朽はわずかに増

加し，中間腐朽はわずかに減少している。これは前に述べた処理による損失や他の成分の

変化の傾向などを合わせ考えると，赤色腐朽は減少，白色腐朽は増加，中間腐朽は変化の

少ないことが推測される。

さらに全腐朽材について腐朽段階別に含有率を平均すると第 125表のようである(附

表 37-40参照)。 これによるとホロセルロースの変化は赤色腐朽がいちじるしい減少を示

第125表 魔朽によるホロセJレロース含有率の変化

Table 125. Holocelluloseω，ntent at vadous stages of decay (%) 

D腐e 朽型 W針o広od葉k樹in別d cay type 

赤色魔朽
Brown rot 広葉樹

Hard. 

白色腐朽
White rot 広葉樹

Hard. 

中間魔朽 t. 
Intermediate rot 広葉樹

Hard. 

川
町

d
l
也、

n
全
聞

こ健
S

69.90 

75.48 

70.98 

73.45 

79.28 

腐朽段階
Decay stage 

変色 (1) 中期 (2) 末期 (3)
Discolored More rotted Mωt rotted 

68.21 50.63 25.00 

72.98 52.15 24.11 

76.47 86.ω 73.98 

69.66 83.66 

72.11 64.51 67.75 

76.28 73.73 71.04 

第126表 腐朽によるホロセノレロース含有量の変化

Table 126. HolocelluIωe content at various stages of decay (g/100巴c)

腐朽型
Decay type 

針広葉樹別
W∞d kind 

28.38 16.57 7.02 
赤色魔朽
Brown rot 

(針葉樹80ft. 

広葉樹
Hard. 

白色魔朽 針葉樹
White rot 80ft. 

{針葉樹
中間腐朽 J8oft. 
Intermediate rot ，広葉樹

lHard. 

川
町

d
f
t
n
 

全

m

，
健
S

29.23 

44.54 

27.22 

42.43 

魔朽段階
Decay stage 

変色 (1) 中期 (2) 末期 (3)
Discolored More rotted Most rotted 

43.51 18.25 6.36 

32.12 27.37 

27.27 21.51 12.69 

42.20 15.10 26.17 
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し，白色腐朽はわずかに減少と，前述の傾向と全く一致している。

また木材一定容積中の重量を木材 100cc中の g数について腐朽段階別に平均した値

は第 126 表のようである(附表 41~44 参照L これによるといずれもいちじるしい減少を

示している。

次に他の成分と同様に健全材(とれないものは変色材を代用)の含有率を 100として

腐朽材のそれと比較すると，針葉樹では 17~1l3. 平均 63(第127表)で，健全材より含有

率の高いのはエゾサノレノゴ主/.カケとヒトクチタケによる腐朽材の 2種類である。また広葉

樹では 18~132 平均 84(第 128 表)で，健全材より含有率の高いものはサクラナノレノコジカ

ケ，ニレサノレノコ乙/;カケおよびマイタケ(?)による腐朽材の 3種類である。いずれも赤色

腐朽材の比率が低くなっている。

さらに残存率をみると針葉樹では 11~92%. 平均 42% (第129表). 広葉樹では 6~

65%.平均36%(第130表)となっていて，針葉樹，広葉樹とも赤色腐朽材が低い。この

ようにホロセルロースは残存率はもちろん，含有率もほとんど健全材より低くなっており，

腐朽による分解がいちじるしいことを示している。

次にホロセノレロースをセノレロ{ス+ぺシトザシと考えて.Cross-Bevanセノレロ{スと

全ペントザシの和の変化の傾向をホロセノレロ{スの変化と比較すると，完全には一致しな

いが，残存率，比率とも赤色腐朽が低くなっており，その順位もほぼ一致している。なお

ホロセノレロース構成糖類の消長については別項に述べる。
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針葉樹魔朽材ホロセルロース含有率の健全材

のそれに対する比率(健全材=100)

Table 127. Ratio of holocelIulose content in most 
rotted softw∞d (Sound wood = 1∞) 

第127表

ホロセルロース含有率

Holo巴elIulose
巴ontent(%) 
戸一一一一戸、一一一一、

腐朽
健全 Most 
Sound rotted 

比率

Ratio 

話料

Sample No. 

菌種

Fungus species 

樹種

W ood species 

12.24 71‘60 17 93/91 
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叫
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町
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16.29 75.11 22 4:1/40 マツマイタケ
Spar四8~・'s crispa (WULF.) FR. 

トドマツ

Abie8 8achalinen8is FR. SCHM. 
2 

16.12 

16.86 

69.49 

61.47 

23 

27 

7a3/7at 

113/110 

カイメンタケ
P加ω加 8ch~ι抑

イドタケ属の1種
C側 iophorasp. 

カラマツ
Lαrix K，αemが'eriSARG. 

イチイ
Tα市U8CU8p似atα8IEB.et ZUCC. var. 
1αtifoliαNAKAI 

8 

4 

22.18 67.54 33 7防庁b.)カイメンタケ

PhαeolU8 8chweinitzii (FR.) PAT. 
カラマツ

Lαrix K，αempfM・i8ARG. 
5 

25.96 67.74 88 4l/4{ マツマイタケ
Spara88俗 cri8pa(WULF.) FR. 

カラマツ

Lα'rix K，αempferi SARG. 
6 

28.79 

39.45 

62.26 

74.56 

46 

53 

141/141 

7l/7o' 

ケニクアミタケ
Fomitop8I8 r08eozonαta (LLOYD) IMAZ • 

• カイメンタケ

Phαeol包t88chweinitzii (FR.) PAT. 

R
 
R
 
A
 

F
U
 

ツ
・
抑制帥OU

 

7
m
 
-F 

ゾ
帥
エ
均

トドマツ
Abies M ayrianαMIYABE et KUDO 
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9 エゾマ ツ ツガサルノコシカケ 103/100 56 72.釘 40.81 
Piceαjezo仰8I8CARR. Fωnitopsi8 pinicolα(SW ARTZ ex FR.) KARST. 

10 アカエゾマツ トドマツ才オウズラタケ 12a1121 59 71.05 41.67 
Picea Glehnii MAST. 勾γom.yce8bα伽抑制 (PECK)MURR. 

11 ト ドマ 、y マツノネクチタケ 13/1. 85 76.05 64.61 
Ab伽 sαchal伽ensisFR. SCHM. Fomitopsisα処刑sa(FR.) KARST. 

12 ト ドマ 、y モミサルノコシカケ 23/20 87 74.47 65.08 
Abie88αchαlinensis FR. SCHM. Phell伽U8haγtigii (ALLESCH. et SCHNABL.) 

IMAZ. 

13 ト ドマ ツ レンガタケ 183/181 88 70.69 62.44 
Abie88achα!inen8I8 FR. SCHM. F仰titoJ.湾is伽8ulαris(MURR.) IMAZ. 

14 アカエゾマツ エソタ ケ 6 .• % 叩 77.34 69.回
PiceαGlehnii MAST. 勾romycesboreαlis (J:i~R.) IMAZ. 

15 ト ドマ ツ チウロコタケモドキ 3&/3" 92 71.24 65.34 
Abie8 8achal'伽仰8i8FR. ScHM. Ster.叫 m8αngUtnolentum(ALB. et ScHW.) 

FR. 

16 ド ト マ ツ ウスパシハイタケ 17:1/171 95 72.32 68.95 
Abies 8αchal伽:ensisFR. SCHM. Hez 4rFsRoA.)40IO0NTtK uf叫8CO・violace明(ScHRAD.

17 ト ドマ 、y ヒトクチタケ 162/160 101 72.04 72.66 
Abies 8αchαline明sisFR. SCHM. CrYlがoporU8世o!.'叩 tU8(PEcK) SHEAR 

18 エ ゾマ ツ エゾサルノコシカケ 5'1/5¥ 113 76.47 86.27 
Piceαjezoe耐 isCARR. Cryptodermαyαma冗oiIMAZ. 

平 均 (Average) 63 

岡
高
田



第128泰 広葉樹魔朽材ホロセルロース含有率の健全材のそれに対する比率

Table 128. Ratio of holocellulose content in most 

樹 種

W ood species 

1 ズナラ
Quercu8 cr・ispulaBL. 

2 シウリザクラ
PrunU8 S8iori FR. ScHM. 

8 ミス、ナラ
Quercus crispul，αBL. 

4 ミズナラ
Q悩 rcU8crispul，αBL. 

5 ウダイカンパ
Betula M仏例骨tOWiczianαREGEL

6 ヤマモミジ
Acer palmatu明 THUNB.var. 
M，αt8umurαe MAKINO 

7 ヤマモミジ
AC6r pαt骨協加m THUNB. var. 
Mαts1必murαeMAKINO 

8 ヤマモミジ
Acer palmαtum THUNB. var. 
Mαtsumurae MANINO 

9 ヤマハンノキ
Alnu8 hiγsutαTURCZ. 

10 "'<イタヤ
Aceγmono MAXIM. var. glabr叫明
日ARA

rotted hard wood (Sound w∞d=l∞) 

菌 種 試料

Fungus species Sample No. 

アイカワタケ XV3/XVl 
Lαetiporu8 8ulphureu8 (BuLL. ex 
E・R.)BOND. et SING. 
ツガサルノコシカケ XXIVa/XXIVo 
Fomitop8is p伽icola(Sw ARTZ ex FR.) 
KARST. 

クロサルノコシカケ 11/10 
Fomito伊isc日8tαneαIMAZ.

ホウロクタケ XII3/XII1 
Tramete8 dick伽siiBERK. 

カパアナタケ XXVIl1/XXVIIo 
Fu8copori，αobliqua (PERS. ex FR.) 
AOSHIMA 

アラゲカワラタケ IV3/IVl 
Coriolu8 hir8utu8 (Wu日'.ex FR.) 
Qu乏し

ニセホクチタケ Ih/IIo 
PheljinU8 1:gniariU8 (L. ex FR.) 
QUEL. 

シロサルノコシカケ IX2/IX" 
Oxyponι8 popul'仇畑 (SCHUM.ex 
FR.fDoNK 

ミヤベオオウロコタケ XXlI:;/XXlIl 
Hymenochαete i'旬tricatαLLOYD

アナタケ属の 1種 XXVs/XXVo 
Poria Sp. 

h爵a 

ホロセルロース含有率

Holo巴ellulose

content (%) 

健全
魔朽
Most 

比率

Ratio Sound rotted 

18 79.63 14.28 

29 75.80 21.76 

37 75.15 28.18 

47 68.37 32.20 

69 84.ω 58.80 

79 77.11 60.81 

87 78.00 67.68 

89 80.31 71.45 

92 79.92 73.13 

92 80.33 78.51 



11 ヤ チ ダモ
FTヤuRr.キ)oImフMuAcタZes.ケ(p?)(u?b) esc側 8(:位HUM.ex 

XXVIa/XXVIo 92 79.30 72.83 
F'rαxinus叩:andshuricaRUPR. 
var. jlα，ponicαMAXIM. 

12 マ イ タ ヤ チヤカイガラタケ XIV3/XIVo 93 79.25 73.38 
Acer mono MAXIM. var. glabrum BDOαNedDd.e。OtPS84I8 NGtT. tb0107・(BULL.ex FR.) 
HARA 

13 ウダイカンパ チヤミダレアミタケ XI3/XI1 94 77.78 73.38 
Betula M仏wimoω必zia旬αREGEL D伽dale叩8~・8 CO鈍ifrαg08a(BOL T. ex 

FR.) SCHROET. 

14 ブ ナ アラゲカワラタケ IVピjIV1' 95 82.79 78.28 
Fagu8 Cγ'enαtαBL. Coriolu8 hir8utu8 (WULF. ex FR.) 

QU孟L.

15 カ ツ フ ク モ タ ケ XIXs/XIX。 96 73.73 70.44 
Cet erZeItdTe4ep-huttT477z jα，ponicum SIEB. Coriolu8世eγ8IColoγ(L.ex FR.) QU孟L.

16 ミ ズナ フ カタウロコタケ XXVIII3/XXVIII1 97 66.12 64.34 
QuercU8 cr必pulαBL. Stereum fr問削l08um(PERS.) FR. 

17 ヤチ ダモ ウロコタケ属の1種 XVIIL/XVlIIn 97 78.92 76.88 
FraxinU8刑 αndshuricaRUPR. Stereum Sp. 
var. jlαponicαMAXIM. 

18 一 レ ニクウスパタケ XXIX3/XXIXl 98 76.37 74.69 
ul叩 U8Dαvidi，α冗αPLANCH.var. Coγiolu8 COn80γ8 (BERK.) IMAZ. 
jα，ponicαNAKAI 

19 ーζ• ズナ 7 シイ タ ケ XX:J/XX1 99 77.19 76.35 
Que1'cU8 Cri8pulαBL. Cort伽ell制 edαde8lro et lMAI 

20 :ノ ナ コフキサルノコシカケ Va/Vo 100 79.10 79.06 
Tuia I'αpoηicαSIMONKAI Elfviηgi，αapplanα加 (PERS.)KARST. 

21 エゾヤマザクラ サクラサルノコシカケ XgfX1 103 75.38 77.67 
Pr叫nU8Sargentii REH、D. Phellinu8 pO骨ZαeeU8(PERS.) QU孟L.

22 一 レ ニレサルノコシカケ IIIs!III。 107 70.98 75.67 
Ulmus DαvidianαPLANCH. var. FRRfg.)fdIoMpAorZ. t4s utmαrius (SOW. ex 
jα:ponicαNAKAI 

23 ーミ‘ ズ ナ 7 

SGマ.γFゲイ.otGαタRfATケY07(z(?d?) j osα (DICKS. ex FR.) 
XXX3/XXX1 132 69.66 91.65 

Q叫el・CU8crispulαBL. 

平 均 (Average) 84 5 



樹 種

Wood species 

1 カ フ マ ツ
LarUIJ K，αempferi SARG. 

2 ドマ 、y

Abie88achαli~制n8Í8 FR. SCHM. 

B イ チ イ

Tam4S ECV畑0E14dαdaNtαAKSAIEIB.et Zt1cc. 
var. la 

4 カ フ マ 、y

Lari.'C K，αempferi SARG. 

5Pエ'iceαゾjezマo側 8ツis CARR. 

6 ト ドマ 、y

Abw88αchalinensis FR. SCHM. 

7 ト ドマ 、y

Ab必ssαchαli'陶附isFR. ScHM. 

第129表 針葉樹腐朽材のホロセルロース残存率

Table 129. Change of holocellulose content in grams 

in 100巴巴 ofsoftwood due to decay. 

試料

菌 種 Sample No. 

Fungus species 

カイメンタケ 7as/7aJ 
Phaeolu8 8chweinitzii (FR.) PAT. 

マツマイタケ 41/40 
均αγαssぬ cri8pα(WULF.)FR. 

イドタケ属の 1種 lls!l1u 
Coni，叩horasp. 

マツマイタケ
地arassぬ crispα(WULF.)FR. 

4l/4{ 

ケニクアミタケ 14~/141 
Fomitopsis r08eozonαtα(LLOYO) IMAZ. 

レンガヲケ 1&/18， 
Fomitopsis insulαris (MURR.) IMAZ. 

ウスパシハイタケ 17:1/171 
FHRfT.)EDchO4N0pK ortm hacO叩iolαceu8(ScH貼 O.ex

残寄率

Ratio 

% 

11 

13 

13 

23 

31 

33 

36 

ホロセルロース含有量

Holocellulo嗣
content (g/1ωcc) 

、

健全
魔朽
Most 

Sound rotted 
一一 一一←ーー一一一一 一一一

32.66 3.71 

27.04 3.58 

35.65 4.72 

28.45 6.49 

24.90 7.77 

30.ω 9.99 

26.76 9.65 

h・4
i: 



8 トドマツ マツノネクチタヶ 13/10 
Abies 8achaliηenBI8 FR. ScHM. }1'vmitvp8I8αnnv8αぽR.)KARST. 

9 アカエゾマッ トドマツオオウズラタケ 12:1/121 
日fceαGlehniiMAST. Tyrvmyc68 bαl8αmeU8 (PECK) MURR. 

10 エゾマツ ツガサルノコシカヶ 103/100 
Piceαjezvensis CARR. Fvmitvp8Is pinicvlα(SWARTZ ex FR.) KARST. 

11 トドマツ モミサルノコシカケ 23/20 
Abie8 8a.chαlinen8is FR. SCHM. Phellinuf! hα付制i(ALLESCH. et SCHNABL) 

IMAZ. 

12 トドマツ カイメンタケ。 7//70'
Abies MαyriαnαMIYABE et KUDO PhαevlU8 8chweinitzii (FR.) PAT. 

13 エゾマツ エゾサルノコシカケ 52.r./51 
Pic哩αjezvensisCARR. Cryptvdω'mα 仰 mαηviIMAZ. 

14 アカエゾマツ エゾタケ 6:¥/61 
PiceαGlehmi MAST. Tyrvmyces bvrealis (FR.) IMAZ. 

15 トドマッ チウロコタケモドキ 3s/ゐ
Abies 8αchαlinensis FR. SCHM. Ste問 um8anguIi押vl側 tum(ALB. et ScHW.) 

FR. 

16 トドマツ ヒトクチタケ 1~/I6:J 
Abies sαchal'伽en8IsFR. SCHM. 0.叩'pt叩vr~級官vlvαtU8 (PECK) SHEAR 

平 均 (Average)

38 28.90 

40 32.68 

41 24.08 

43 ω.53 

45 29.08 

52 32.12 

79 30.16 

89 23.51 

92 25.93 

42 

10.98 

12.92 

9.79 

13.02 

13.02 

16.伺

23.73 

20.91 

23.98 

.... 
t需



樹 種

W ood species 

1 < ズナ フ

QueγCU8 cr・ぉpulαBL. 

2 シウリザクラ
Pγunu8 Ssiori FR. SCHM. 

8 ミ ズナ 7 

QlIerCU8 crispul<日 BL.

4 ミ ズナ フ

QuercU8 crispula BL. 

5 カ ツ フ

eCt eTZC1似1CfCp.hvttumjapo叫cumSIEB. 

6 ウダイカンパ
Bet悦laMαximowiczi，αnαREGEL 

7 ヤマモミジ
Acer pal骨tatumTHUNB. var. 
Mat8umurαe MAKINO 

第130表 広葉樹腐朽材のホロセJレロース残存率

Table 130. Change of holocellulose content in grams 

in 100 cc of hardwood due to decay 

読料

菌 種 Sample No. 

Fungus species 

アイカワタケ XVa/XVl 
LFRαe.)t勿BOofNuDs.seu七lpSIhNuGr.eus(BULL.ex 

ツガサルノコシカケ XXIVa/XXIVo 
Fomitop8I8 pin必orα(SWARTZ ex FR.) 
KARST. 

クロサルノコシカケ 11/11 
Fomitopsis c仰向MαIMAZ.

ホウロクタケ XII3/XIIl 
Trametes dickinsii BERK. 

ク モ タ ケ
Coriolus versicolorゐ.ex FR.) Qu孟L.

XIXs/XIX。

カパアナタケ
F旬scopol'iaobliquα(PERS. ex FR.) 
AOSHIMA 

XXVII3/XXVIIo 

ニセホクチタケ IL/IIo 
Phe?linus igni<αrius (L. ex FR.) 
QU垂L.

5 

ホロセ Jレロ{ス含有量

Holocellulo日巴

残存率 content (g/100 cc) 
、

Ratio 健全 腐朽
Most 

% Sound rotted 

6 47.78 3.00 

臼 45.48 5.66 

15 43.59 6.48 

24 43.76 10.30 

25 33.92 8.45 

26 46.53 12.24 

27 52.26 14.21 



8 ヤチダ毛
FTヤRν.rキ)oImMフuAcタZes.ケ(?p)1品?b)escens(SCHUM-ex 

XXVIs/XXV1o 28 39.65 ]0.92 
Flr・αxinU8刑 αnd8huricαRupR.
var. jlαponicαMAXIM. 

9 マ イ タ ヤ テヤカイガラタケ XIVa/X1Vo 37 45.97 16.88 
Acer mono MAXIM; var. glabr仰 n DBOαNedDα-e'et omSItNs Gt. TtcotOT (BULl.ex FR.) 
HARA 

10 ウダイカンパ チヤミダレアミタケ X13/XI1 38 52.11 19.81 
Betula Mα，ximowicz~αnαREGEL DαedαleOpBi8 confrαg08α(BOLT. ex 

FR.) SCHROET. 

11 エゾヤマザクラ サクラサルノコシカケ X3/X1 39 45.98 17.86 
Pγunu8 Sa1・gentiiREHD. Phelli'冗悦8pomαceU8 (PERS.) QUEL. 

12 ζ ズ ナ フ シイ タ ケ XX3/XX1 40 55.58 22.14 
QuercU8 c1・I8pulαBL. CortiηellU8 edαde8 1TO e七1MAI

13 ヤマハンノキ ミヤベオオウロコタケ XXII:JXXIIl 40 32.77 13.16 
AlnU8 hか8UtαTURCZ. HIρnenochαete intricαfαLLOYD 

14 ブ ナ アラゲカワラタケ IVl/1V{ 45 43.88 19.57 
Fag旬8crenαta BL. Coriolus 'hi1・8UtUS(WULF. ex FR.) 

QUEL. 

15 ーー レ ニクウスパタケ XXIX，，/XXIXl 53 36.66 19.42 
UlmU8 David伽 w.PLANCH. var Coriol~ι8 COn80何 (BERK.)1MAZ. 
jαponicαNAKAI 

16 ミ ズナ フ カタウロコタケ XXVIII3/XXVIIIl 60 31.08 18.66 
Q叫eγCU8cri8pula BL. 五車ere切mfr叫8tulo8um(PERS.) FR. 

17 ヤ チ ダモ ウロコタケ属の 1種 XVIIIz/XVIIIu 60 39.46 23.83 
FrαxinU8 mαndshuγicαRUPR. 
var. japonica MAXIM. 

五指ereumSp. 

18 シ ナ コフキサルノコシカケ V3!Vυ 65 29.27 18.97 
Tui，冊 3・αponicαSIMONKAI Elfviηgia applanαtα(PERS.) KARST. 

平 均 (Average) 36 

~ 
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7. !Jグ=ン

リグニ γ含有率はセノレロース含有率とともに腐朽材の特性をあらわすものとして古く

から注目されてきた。粉，71)腐朽薗によってリグニシが分解されることは，セノレロースの場

合と同様であるが，残存リグニシの量は腐朽菌の種類によってそれぞれ特徴がある。腐朽

によるリグニン含有率の変化は，健全材の含有率を 100として計算すると第 131表および

第8図のようである。これによると赤色腐朽はいちじるしく増加し，白色腐朽は逆にいち

じるしく減少し，中間腐朽は変化が少ない。このようにリグニシ含有率の変化は腐朽型の

特徴をきわめて明確にあらわしている。

さらに全腐朽材について腐朽段階別に含有率を平均すると第132表のようである(附

表 45~48 参照)。

第131表 健全材を 100とした腐朽材のりグニン含有率換算値

Table 131. Ratio of 1ignin (Sound wood=lOO) 

針葉樹
Softwood 

赤色腐朽
Brown rot 、

白 色魔朽
White rot 

中間魔朽
Interrnediate rot 

広葉樹
Hardwood 

赤白魔朽
Brown rot 

白色腐朽
White rot 

中間魔朽
Interrnediate rot 

変色 (1)
Discolored 

Max.~Min. Av. 

107~93 99 

1ω 

102~88 97 

105 

103 

121~117 119 

魔朽段階
Decay stage ，、
中期 (2)
More rotted 

Max.~Min. Av. 

150~ 1l4 127 

1曲

104~90 97 

124 

123~88 1回

、、
末期 (3)
Most rotted 

Max.~Min. Av. 

297~150 190 

。
100~77 92 

230:"'216 223 

15 

175~卯 122 



1個

aR;EoT 

、、、、、、、、、、、、
命、、、、、、、、、、、

~ 
P
E
 

T
-

T
'
a
a
n
 

即

e
m
w

N

E

M

 

W
H
m
m
 

明
H
M
M
H
T
'

肱
M
W
M

H
吋

'

，

腐
院
を
金
問

4
十
ム
ロ
申
ー
，

o
a
×
 

包ふjff

震別
本大E
LU 

'" 4ト、注
方干ミコ
当~z
!z 
-I!J 
o .... 
o ~ 

f忌
~。
1:: -

健主

1001 

「コ2 O o t1iき I(妻) 2(中 3(~")
SoUND DISCOlORFD MORE 阿OST

腐』朽
lノECAY

O 

暗

第 8図 魔朽によるリグニン含有率の変化

Fig. B. Ratio of lignin content (8ound wood=100). 

f支
STAGE 

JIU担表 腐朽によるリグニン含有率の変化
Table 132Lignin content at varioues stages of de巴ay

階朽段
De巴aystage ，、

魔

末期 (3)
Mωt rotted 

中期 (2)
More rotted 

変色 (1)
Discolored 

健全 (0)
80und 

針広葉樹別
Wood kind 

魔朽型
Decay type 

53.54 36.48 27.印27.73 樹laF 
i広葉
Hard. 

朽赤色魔
Brown rot 

48.17 

。
32.35 

29.84 

25.ω 

Zl.76 

24.89 

Zl.66 

樹

樹

(針葉80ft. 

広葉
Hard. 

朽白色魔
White rot 

3.78 30.69 29.90 樹

Zl.28 28.60 27.92 28.05 樹

(針葉80ft. 

広葉
Hard. 

中間魔朽
Intermediate rot 

24.10 23.36 23.52 21.30 樹
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これによっても前に述べた傾向と全く同じように針広葉樹をとわず，赤色腐朽ではい

ちじるしく増加，白色腐朽では減少，中間腐朽ではほとんど変化がみられない。

また木材一定容積中の重量を木材 100cc中の g数について腐朽段階別に平均した値

は第 133表のようである(附表 49-52参照)。

第133表 腐朽によるリグニン含有量の変化

Table 133. Lignin content at various stages of decay (g/l00巴巴)

腐 朽 段 階
Decay stage 

F 

魔 朽型 針広葉樹別 健全 (0)
D変isc色olo(r1g)d Mor中e期ro間tted 

末期(初
Decay type Wood kind 80und Most rotted 

赤色魔朽 80ft. 11.75 11.62 11.84 13.86 

Brown rot 広葉樹 14.67 11.82 Hard. 15.80 12.08 

白色腐朽
S針oft.葉樹 11.62 11.66 11.04 。White rot 

中間腐朽 t. 
10.64 10.55 8.58 5.20 

Interrnediate rot 広葉樹
11.44 18.12 8.81 4.98 Hard 

これによるといずれも次第に減少の傾向を示しているが，針葉樹の赤色腐朽のみが末

期にいたって増加している。この傾向はすでに別の研究者115)によっても認められている

が，これは材の収縮による見掛けの増加であることは明らかである。たとえばトドマツオ

オヲズラタケによる腐朽材の中期 (122) から末期 (12~) に変化する聞に，半径方向において

12-25%の収縮がみられ，他の方向の収縮を考えると容積の収縮はさらに大であって，

絶対量は増加していないことがわかる。針葉樹の赤色腐朽材がとくにいちじるしい亀裂性

であることは材の収縮の大であることをあらわしている。

次に健全材(一部変色材を代用)の含有率を 100として腐朽材のそれと比較すると，

針葉樹では 0~298，平均 145(第 134表)'で，広葉樹では 15-230，平均 120(第 135表)とな

っている。これを腐朽型別にみると赤色，白色，中間腐朽の順に針葉樹では 192，0， 93， 

広葉樹では 194，38， 112となっている。

さらに残存率をみると， 針葉樹では 35-173，平均 100%(第 136表)，広葉樹では 27

-94%，平均54%(第 173表)となっている。この中で針葉樹の赤色腐朽が 98-173%，平

均 125%と健全材中の含有量より多くなっているのは，材の収縮による見掛けの増加であ

ることはすでに述べた。
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以上のように多量のリグニシを含有する赤色腐朽材は，パノレプ，糖化などの原料とし

ては不適当であり，これに適した利用方法が考えられなければならないので，その基礎と

なる腐朽材リグニンの性質についてはさらに別項において述べる。



5 
第119表 針葉樹祷朽材リグニン含有率の倦全材のそれに対する比率

Table 134. Ratio of lignin content in most rotted softwood (Sound wood=100) 
一一一一一一一一一

リグニン含有率

Lignin content (%) 

樹 種 菌 種 試料 比率 健全 脅Mos朽t 

Wood species Fun回lSspecies Sample No. Ratio Sound rotted 

1 イ チ イ イドタケ属の 1種 11:1/110 298 24.03 71.50 

1TααtztYu0s 14αcuNspAtKxfαAfI αSIEB. et ZUCC. var. Coni叩'horasp. 

2 コ二 ゾマ ツ エゾナミハタケ 93/91 233 29.70 69.11 
PiceαjezoenBI8 CARR. Lent伽usK側 ifmaniiSMITH 

8 ト ドマ ツ カイメンタケ 73'/70' 203 27.92 56.75 
AbiuMα，yrianαMIYABE et KUDO PhαeolU8 8chwei冗uzii佃'R.)PAT. 

4 カ フ マ ツ カイメンタケ 7a3/7al 200 27.12 54.14 
Lαrix K仰 mpferiSARG. Phaeolus Bchweinitzii (FR.) PAT. 

5 カ 7 マ ツ カイメンタケ 7b，，/7bo 197 28.75 56.53 
Lαrix K，仰 mpfeバSARG. Phαeolus Bchwe伽itzii(FR.) PAT. 

6 ト ドマ ツ マツマイタケ 4a/4a 183 28.64 52.39 
AbieB 8αchα~i'先制UIÌ8 FR. SCHM. Spar倒的 cバspa(WULF.) FR. 

7 アカエゾマツ トドマツオオウズラタケ 12.d12o 177 27.21 48.28 
PiceαGlehnii MAST. TyromyceB balBαmeUB (PECK) MURR. 

8 カ フ マ ツ マツマイタケ 4J' /40' 158 28.74 45.33 
Lαrix K，αempferi SARG. SparαBBiB cr均四 (WULF.)FR. 

9 ト ドマ ツ カイメンタケ 7a/7o 157 29.05 45.56 
Abies Mανγ的ηαMIYABEet KUDO Phaeolu8 Bchweinitzii (FR.) PAT. 



10 エゾマ ツ ケニクアミタケ 143/141 152 m.99 42.ω 
Piceαjezoen8is CARR. F初旬itop8I8r08eOZOnαtα(LLOYD) IMAZ. 

11 エゾマ ツ ツガサルノコシカケ 103/10。 150 m.48 41.82 
Picea jezω間 isCARR. Fomitopsis pinicolα(SWARTZ ex FR.) 

KARST. 

12 ト ドマ ツ モミサルノコシカケ 23/~ 1ω 27.76 27.88 
Abie88αchαli略e旬sisFR. SCHM. PheU伽U8hαrtig仮 (ALLESCH.et SCHNABL.) 

IMAZ. 

18 ト ドマ ツ レンガタケ 183/181 100 27.15 27.05 
Ab伽 sαchαlinensisFR. SCHM. Fbmitops'is i'耐 ul，αris(MURR.) lMAZ. 

14 ト ドマ ツ マツノネクチタケ L/lo 98 28.66 28.07 
Abie88achαt仇ω1-8IsFR. SCHM. F'omitopsisα協同sαtFR.)KARST. 

15 アカエゾマツ コニ ゾタ ケ 63/60 97 28.20 27.40 
PiceαGlehnii MAST. 1'yrωnyce8 boγeali8 (FR.) IMAZ. 

16 ト ドマ ‘Y ウスパシハイクケ 173/171 92 28.48 26.28 
Abie88αchalinen8is FR. SCHM. Hex 4TFsRch.)40IPMOONT伽Kf伽 co・viol，αceU8(SHRAD. 

17 ト ドマ ツ ヒトクチタケ 162/160 90 24.98 26.28 
Abies sαchαlinensis FR. SCHM. Cryptopon級官olvatu8tPECK) SHEAR 

18 ト ドマ ‘Y テウロコタケモドキ 33/30 77 30.64 23.60 
Abie88αchalinen抑 FR.ScHM. Stereum 8αng叫ηolentum(ALB. et SCHW.) 

FR. 

19 コ二 ソマ 、y エゾサルノコシカケ 53/50 。 27.66 。
Piceαjezoensis CARR. Cryptodeγmαuαmαnoi IMAZ. 

、

平 均 (Average) 145 

炉・帥司.. 



第135表 広葉樹腐朽材リグニン含有率の健全材のそれに対する比率

Table 135. Ratio of lignin content in most rotted hardwood (Sound w∞d=100) 

樹種

Wood species 

菌種

Fungus species 

試料

Sample No. 

比率

Ratio 

H
J『酔

りグニン含有率(%)
Lignin巴ontent

健全

Sound 

朽
沈

d
mw
・沌

脅

M
附

60.02 1 ズナラ
Quercu8 crispulαBL. 

2 シウリザクラ
Prun叩 88必riFR. SCHM. 

3 ;:.ズナラ
Quercu8 cri8pul，αBL. 

4 ウダイカンノて
BetulαMαmmowicziα犯αREGEL

5 ヤマモ:;
Acer pal押協tumTHUNB. var. 
Mα~8umurae MAKINO 

6 ヤチダモ
Fr・αxinu8句協刊d8huricαRUPR.
var. japom'cαMAXIM. 

7 ミズナラ
Quercu8 c吋S仰ιtαBL.

8 ヤマモミ::!'
ACe1・palmαtumTHUNB. var. 
Mαt8Umu，r・αeMAKJNO 

9 ヤマモミジ
Acer palmαtum THUNB. var. 
Matsumurαe MAKINO 

10 ヤマハンノキ
Alnu8 hirsuta TURCZ. 

クロサルノコシカケ
Fomitopsis cαstaneαIMAZ. 

ツガサルノコシカケ
Fomitopsi8 pinicolα(SW ARTZ ex FR.) 
KARST. 

アイカワタケ
LαetipoγU8 8ulphureus (BULL. ex 
FR.) BOND. et SING. 

カパアナタケ
Fuscoporia ob~'旬開 (PERS. ex FR.) 
AOSHIMA 

アラゲカワラタケ
Coriol畑 hirsut伽 (WULF.ex FR.) 
QUE.r. 

ヤキフタケ(?)
Tyromyces pubescen8 (SCHUM. ex 
FR.) IMAZ. (?) 

ホウロクタケ
Trα骨wt沼8dickin8ii .BERK. 

ニセホクテタケ
Phell伽~s igniαri伽 (L.ex FR.) 
QUEL 

シロサルノコシカケ

Oxyporus p叩uli冗伽 (SCHUM.ex FR.) 
DONK 

ミヤベオオウロコタケ

Hymenochaete intricαta LLOYD 

13江。

XXIV a' IXXIV〆

XValXVl 

XXVTIalXXVII。

IV3/IVl 

XXVIa(XXVIo 

XII3/XIIl 

IIa/Ilo 

IX3/IXo 

XXIIa/XXIIl 

230 

216 

189 

175 

156 

148 

142 

132 

129 

114 

26.10 

23.67 

23.51 

18.24 

19.44 

22.75 

26.ぴ7

21.25 

21.2'7 

22.80 

51.10 

44.43 

31.83 

30.34 

32.93 

釘.13

28.07 

2'7.40 

25.99 



11 ブ ナ アラゲカヲラタケ IV://IV{ 1σ1 20.13 21.50 
Fag包8crenatαBL. Cor叫仰 hiγ8UtUS(WULF. ex FR.) 

QUEL. 

12 マ イ タ ヤ チヤカイガラタケ XIVa/XIV。 105 24.45 25.71 
Acer mono MAXIM. var. glaln・U怖 BDOαNsdDd.eeot pSsfIs NGt，. ・icolor(BuLL. ex FR.) 
HARA 

13 カ ‘Y 7 ク モタ ケ XIX3IXIX。 102 23.21 23.76 
Cet eTZCE41dCdCp. hzrltt4m jupOT14Uum SIEB. Coriolus versicolor (L. ex FR.) QU孟L.

14 エゾヤマザクラ サクラサルノコシカケ Xa/Xl 101 22.34 22.63 
Prunus S，αrgentii REHD. Phe抑制8pomαceus (P皿 5.)QUEL. 

15 ミ ズナ フ カタウロコタケ XXVIIIa/XXVIII1 100 29.50 29.50 
Quercus crispula BL. Stereum frustulo8U前 (PER5.)FR. 

16 マ イ タ ヤ アナタケ属の1種 XXV3/X玄Vo 98 21.02 20.59 
Acer mono MAXIM. var. glabrum 
HARA 

Poriαsp. 

17 ヤ チ ダモ ウロコタケ属の1種 XVIIIz/XVIIIo 94 22.17 20.83 
Frαl:inU8 mαndshuricαRuPR. var. Stereum Sp. 
jα.ponicαMAXIM. 

18 一 レ ニクウスパタケ XXIXa/XXIX1 93 25.42 23.67 
Ulmus DαvidiaηαPLANCH. var. Coriolu8 consors (BERK.) IMAZ. 
ja仰向αNAKAI

19 Lノ ナ コフキサルノコシカケ Va!V。 90 17.32 15.59 
Tilぜαjα.ponicαSIMONKAI Eif世伽giαα.ppl，απαtα(PER5.)KAR5T. 

却 ウダイカンパ チヤミダレアミタケ Xla/Xll 87 23.78 20.80 
Betul，αMαximowiczi，αnαREGEL FDRM.)dSαC16E0R伊OZESTC. 071f7ysgosα(BOLT. ex 

21 向ζ‘ ズナ 7 シイ ターケ XXa/XX1 67 27.89 18.81 
QU6rcu8 crisp唱lαBL. CortineUu8 edαdes ITO et lMAI 

22 ーミ. ズナ 7 

SGマ.rFtf.イobGRfAタTYO叫(7ケ)os(?α) (DIC悶.ex FR.) 
XXX3/XXX1 61 30.69 18.65 

Quercu8 crlspulαBL. 

23 一 レ ニレサルノコシカケ 1II3!IIIo 15 29.90 4.47 
Ul伽 usDav低俗παPLANCH.var. RIM49A必Z.oport48 t4!?"αT似s(Sow. ex FR.) 
jα.pon伽 NA砧 I MAZ. 

平 均 (Average) 120 h22 -4 
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第136表 針葉樹祷朽材のリグニン残存率

Table 136. Change of 1ignin content in grams in 
100 cc of softwood due to decay 

りグニン含有量
Lignin content 

試 料 残存率
. (g/100巴巴)

樹 積 菌 種 Sample No. Ratio 健全 腐朽
Most 

Wood species Fungus species % Sound rotted 

1 カ フ 7 ツ マツマイタケ 4//40' 173 12.07 20.83 
Lαrix Kaempferi SARG. Sparα88ぬ俳句α(WULF.)FR. 

2 ト ドマ ツ カイメンタケ 7l/70'〆 172 10.89 18.73 
Abie8 Mαyria惚αMIYABEet KUDO PhαeolU8 8chweinitzii (FR.) PAT. 

B イ チ イ イドタケ属の1種 lh/l1o 144 13.93 20.02 
Tαzus tcttfm0P144αdαNtαAKSAIEI B.et ZEIce. Coniophoγαsp. 
var. l，α 

4 アカエゾマツ トドマツオオウズラタケ 12:l/12o 125 11.97 14.97 
PiceαGlehnii MAST. Tyromyce8 bal8αmeus (PECK) MURR. 

5 ト ドマ ツ マツマイタケ 43/40 112 10.31 11.53 
Abie88αahalinen8i8 FR. SCHM. Spαγα88I8 c?旬α(WULF.)FR. 

6 カ フ マ ツ カイメンタケ 7b3/7bo 111 13.23 14.70 
Lαrix K，αempj並行 SARG. PhαeolU8 Flchweinitzii (FR.) PAT. 

7 エ ゾマ ツ ツガサルノコシカ0ケ1α 10:1/10" 109 9.07 9.92 
Picea j担zoen8i8CARR. ]i'omitopsis pi洞化 (SW ARTZ ex FR.) 

KARST. 

8 ト ドマ 、y カイメンタケ 731マ。 106 12.49 18.21 
Abies Mα'yri，αnαMIYABE et KUDO Ph耐 ol伽 8chwe仇itzii(FR.) PAT. 



9 コニ ゾマ 、y ケニクアミタケ 14J/141 103 11.却 11.回
Piceαjezoeη8i8 CARR. Fomuo戸i8r08eOZO惚αtα(LLOYD)IMAZ. 

10 カ フ マ ‘Y カイメンタケ 7aa/7al 98 12.75 12.45 
Lαrix Kasmpjeri SARG. Phαeolus 8chweinilz必 (FR.)PAT. 

11 ト ドマ ヅ ヒトクチタケ 16~/16o 83 8.99 7.43 
Aln"e8 8achαlinen8I8 FR. SCHM. Cryptopor制官olvαtus(PECK) SHEAR 

12 アカエゾマツ エゾタ ケ 63/60 79 11.84 9.32 
PiceαGlehnii MAST. Tyromyces borealI8 (FR.) IMAZ. 

13 ト ドマ ツ チウロコタケモドキ 33/30 75 10.11 7.55 
Abies 8αchαlinensis FR. SCHM. Sereum iFsRα'J，nguinolentum (ALB. et 

SCHW.) 

14 ト ドマ ツ モミサノレノコシカケ 23/20 49 11.38 5.57 
Abie8 Sαchα'伽ensI8FR. ScHM. Phellinus hαr.tigii (ALLESCH. et 

SCHNABL.) IMAZ. 

15 アカエソマツ マツノネクチタケ 1a/lo 44 10.89 4.77 
PiceαGlehnii MAST. Pomitopsisαnn08α(FR.) KARST. 

16 コニ ゾマ ツ エゾサルノコシカケ 5~.fi/50 43 11.62 4.98 
picω3・ezoe閥 i8CARR. Cryptoder押ω yamαnoiIMAZ. 

17 ト ドマ ツ レンガタケ 18品/181 37 11.67 4.33 
Abies 8αchα'伽ensI8FR. SCHM. Fo如 itops:お伽8ularis(MURR.) IMAZ. 

18 ト ド マ ツ ウスパシハイタケ 173/171 35 10.52 3.67 
Abies 8αchαlinen8I8 FR. SCHM. Hex 4γFsRch.)fODPOONア制Kf畑 co叩iolαce附 (SCHRAD.

平 均 (Average) 100 

!::・a司a 



樹 種

W ood species 

1 シウリザクラ
Prunus Ssiori FR. ScHM. 

2 喝Z、L ズナ フ
Querc制俳句協'aBL. 

8 ミ ズナ 7 

Quercus crispula BL. 

4 ウタ'イカンノf
Betula Mα:r:imowicziαnαREGEL 

5 ミ ズナ フ
Querc制 Cl・ispulaBL. 

6 ミ ズナ 7 

Que1・CU8crispula BL'. 

7 1‘ ノ ナ
7ilia j.αponicαSIMONKAI 

8 ヤチ ダモ
F'rαxinu8 maηdshuricαRuPR. 
var. japonica MAXIM. 

第137衰 広葉樹腐朽材のりグニン残脊率

Table 137. Change of lignin content in grams in 
100 c巴 ofhardw∞d due to decay 

試 料

蘭 種 Sample No. 

Fungus species 

ツガサルノコシカケ XXIVダ/XXIV〆
FFbRm.)fKtoApRs4S8T. P47Z4Cotα(SWARTZ ex 

クロサルノコシカケ

FomU叩siscαstαneαIMAZ. 
13/10 

ホウロク dタicケMη XIIa/XIIl 
Trα骨wtesdickinsii BERK. 

カパアナタケ XXVII3/XXVIIo 
FAUOsScHopIMoMA αobl匂旬α(PERS.ex FR.) 

アイカワタケ

FLRαJ stt.ONγ抑D.e制t;SpIhNtGw. mm (BULL.ez 
XVz/XV. 

カタウロコタケ XXVIIIa/XXVIII1 
Stereum frustulos仰 (PERS.)FR. 

コフキサルノコシカケ V~/V。
Elfvingi<ααpplα叩 tα(PERS.)KARST. 

ウロコタケ属の1種
Stereum sp. 

XV III2/XVIIIo 

残主子率

Ratio 

"% 

94 

91 

71 

67 

66 

62 

58 

58 

りグニン含有量

Lig(ngi/n 1ωcocnct) ent 
、

健全 魔Mos朽t 
Sound rotted 

14.20 13.29 

15.14 13.鈎

16.68 11.88 

10.03 6.68 

14.11 9.33 

13.87 8.56 

6.41 3.74 

11.09 6.46 

ドー

eil 



9 プ ナ アラゲカワラタケ IVど/IV/ 回 10.67 5.38 
Fagus crimαta BL. Coriolus hir8utu8 (WULF. ex FR.) 

QUEL. 

10 ーー v ニクウスパタケ XXIX~/XXIXl 50 12.20 6.15 
Ulmus Davidia冗αPLANCH.var. CorωlU8 COnSOr8 (BERK.) IMAZ. 
japo均icαNAKAI

11 ヤマハンノキ ミヤベオオウロコタケ XXIIa/XXllJ 50 9.35 4.68 
Alnu8 hiγ8uta TURCZ. Hyme冗ochαete伽tricαtaLLOYD 

12 ヤチダモ
FTヤiRnキ.-)omIフMuAcタeZs.ケ(p?)u(?b) esoe，zs(SCHUM-ez 

XXVlalXXVIo 43 11.38 4.94 
Frαxinus mαnd8huricαRUPR. 
var.jαiponicαMAXIM. 

13 マ イ タ ヤ チヤカイガラタケ XIV3/XIV。 42 14.18 5.91 
ACC1・monoMAXIM. var. glabrum BDOωNdDα.h6ot pSsfIs NGtT. 100107・(BULL.ex FR.) 
HARA 

14 ヤマモミヨ ニセホクチタケ II3/IIo 41 14.30 5.89 

AMcαetr supmdumrααteum M THUNB.var. Phell初旬8igniαr似 8(L. ex FR.) QU垂L.
AKINO 

15 エゾヤマザクラ サクラサルノコシカケ X3/Xt 38 13.63 5.20 
Prunus Sαγgentii REHD. P加II伽U8pomaceu8 (PERS.) QU孟L.

16 ウダ、イカン/~ チヤミダレアミタケ XI3/XIl 35 15.93 5.62 
Betula M aximowwz偏向αREGEL Dαed!1-1eopsis confrαgosa (BOLT. ex 

FR.) 8CHROET. 

17 ーζ• ズナ 7 シイ タ ケ XX3!XXl 27 20.08 5.45 
Quercus crispulαBL. Cortinellu8 edαde8 ITO et IMAI 

18 カ ツ 7 ク モ タ ケ XIX3/XIXo 27 10.68 2.85 
Cet erZc4UdCtpCh. utttmz juponuum SIEB. Coriol秘8versicolor (L. ex FR.) QU垂L

平 均 (Average) 国

5i 
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8. その他

a.水素

水素の含有率は腐朽によってほとんど影響されない。すなわち腐朽型別に比較健全材

・-
のあるもののみについて，これと末期腐朽材の水素含有率を比較表示すると第 138表のよ

うであって，いずれも減少しているが変化の少ないことを示している。

第138表 魔朽による水素含有率の変化

Table 138. Hydrogen content at various stages of decay (%) 

腐 朽 段 階

， 
白De巴ay同stage 

、

D腐eca朽yty型pe W針o広od葉k樹in別d 
健全(的

M末ost期rotte(Sd) Sound 

Max.~Min. Av. Max.~Min. Av. 

6.65~6.34 6.51 6.36~5.71 6.08 
赤色腐朽
Brown rot 

6.36~6.17 6.27 5.96~5.93 5.95 

白色魔朽 広葉樹 6.31 6.15 White rot Hard. 

I中nter間m蜘魔旬朽町tlits針苦oJft葉 樹樹
6.35 5.90 

6.68-6.03 6.41 6.71-5.95 6.沼

b. 友 分

灰分は個体や部位による差がかなりはなはだしく 116.う腐朽による変化をしらべるのに

困難な場合がある。そこで比較すべき健全材のあるもののみを取出して，末期腐朽材と比

較表示すると第139表のようである(附表61-64参照)“これによると針葉樹の白色腐朽材

を除いていずれも増加しでいる。

さらに絶対量の変化を同様に健全材と比較すると第 140表のようである。これによる

と赤色腐朽では絶対量の変化が少なく，中間腐朽がわずかに増加している。この結果につ

いてはさらに今後の研究によらなければ明らかとならない。

C. 抽出物

木材の抽出物の含有率は，個体や部位による変動が大きい場合が多く 116¥ 腐朽による

変化は天然腐朽材の場合，究明がとくに困難である。しかし多数の分析値からそのおよそ

の傾向は知ることができる。 まずアノレコ{ノレ・ベシゼン抽出物は， 赤色腐朽ではいちじる

しく増加し， 白色および中間腐朽では変化少なく(附表69-72参照)。冷水抽出物は白色

および中間腐朽が増加し，赤色腐朽では変化が少なく，むしろ減少の傾向を示す(附表73

-76参照L しかし， これは赤色腐朽材の一部にきわめて親水性に乏しいものがあって，



第1却表 腐朽による灰分含有率の変化

Table 139. Ash content at various stages of decay (%) 

腐 朽 段 階
Decay stage 

ah 
， 、

居者朽型
W針o広od葉k樹in別d 健 全仰) 末 期 (0)

Decay type Sound Most rotted 

Max.-Min. Av. Max.-Min. Av. 

赤色魔朽
1.26-0.06 0.38 1.29-0.23 0.65 

Brown rot 
0.93-0.32 0.63 3.29-0.56 1.93 

lL樹 0.33 0.05 
白色魔朽
White rot 

2.09 4.31 

中間魔朽
0.83-0.31 0.49 1.45-1.02 1.31 tγ Interrnediate rot 樹
0.93-0.13 0.50 4.37-0.44 2.81 

D魔e朽型
巴aytype 

赤色弱朽
Brown rot 

第140表 魔朽による灰分合有量の変化

Table 140.α18nge of ash content in grams in 
100 cc of wood due to decay (g/1ωcc) 

r 

魔 朽段階
De巴aystage 

、

W針o広od葉k樹in別d 
健 全 (0)

M末ost期rotte(Od) Sound 

Max.~Min. Av. Max.-Min. 

¥:… 広Bo凶frtムd 英樹 0.55-0.03 0.17 0.40-0.06 

0.54-0.19 0.37 0.76-0.15 

』中加関med梶.ia飴朽rot 同~針広ι美葉 樹樹 0.32-0.13 0.19 0.48-0.13 

0.46-0.06 0.22 0.72-0.05 

Av. 

0.18 

0.41 

0.34 

0.31 

181 

f間半を繰返しても親水しないものがあるためと思われる。また温水抽出物はいずれも増加

の傾向を示している(附表77-80参照)。 さらに 1%NaOH抽出物についてはすでに述べ

たが，抽出物に共通な点、は赤色および白色腐朽材における含有量が高く，中間腐朽材は変

化が少ないものが多いことである。白色腐朽材はアノレゴーノレ・ベ γゼシに抽出される樹脂

などの成分に乏しく，残存炭水化物は分解されて水やアノレカリに溶解されやすく変化して

いる。一方赤色腐朽材はいずれの溶媒にもかなりの量が溶解されているが，これは分解さ
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れて残存するリグニ γによる影響と思われる。赤色腐朽材の抽出物の内容を4種の赤色腐

朽材の DORE法的による分析によってみると第 141表のようである。抽出残、直はいずれも

堅い樹脂状に固まりセルロースやリグユ γの定量は行えなかった。これによるとベジゼシ

に抽出されるものは少なく，したがって樹脂，精油，油脂および蝋はほとんど含まれていな

い。またアノレゴ{ノレに抽出される部分は樹脂など木材の特殊成分ではなく， リグユシの分

解生成物と考えられる。 それは白色腐朽材のアノレコーノレ・ベンゼシ抽出物含有率が低いこ

とから，炭水化物は多く抽出されていないことが推測されるからである。さらに温水抽出

物はその多くがアノレコーノレで抽出されるものと重複しているが，その他に炭水化物の分解

生成物が考えられる。これは白色腐朽材の温水抽出物の多いことから推測できる。すなわ

ち DORE法による温水抽出物の内容は，その多くが炭水化物分解生成物と考えられる。

以上の結果からアノレカリ可溶性の部分は，タシニシ，樹脂などの木材の特殊成分では

なくて，主成分であるリグニシ，セノレロ{ス，およびぺ:/}ザンとこれの可溶性に変化し

たものであることは明らかである。なお腐朽材の成分組成は複雑であってDoRE法に

第141表 DORE法によって分析した赤色魔朽材の成分組成

Table 141. Chemical composition of brown rotted 
wood by DORE'S method28) (%) 

樹 種
Wood species 

カラマツ
Lαγix 
Kaampferi 
SARG. 

トドマツ
Abie8 

8αchalinensis 
FR. ScHM. 

ミズナラ

Querc叫S
crispula BL. 

-

7

L

 

8
B
 

ナ
側
ー

α
T
J
M
 

ズ

蹴

F
Q
・
山
崎

‘ミ

γ

勾

c

菌種
Fungus species 

カイ j ンタケ
Phα，eol蜘
8chweinitzii 
(FR.) PAT. 

マスタケ クロサルノコシカケ
Lαetiporu8 Fomitopsis 
8ulphur叫 s(BULL. casta陶 α1MAZ.
ex-FR.) BOND. et 
SING. var. m伽4αtU8
(JUNGH.) 1MAZ. 

20:! 13 

アイカワタケ
Lαetipo門t8
sulphure秘書
(Buu，. ex FR.) 
BOND. et SING. 

試料番号
Sample No. 7h3 XV3 

水分
Moisture 

ベンゼン抽出物
Benzene solubility 

アルコール抽出物
Alcohol solubility 

温水拍出物
Hot water solubility 

1% NaOH抽出物
1% NaOH solubility 

26.18 18.27 6.62 23.17 

3.12 1.36 0.60 O.回

15.89 11.97 4.92 12.08 

3.93 6.52 17.24 10.04 

40.00 23.72 関 .45 44.79 

抽出物合計
Total solubility 

SCHORGER 法による
1% NaOH抽出物 72.44 
1% NaOH solubility by 
SCHORGER'S method 

62.94 43.57 73.21 67.73 

57.01 79.卸 80.39 
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よる 1%NaOH抽出物までの抽出物合計がScHORGER法による 1%NaOH抽出物の量よ

りかなり少ないのは，抽出処理を繰返している聞に成分の一部が不溶性に変質するものと

考えられ，健全材(九， 10)ではDoRE法による抽出物の合計の方が多い。

d. メチル・ベントザン

メチノレ・ぺシトザシの含有率は健全材にくらべてやや増加する場合が多く，赤色腐朽

材における増加はセノレロースの分解生成物からくるオキ v ・メチノレ・フノレプラ ~Jレの影響

によるとする報告Uめもある。 含有率の変化を比較健全材のある末期腐朽材のみについて

みると第 142表のようである(附表93-96参照L これによると赤色および中間腐朽がわ

ずかに増加しているが，腐朽による含有率の変化は少ないということができる。

第142表 腐朽によるメチル・ペントザン含有率の変化

Table 142. Methyl-pentosan content at various stages of decay (%) 

魔 朽 段 階
De巴aystage 

品

F 

D魔eca朽Yty型pe 
針広葉樹別 健 so全und(的 末期 e(8d) 
W∞d kind Most rott 

Max.~Min. Av_ Max.~Min. Av. 

8.82~ 1. 62 4.82 
赤色魔朽

l 1. 07~0.85 6.叩

Brown rot 広葉樹
Hard. 1.65~0.96 1.31 3.32~ 1. 34 2.33 

白色腐朽 広葉樹 2.10 1.59 White rot Hard. 

7.77~3.79 6.29 6.02~1. 30 3.82 

ermediate rot 広葉樹
1. 43~0.75 1.15 3.23~0.74 1.62 Hard. 

e. pH 

木材腐朽菌は酸性培養基を好んで発育するものが多く附， また諺酸を形成することは

すでに知られている閥L また三好1的は古材の pHを測定して年代の古いものがやや低い

傾向にあると報告している。

筆者は比較のために腐朽と全く関係のない広葉樹の健全生立木23種類の pHを測定

したところ， 5.0-5.6，平均5.4であった(第 143表)。 また腐朽材について測定した結果

は，なんら規則的変化がみとめられず， pH試験紙による測定誤差などを考えると，はっ

きりした傾向を示すことはできない。しかし測定値全部を腐朽型別，段階別に平均した値

をみると腐朽するに従ってわずかに低下しているともいえる(第144表L
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第143表健全材の pH

Table 143. Hydrogen-ion concentration of sound wood 

樹種
W ood species 

ニガキ
Picrα雪mαquassioidesBENN. var. 
glabγescens PAMP. 
ヤマモ:;

Acer pαl:mαt包，mTHUNB. var. 
Mαtsumurαs MAKINO. 
サワシパ
Cαrpinus cordatαBL. 

エゾヤマザクラ

Prunus S，αrgentii REHD. 
キハダ
PheUodendγonαmurense RUPR. 

ミズナラ
Quercus cγispul，αBL. 
アサダ

Ostryαjaponicα8ARG. 
カツラ

Cer}YIdiphyUum japonicum 8IEB. 
et Zucc. 
ヤチダモ

Fra.'C'IJ冗usmandshuricαRUPR. 
var. j'αponicαMAXIM. 
ハシドイ

Syringαret伽 latαHARA
ミズキ
Cornus controversαHEMSLEY 
コシアブラ

Acαnthopanax scidophyUoides 
FRANCH: et 8AVAT. 

pH 

5.4 

5.4 

5.4 

5.6 

5.6 

5.0 

5.6 

5.6 

5.0 

5.4 

5.6 

5.6 

樹種
W ood species 

セン

Kalopαnax pictU8 NAKAI 

コブシ

Mα，gnoliαKobus DC. 

マイタヤ

Acer mono MAXIM. var. 
glabrum HARA 
シラカ/'{

Bet叫1α plαtyphyU，α8UKATCH.
ニレ

Ulm~同 Dαvidi，αna PLANCH. var. 
japonica N AKAI 
ヤマハンノキ

Al叫Ul!hirsutαTURCZ. 
シナ

Tu似 japon伽 SIMONKAI
アオダモ
Fraxi'叫usSieboldianαBL. var. 
serrαtαNAKAI 
ホオ
Mα:gnol似 obovatαTHUNB.

シロザクラ

Prunus M仏ximowicziiRuPR. 

平均
Average 

第144表 魔朽による pHの変化

Table 144. Hydrogen-ion concentration at various stages of decay 

魔朽段階
Decay stage 

pH 

5.6 

5.6 

5.0 

5.6 

5.6 

5.6 

5.4 

5.0 

5.4 

5.4 

5.4 

D魔e 朽型 W針o広od葉k樹in別d 
健全ゆ) 変色(町 中期信) 末期 (3)

巴aytype 80und Discolor叫 Morerotted Most rotted 

5.2 5.3 
赤色腐朽

4.7 4.9 

Brown rot 広葉樹
Hard. 5.6 5.6 5.7 5.4 

4.8 
白色魔朽

4.4 5.5 

White rot 
広Hard葉. 樹 5.9 5.0 5.6 

E中nter周脂血慌担朽mtltlls針広Eo世ftd 葉葉 樹樹
5.3 5.3 5.2 

5.5 5.6 5.6 

5.0 

5.4 
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アルカリ消費量f. 

アノレカリ消費量は広葉樹の 3つの例外 (XIX，XXV， XXVIII)を除いてすべて腐朽材

そこで健全材の消費量を 100として計が健全材(または変色材)よりも多くなっている。

算したものをまとめると第145表および第9図のようである。これによると針葉樹の赤色

第145表 健全材を 1叩とした腐朽材のアルカリ消費量換算値

Ratio of 0.1 N NaOH volume consumed by decayed wood (Sound wood=1ωj Table 145. 

末期 (3)
Most rotted 

Max.~Min. Av. 

階朽段
Decay stage 
---'、---
中期信)
More rotted 

Max.~Min. Av. 

腐

〆

変色 (1)
Discolored 

Max.~Min. Av. 

348 657~184 362 605~229 112 143~89 

針葉
Softwood 

赤色弱朽
Brown rot 

白色腐朽
White rot 

樹

561 

150 192~127 

182 

111 

127 

103 139~85 
中間魔朽
Intermediate rot 

広葉樹
Hardwood 

167 

196 

190~144 160 94 
赤色腐
Brown rot 

白色腐
White rot 

申問魔朽
Intermediate rot 

朽

朽

125 154~78 121 150~91 81 86~77 

o，f.E島キ7B問 NNROT 
A白-"t WHITf・
X 中間. lNn剛田A[E・

必ヰタコ

aR5JT 

3 2 0(11) I (唱~) ，2(闘争 2(;1') 0 
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第 9図

Ratio of 0.1 N NaOH Fig.9. 
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腐朽と白色腐朽が増加の傾向いちじるしく，他はわずかに増加している。またこの傾向は

1% NaOH抽出物の変化とよく似ている。

また腐朽型別に各腐朽段階の平均値を算定した結果は第146表のようであって，同様

な傾向をうかがうことができる。

D魔ec 朽型
巴aytype 

赤色魔朽
Brown rot 

W白hi色魔朽
te rot 

中間魔朽

第146表 腐朽によるアルカリ消費量の変化 (cc)

Table 146. Volume of 0.1 N NaOH consumed at 
various stages of decay 

梶朽段階
Decay stage 

.，. --、-
W針o広d葉k樹in別d 健S全ounゆd) 

変色 (1) 中期 (2) 末期 (3)
Discolored More rotted Most rotted 

l:針広EoafZι1葉葉1 樹樹 1.35 

2.50 

1.63 3.91 4.17 

2.18 4.17 4.却

1.22 1.55 2.22 5.96 

広葉樹 1.92 
Hard. 

2.84 3.76 

1.25 1.31 1.83 2.37 

Intermediate rot 樹
2.01 2.02 2.31 2.69 

以上各成分について腐朽による変化の傾向を述べたが，同一腐朽型においても，その

性質がすべてに共通ではないが，多数の結果から腐朽型別におよその傾向は知ることがで

きる。そこで主要成分について変化の傾向を健全材にくらべて増加(+)， 減少(一)および

変化の少ないもの(⑤)に分けて一覧表にすると第 147表のようであって，それぞれの腐朽

型の特色の概要を知ることができる。
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第147衰 弱朽による成分の変化総括表

Table 147. Change of components due to decay 

成分含有率(%)
Content 

腐朽型
De巴aytype 
赤白
Brown White 

針広葉樹別
Wood kind 

針広針広
Soft. Hard. Soft. Hard. 

炭素
Carbon 

十十

水素
Hydrogen ②⑤  

拍出物
Solubi1ity in 

アルコール・ベンゼン ， 

Alcohol-benzene 

温水
Hot water 

1% NaOH 

セルロース
C. and B.巴ellulωe

全ペントザン
Total pentosan 

ホロセルロース
Holocellulose 

十

十

⑤ 

十

+ 

十

りグニン
Lignin 

十十

+増加 Increase

-減少 Decrease

⑤ 変化僅少 Hardly change 

⑤②  

②⑤  

⑤⑤  

十十

十十

十十

中
Intermediate 

針広
Soft. Hard. 

②⑤  

⑤⑤  

⑤⑤  

十十

十十

⑤③  

⑤⑤  

成分含有量 (g/100cc)
Content 

赤中
Brown Intermediate 

針広針広
Soft. Bard. Soft. Hard. 

②⑤  

②⑤  

十十

十

⑤ 

② 
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V. 腐朽型

腐朽材はこれをひきおこした腐朽菌の種類によって，ほぼ一定の特徴を示し，その材

の色から白色腐朽と赤色腐朽に大別されてきた。 FALK& HAAG31)は腐朽材の色の相違を

化学成分と関連させ，赤色腐朽菌はセノレロースを分解するがリグニンを分解せず，白色腐

朽菌はまずリグユシを分解し， しかるのちセノレロースをも分解するとした。しかしその後

の研究によって，いずれの腐朽菌もセノレロ{ス， リグニシをともに分解することが明らか

となった。腐朽材は環境，寄主などによって外観ばかりでなく，化学的組成にもある程度

の変化を生ずるので，その分類も容易でないが，菌学的立場からは主として外観の特徴に

よって分類がなされている。 一方 CAMPBELL15)叶 η は白色腐朽に関する一連の研究を行い

主成分の変化をもとにしてこれを3群に分類している。筆者('i腐朽材活用の立場から腐朽

の中間過程を考慮しないで，完全腐朽材の成分組成の特色を検討する。腐朽材は成分の残

存率，腐朽材成分合有率と健全材のそれとの比率などにその特色を示していることはすで

に述べたが，分解の進んで・いる腐朽材の成分中には，分析処理中に多量が損失して，真の

含有率を示きないものもあって，正確な検討のできない場合がある。今日までおおく分類

の規準にされてきた Cross-Bevanセノレロースもその一つである。 しかし最近行われるよ

うになったホロセノレロ{スの単離法によれば，赤色腐朽材からも比較的容易に白色セルロ

ース様物が得られ，分解の進んだ炭水化物の損失は多少あるけれども，残存炭水化物の量

と性質を検討するのに，現段階における最適方法であると思われる。そこで全腐朽材の末

期のものについてホロセルロースとリグニジとの比率を計算し，これの小さいものの順に

配列したものは第 148表(針葉樹)，第149表(広葉樹)のようである。 まず針葉樹について

みると，比率は 0.18-∞，平均1.40(∞を除く)であり，健全材では1.67-2.40，平均2.00

となっている。この健全材を規準にして考えると，順位1から 12(比率0.18から 0.99)の

聞のものは明らかに比率が小さく， リグニシが多量に残存するかあるいはホロセノレロ{ス

が多量に消耗されていることをあらわしている。順位13からおの聞のものは健全材に近

い組成と考えられ， 順位24-25はホロセノレロースの増加ないしリグニンの減少がいちじ

るしい。そこで筆者はこれを次の 3群に分類した。

1. 赤色腐朽材: ホロセノレロ{スとリグニシの比率の 1以下のもの，すなわちホロセ

ノレロ{スの含有率よれ リグニジ含有率の大きいもの。

マツマイタケ， イドタケの 1種，マスタケ，カイメシタケ，ケニクアミタク， トドマ

ツオオクズラタケ，ツガナノレノコνカケ，エゾナミハタケ， (ナミダタケ，キカイガラ

タケ)によって腐朽した材。

2. 白色腐朽材: ホロセルロースと Pグニシの比率のとくに大きいもの。
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エゾナノレノコνカケ，ヤニタケによって腐朽した材。

3. 中間腐朽材: ホロセノレロースとリグニシとの比率が健全材のそれに近いもの。

キンイロアナタグ，ハチノスタケ，チヤヲロゴタケ，エゾサビイロアナタケ，マツノ

ネクチタケ， レンガタケ，モミサノレノコ乙/カケ，エゾタケ，ヲスパνハイタケ，チク

ロコタケモドキ， ヒトクチタケによって腐朽した材。

つぎに広葉樹についてみると，比率は 0.32~29.8，平均 3.08 で健全材では1.46~3.47，

平均2.44となっている。広葉樹の場合も針葉樹と同様な傾向を示しており，分類すると次

のようになる。

1. 赤色腐朽材: アイカワタク， ツガサlレノゴ主/カケ，クロナノレノコ乙/;カケ，ホヲロ

クタケによって腐朽した材。

2. 白色腐朽材: ニレサノレノコνカケ，マイタケ(?)によって腐朽bた材。

3. 中間腐朽材: カパアナタケ，アラグカワラタケ，カタヲロフタケ，ヤキフタ7"(?) 

エゾキコプタケ，ニセホクチタケ， ミヤベオオクロゴタケ，チヤカイガラタケ，ホク

チタケ，クモタケ，ヲスパタケ，オオチリメシタケ，カワヲソタケ，サクラナlレノコ

Vカケ，チヤミダレアミタケ，アナタケ属の 1種，ヒメモグサタケ，ヲロゴタケ属の

1種 vイタケ，ヤニタケ，コブキナノレノゴνカケ，ユククスパタケ (vロサノレノゴ-

Vカケ，ォνロイタケ属の l種)によって腐朽した材。

以上のような分類を行ったが，これは今後の多数の研究結果によってさらに確固たる

ものとすることができると考えられるので，腐朽材を利用する上に，その成分が健全材の

それとくらべて，どのように変化しているかを知るのには適当な分類の方法であると考え

られる。なお Cross-Bevanセノレロ{スとリグニシとの比率もほぼこれと同一傾向にあり，

炭素含有率は赤色腐朽材が目立って高く，白色腐朽材は低く，中間腐朽材は健全材のそれ

とほとんど差がない。この結果によると北海道の林内において比較的普通に存在する腐朽

材の多くは，その組成が健全材に近い中間腐朽型のもので，赤色腐朽材がこれにつぎ，白

色腐朽材は僅少であることがわかる o



第148表 魔朽材ホロセノレロース含有率とりグニン含有率との比率(針葉樹) i 
Table 148. Ratio of holoceJIulose content to lignin 

content in decayed softwood 

セルロース
ホロセルロース Cross-Bevan 
Holocel!ulose 巴ellulose

Ca炭rb素on含c有on率tent リグニン りグニン
Lignin Lignin 

樹 種 菌 種
Sam試ple料No. R比at率io R順an位k 

比率 順位 /。ノV 
順位

W ood species Fungus specie喝 Ratio Rank Rank 
一一一一一一一一ー一一一一一一一一一十一一一一一

二三 ゾマ ツ エゾナミハタケ
9，1 0.18 1 0.23 8 61.52 1 Pweαjezoensis CARR. Lenti:冊usKaufmanii SMITH 

イ チ イ イ ド タ ケ

Tαzt48 tcVu0sp16dαfαNtA αSIEB. et ZUCC. Coniophora sp. 113 0.24 2 0.14 1 59.48 2 
var. latifolia NAKAI 

ト ドマ ツ マ ス タ ケ
Abies 13αchαlinensis FR. SCHM. LαetBdpOoNrDt4.g est uSlpINhGu.rveuars . (BULL.ex 20" 0.25 8 0.30 5 58.80 4 FR.) BOND. et SING. var. m仇似tU8

(JUNGH.) IMAZ. 

カ フ マ ツ カイメンタケ
7a" 0.43 8 56.83 6 Lαr伽 KαempferiSARG. PhαeoZ.旬13schweinitz~ï (FR.) PAT. 0.30 4 

ト ドマ ツ マツマイタケ
4.3 0.31 5 0.38 7 57.98 5 Abies 13αchα1inensis FR. SCHM. tやαrαsmcrispα(WULF.) FR. 

カ フ てF 、y カイメンタケ
0.15 L俳句 KaempferiSARG. Phαeo1包tSschwe必litzii(FR.) PAT. 7b; 0.33 6 2 

カ フ マ 、y カイメンタケ
7b:1 4 58.83 3 Lαrix K<αempferi SARG. Phα6olu8 schω'einitzii (FR.) PAT. 0.39 7 0.80 

カ フ マ ツ マツマイタケ
4; 0.57 8 0.78 11 54.83 8 Lα門(xKαempferi SARG. Spαγα8sis crispa (WULF.) FR. 

エソマ 、y ケニクアミタケ
Piceαjezoensiq CARR. Fomitopsis r08eozonatα(LLuYD) 

IMAZ. 
141 0.68 9 0.68 10 55.01 7 

ト ドマ ツ カイメンタケ 7; 0.70 10 0.34 6 53.93 10 Ab包(e8Mαyriana MIYABE et KUDO Phα沼OlU88chweinitzii使、R.)PAT. 

アカエゾマツ トドマツオオウズラタケ
E苛ceαGlehniiMAST. MTzIrIrRoRm. ucegbα18αmeus (PECK) 123 0.86 11 0.51 9 52.92 11 



エゾマ ツ ツガサノレノコシカケ

Piceαjezoen8Is CARR. FbmdKtoApRszS・~pinicola (SWARTZ ex 10:1 0.99 12 0.90 12 54.2唾 9 
FR.) KARST: 

ト ドマ 、y キンイロアナタケ
2h 1.95 13 1.47 14 48.31 22 Alne8 8α~hαlinensi8 FR. SCHM. POγia 8ubαcidα(PECK) SACC. 

ト ドマ ツ ハチノスタケ

Abie8 8αchalinensis FR. SCHM. Favolu8αt世eol，αriU8IBosc. ex FR.) 152 2.00 14 1.40 13 48.70 21 
QUEL. 

コニ ゾマ ツ チヤウロコタケ 82 2.17 15 1. 73 16 49.44 15 Picea jezoen8'is CARR. Steγeumf.α8ci，α均m (SCHW.) FR. 

エゾマ ツ エゾサピイロアナタケ

Piceαjezo印 :sisCARR. FU8COpori，αweirii (MURR.) 133 2.19 16 1.65 15 50.08 12 
AOSHIMA 

ト ドマ ツ マツノヰクテタケ b 2.30 17 1.84 19 49.39 17 
Alne8 8αchαlinen8i8 FR. SCHM. Fomitop8I8αnno8α(FR.r KARST. 
ト ドマ 、y レンガタケ
Alne8 sachαt分間tsisFR. SCHM. Fomitop説si'党側lari8(MURR.) 183 2.31 18 1.82 18 49.52 14 

IMAZ. 

ト ドマ ツ モミサJレノコシカケ

Abies sαchαlinen8i8 FR. SCHM. Phellinu8 hαrtigii (ALLESCH. et 23 2.34 19 1.79 17 ω.00 13 
SCHNABL.lI乱~AZ.

アカエゾマツ 二L ゾタケ 63 2.55 20 2.00 20 49.17 19 PiceαGlehnii MAST. 7'yromyce8 boreα1is (FR.) IMAZ. 

ト ドマ ツ ウスパシハイタケ

Abie8 8αchαlinensi8 FR. SCHM. H(SCtrHsRcAhdDO.PeOTx -uFs Rf.t)mDcOo叫NK01αceus 173 2.62 21 2.11 21 48.77 20 

ト ド マ 、y チウロコタケモドキ
Abie8 8αchα見:nensisFR. SCHM. Stenum，sFαnRg. t41?zoteM16m(ALB- 33 2.77 22 2.24 22 49.30 18 

et SCHW.) 

ト ド マ ツ ヒトクチタケ

Abie8 sachαlinensI8 FR. SCHM. ScHqEpAtR opoγ明りolvα~us (PECK) 162 3.23 23 2.53 23 49.42 16 

コ二 ゾマ ツ エゾサノレノコシカケ
53 24 24 P伽 αjezoensisCARR. Cヤyptodeγmα yαmαnoiIMAZ. 

C口 00 43.89 23 

コ二 ゾマ 、y ヤ { タ ケ
Piceαjezoen8Is CARR. lschnodermαre8i叫08叫m 193 C口 25 00 25 43.44 24 

(SCHRAD. ex FR.) KARST. 

5 



第 149表 魔朽材ホロセルロ{ス含有率とリグニン含有率との比率(広葉樹) h詰d 

Table 149. Ratio of holocellulose content to lignin 

content in decayed hardwood 

セルロース
ホロセJレロ{ス Cross-Bevan 
Holocellulose cellulose 

炭素含有率
りグニン リグニン
Lignin Lignin 

Carbon content 

樹 種 菌 種 読料
R比at率io 

順位
R比a率tio 

順位 % 
順位

Wood species Fungus species Sample No. Rank Rank Rank 

ミ ズナ フ アイカワタケ
QuercU8 cri8pula BL. FLRae.)ttBJOTNtDu.seut tpShINuGre. tm(BULl.ex XV3 0.32 1 0.50 8 国.09 1 

シウリザクラ ツガサJレノコシカケ
Pru抑制 Ssior・iFR. SCHM. FFbRm.)4KtoApReSts T-pf常化ola(Sw ARTZ ex XX1V3 0.43 2 0.37 1 54.08 2 

ミ ズナ フ クロサルノコシカケ
13 0.47 s 0.46 2 53.59 s Quercu8 crispula BL. Fomitopsi8 ca8tαMα1MAZ. 

角ミ. ズナ フ ホウロクタケ
XII3 0.87 4 0.77 4 52.68 4 Quercu8 crI8pul，αBL. Trαmetes dicki匁siiBERK. 

ウタ。イカンノマ カパアナタケ
Betul，αM aamowiczi，αηαREGEL Fu8copori，αobl伽 a(PERtl. ex FR.) 

AOSHIMA 
XXVIIg 1.83 5 1.26 5 49.印 8 

ヤマモミジ アラゲカワラタケ
Acer palmαtum THUNB. var. 
Mαt8umurαe MAKINO 

Coγiolu8 hiγ'8Utu8 (WULF. ex FR.) 
QU垂L.

1V3 2.00 6 1.58 8 46.72 28 

ミ ズ「ナ 7 カタウロコタケ
XXVIII3 2.18 7 1.48 T 49.87 7 Quercu8 cri8pula BL. Stereum ρ・伽tulo8Um(PERS.) FR. 

ヤ チ ダモ
ヤキフタp(?ケu)be(s?c) e托SFrα軍inU8悦 αndshuricαRUPR. FTνRγ.)0畑IMzrAceZs. (SCHUM-ex XXV13 2.21 8 1.36 6 48.86 14 

var. )α，ponicαMAXIM. 

ハシ ドイ エゾキコブタケ
XVII~ 2.32 9 1.73 9 50.23 6 Syringa reticulatαHARA PheUi叫U8bαumii PILAT 

ヤマモミツ ニセホクチタケ

AMcαer t側pmattmWα伽tumM THtINB.var. Phelli'叫U8igniariu8 (L. ex FR.) III 2.41 10 1.78 10 49.36 10 
MAKINO QU垂L.



シロザクラ アラゲカワラタケ
Pγunus Mαximowiczii RUPR. Coriolus hi問 ut伽 (WULF.ex FR.) 

QUEL. 
IV;" 2.73 11 1.80 11 48.02 24 

ヤマハンノキ ミヤベオオウロコケタ
XXII3 2.81 12 1.85 12 48.98 n Aln悌8hirsutαTURCZ. Hy押句協ochaeteintγicatαLLOYD 

マイ タ ヤ チヤカイガラタケ
Aωγmono MAXIM. var. gl，αbrum Dαedα!eopsI8 tricolor (BULL. ex XIVa 2.85 13 2.04 13 48.73 16 
HARA FR.) BOND. et SING. 

ヤマモミジ ホクチタケ

AAdfcaetγstp4mdumraαte tmMz ATKRINEIG NB.var. F01陶 sfom仰 tαr似 s(L. ex FR.) 
KICKX 

VI3 2.89 14 2.21 16 49.28 11 

シフ カ ノて ニセホクチタケ

BetulαplαtyphyUαSUKATCH. PheUinus igm"ari闘 (L.ex FR.) II; 2.92 15 2.13 14 50.33 5 
QUEL. 

カ 、y
7 ク モ タ ケ

cet e，Z・6E4Idcdep.hU11tmz jα:ponicum SIEB. Coriolus仰 γsicolor(L. ex FR.) XIXa 2.96 16 2.30 19 47.45 26 
Qu孟L.

マィ タ ヤ ウスパタケ
.t!cer mono MAXIM. var. gt，αbrum Iγ'pex lacteus FR. VIIa 2.99 17 2.19 15 48.58 20 
HARA 

シ ナ オオチリメンタケ
宝刀4αjα仰向αSIMONKAI 宜、・ametesgibbosα(PERS. ex FR.) 

FR. 
XIIl1 8.σr 18 2.22 17 48.73 17 

ーー レ ニクウスパタケ
Ulmus Dαvid'旬 ，nαPLANCH.var. Coriolus con80rs (BERK.) IMAZ. XXIX1 8.16 19 2.27 18 49.47 9 
jαponicαNAKAI 

ヤマハンノキ カワウソタケ
Al処ush必'sutaTURCZ. I個別加8cuticul，αris (BULL. ex Vill1 3.38 却 2.54 m 48.90 13 

FR.) KARSτ. 

エゾヤマザクラ サクラサルノコシカケ
Xa 3.43 21 2.85 20 48.80 15 Prunus Sargentii REHD. Phellinu8 pomαceu8 (PERS.) Qu孟L.

ウダイカンパ チヤミダレアミタケ
Betula M，α，ximowicziαna REGEL Dαedαleo凶lCtE巾ROcEoT，tf.rαg08α(BOLT. XI3 3.58 22 2.50 21 47.11 27 

ex FR.) 

マイ タ ヤ アナタケ属の1種
Acer moηo MAXIM. var. gl，αorum 
HARA 

Por'I>αsp. 玄XVa 3.57 23 2.91 27 45.24 30 

ド器・4



ド恒輔hー

セルロース
ホロセルロース Crωs-Bevan 
Holocellulose cellulose 

炭素含有率
りグニン リグニン
Lignin Lignin 

Carbon content 

樹 種 菌 種
Sam試ple料No・ R比a率tio 

順位
R比at率io 

順位
J0 

順位
W ood species Fungu邑 species Rank Rank Rank 

一一一一一一

ブ ナ アラゲカワラタケ

Fαg1ι'8 crenαtαBL. CorωlU8 hir8utus (WULF. ex FR.) 
QUEL. 

IV; 3.64 24 2.52 22 48.65 18 

アズキナシ アラゲカゾラタケ
Sorb制 αlnifoli，αC.KOCH Coriol明 hir8utus(WULF. ex FR.) IV;' 3.69 25 2.72 26 48.62 19 

QU止L.

ヤチ ダモ ウロコタケ属の I種
Frα:r:inug mαndshtげicaRUPR. Steγ抑制 sp. XVIII2 3.69 26 2.67 25 47.69 25 
var. japonicαMAXIM. 

キ ノ、 ダ ヒメモグサタケ

Phellodendro犯 αmuren8eRUPR. FBjRe.r)kKαA!?zRdSeT mft4mosα(PERS. ex XX1:J 3.72 27 2.63 24 48.43 22 

ミ ズナ フ シイ タ ケ
XX" 4.06 28 3.17 28 46.37 29 Quercu8 crispul，αBL. Cort初ell叫8edαde8 ITO et IMAI 

ド ロ ノ キ ヤ 一 タ ケPopulusMαxinωwiczii A. HB:NRY lschnodermαresi四o8um XVh 4.29 29 3.44 29 48.08 23 
(SCHRAD. ex FR.) KARST 

Lノ ナ コフキサルノコシカケ
Tuiαjαpo旬icαSIMONKAI EKVARdSπTg. fααpplαηαtα(PERS.) V~ 5.07 30 3.89 30 48.51 21 

一 レ ニレサJレノコシカケ

Ul慨 U8Dωid似nαPLANCHvar. FRR4g.)4dIoMpA omgd叩 αγiU8(SoW. ex IIh 16.93 31 16.77 31 42.89 32 
jα'poniCαNAKAI Z. 

ミ ズ了 ナ フ
7 イタ ηケdos(α?) 

Quercu8 cri叩ulαBL. GS.TFgy.olGαRfArY o (DICK5.ex FR.) XXX~ 29.76 32 29.62 32 44.10 31 
(?) 

平 均 (Av.) 4.08 



195 

vi. 腐朽によるホロセルロースの変化

腐朽によってホロセノレロ{スが減少することはすでに述べたが，ホロセノレロースの性

質にも変化のあることは明らかである。そこで，得られたホロセノレロ{スを加水分解して

生成する糖類をぺ{パークロマトグラブイによって検討した。 すなわち WISEの方法削〉

で単離したホロセノレロース(粗ホロセノレロース)を SAEMAN等の方法130)に従って加水分解

しぺーパーにかけた。具体的方法を述べるとホロセノレロ{ス O.3gに72%硫酸3ccを加え，

300Cの湯浴中で1時間処理し，ついでこれを3%硫酸溶液になるまで水でうすめ，オート

クレープ中で15p.s.i. (1l50C)で 1時間2次加水分解した。加水分解残誼はグラスブイノレタ

{で漉過してこれをリグニシとし，粗ホロセノレロ{スからこれを差引いたものをホロセノレ

ロ{スとした。 鴻、液は pH6まで中和し， 一定量を用いてベノレトラシ法で還元糖をグノレゴ

{スとして定量し，残液からアノレゴ ~Jレを用いて糖を精製し，水溶液にしてからペーパー

にかけた。これらを総合表示したものが針葉樹第 150表，広葉樹第 151表である。粗ホロ

セノレロースは一般に赤色腐朽材のものがリグニシの含有率高く， したがって健全材からの

ものにくらべて色がにどって純白でないものが多い。粗ホロセノレロースの加水分解によっ

て生成する還元性物質の原試料に対する割合はほとんどが健全材のそれよりも少なく，わ

ずかにエゾサノレノコVカケ，ニレサノレノコvカケ， ワロコタケ属の 1種，ジイタケ，ニク

ヲスパタケ，マイタケ(?)によって腐朽した材が増加しているにすぎない。 これは加水分

解の条件が，健全材に最適の条件であるため，重合度の低いホロセルロースの加水分解に

はやや過剰であって還元性物質の分解による影響があるものとも思われる。還元糖のぺ{

ノ，~クロマトグラブイーは東洋法紙 No.50 を用いて 5 回の多段式上昇法を行った。溶媒

としてかプタノーノレ:酷酸:水=4:1: 5の上層， 呈色剤は Anilin. hydrogen phthalate 

(アニリシ 0.95g，無水プタ{ノレ酸1.66gを水を飽和させたブタノ{ノレ 100ccに溶解)を用

い，両側に既知2コ糖をスポットして同時に呈色させて試料の糖と比較した。

なおぺ{パーに現われた糖含有率の変化は肉眼により観察した。この結果によると，

アラビノ{スは存在がみとめられず，ガラクトースはグノレゴ{スとの分離が完全でないせ

いか，やはり確認することが困難であった。 したがってここではグノレゴ{ス，キvロース

マンノースの 3者の消長についてのみ述べる。まず針葉樹についてみると次の 7群に分類

することができる。

1. 健全材とことならないもの

マツノネクチタケ，モミサノレノコvカケ，チクロゴタケモドキ，エゾタケ，エゾサビ

イロアナタケ，ハナノスタク，ヒトクチタケ，ヲスパVハイタケによる腐朽材。

2. マシノ{スの減少しているもの



1捕

マツマイタケ (4，4')，カイメンタク (7a，7b)， トドマヅオオヲズラタケによる腐朽材

3. マンノ{スおよびキνロ{スが減少しているが，マシノースの減少の目立つもの

カイメシタケ (7う，マスタケによる腐朽材e

4. マンノースとキνロースの減少しているもの

ケニクアミタケ，ヤニタケ，さらにキカイガラタケによる腐朽材は明瞭でないが，こ

の傾向がうかがわれる。

5. マンノースとキνロースの双方が減少しているが，キνロ{スの減少が目立つもの

キシイロアナタケによる腐朽材。

6. グノレコ{スとマシノースの減少しているもの

イドタケ属の 1種による腐朽材。

7. グノレコースとキνロースが減少しているが，グノレコースの減少が目立つもの

エゾナノレノコiIカクによる腐朽材。

これらの傾向をみると赤色腐朽材は一般に全部の糖が侵されていることがわかるが，

その中でもマシノースが侵されることが目立っており，白色腐朽材はキVロースの減少が

目立っている。また中間腐朽材は健全材と異ならない状態のものが多い。

さらに広葉樹についてみると，マシナンは微量存在するのみでその消長を云々できな

いから，グルコースとキ Vロースについてみると次の 5群に分類することができる。

1. 健全材とことならないもの

ニセホクチタケ (II，II')，アラグカワラタケ (IV'，IV")，コフキサノレノコ iノカケ，ホク

チタケ， ヲスパタケ，カワヲソタケ iIロナノレノゴνカケ，サクラナノレノコνカケ，

チヤミダレアミタケ，チヤカイガラタケ，ヤニタケ，エゾキコプタケ，クロコタケ属

の1種，カタクロコタケ，クモタケ，ヒメモグナタケ，アナタケ属の 1種，ヤキブタ

ケ(?)，カパアナタケ，ニクヲスパタケによる腐朽材。

2. グノレゴ{スの減少しているもの

アラグカワラタケによる腐朽材(IV)。

3. キνロ{スの減少しているもの

ニレサノレノコνカケ、ホヲロクタケ，アイカワタケ，ツガナノレノコVカケによる腐朽

材。

4. グノレコースとキVロースの双方が減少しているもの

クロナ/レノゴνカケによる腐朽材。

5. 健全材とほとんど変りないが，ややキνロースの減少しているもの

νイタケ，マイタケ(?)，オオチリメンタケによる腐朽材。

とれらから，赤色腐朽材はキ主/ロースの減少するものが多く，白色腐朽材もややこれに近
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い傾向を示し，中間腐朽材は健全材と変りないものがほとんどであることがわかる。この

傾向は針葉樹の場合と共通点が多い。なおこれらの性質は同一菌種であっても別群に別れ

るものもあり，決定的なものでないが，一般木材分析の結果と同様にその傾向は充分知る

ことができる。



第1冊表 ホロセルロースの加水分解一覧表(針葉樹)
書

Table 150. Hydro1ysis of crude ho1ocellu1ose (Softwood) 

ホロセルロース
試 料 Q) 収 量 組ホロセルロース

Samp1e Yie1d of Crude ho1ocellu1ose 
ho1o巴ellu10se

吻a園田園園、、 ，--ー司自d、ーーーー・・『 A. 、

前処理
ン Yie加のld収水スd分量と旬解し(d生てグro1成)ルy物ゴ忌.ed

W樹oodspec種ies 
菌 種

試料番号 V容01積um重e による 収量 Lリ含igグ有nーi 量 bstan巴eas 
Fungus species Samp1e weight2抽5出13最3 Yie1d n ~lucose % 

No. 
巴ontent On basis On basi、s 

and ether of crude of 
% % gj100 c巴 % ~/C ho1o巴e1- original 

lulose sample 

1り 0.38 2.34 76.05 28.90 82.88 8.24 72.39 60.00 

ト ドマ ツ マツノネクチタケ 11 0.82 1.49 73.87 28.64 82.58 10.55 71.43 58.99 
Abws sαchαline閥 is F(FbRm.)ttkopasR4S8Tα. ηn08α 
FR. ScHM. h 0.26 1.14 69.02 17.95 71.91 4.02 88.53 60.07 

h 0.17 1.22 64.61 10.97 68.09 5.11 81.32 55.37 

ト ドマ ツ
モミサルノコシカケ 20 0.41 2.94 74.47 30.53 81.02 8.08 82.74 67.04 

Abws sαchαlinensis Phellin包tShαrtigii 21 0.40 7.12 70.10 28.04 77.68 9.75 81.87 63.60 
FR. SCHM. SlACLHENEA配BLH•• )eIMt AZ. 

23 0.20 3.77 65.08 13.02 70.00 7.02 75.11 52.58 

ト ドマ
チウロコタケモドキ 30 0.33 3.77 71.24 28.51 77.11 7.61 79.58 61.36 

‘Y Stereum Abies sαchαliη:ensis 
8[AαLHB 9144notentt£m 

31 0.36 6.64 68.82 24.60 72.40 5.63 77.57 56.16 
FR. SCHM. (ALB. et SCHW.) FR_ 83 0.82 7.13 65.84 20.91 67.98 8.88 86.47 58.78 

40 0.36 0.64 75.11 27.04 83.92 10.49 80.77 67.78 

ト ドマ 、y マツマイタケ 41 0.36 6.84 68.54 24.67 75.59 9.83 82.13 62.08 
Abies sαchαlinensI8 

品(WαUmLFg.d)gFRC.T・αFR. SCHM. 42 0.26 12.20 42.96 11.17 45.88 5.34 77.90 35.85 

4:1 0.22 15.59 16.29 3.58 22.25 26.78 62.08 18.80 
一一一一



4~ 0.42 3.24 67.74 28.45 71.95 5.85 78.57 56.53 

カ フ マ ツ マツマイタケ 4; 0.40 3.11 66.20 26.48 71.48 7.39 80.50 57.54 
LαrωK倒拙.pferi 紋22fZF8pαSARG. 4; 0.32 5.82 45.38 14.52 47.02 3.50 82.54 38.81 

4; 0.25 3.83 25.96 6.49 32.22 19.42 67.88 21.87 
.一一一

エゾサルノコシカケ
5， 0.42 1.75 76.47 32.12 82.58 7.40 81.90 67.64 

エゾマ ツ
P化eαjezoe処sisCARR. eMGr骨upzαt?o1d0色eγmα 52 0.37 2.83 73.98 27.37 79.16 6.54 88.81 70.30 

yamα.noi IMAZ. 
52・5 0.22 2.11 75.45 16.60 79.72 5.36 88.01 70.16 

ゾタ ケ
6， 0.39 1.93 77.34 30.16 82.61 6.38 86.41 71.38 

アカエゾマツ
立二

PiC6a Glehnii Mr，.ST. T(FURT.O)刑I，MZJcAeZg. bored4S 6; 0.40 1.65 73.19 29.28 79.19 7.58 90.20 71.43 

63 0.34 1.96 69.80 23.73 75.19 7.17 83.01 62.42 

7; 0.39 3.04 74.56 29.08 80.50 7.38 84.80 68.26 

ト ドマ 、y カイメンタケ 7; 0.44 3.18 73.70 32.43 82.87 9.86 回.25 68.16 
Abies Mα1/rianα PhαeゅlU8Bchωeinitzii 
MIYABE et KUDO (FR.) PAT. 7; 0.39 3.67 56.69 22.11 60.10 5.68 84.35 50.69 

7; 0.33 4.09 39.45 13.02 42.33 6.81 85.74 36.29 

カ フ 、y カイメンタケ
7al 0.47 3.06 69.49 32.66 73.93 6.01 79.16 58.52 

マ 、

Lari:苦 Kaempferi Phαeolus Bchwanitzii 7aョ 0.27 9.06 42.62 11.51 43.93 2.98 82.90 36.42 
SARG. (FR.) PAT. 

7a3 0.23 11.88 16.12 3.71 22.77 29.20 58.85 13.40 
九一一一 「・5

カ 7 カイメンタケ
7bo 0.46 2.78 67.54 31.07 73.49 8.10 77.部 56.87 

マ 、y

Lαrix K，αempferi Phaeolus 8chweinitzii 7b3 0.26 15.80 22.13 5.75 34.76 36.33 47.ぴ7 16.36 
SARG. (FR.) PAT. 

7b; 0.27 10.72 21.51 5.81 39.36 45.35 38.34 15.09 

エソマ ツ チヤウロコタケ

Piceαj旨zoensisCARR. S(StCemHWtm.)tFfRα~~citαum 8呈 0.33 2.17 68.49 22.60 75.20 8.93 82.39 61.96 

エソマ 、y エゾナミハタケ 91 0.33 1.38 71.60 23.63 74.02 3.27 103.68 76.74 
Piceαjezoe鈍8isCARR. Lent伽畑K白骨fmαnii

93 12.19 12.24 14.40 15.01 64.83 9.34 SMITH i 



ホロセルロース fi 
訴 料 の 収 量 粗ホロセルロース

Sample Yield of 
holocellulose 

Crude holo巴ellulose

，.....----"、ーーー園田『 、

前処理 ヲグニ ;." Yie田加の←ld収d町水ス分量と旬解四し(d生てグ叫成)J国レ鈎コ叫

樹 種 菌 種
試料番号 V容01積um重e tEよる 収量 L含ig有ni量巴eas 

W∞d species Fun即日 species
Sample 

weight Sin o抽lau出lbci量olhitoy l Yield n gluco四%
No. 

content On basis A On basis 
and ether • of crude of 
% % g/100 c巴 % % holoeel-osraimgipnlae l 

lulose 
一一一一一ー 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

100 0.33 0.26 72.97 24.08 75.06 2.79 84.61 63.51 
ツガサルノコシカケ

101 0.34 1.31 69.65 23.68 71.23 2.22 86.国 61.64 コニ ゾマ ツ F(SるW??AzfRtoTpZs4e8x pFfMR.c) otG 
Piceajezoe叫sisCARR. 102 0.32 2.90 57.07 18.26 60.33 5.40 81.94 49.43 

KARST. 
10:1 0.24 9.73 40.81 9.79 41.77 2.31 85.64 35.77 

イ チ イ 110 0.58 18.ぴ1 61.47 35.65 64.86 5.22 回.01 53.19 

Ta側 sc制Zl戸Icdeα.td イドタケ属の 1種 11】 0.56 16.18 60.37 33.81 62.65 3.64 82.94 51.96 8lEB. et ZUCC. var. Co況wphoγαsp.
latグ'oliαNAKAI 1h 0.28 6.75 16.86 4.72 32.66 48.37 29.18 9.53 

ト ド 7 、y 121 0.46 7.02 71.05 32.68 76.84 7.54 81.71 62.79 
アカエゾマツ オオウズラタケ 12Q 0.37 6.97 59.04 21.84 62.86 6.08 85.91 54.00 PiceαGlehnii MAST. 宝ぽ1FErCoKm)z FMeeEs I RbRa. tsα meus 

12:1 0.31 3.17 41.67 12.92 43.47 4.15 87.33 37.96 

エゾサピイロ

エゾマ ツ ア ナ タ ケ
13:1 0.13 0.62 62.25 8.09 68.67 9.35 78.51 53.91 PiceαjezoensI8 CARR. F(MtmUCROR旬.)OTA仰OStHceIfMrUA 

ケニクアミタケ
141 0.40 18.57 62.26 24，90 65.79 5.37 86.51 56.91 エゾマ ツ Fo~itopsお

Piceαjezoe悶I8CARR. r08eozonαtα(LLOYD) 143 0.27 10.49 28.79 7.77 30.85 6.68 86.46 26.67 
IMAZ. 



ト ドマ ‘Y ハチノスタケ
Abies saehal伽ensis Fa世ol制 αlveol，α付制 15-J 3.43 ω.83 66.17 8.07 70.52 46.66 
FR. ScHM. (BOSC. ex FR.) QU垂L.

ト ドマ 、y ヒトクチタケ 160 0.36 4.16 72.04 25.93 78.94 8.74 82.46 65.09 
Abie88αchal-伽側8I8 e(PrEuCpKto)pSOHTEUA8R 世olvαtU8

. 
FR. SCHM. 162 0.33 2.62 72.66 23.98 78.52 7.46 78.93 61.98 

ウスパシハイタケ
171 0.37 1.66 72.32 26.76 76.92 5.98 85.94 66.10 ト ドマ ツ

tHeY4x 0tT1Fα8RCoeM.)%o8DpOo6mNCK EZsRfAtmDo. o-Abies 8αchαli'伽附i8 173 0.14 0.61 68.95 9.65 75.07 8.15 75.52 56.69 
FR. ScHM. 

ト ドマ ツ レンガタケ 181 0.43 4.62 70.69 30.40 76.04 7.03 90.16 68.56 
Abies 8αchαlinen8I8 (FMbU??dRRto.p)sIfM8A47Zzs. utαγI8 
FR. SCHM. 18" 0.16 1.44 62.44 9.99 66.21 5.70 85.29 56.47 

ヤニ タ ケ
19-J・8 0.14 2.90 75.68 10.60 81.05 6.63 94.32 76.45 エゾマ 、y 18chηodermα 

Pweαjezoen8I8 CARR. γesi'司o8um(SCHRAD. 193 1.43 85.72 85.72 。
ex FR.) KARST. 

マ ス タ ケ

ト ドマ ツ L(B伽ULttL.P.9emxgFsRu.t)pBhOuNnDt. LS 
Abies 8αchαlinensis 20a 0.13 10.35 14.70 1.91 21.80 32.55 48.38 0.55 
FR. SCHM. et SNG. var.怖かliatUS

(JUNGH.) lMAZ. 

「 ドマ ツ キンイロアナタケ
Abies 8αchα:i刊en8I8 Poria 8ubαc必α 21完 0.09 3.09 57.64 5.19 61.97 6.99 84.85 52.58 
FR. SつHM. (PECK) S屯CC.

キカイガラタケ
22.1 0.20 4.09 57.86 11.57 60.65 4.61 87.56 53.11 エゾマ ツ

G8e6x l戸oFeαoRTpf-hjuUKm11A悌R(伽WSTI. ILF. Piceαjezoensis CARR. 22;' 0.22 4.11 ω.65 13.34 65.97 8.06 86.70 57.却

言



第161表 ホロセルロースの加水分解一覧表(広葉樹j

Table 151. Hydrolysis of crude holocellulose (Hardwood) 

ホロセルロース
誌 料 ω 収量 粗ホロセルロース

Sample Yield of Crude holocellulose 

前処理

holocellulose 
，....・E・---'、一-ー『、

e如の，}d収水スd分量とh解yじ(d生てク聞ソj成1レ3 物ヨ

による リグニン Yieldof hydrolyzed 

樹 種 菌 種 宅担空庁容積室拍出量 収量 Lc含oIgn有ntei量n nt substance as 
W ood species Fungus species 口百zre Volume Solubility Yield glmse % 

0.weight in alcohol ・
~~di~th~; '-'VU~~UV ?!l basis On basis 

of巴rude of 
ア'6 % g/100 cc % % holocel- original 

lulose sample 
ーー一一ー←一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一

10 0.58 2.81 75.15 43.59 81.13 7.37 72.00 58.41 

ミズナラ クロサノレノコシカケ 11 0.55 6.00 70.93 39.01 76.24 6.97 74.35 56.68 
Quercus C~・2puMBL.F07711tops48 cαstaneα 
cr2pUtU .DL. lMAZ. 12 0.85 5.09 52.15 18.25 56.07 7.00 82.88 46.16 

h 0.23 3.45 28.18 6.48 39.74 29.08 50.19 19.95 

IIo 0.67 2.01 78.00 52.26 82.22 5.14 85.88 70.61 
ヤマモミ U ゆ

~cer palmαt旬例 ーセホクチタケ IIt 0.71 2.87 78.ω 52.82 76.18 8.21 81.52 62.06 

TH11NB.var. M P(L heet1x 47乱Ft6R8)4gQnu4Xhzrt.us IL0.860.2975.6527.2879.244.53T5.0559.47 
Matsumuγαe MAKINO 

IIs 0.21 0.65 67.飽 14.21 72.47 6.61 74.85 53.88 

シラカパ ニセホクチタケ
Betulαplatyphylla Phellinusigniarius II; 0..22 1.74 70.79 15.57 75.16 5.81 84.23 63.81 
SUKATeH. (L. ex Fp.) -QUEL. 

語



ニ レ ニレサルノコシカケ

UlmU8 Dαu必旬開 uRt4m9必αMoptmort{uS IIIo 0.42 1.57 70.99 29.82 79.12 10.28 80.14 63.41 

jPaLpAoNMCcE王avNaAr.KAI FR.)IMAZ.(Sow-ex III3 4.8475.6777.982.9688.4768.99 

ヤマモ:/ アラゲカワラタヶ IV1 0.49 0.93 77.11 37.78 80.65 4.39 84.03 67.77 
.'Icer palmαtum Coriolu8 hirsutu8 
f~-ÚNB:'~~;:~". iW'~LF:oe~ïi;S~o IVz 0.35 1.19 66.66 23.33 71.04 6.16 79.72 56.63 

Mαtsumurαe MAKINO QUEL. IV~ 2.46 60.81 66.77 8.93 67.89 45.33 

ブ ナ アラゲカワラタケ IV; 0.53 0.44 82.79 43.回 88.20 6.lli 69.a 61.47 
Fagu8 cγenatαBL. fi?!.f!!"-.U8 hir8utus 

(WULF. ex FR.) Qu血 IV; 0.25 1.69 78.28 19.57 83.86 6.65 66.27 55.57 

アズキナシ アラゲカワラタケ

SorbusαlrtifOliαC. Coriolus hirsutus IV;' 0.18 0.66 76.29 13.73 78.64 2.99 78.07 61.39 
KOCH (WULF. ex. FR.) Qu孟L.

シロザクラ アラゲカワラタケ

Prunu8 Coriolu8 hirsutu8 IV;" 1. 38 72.18 77.46 6.82 77 . 57 60.09 
M仰伽owicziiRUPR. (WULF. ex FR.) Qu孟L.

一一 一一一一一 一一一

Vo 0.37 4.87 79.10 29.27 87.40 9.50 73.75 64.46・

シ ナ コフキサルノコシカケ Vl 0.39 3.78 77.60 30.26 82.79 6.27 76.05 62.96 
Tilia ，1'αponica Elfving似 α，pp[，αηαtα
SIMONKλ(PERS.fKARST. Vz 0.&6 3.68 80.50 28.98 84.94 5.23 77.73 66.02 

V:l 0.24 3.27 79.06 18.97 82.23 5.01 74.01 61.60 

一一一 ー一一一一一

ヤマモミジ
Acer palmαtum ホクテタケ Vlz 0.32 0.98 68.13 21.80 73.16 6.87 ω.81 51.07 
THUNI弘 var・ Fomesfomentαrius 
MAMA  V(L  ex FRJ KICKx VI30.800.80・ 72.50 21.75 77.24 6.14 76.05 58.74 
iYla~8U骨turαe MAKINO 

イタヤ ウスパタケ
AMT-momMAXIM.Irpemfαc!eu: FR. VII3 0.16 1.25 70.64 11.30 74.16 4.75 82.85 61.44 
var. glαbr仰 HARA 議



ホロセルロース 書
試 料 の 収 量 粗ホロセルロース

Sample Yield of Crude holocellulose 
holocellulose 
戸田ーーーー""-田園ーーー、 A 、

前処理
リグニ ン Yie加のー凶収水スof分量と旬解じ[d生てグM)成ルF物コ国

試Sa料Nmo番p，l号e 
容積霊

rc.よる

W樹oodspeci種es 
菌 種 収量 L含ig有ni量 substance舗
Fungus species VolumeS1n o抽lau出lbcio量lhitoy l Yield ~ glucose % 

weight 
content On basis On basis 

and ethe1' of crude of 
% % g/100 cc % % holotel-osraimgipnlae l 

lulo岳e
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一←ー『一一一一一

ヤマハンノキ カワウソタケ VIII2 0.34 1.82 74.94 25.48 78.52 4.55 85.96 67.50 
Al旬畑 hir8uta Inonotu8 cuUcular・I8
TURCZ. (BULL. ex FR.) KARST. VIII，1 0.22 0.74 75.44 16.60 81.20 7.09 71.38 57.96 

ヤマモミジ シロサルノコシカケ
IXo 0.57 1.30 80.31 45.78 84.19 4.61 71.15 59.90 

ATHceur mpd-vmaαrt.旬m OD(SzcoumNpK oMru.g ex poRr1.) t句協S
IX2 0.49 0.43 71.45 35.Dl 76.03 6.03 72.39 55.04 

Mαt8悌murαeMAKINO 

一一一一一一一一一一一

エゾヤマザクラ サクラサルノコシカケ
X1 0.61 3.33 75.38 45.98 79.11 4.71 77.09 印.99

Prunu8 Sargentii Phettf，11Q49Up孟oLm.αceus X2 0.29 0.64 75.74 21.96 78.18 3.12 77.49 60.58 
REHD. (PERS.) 

玄3 0.23 0.76 77.67 17.86 78.71 1.回 69.92 55.03 

ウダイカンパ チヤミダレアミタケ Xll 0.67 1.97 77.78 52.11 部・47 3.&4 77.19 回 .11
Betul，α 

cDBoX αnfed・rFααRhg.)ooeSpaCs4E9(RBOOELTT. - XIョ 0.43 3.26 73.76 31.72 77.31 4.59 76.26 58.96 Ma:r;伽ωωicuanα
REGEL XIl 0.27 1.08 73.38 19.81 76.49 4.ぴ7 77.86 59.17 

ミ ズナ フ
ホウロクタケ XIIl 0.64 2.盟 68.3'7 43.76 72.26 5.39 81.32 58.76 
Trarnetes dick伽8iiQuercu8 cr句協laB1- BF..RK. 玄II1 0.32 9.00 回.却 10.30 41.ω 22.21 偲.邸 26.22 



1ノ ナ オオチリメンタケ

STIUMfa ONjKαpAI O旬，ica Trα隅etesがFRbb.)osFaR XIIla O.ぴ1 5.27 68.78 4.46 開.67 8.45 68.22 44.05 
(PERS. ex 

マイ タ ヤ
チヤカイガラタケ XIV。 0.58 2.08 79.25 45.97 88.94 5.59 76.19 68.95 

Acer mono MAXIM. D(BαUeLdLα.heox psFiR s tγicolor XIV2 0.87 1.08 78.55 29.06 81.48 8.60 79.86 65.07 
var. glabrum HARA .) BOND. 

et SING. XIVa 0.28 1.48 78.89 16.88 77.49 5.80 66.88 51.88 

アイカワタケ
XVl 0.60 1.13 79.68 47.78 84.46 5.72 68.84 58.14 

ミズナラ FsLtRade.)MhBPt4O02N7・6・t悌D4SS • Quercus crispulαBL. sulpnul'eus (BULL. ex XVa 0.21 14.60‘ 14.28 8.00 21.04 飽.11 58.砲 11.飽
et SING. 

ド ロ ノ キ ヤ ーー タ ケ

PMopαzudtmt4S oW4CZ44 
Ischnodermα XVla 0.12 7.52 62.18 7.46 66.52 6.60 78.75 52.88 
Te6x 84F旬R08.)旬K間AR(SSCTH.RAD. 

A.HENRY 

ハシ ドイ エゾキコブタケ XVII2 0.40 7.97 67.22 26.89 72.86 7.11 71.88 52.01 
SHEApRtnA garetutdαtα PPhILeA114T nus bαumii 

XV!L1 0.21 8.80 64.28 13.49 71.57 10.26 75.85 54.29 

ヤチ ダモ
XVIII。 0.50 0.61 7.8.92 89.46 82.54 4.88 69.95 57.74 F子αxinu8mαnd..~huricα ウロコタケ属の 1 種

!{UPR. var. japo鈍化α Stereum sp. XVIII2 0.81 2.26 76.88 28.88 80.65 4.67 76.75 61.90 
MAXIM. 

カ ツ 7 
ク モ タ ケ XIX。 0.46 6.98 78.73 83.92 80.58 8.45 77.96 62.78 

jzCaueprcoccn也.f4dcpt4hm vtISt4Im EB.et Coriol制官ersicolor
(L. ex FR.) QUEL. XIX3 0.12 0.49 70.44 8.45 75.97 7.28 80.60 61.23 

ミ ズナ ブ
シイ タ ケ XX1 0.72 2.23 77.19 55.58 82.02 5.89 77.09 63.28 
CortineUus edαdes Quercu8 crispulαBL. ITO et IMAI XXa 0.29 2.19 76.35 22.14 80.01 4.58 88.48 70.79 

議



ホロセルロース 議
誠 料

の Yie収ld of 
量 粗ホロセノレロース

Sample Crude holocellulose 
holocellulose 
--------圃園田ー『

JF、 、

前処理
ヲグニン Yie加四の【ld収水旦国ス分量と岨b解しyd叫{生てグ哨)成ル困物コ副

樹 種 菌 種 読Sa料Nmo番p.l号e V容01積UID重e による 収量
Wood species Fungus spe巴ies 0・ weight Sin o拍lau出lbci量olhitoy l Yield L含Ig有n量nglmosふe % 

content On basis On basis 
a凡d.e七h自r of crude of 、
% % gJl∞cc % % holoeel-osraimgipnlae l 

lulose 
一一一一一一一 一一一一一一

キ J、 ダ
(BiヒVEメRTKモS.αグeπxdサeFvタRα.ケjfKt4A97RzoSsTα • PhellodendγOrt XXI. 0.21 1.60 74.18 15.鴎 77.56 4.36 84.42 65.48 

αmurense RUPR. 
一一一一一一

ヤマハンノキ ミヤベオオウロコタケ XXII1 0.41 0.87 79.92 32.77 85.95 7.02 80.24 68.97 
AlnU8 hirsutα Hymenochaete 
TURCZ. intr・icafαLLOYD XXIIs 0.18 2.75 78.13 13.16 77.63 5.80 71.40 55.43 

一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一

シワリザクラ
ツガサルノコシカケ

XXIVo 0.60 6.13 75.80 45.48 79.66 4.84 79.93 63.67 
Pnる旬秘書 S$ioriFR. F(SbWmAfRtoTpZ s48 ex ptF?tRie.) ofα 
ScHM. XXIVa 0.26 6.89 21.76 5.66 28.80 24.44 54.36 15.66 

KARST. 
一一一一一一一一一一

マイ タ ヤ
アナタケ属の1種 XXV。 0.61 1.31 80.33 49.00 84.70 5.16 77.83 65.92 

Acer mono MAXIM. 
var. glabrum HARA Poriαsp. XXV3 0.17 73.51 76.40 3.78 79.22 60.52 

ヤチ ダモ ヤキフタケ XXVI， 0.50 0.76 79.30 39.65 84.06 5.66 卸.11 67.34 
FrαxinU8 

I1SM1CymRAZU?.?Mzu(?-c) mez PF14Rbω.) ce附 XXVh 0.25 0.67 75.28 18.82 84.03 10.41 77.34 64.99 
仰tαndshuricαRUPR.
val". japonica MAXIM. XXVIs 0.15 1.68 72.83 10.92 80.01 8.98 61.24 49.ω 



ウダイカンノく カノtアナタケ XXVIIt! 0.55 0.44 84.ω 46.53 89.88 5.88 78.04 70.14 
Betula F(PUEsReSo.poerx taFRob.) tdquα XXVIIl 0.61 3.63 75.13 45.部 79.17 5.10 85.08 67.36 Mαximowiczi，α旬α
REGEL AOSHIMA XXVII3 0.21 2.63 58.30 12.24 62.15 6.20 85.08 52.88 

ミ ズナ 7 
カタウロコタケ XXVIII1 0.47 3.03 66.12 31.08 76.23 13.27 73.31 55.88 

Q悩 rCU8cri雪'pulaBL. S(PEEGrReSt-4)m Rr. ustdost4m XXVIII3 0.29 2.56 64.34 18.66 73.40 12.35 73.80 54.17 

一 レ
ニクウスパタケ XXIXl 0.48 0.15 76.37 36.66 85.59 10.77 74.加 63.59 Ulmus Dαvid似nα Coriolus co附 ors

PLANCH. var. (BERK.) IMAZ. XXIX3 0.2o 0.17 74.69 19.42 84.19 11.23 75.55 63.61 
jα'ponicαNAKAI 

GG(マ回nMf目ィYdSaLタmf田同ヶ町施(η血)岨s. F 
XXX1 0.57 1.70 69.66 39.71 75.67 7.94 78.36 59.30 

ミ ズナ フ
XXX官.5 2.25 76.44 80.51 5.05 84.42 Quercus crisp叫laBL. 67.97 

XXX3 。 91.65 91.65 。

言
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vii. 腐朽によるリグ二ンの変化

腐朽菌によってリグニシが分解されることはすでに報告恥，;，l，"l).13η されている a 筆者も

白色腐朽および中間腐朽ではリグニシが分解消耗されて，その絶対量が減少していること

をみとめた。また赤色腐朽の場合でもリグニンはかなりの量が 1%NaOHによって溶解さ

れ，健全材のメトキ Vノレ基含有物質がほとんど落解きれないのに，腐朽材 (7~， 7b;)のは

溶解されている (58%，60%)， これはリグニ γが薗によって分解されて可溶性に変化して

いることを示している。赤色腐朽材ではリグニシとして定量されるものの含有量は非常に

多く，腐朽材利用の上からもこの性質を明らかにすることが必要である。腐朽材ことに赤

色腐朽材には一般に水，アノレカリ，有機溶媒などに可溶性の成分が多量に含まれている。

第152表 DORE法による魔朽材分析表

Table 152. Chemical compωition of decayed 
wood by DORE's method28) (%) 

試料
番号

抽 物
樹種
Wood species 

出
Solubility in 
ー--'

Sample 水分ベンゼン :-2 温水 1% 
No. Moisture Benzene Alcohol Hot water NaOH 

リグニン:-Z
Lignin C. and B. 
cellulose 

菌種
Fungus species 

トドマツ
Abi6S Mαyr仰向α 河川

MIYABE et KUDO 刊

カ イメンタケ 1-
Ph伽 ol制 schwe伽itzii ¥"/3 
(FR.) PAT. 

13.01 0.24 1.36 2.85 13.60 23.76 52.73 

14.34 0.48 3.08 5.81 33.12 34.04 20.93 

カラマツ
Lα巾 Kα棚 pferi
SARG. 
カイメンタケ

Phαeoz'伽 sch御伽itzii
(FR.) PAT. 

7ba 26.18 3.12 15.89 3.93 24.83 43.92 

7bo 9‘87 1.02 2.57 7.50 12.04 28.68 

7b; 22.06 3.40 14.18 3.88 24.68 46.01 

トドマツ
Abies s'αchali飽制tSI8
FR. SCHM. 
スタケ
ー却1:) 18.27 1.36 11.97 6.52 23.72 45.29 

Laetipor制 sulph~抑制8
(Buu:. ex FR.) BOND. 
et SING. var.骨tiniatus
(JUNGH.) lMAZ. 

L

L

 

乱

焔
α
ヶ
蜘

J

刷
カ

k

-
フ
伊
シ

ω

u

c

 

吋コ

ナ

m
ノ
地

協
ル
m叩

ス
仰
吋
…
…
叫

ミ

Q
ク

F
D

5.38 0.14 4.32 6.42 17.94 19.27 45.20 

6.62 O.印 4.92 17.27 50.45 

ミズナラ
Quercus cri叩ul，αB.L.
アイカワタケ

XVa 23.17 Lαetipor加 Mdp仰向u8 .A.V3 
(BULl':. ex FR.f BoND. 
et SING. 

o.盟 12.08 10.04 44.79 17.93 
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そこでこれらの可溶性物質をDORE法問によって分析した結果によってみると第152表の

ようである。これによると可溶性成分の中ではアノレゴ~}レに溶解するものが多く， SCHOR-

GER法の分析値と比較すると，温水抽出物の大部分がアノレゴ{ノレ可溶性であることがわか

る。また 1%NaOH抽出物の中には多量のリグニ γが含有されていることは， DοRE法tこ

よる定量値が， SCHOGER法による定量値より低いことによfって明らかである。 広葉樹で

は健全材のリグニシでもアノレカリ可溶性の部分がかなりあるが，腐朽すると可溶部分はさ

らに増加する。 たとえばアイカワタケによって腐朽したミズナラ材(XV3)のリグニシ含有

量は 44.43%であるが， DORE法による定量値は 17.93%であって， その差の 26.50%はア

ノレカリによって溶出されたリグニシである。 そこで赤色腐朽材のアルカリ可溶性をさらに

低濃度溶液について検討した結果は第 153表のようである。 これによると試料7ba，7b，i， 

20τ， XV雪のリグニシは 0.5%NaOHにそれぞれ全リグユシの 48，60， 22， 51% (原木粉

の27，39， 13， 23%に相当)が港出されている。 そこでこれら赤色腐朽材のリグユンの性

質をさらに追究するため， この中から 7bおよび7げをえらぴ出して次の実験を行った。

第1招表

Table 153. 

各種濃度のアルカリ溶液による抽出量

SoIubility in caustic soda soIution in 
various concentration (%) 

樹種
W伺dspecies 

カラマツ
Lαrix Kαempferi SARG. 

トドマツ

Abie8 8αchαlinensis FR. 
SCHM. 

ミズナラ

Q悩 γC制 C1・ispulαBr...

菌種
Fungus species 

カイメンタケ

Phωol旬88chweinitzii 
便百三.)PAT. 

タケ

叫88世

FR.) 
var. 骨~ini，αtus
.) lMAZ. 

ワタケ

まず濃度のことなる NaOH溶液で抽出し，

試料番号
Sample 
No. 

f7ba 
l7b; 

203 

XVa 

NaOH (%) 
~・-・-・E・-周回目凶ー，、.圃圃幽.圃・d・・圃・・・・ー・、

0.5 0.1 0.05 

70.58 58.01 40.22 

74.10 63.52 49.65 

日.90 31.93 24.61 

78.48 49.ω 32.59 

それぞれの残査中のリグユシを常法によ

って定量して不溶性リグニシとする。一方抽出液はこれに硫酸を加えて 6%硫酸溶液とし

てから3時間煮沸して炭水化物を分解し，生じた沈澱を濃別してとれを可溶性リグニシと

これをまとめると第154表のようである。両リグニシの和はScHORGER法による

リグニシよりやや多い。いまこの和を全リグユシとして，可落性に変化(分解)した部分は

した。

健全材ではほとんどみられないが， 7b3の場合は全リグニシに対する場合が0.5'7色 NaOH

では 63%，0.1% NaOHでは55%，0.05% NaOHでほ 33%となり， 7b~ の場合は 0.5%

NaOHでは 68%，0.1% NaOHでは57%，0.05% NaOHでは 44%となっている。 すな
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第1国表 魔朽材b:J， b;中のアJレカリ可溶性ならびに

不溶性リグニンの含有量

Table 154. Alkali soluble and insoluble lignin content 
in decayed wood (7b， 7b;) (%) 

試料番号 りグニンの種類 NaOH (%) 
Sample Lignin kind ，、--
No. 0.5 0.1 0.05 

21.22 28.19 43.84 
7bs 

Insoluble lignin 

可溶性bleリグニン 37.63 33.82 21.90 Soluble lignin 

(不In駒soluble山I 20.99 28.49 38.83 
7b; 

19nm 

S可o溶，lub性leリlグignニinン 45.49 38.45 30.15 

第155表 アルカリ可溶ならびに不溶性リグニン中の
メトキシル基含有量

Table 155. OCHa content in lignin (%) 

試料番号
リグニンのki種nd類

NaOH (%) 
SaNmop. le ，、--・Lignin 0.5 0.1 0.05 

12.お 11.39 10.37 
7b:1 

可溶 グニン
Solub性leりlignin 9.91 9.85 8.52 

11.84 9.74 10.侃
7b; 

e lignin 

S可o溶lu性bleリlグigニninン 10.び7 9.34 8.94 

わちリグニシはこのように 0.05%の稀アノレカリに 33-44%溶解するまでに分解されてい

る。とれらリグユシ中のメトキ i/Jレ基含有量は第 155表のようであって，可溶性りグニシ

が不溶性リグニシよりも低くなっている。また炭素含有率は 7baの不溶性リグニンが64.90

%，可溶性リグユシが 62.66%であって可溶性リグニシの方が低く，また SCHORGER法に

よるヲグニシの 63.40%は DORE法によるリグニシの 65.11%よりやや低くなっている。

これらの結果からリグニ γは健全材のものより分解されていることが推定される。さらに

木材中のメトキνノレ基がすべて日グニシに基因するものとして， 日グニシのメトキi/)レ基

含有率を，木材のメトキV基含有率から算定すると第 156表のようである。これによると

いずれも腐朽によって脱メトキi/)レされた傾向を示しているが， 白色腐朽 (5)と中間腐朽

(6)はその傾向がやや少なし赤色腐朽(7，1勾の方がやや強いことを示している。
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第156表 腐朽材のメトキシル基とリグニンとの関係

Table 156. Relation between OCH3 and 
lignin in decayed w∞d 

木材中のOCH.1
木O材C中Eの がすべてりグニ

リグニン ンによるものと
樹 種 菌 種 試料番号 OCH.1 in 

Lig94 m したワグニンの
W ood species Fungus species Sample wooA q n OeH.1含m有率

No.b(aWsios)od 94 O(LCiHgr Hwood 
gnin basis) 
% 

コニ ゾマ 、y
エゾサルノコシカケ

Pi己eαjezoe鈍sisCARR. zCrαTznrpzαtondoedTImMα AZ. 5~ 5.84 29.93 19.52 

52，5 4.77 26.55 17.98 

アカエゾマツ
コニ ゾタ ケ

PiceαGlehnii MAST. 宝(F1yRr.o)mIMzrcAeZs• boreα!is 60 5.36 28.20 19.02 

61 4.88 27.63 17.67 

6! 5.14 28.99 17.73 

6，1 5.03 27.40 18.34 

カ フ マ ツ カイメンタケ
Lαrix Kαempferi Phαeol'秘s8chwei叩itzii 7bo 4.02 28.75 13.98 
SARG. lFR.) PAT. 

7ba 6.91 56.53 12.22 

7b; 6.31 65.03 9.70 

アカエゾマツ
トドマツオオウズラタケ

PiceαGlehnii MAST. T(PEEFrCoKm)EFMC伺I1RbRα.lsαmeus
担。 5.39 27.21 19.79 

12， 4.28 25.97 16.46 

122 5.81 31.14 18.64 

123 7.83 48.28 16..22 
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また単離リグニシのメトキ Vノレ基含有率は

九・・・・・・12.79%

7]・・・…14.67グ

72……10.23// 

73・・・… 9.30// 

7bo ••••• ・ 13.0%

7b3• …・・ 10.2//

7b，;-.....8.8グ

120・・・・・・12.79%

121・…・・14.67//

12.，..・…10.23//

123"・H ・9.30//

といずれも腐朽によって脱メトキνノレの起っていることを示している。これらの結果を総

合すると，白色腐朽薗と中間腐朽菌はリグユ γを消費するが，残存するリグニシの性質は

健全材のものにくらべて変化少なく，一方赤色腐朽菌はリグニシを分解するが消費しない

で残存し，残存リグニシの性質は健全材のリグニシにくらべてメトキ VJレ基と炭素の含有

率が低く，アノレカリ可溶性の部分が多くなっている。

viii.考察

腐朽材の成分の変化を研究する場合，一定の成分組成の材から出発して腐朽による変

化を究明すれば連続的な変化が明らかとなり，成分残存率も正確に求めることができる。

しかし天然腐朽材では各種腐朽段階の材が同一に近い組成から出発したと考えられる場合

がむしろ少なく，したがって成分の変化もかならずしも連続的でない場合が多い。また腐

朽段階の分類も完全な規準がなく，外観的な相違によるかなり主観的要素が入るため，い

ろいろな比較に困難な場合がある。しかし多数の試料について行った結果について総合す

ると，腐朽による成分の変化に一定の関係のあることが明らかとなる。

今まで腐朽材の分類は白色腐朽と赤色腐朽の 2種類に分ける場合が多かったが，多数

の分析結果によるとこれを3つに分けるのが適当であることがわかった。筆者は分類の規

準をホロセノレロースとリグユシ含有率の比においている。すなわち比率の 1以下のもの，

言いかえればホロセノレロースの含有率よりもリグニン含有率の高いもの，これを赤色腐朽

型とした。またこれとは全く逆にこの比率の大きいもの，すなわちリグニシの含有率の非

常に低いものを白色腐朽型.ホロセノレロースとリグニンの比率が健全材のそれと似ている

ものを中間腐朽型とした。比率の具体的数値を示すと赤色腐朽0.18-0.99，白色腐朽16.93

~∞，中間腐朽1.83-5.07であった。これらの分類は肉眼的にも明らかに相違が観察でき

今まで白色腐朽型として取扱われていたもののほとんどは健全材と組成の近い中間腐朽型

のものである。分類の内容については菌学者の行っている今日までのものに全く一致する

が，具体的規準を定めたことと，今まで白色腐朽といわれていたものの中には，明らかに

性状のことなった2群が含まれているととがわかったので，これを中間腐朽と白色腐朽に

分類したことが新しい試みである。

さて腐朽による成分含有率の変化を腐朽型別にみると，炭素とリグニシは赤色腐朽で
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は増加，白色腐朽では減少，中間腐朽では増減なく， Cross-Bevanセノレロ{スとホロセlレ

ロ{スは白色腐朽のみが増加して他は減少し，全ペシトザシは一般に減少の傾向であるが

白色腐朽の減少が目立っている。さらに抽出物はいずれの腐朽型においても増加の傾向に

あるが， l%NaOH抽出物はいちじるしく増加する。したがって 1%NaOH抽出物の量

は腐朽程度を定める規準ともなる。さらに一定容積中の成分含有量は，赤色腐朽の 1%

NaOH抽出物と針葉樹材赤色腐朽のリグニシがわずかに増加するほかは，すべて減少する

か，変化が小さい。 pHはあまり変化しないが，わずかに低下の傾向を示している。また

アルカリ消費量は2つの例外を除いてすべて腐朽によって増加しているが，増加の傾向は

針葉樹においていちじるしい。さらに残存成分はアノレカリ可溶性に変質するなど，分解さ

れて重合度や分子の大きさが低下しいてることがうかがわれる。

腐朽材のホロセノレロースを加水分解して生ずるグノレコース，マシノ{ス，キ色/ロース

の量から，そのいずれを多く消費しているかによって腐朽材を分類すると，針葉樹を7群

に，広葉樹を5群に分けることができた。これによると 3つが平均に分解されているもの

すなわちその組成が健全材のそれと変らない種類がもっとも多く，ほとんどの中間腐朽型

の材がこれに属し，赤色腐朽は針葉樹ではマンナンを多く消費し，広葉樹ではキ主/ラシを

多く消費する。リグニシは赤色腐朽材中に変質したものが多量に残存し，健全材のものに

くらべて炭素含有率が低く，かつ脱メトキi/ノレされている。

以上腐朽による成分組成の変化と，残存成分の性質の大要を主として一般木材分析法

によって知ることができたが，これは腐朽材を利用する上にかくことのできないものであ

る。

Il.木材の腐朽度

腐朽度とは腐朽の程度であって，その表わし方もいろいろ考えられているが，妥当に

して普遍性のある尺度は見出されていない。腐朽度を測定する方法には腐朽による木材の

理学的変化に基礎をおくものと化学的変化に基礎をおくものとが考えられる。前者の中に

は主として重量減少率によるものと強度減少率によるものとがあり，後者には成分の変化，

とくにセノレロースの減少率によるものが考えられている。重量減少率は多くの菌学者によ

って行われており，強度減少率は主として圧縮強度の減少率によっている。近年 TRENDE-

LENBURG14めは腐朽菌の強度に対する影響は動荷重が静荷重よりもはやしかっ目立ってあ

らわれることを明らかにした。一方化学的方法としてはセルロースによるものが考えられ

ているが，すでに述べたように，成分の変化は菌種，樹種により，また同一菌種でも環境

により種々様々であり，かつ分析法にも問題が残されていてかならずしも適当でない。処
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理条件がー定であって，腐朽の段階によって規則的な変化をするものはホロセルロースで

あって，これについてはすでに述べた。また1%NaOH抽出物の増加もその規準の 1っと

して考えられてきたが.Cross-Bevanセルロース， リグニシおよび炭素の含有率も同様に

腐朽型を考慮に入れれば腐朽度測定の規準とすることができる。しかし腐朽材の利用上か

らみると，腐朽度の測定には2つの場合があり，土建材などの強度を測定して耐用の限界

を判定するものと.ノミノレプ，糖化など化学工業の面から腐朽による木材の化学的変化を知

る必要のある場合である。この両者の価値ある腐朽度測定方法としては次の条件を満たさ

なければならない。すなわち少量の試料を用い，迅速かつ簡易にして，短時間にかなりの

精度をもって測定できることである。筆者はこの条件をみたす方法として，先人の業績を

参考にして研究を進め，次の 2方法を提案した。すなわち稀アノレカリの消費量による化学

的方法と，釘保持力による物理的方法とである。

i. 稀アルカ"の消費量

木材の腐朽度を測定する化学的方法として.l%NaOH抽出量によるもの附λ紛，14め材

の抽出液の色による方法凶}などの報舎がある。筆者は各種腐朽材の腐朽の程度とアルカ

リ消費量との聞に一定の関係のあることをすでに述べたが，この方法による腐朽度測定の

結果をさらにくわしく述べて，合せてこの方法の得失について検討する。

1. 測定方法

測定方法はすでに発表40)した通りであるが， 要点を再び述べると， 木粉O.lgを100

ccの共栓三角フラスゴにとり， これに0.1NNaOH 15 ccを加えて一定時間煮沸湯浴上で

加熱し，冷却後漉過して滅液中に残存するアノレカリを0.1NHCIで滴定し， これから木材

による消費量を算定する。

2.結果

この方法によって成分既知の腐朽材のアノレカリ消費量を測定した結果は，針葉樹が第

157表，広葉樹が第158表である。これをみると 2つの例外を除いて腐朽材は健全ない

し変色材よりもアノレカリ消費量が多い。消費量の差は針葉樹の場合は段階ごとに明瞭であ

るが，広葉樹では段階ごとにはかならずしも明瞭でないが，変色から中期に移る段階で明

らかに多くなっている。 また2時間加熱と 30分加熱を比較すると 2時間加熱の方が多く，

例外はあるが，両者の差は腐朽しているものが大きい。腐朽度の測定は絶対的な規準がな

いので，この方法による値も，完全な尺度とはならないが少なくとも成分の変化と密接な

関係のあることは明らかであり，これを 1%NaOHの抽出量と比較すると第159表および

第 160表のようである。すなわち完全腐朽材のアノレカリ消費量 (2時間加熱)を多い順に列

べ，これと 1%NaOH抽出物とをくらべると，その傾向はアノレカリ消費量の多いものが，
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Table 157. Volume of 0.1 N NaOH solution co回 umed
by decayed softwood (巴c/O.lg of wood) 
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樹種
W∞d species 

菌種
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阻
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sa試審Nm0料号p. le 2時間
30分

差
樹 種 歯 種 加熱 加熱 備考
Wood speeies Fungus speeies 2hr. 80min.DitTerence 

o. heated heated 

ト ドマ ツ カイメンタケ 7; 0.65 0.57 0.08 直接

AMbItYeAe BME αeUt T4kαu旬DαO Phωol伽 8chωeinitzii 7; o.回 0.59 0.03 
滴定

(FR.) PAT. 
7~ 3.93 2.87 1.60 

7; 4.27 3.24 1.03 

カ フ ? ツ カイメンタケ 7al 2.23 1.46 0.77 
Lαri.'r; K，αempferi Phαeol伽 8chweinitzii

7a2 4.22 3.60 0.62 SARG. (FR.) PAT. 

7a3 4.60 3.76 0.84 

カ フ マ ツ カイメンタケ 7bo 1.84 1.54 o.卸
Lαrix K田 mpferi PhαeolU8 8chweinitzii 

7bs 4.52 3.76 0.76 SARG. (FR.) PAT. 
7b; 4.32 3.60 0.72 

アカエゾマツ カイメンタケ 7d3 4.34 3.32 1.02 直接
PiceαGleh叩iiMAST. Phαeo伽88chweinitzii 滴定

(FR.) PAT. 

エソマ ツ チヤウロコタケ 8宮 1.62 1.31 0.52 
PiceαjezoensI8 
CARR. 

S(SCeEreWtm.)z FfRαr，scI<αtum 

コニ ソ"マ ツ エゾナミハタケ 9， 1.39 1.00 0.39 
PiceαjezoensI8 LentiJ鈍，U8

9;1 3.83 3.30 0.53 CARR. Kαufmαnii SMlTH 

ょこ ソマ ツ ツガサルノコシカケ 100 1.08 1.23 -0.15 
P的 αjezoensis

F(KSωWARMASRtToT. pZ 抑ex仰FR4.C)oω 101 1.39 1.08 0.81 CARR. 
102 3.76 2.99 ‘0.77 

103 4.22 3.45 0.77 

イ チ イ イドタケ属の1種 110 2.00 1.84 0.16 

Tet 仰ZtI4I8ceCt.48vpa似r.αLtaαztSf0IE14Bα Coni，叩>horαsp. 111 1.77 1.62 0.15 

NAKAI 11" 3.68 3.30 0.38 

アカエゾマツ ト ドマ ツ 12) 1.26 1.01 0.25 
PおeaGlehnii MAST. オオウズラタケ

12， 1.14 0.80 0.34 
均(PErCOK畑)MMesUsRbRd. same伽

122 3.45 2.27 1.18 

12" 4.01 2.71 1.30 

二巳 ゾマ ツ エゾノサピイロ 133 2.69 2.15 0.54 
Piceαjezoe間I8 ア ナ タ ケ

CARR. F(Mt4USCRORP.) W4Gttydrfd 
AOSl王IMA

エゾマ ツ ケニクアミタケ
14， 2.53 0.53 円ωα jezoe間伝 FbmU00279z8α4t8 α 

2.∞ 
CARR. T郎'eozonata(LLOYD) 14:1 4.52 4.06 0.46 

IMAZ. 
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誌番料号 2時間 8加0熱分 差
樹 種 菌 種 加熱
W∞d species Fungus species SmNop.leh2eahtre. d 8h0eaHtuend .DiEerenEe 

機考

ト ドマ ツ ハチノスタケ 152 2.38 2.00 O.関
Abies sachαli1初旬8Is Fωol叫saめeolar伽8
FR. SCHM. (Bosc. ex FR.) QUEL. 

ト ド 7 ツ ヒトクチタケ 160 1.23 1.08 0.15 
Abies sαchal'仇e附I8 C(PrEuCzK泌o)pSoHγEt俗AR世olvat伽 162 2.00 1.84 0.16 FR. ScHM. 

ト ド 7 ツ ウスパシハイタケ 171 1.23 0.92 0.31 
Ab伽 S即 hαt伽e側 s

ψFH4R04n1.)αtDceJdOuNos pELSE orCtHuRfA畑D.Ce0x・ 17:1 2.38 2.ω 0.38 FR. SCHM. 

ト ドマ ツ

F(MレbIIMIンRRto.ガ旬拍1MタA4畑Zケsulαγis 
18， 1.46 1.16 O.卸

Abies sαchalinensI8 18:; 2.99 2.30 0.69 FR. ScHM. 

;:r:. ソマ ツ ヤ タ ケ 19a 3.22 2.46 0.76 
Pweαjezoe附I8 lschnodermα 
CARR. res伽081ιm iSCHRAD. 

ex FR.) KARST. 

ト ドマ ‘Y マ ス タ ケ 2().J 3.47 3.24 0.23 
Abies sαchαli:旬副総i~

L叫F悦Ba綿g;1喝叫勾K抑旭明A円R制S48(T JU臨VNaGrEし1.，回FR. ScHM. 

1MAZ. 

ト ドマ 、y キンイロアナタケ 21~ 3.担 1.83 1.49 
Abies suchaline陶 is P俳句 subac必α
FR. SCHM. (PECK) SACC. 

エゾマ ツ キカイガラタケ 22.~ 3.41 2.54 0.87 直接
Piooα jezoe押1，8I8

8FGeR伽戸.)α叩Kγ似hAzRrmUS旬T(間WULF.ex 盟; 3.20 2.25 0.95 
滴定

CARR. 
盟;' 2.77 2.22 0.55 

ト ドマ ツ キカイガラタケ 22;" 0.49 0.13 0.36 直接
Abie喧 Mayriαnα

sFGeRIzod.e)αoKγp伽hAzR7rt7SZhT(mW. I1LF.eE 
滴定

MIYABE et KUDO 
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第158表 広葉樹腐朽材のアルカり消費量

Table 158. Volume of O.IN NaOH solution consumed 
by decayed hardwood (cc/O.l g of w∞d) 

樹種
W ood species 。。e

 
c
 

au 

種
却gu
 
mu 
n
 

菌
町

読料番号
Sample 
No. 

間
熱
久
剖

山
川
口
州
側

g
4
・制

H

H

L

U

30分
加熱

ωmin.DiEerence 
heated 

差

ミズナラ
Q制 rc糊俳句叫tαBL.

ヤマモミジ

Acer・pal刑 atum
THUNB. var. 
MαtsumurαeMAKINO 

シラカパ
Betulαplatyphyllα 
SUKA'τ'CH. 

ニ レ

Ulm制 Davidiana
PLANCH var. 
japonicαNAKAI 

ヤマモミ:/

Acer・pal甘Zαtum
THUNB. var. 
Mαf四 murαeMAKINO

ブナ
Fagus cre旬αtαBL.

アズキナシ

Sorbusαlnifol'伽 C.
KOCH 

シロザクラ
Pγun旬S
Mαximowiczii RUPR. 

シナ

，!，ilia japonicα 
SIMONKAI 

ヤマモ t :/ 
Aceγpal句協tum
THUNB. var. 
Mαtsu押turae
MAKINO 

クロサJレノコシカケ

Fomitopsis cαstαneα 
lMAZ. 

ニセホクチタケ
Phellinus ignilα付制
(L. ex FR.) Qu孟L.

ニセホクテタケ
Phellinus igni，α川畑
(L. ex FR.) -QUEL. 

ニレサJレノコシカケ

Rigidopor叫sulmαr似g
(SOW. ex FR.) IMAZ. 

アラゲカワラタケ
Coriolus hiγ'sut略g
(WULF. ex FR.) QUEL. 

アラゲカワラタケ
Cor・'ioZ，叩 hirsut伽
(WULF. ex FR.) Qu札

アラゲカワラタケ
Coバ'olusM問例制
(WULF. ex FR.) QUEL. 

アラゲカワラタケ
Coriolus hirsutus 
(WULF. ex FR.) QUEL. 

コフキサルノコシカケ
Elfv伽gi，αα，pplαnαtα
(PsRs.fKARST. 

0

1

2

3

 

Y
E
E
-
T
E
A
T
-
-
-
Y
-
-
a
 

rr" 
III 

II2 

II~ 

u; 

IIIo 

rrI:; 

IV1 

IV~ 

IV3 

IV; 

IV; 

IV;' 

IV;" 

0

1

2

3

 

v
v
v
v
 ホクチタケ VI2 

Fom伺 fom側 tαri制(L.
~~'FR.)KiëKX-' ...~ ，- Vla 

2.61 

2.46 

4.14 

3.76 

1.62 

1.39 

2.00 

2.38 

2.15 

1.92 

3.76 

2.15 

2.46 

2.92 

1.48 

2.32 

2.53 

2.61 

2.53 

2.00 

2.30 

2.84 

2.54 

2.30 

aυ

の

A
U
A
υ

内

u

n
d
o
o
a
H
V
Q
u
 

o
a

噌

止

の

6

向。

1.69 

1.23 

1.92 

1.84 

2.07 

1.92 

2.46 

2.00 

2.23 

2.46 

1.17 

2.09 

2.38 

1.92 

2.加

2.61 

2.46 

2.23 

-0.15 

0.63 

0.54 

0.47 

-0.07 

0.16 

O.曲

0.54 

0.08 

0.00 

1.30 

0.15 

0.23 

0.46 

0.31 

0.23 

2.15 0.38 

2.38 0.26 

0.15 

0.08 

0.0。
0.23 

0.08 

O.σ7 
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樹種
Wood species 

菌種
Fungus spe巴ies

試料番号
Sample 
No. 

間
熱

ι
d

時

h
M

2
加

2
h

回n
 
e
 

F
A
 e
 
f
 
D
 

L
立

U

分
熱

-mh出

O
旧

n
a

e
u
千
ん

n
u
e
。u・n

マイタヤ

Acer mono MAXIM. 
var. glαbrum HARA 

ヤマハンノキ

Alnus hirsutα 
TURCZ. 

ヤマモミツ

Acer palmαt~ιm 
THUNB. var. 
!rI，αtsumurαeMAKINO 

エゾヤマザクラ
Prunus Sαγ'gentii 
REHD. 

ウタ‘イカン，'(

Betula 
M仰 'imo叫 'cziαηα
REGEL 

ミズナラ
Q~ι~ercu8 crisp旬tαBL.

ナ
側・命
@
叫n
U
7
1
 

P
A
 

-Fほ
α

0

 

・
咽
ι
v
a
n
H

t
h
 

シ
四
位

マイタヤ
AOO1・慨O叫oMAXIM. 
var. glabrum H!¥RA 

ミズ7 ナラ
Q糊 rc制 C1対叩ul，αBL. 

ドロノキ

POPUlU8 
M，αm骨ω悦Y化zii
A. HENRY 

ハシドイ

Syri叫gα reticul，αtα
HARA 

ヤチダモ
肝 αm叫糊
骨Zαndshu付cαRUPR.
var.jo叩側icαMAXIM.

ウスパタケ
Irpex lαcteus FR. 

カワウソタケ
Inonot1ιs cuticularis 
(肢JLL.ex FR.) KARST. 

シロサルノコシカケ。噌'Poruspopul'伽蜘
(SCHUM. ex FR.) 
DONK 

サクラサルノコシカケ
PheUi句協spmπαce叫8
(PERS.) Qua. 

VII:1 

VIIL 

VIIL 

0

2

3

 

X

X

X

 

T
E
E
-
T
E
A
T
-
-晶

x
x
v
M
 
1

2

3

 

E

E

E

 

E

-
帥
汀
吋
削

ケ
仲
田

タ
配
乱
副

ミ

t
)

ア
・
間
市

レ

恒

.

町
d
X

ダ
'
b
e

z句
協
工
M

L

 

4
曲

O

チ

D
岡
山

ホウロクタケ
Trαmetes dicki況sii
BERK. 

オオテリメンタケ
Tγ品met甜 gibbosα
(PERS. ex FR.) FR. 

チヤカイガラタケ
D伽 da!eop腕 tricolor
(BULL. ex FR.) BoND. 
et SING. 

アイカワタケ
LaetipoTUs叫 lp加 reus
(Buu:. ex FR.) -BOND. 
et SING. 

ヤニタケ

Ischnodermα 
間 si押¥ollum(SCH貼 D.ex 
FR.) KARST. 

エゾキコプタケ
PheU伽 usbaumii 
PILAT 

ウロコタケ属の 1種
Stereum Sp. 

XIIl 

XII3 

XIll1 

XIVo 

XIV2 

XIV3 

XV1 

XV3 

XVL 

XVII2 

XVUτ 

xvm~ 

XVIII2 

2.84 

2.38 

2.53 

1.49 

1.77 

2.30 

2.38 

2.53 

2.61 

2.07 

2.46 

2.92 

2.76 

4.75 

4.16 

1.84 

2.23 

2.38 

1.33 

3.77 

3.99 

2.30 

2.46 

1.84 

2.23 

2.53 

2.23 

2.30 

1.48 

1.84 

1.84 

'
h
u
n
6
n
B
 

噌

A

Q

A

骨
骨

q
G
O
A

白
F
嗣

1.92 

2.15 

2.61 

2.69 

4.45 

3.77 

1.77 

2.07 

2.23 

1.17 

3.16 

3.30 

2.00 

2.30 

1.77 

2.07 

差

0.31 

0.15 

0.23 

0.01 

-0.び7

0.46 

0.23 

0.30 

0.23 

0.15 

0.31 

0.31 

0.07 

0.30 

0.61 

0.07 

0.16 

0.05 

0.16 

0.61 

0.69 

0.30 

0.16 

0.07 

0.15 
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差
樹種
W ood species 

菌種
Fungus species 

試料番号
Sample 
No. 

間
熱

ι
d

時

加

抗

、z
m刷
OL-e

6
4
2
h
 

80分
加熱

加J?}nJDi賀er
heated 

カツラ

CercidiphyUum 
japonic叫m 8IEB. et 
ZUCC. 

ミズ7 ナラ
Q制 rc叫8C1・ispulαBL.

キハダ
PheUodendron 
am協同叫8eRUPR. 

ヤマハンノキ

Alnus hir8utα 
TT.JRCZ. 

ミズナラ
Q叫ercu~ crispul.αBL. 

シウリザクラ

Pru鈍usSsiori FR. 
8CHM. 

マイタヤ
Acer骨wnoMAXIM. 
var. glabrum HAR.o¥ 

ヤチダモ
Frαxim何
mαndshuバcαRUPR.
var. japonicαMAXIM. 

ウダイカンパ

Behι1α 
Mαximowiczi伽 α
REGEL 

クモタケ

COriOlu8世ersicolor(L. 
ex FR.) QUEL. 

シイタケ
Corti叫ell秘書 ed初de.~
ITO et IMAI 

ヒメモグサタケ

Bい州側deγαjum08α
(I'ERS. ex F&) KARST. 

ミヤベオオウロコタケ

Hyme叫ochαete
intricαtαLLOYD 

オシロイタケ属の 1種
Tyromyce8 Sp. 

ツガサルノコシカケ
Fom伽伊I8pi冗icolα
(8WARTZ ex FR.) 
KARST. 

アナタケ属の1種
PO付αsp.

ヤキフタケ(?)
~yromyce8 'RUbe8CenS 
iSCHUM. ex -FR.) 
lMAZ. (?) 

カパアナタケ

Jilusc叩俳句 ob均ua
(PERS. ex FR.) 
AOSHIMA 

ミズナラ カタウロコタケ
Querc~ωcバ8pul.αBL. Stere叫mjrustulo8Um 

(PERS.l FR. 

ニレ

Ulm叫sDα世idanα
PLANCH var. 
jαponicαNAKAI 

ミズナラ

Querc叫8cri8pula BL. 

ニクウスパタケ
Coriυt制 con80阿
(臨RK.)IMAZ. 

マイタケ(?)
qrifola介側d08a
(DleKS. ex FR.) 8. F. 
GRAY (?) 

XlXo 

XIX" 

XX， 
XX:， 

XXI" 

XXII， 
XXIL 

XXIII:1 

XXIVo 

XXIV" 

XXVo 

XXV" 

XXVlo 

XXVI2 

XXVI~ 

XXVlIo 

XXVII[ 

XXVII~ 

XXVill1 

XXVIII3 

XXIX1 

XXIX3 

XXXI 

XXX3 

2.99 

2.84 

2.46 

3.45 

2.69 

2.00 

2.84 

2.53 

2.38 

4.52 

2.07 

1.62 

1.69 

2.53 

2.53 

2.00 

1.54 

2.69 

2.69 

2.61 

2.07 

2.61 

2.84 

3.22 

2.61 

2.46 

2.28 

2.61 

2.61 

1.84 

2.61 

2.15 

2.53 

3.76 

1.84 

1.23 

1.54 

2.07 

1.92 

1.77 

1.33 

2.15 

2.38 

1.84 

1.77 

2.30 

2.84 

2.46 

0.38 

O.飽

0.23 

0.84 

0.08 

0.16 

0.23 

0.38 

-0..15 

0.77 

0.23 

0.39 

0.15 

0.46 

0.61 

0.23 

0.21 

0.54 

0.31 

0.23 

0.30 

0.81 

O.∞ 
0.76 



第159表 針葉樹完全魔朽材のアルカり消費量と

1% NaOH抽出物量との関係

Table 159. Relation between volume of alkaline solution consumed 
and 1% NaOH solubility in decayed softwood 

試料番号
Sample 
No. 

腐朽型
Decay type 

アルカリ消費量
O.IN NaOH 
consumed 

1% NaOH抽出物
1% NaOH 
solubility 

順位
Rank % 

4; 

7a.， 

7b:1 

14.， 

7(h 

7b; 

7; 

73 

1~ 

12ョ

43 

9" 

。
。
;
陣
。

1
‘

日

'

i

n

4

 

22.1 

213 

193 

22; 

18" 

22;' 

1& 

Rank 
順位 cc 

n

n

 

w

w

 

赤

m
赤

m

B

B

 

1 4.68 

2 4.60 

赤
Brown 

赤
Brown 

赤
Brown 

3 4.52 

4 4.52 

5 4.34 

赤
Brown 

赤
Brown 

6 4.32 

7 4.27 

赤
Brown 8 4.22 

赤
Brown 

9 4.22 

赤
Brown 10 4.01 

赤
Brown 11 3.83 

赤
Brown 12 3.83 

赤
Brown 

赤
Brown 

13 3.68 

14 3.47 

赤
Brown 

中
Intermediate 

15 3.41 

16 3.32 

白
White 17 3.22 

赤
Brown 18 3.20， 

中
Intermediate 

赤
Brown 

19 2.99 

20 2.77 

中
Intermediate 

21 ， 2.69 

65.63 

68.95 

72.44 

59.16 

48.48 

76.67 

44.83 

40.45 

58.01 

50.56 

70.ω 

63.71 

57.66 

57.01 

51.82 

45.19 

36.15 

45.42 

33.21 

40.77 

35.47 

13 

16 

18 

n 

10 

11 

15 

19 

14 

21 

17 

20 

盟1

5 

4 

2 

7 

1 

8 

s 

6 

9 
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アルカリN消aO費H量 1% NaOH摘出物

話Sa料Nm0番p.l号e 
O.IN 1% NaOH 

魔朽型 consumed solubility 
De巴aytype 

順位 順位
Rank 巴巴 ?五 Rank 

15:1 中 22 2.38 2:1.Z1 22 Intermediate 

17:1 
中 23 2.38 26.67 24 Intermediate 

5:1 
自 24 2.05 21.02 28 White 

1~ 中 25 2.00 2:1.01 23 Intermediate 

3~ 中 26 1.92 24.36 26 Intermediate 

63 中 27 1.89 21.75 z1 Intermediate 

2:; 中
部 1.77 25.66 25 Intermediate 

第1ω表 広葉樹完全魔朽材のアルカり消費量と
1% NaOH抽出物量との関係

Table 160. Relation between volume of alkaline solution consumed 
and 1% NaOH solubi1ity in decayed hardwood 

アJレカりN消aO費H量 1% NaOH抽出物

試Sa料m呑pl号e 魔朽型
O.IN 

1s9o4luNbialOitE y consumed 
No. Decay type 

R順an位k 
順位

cc % Rank 

XII:1 赤 1 4.75 73.81 4 Brown 

XXIV~ 赤 2 4.52 89.39 1 Brown 

XXIVs 
赤 8 4.45 71.76 5 Brown 

Xills 中 4 4.16 47.73 8 Intermediate 

XV13 
中 5 3.99 59.20 6 Inぬrmediate

XVa 赤 6 3.77 関.39 2 Brown 

h 
赤 7 3.76 79.加 8 Brown 

1113 白 8 3.76 50.47 7 White 

XXa Int中ermediate 9 3.45 36.12 15 

XXX:1 白
10 3.22 42.22 11 White 

lVa 中 11 2.92 44.71 10 Intermediate 
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アルカり消費量
1%1Ns9o4al-uONbEialOi抽tEy 出量話料番号

D保e朽型
O.IN NaOH 

Sample consumed 
No. cay type 

順位 順位
Rank C巴 ~~ Rank 

XI1 中 12 2.92 32.38 20 Intermediate 

Va 中 13 2.84 29.07 25 Intermediate 

VII:1 Int中ermediate 14 2.84 37.45 12 

玄IXa 中 15 2.84 29.93 22 Intermediate 

XXlI~ 中 16 2.84 31.28 21 Intermediate 

XXI~ 
中 17 2.ω 34.24 19 
Intermediate 

XXVII3 中 18 2.69 46.36 9 Interrnediate 

IV;" 中 19 2.61 36.13 14 Intermediate 

Xa 中 20 2.61 26.61 31 Interrnediate 

xxvml 中 21 2.61 36.25 13 Intermediate 

X玄IX3 中 22 2.61 24.64 32 
Interrnediate 

IV;' 中 23 2.53 23.28 33 Interrnedia te 

vma 中 24 2.53 27.77 28 Interrnediate 

XXIIIa 中 25 2.53 34.97 16 
Intermediate 

XXVla 中 26 2.53 29.27 24 
Intermediate 

XVII9 Int中errnediate 27 2.46 34.25 18 

II~ Int中ermediate 28 2.38 28.10 27 

XIV2 Int中ermediate m 2.38 26.69 30 

IV; 中 30 2.32 27.18 29 
Intermediate 

VI3 中 31 2.30 23.13 34 
Intermediate 

IXa 中 32 2.30 34.82 17 
Intermediate 

II; 中 33 2.15 29.59 23 
lntermediate 

XXV:; 中 34 1.62 29.07 26 
Intermediate 



盟4

抽出物も多くなっていて， およそ比例的関係にあることがこれらを図示した第10図およ

び第 11図によってうかがわれる。
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第四図 針葉樹腐朽材のアルカり消費量と 1%NaOH抽出物との関係

Fig. 10. Relation between volume of alkaline solution consumed 
and 1% NaOH solubility content in softwood. 
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第11図 広葉樹魔朽材のアルカリ消費量と 1%NaOH抽出.物との関係

Fig. 11. Relation between volume of alkaline solution 
and 1% NaOH solubility content in hardwood. 
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3. アルカリ走消費するもの

木材腐朽薗は好んで酸性に発育し，中性の培養基を酸性化するものもある。また菌に

よっては蔭酸138)を堆積することも知られている。筆者の実験によっても腐朽材の温水浸

出液は健全材よりも多くのアノレカリを消費することがみとめられたが， これは古く WEH-

MER"O)によって指摘されたことである。 また腐朽材の pHがわずかながら健全材よりも低

いことはすでに述べた。

まえにも述べたように，アルカリ消費量はほとんどの場合アノレカリ抽出物と比例的な

関係にあるから，アノレカリを消費するものの主成分はアルカリ抽出物である。したがって

アルカリを消費するものは主としてリグニシおよびホロセノレロ{スの変化したものであ

る。しかし腐朽菌ならびに腐朽材の性質から考えて，他にもアノレカリを消費するものが考

えられるので，腐朽材を抽出処理してその消費量に及ぼす影響をみた。その結果は第 161

表のようである。 これによるとアルカリ処理による影響が最大であるが， O.1NNaOHに

よる抽出処理後もなお健全材よりも消費量が大きく， l%NaOH処理後もなお健全材以上

にアノレカリを消費するものもあり，ナミダタケによる腐朽材(233)は顕著である。これに

よってアルカリ消費量が， かならずしも 1%NaOH抽出量に比例しないことも理解され

る。温水抽出による影響は小さしアノレゴーノレ・ベシゼシによるものはさらに小さい。

溶剤の種類

Solvent kind 

第161表 アJレカり消費量l己及ぼす抽出処理の影響

Table 161. Effect of extraction on volume 
of alkaline solution consumed 

抽出残澄のアルカり消費量 (cc)
Volume of alkaline solution consumed by residue 

~ ~ . ~ 
~司圃圃ーー『・d、ー・園開園田ー『

無処理との差
Decrement cc due to 
extraction 

p一一ー-、ーー一~

無処理との差
巴巴 Decrement 
due to 
extraction 

-・E・--、・・・・・ーーー『
無処理との差
cc De巴rement
due to 
extraction 

'一一一-、一ー一一、
無処理との差
De巴rement

cc -due to 
extraction 

無処理
Wït~ut ":xtraction 0.83 。 3.14 。 3.55 0 4.27 0 

アJレコ-)レ・ベンゼン 0.75 
Alcohol-benzene 0.08 2.86 0.28 

湿 水 0.68 0.15 2.79 0.35 Hot water 

O.IN NaOH 0.22 0.61 1.88 1.26 1.17 3.10 

1% NaOH 0.07 0.76 0.86 2.28 1.28 2.27 0.72 3.55 

つぎにホロセノレロースおよびリグニシについてみると，カイメシタケによって腐朽し

たトドマツ材 73の粗ホロセノレロ{スは 2.03ccで健全材九の1.36ccよりも多く，リグニシ

は2.29ccで健全材リグユシの1.65ccよりも多い。単離したこれら成分のアノレカリ消費量
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第162表 健全広葉樹材のアルカリ消費量

Table 162. Volume of 0.1 N NaOH solution 
consumed by sound hardwood 

樹種
W ood species 

ニガキ

Picrαsmαquαgsioides BENN. var. 
glαbrescens PAMP. 
ヤマモミジ

Aceγpαt骨協tumTHUNB. var. 
MαtS1るmurαeMAKINO 
サワシパ
Car戸時間 coγdαtαBL.
エゾヤマザクラ
Pru鈍伽 Sαrgenti'iREHD. 
キハダ

PheUodendro叫 αm1町'eu..qeRUPR. 
ミズナラ
Quer側 scrW伽 laBL. 
ア サダ

Ostγ仰が仰仰αSARG.
カツラ
Cercidiphyllumαmure仰 eRUPR. 
ヤチダモ
Frαが托抑制α叫dshuricαRUPR.var. 
jα，po骨化αMAXIM.
ノ、、シドイ

Syri四gareticulatαE王ARA
ミズキ
Coγ叫制 co冗troversαHEMSLEY
コシアブラ
Acαnthopαnax sc句dophylloides
FRANCH~ et SA VAT. 
セン

Kalopanax p財閥 NAKAI
コブシ
Mαg叫oli，αKob1ωDC.
マイタヤ
Aceγmoηo MAXIM. var. glαbrum HARA 
シラカパ
Bet1ι1α plαtyphyUαSUKATCH 
ニレ
Ulm悦sDαvidiαnαPLANCH.var. 
jα:ponica NAKAI 
ヤマハンノキ

Al句協shirs1必αTURCZ.
ν ナ

間伽jα:po純化αSIMONKAI
アオダモ
Fraxi叫usSiebold似naBL. var. ser1叫 αNAKAI
ホウノキ
Mαgnoliαobovat，αTHUNB. 
シロザクラ

Pγunus Maximo悦泌ziiRUPR. 
卒均 Av.

アルカり消費量(巴c!O.1g of w∞d) 
Alkaline solution consumed 

2時間加熱 30分加熱 差
2hr. h伺 ted 30 min. heated Difference 

1.62 

1.84 

1.84 

2.00 

1.69 

1.92 

2.07 

2.23 

2.00 

1.84 

2.15 

2.15 

2.00 

1.62 

1.84 

2.∞ 

1.84 

2.15 

2.69 

2.00 

1.54 

2.15 

1.鮒

1.46 

1.54 

1.77 

2.00 

1.77 

2.00 

2.07 

2.23 

1.77 

1.62 

2.00 

1.69 

1.62 

1.54 

1.69 

1.69 

1.77 

1.84 

2.却

1.69 

1.23 

1.92 

1.79 

0.16 

0.30 

O.σ7 

O.ω 

-0.08 

-0.08 

0.00 

0.00 

0.23 

0.22 

0.15 

0.46 

0.38 

0.08 

0.15 

0.31 

O.σ7 

0.31 

0.39 

0.31 

0.31 

0.23 

".17 
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が，木材中のそれと全く同一であるとはいえないが，その傾向は知ることができる。また

エゾナノレノコ乙/.カケによって分離された白色繊維状物は 4.27ccであって 70のホロセノレロ

ースの 1.36CC，人絹パルプの 0.11ccにくちべて消費量は高くなっている。 このようにリ

グニシとホロセノレロ{スはともにアノレカリを消費しやすく変化しているが，赤色腐朽材の

消費量がとくに多いのは， リグユシの変化のいちじるしいことを示している。なお広葉樹

は，健全材においてもすでに高い消費量を示し，第 162表のように 22種類の健全材につ

いて行った結果 (30分加熱)は1.23-2.30CC，平均1.79ccであって，腐朽による消費量の

変化が比較的少ないことがうかがわれるが，赤色腐朽材の消費量がとくに多いことから，

アノレカリを消費するものの主体がりグニンであることが針葉樹の場合と同様推定される。

4. 測定条件の影響

a. 誼過ならびに満定時間

本法は簡便をモットーとするため，残存アノレカリの滴定は試料を入れたまま直接行う

ことを原則とするが，慎重をきするには濃過して滅、液の一定量を用いて滴定する方がよい。

両方法による測定値の相違を第 163表に示す。これによると直接滴定する場合は試料の大

第163表 直接滴定と櫨過後滴定との相違

Table 163. Difference between direct and filtrate method 

アルカリ消費s01量ut(cc) 
裁料番号 試料の大きさ Volume of alkaline solution consumed 
Sample S(mamesphle ) 直接法 猪過法 差No. 

Direct method Filtrate method Difference 

70 42~1ω 0.83 0.91 0.08 

7、 42~100 3.14 3.75 0.61 

73 100~ 2.91 3.75 0.84 

きさが影響する。すなわち試料の大きいものが高い値を示しているが，これは試料内に浸

入したアノレカリが試料の大きいほど中和されにくいからである。この傾向は滴定に要する

時聞の影響からもうかがわれる。 すなわち試料 73(42-100 mesh)を直接滴定して滴下を

はじめてから終点までに要した時間と消費量との関係はとなっていて，所要時間の長いほ

c
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ど消費量は少なくあらわれる。これは木粉内部のアノレカリが完全に中和されていないため

である。しかし普通滴定に要する時聞の範囲内ではほとんどこれによる誤差はない。一方

濃過して滴定すると，直接滴定する場合と逆に試料の細かいものの消費量がわずかに多く
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第164表 アルカリ消費量と加熱時間および液量との関係

Table 164. E在ectof heating period and volume of solution 
used on volume of alka1ine solution consumed 

加熱時間(分)
アルカリ消費量 Volumeof O.IN NaOH consumed (cc) 

peHreioadt(imng in.) 
使用液量 Volumeof alkaline solution used 

F 
ー 司‘、

10巴巴 15巴巴 20cc 25cc 

1日間室温
109)104 1.60 ~ 1.48 1.50 ~ 1.47 

One day at 1.43 
room temp. 0.98 

1.50 1.回 1.52 
1.35 1.35 

2日間室温
Two days at 1.63 
room temp. 1.44 1.65 

1.95 ~ 1.87 1.93 ~ 1.85 1.87 ~ 1.93 1.55 
5 

1.94 1.92 2.10 1.36 ( 1.57 

1.63 1.63 1.85 1.70 

2.13 ~. 2.11 2.0~ ~ 2.21 2.54 2.70 ~ 2.69 10 2.50 
2.37 2.37 2.35 2.83 

2.39 2.32 2.36 2.59 

15 2.72 ~ 2.66 
2.73 

2.61 ~ 2.73 
2.72 

2.57 ~ 2.56 
2.36 

:.~~ ~ 2.82 
3.06 

2.70 2.69 2.50 2.75 

2.88 ~ 2.86 3.09 ~ 3 2.75 2.81 ~ 2.95 20 
2.91 3.20 ( 3.03 2.86 ( 2.86 2.93 

2.95 3.00 2.82 2.83 

3.24 ~ 3.26 2・.:r~ 3.16 83..246 6 8.28 
3.35 

30 
3.34 3.20 3.35 ( 3.路

3.加 3.12 3.27 3.43 

3.79 ~ 3.77 3.93 3.95 3.94 ~ 4.03 回
3.83 3.83 ( 3.91 4.05 ( 3.96 4.ω 

3.85 3.83 3.99 4.20 

120 4.00 ~ 4.10 
4.10 

4.2~ ~ 4.46 
4.57 ( 4. 

4.44 ~ 4.47 
4.61 

4.42 ~ 4.46 
4.41 

4.29 4.50 4.63 4.63 

180 4.83 ~ 4.73 
4.79 

4.72 4.~~ ~ 4.80 
4.75 f 4.76 4.82 

4.53 4.回 4.62 
一一一一一一一一一一ーー・ F一一一一
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なる傾向がみられ，細粉ほど吸着面の多いためと考えられるが，粗細の差は微少であって

問題とするに足らない。 1例を示すと試料7;の1時間加熱について次のようである。

42-60 mesh 4.52 cc 

100-150 mesh 4.62 cc 

b. 加熱時間および液量

腐朽材にアノレカりを加えても常温ではほとんどこれを消費しないが，加熱すると消費

量が急、に増加する。また加えるアノレカリ液の量も多少影響し，試料 7~ について具体的に示

すと第164表のようである。これによると室温で1昼夜処理したときの消費量は使用液量

15 ccの場合1.35-1.60ccと低い値を示しているが， これを加熱すると 5分間で1.63-

1.93 ccを消費し， 30分間に2.97-3.35 ccに達する。 その後の増加は綾漫であるから，加

熱時聞は30分以上であれば比較に充分でるる。液量は 10-25ccの聞では大差なく， 10cc 

でも充分と考えられるが，とくに多量の消費のある場合を考慮して 15ccを用いている。

5.考察

アノレカリ消費量による腐朽度の測定方法によると，樹種および菌種の明らかなもので

は，その消費量から腐朽材の化学的性質の大略を推定することができる。また測定には今

までこころみられた方法にくらべて試料が少なくてすみ，操作が簡単で，短時間ですむの

で腐朽度の測定方法として用いることのできる条件をそなえていると考えられる。筆者は

この方法を用いて木橋の腐朽を診断した。すなわち測定すべきところに生長錐を入れて材

をぬきとり，深さ別に試料をとってこれのアルカリ消費量を測定した。この結果はすでに報

告4のしたが，多くの経験と検討を加えて改良すれば実際面にも役立たせることができょう。

ii. 釘保持カ

木材の腐朽度測定法の一つに釘保持力によるものがある。木材が腐朽するとその理学

的性質の変化に伴ない，釘保持力も減少する。釘保持力による腐朽度の測定は操作が簡単

でかつ部材を傷つけることが少ない長所をもっている。釘保持力による腐朽度の測定は部

材の表面のみに行いうるが， これを基礎にして圧縮強度を算定しようとする試み凶〉もあ

る。釘保持力の測定によって測定した値がそのまま重要な意味をもつものに枕木の犬釘の

保持力測定がある。これに関してはすでに研究110)川〉されているが，筆者はこれを森林鉄

道の枕木に応用し，その結果をすでに報告4りした。ここには筆者の考案した簡単な測定方

法と，釘保持力とアノレカリ消費量との関係などについて述べる。

1. 実験方法

筆者等の考案した釘保持力測定器はいたって簡単なものであり， したがって製作費も

わずかですむ。 この測定器は釘抜器とゼシマイ秤とからなっており， 釘抜器はすin.のガ



認。

ス管を用いて作り全長 1m，f<可端がそれぞれ支点と力点になり重点は移動でき，その位置

は釘の大きさ，材の軟硬などによって適当に調節できるようになっている。 自重は 2kg

である。また，釘は市販の洋丸釘の中から一定の太さのものをえらび，打込まれる面に誘

や傷のないものの，先端から一定の長さのところに印をつけ，金槌を用いてその印まで打

込み，これを釘抜器を装置して引抜き，これに要した力をゼシマイ秤で測定するものであ

る。なお，柱面の釘保持力を測定する場合ii.引抜器の自重はゼンマイ秤の読みに影響しな

いが，枕木のように水平面の測定にさいしては，ゼシマイ秤の読みは釘保持力と自重の一

部との和となるわけであるから，自重を考慮してこの読みから差引いたものが真の釘保持

力となる。

つぎに保持力に影響する因子としては， (1)木材の水分合相率， (2)釘の打込み速度ま

たは打撃回数， (3)引抜速度， (4)釘の打込み方向などが考えられる。実際の測定にあたっ

て，多くの場合水分含有率を測定したけれども，これによって具体的に測定値の補正をす

ることはしなかった0・また釘の打込みの力は，できるだけ一定にし，引抜きのさいも急激

に力を加えることはさけた。釘の打込み方向はつねに繊維に直角方向で，円柱材ではつね

に半径方向であるが，角材の場合には半径と切線の両方向，すなわち板目面に打込む場合

と柾目面に打込む場合とがあるけれども，これらの相異はすべて考慮しなかった。なお，

釘の打込みにあたって，もっとも注意すべきことは節などのように材質の特殊な部分をさ

けることである。

2.結果

試料はキカイガラタグによって腐朽したエゾマツならびにトドマツ材。 昭和25年 10

札札幌営林局大夕張営林署ならびに上芦別営林署管内の森林鉄道に架設された木橋で腐

朽のため取外された桁材，橋脚， トラス部材ーなどの中からいろいろな腐朽段階の材をえら

ぴ，さらに健全材を比較のために加えてこれらの材の釘保持力とアルカリ消費量とを次の

ようにして測定した。

すなわち市販の洋丸釘(直径3mm，表面積4.5cmつを， 2.5-3cmの間隔で，材の

ほぼ一様に腐朽していると思われる部分に5cmの深さに打込み， これの保持カを測定し

た。 さらに4本の釘で囲む最小の四角形の中心部を， 生長錐を用いて表面から 5cmの深

さまで抜取り，抜取られた円筒形の材の重量，水分およびアノレカ 9消費量を測定した。す

なわち，この円筒形の小材片をかみそりの刃で薄い円板状に刻み，絶乾重量の 0.1gに15

ccの割合でO.1NNaOHを加え，湯浴上で加熱の条件を一定に調節しながら 1時間加熱し

てから冷却，漉過し，浦、液中の残存アノレカリの量をヲラニシを指示薬として滴定し，これ

から O.1gの木材の消費したアルカリの量を0.1NNaOHのcc数であらわした。 とれらの

測定値をエゾマツ， トドマツ別に釘保持力の小さなものから順にならべ， 順次10個ずつ
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また釘保おのおのの性質の聞の関係を検討したーをとって平均した値を第165表に示し，

持力と容積重および釘保持力とアノレカリ消費量との関係を第12-15岡に示した。

第165表 釘保持力とアルカリ消費量，水分および容積重との関係

Table 165. Relation among nai1-holding power. 
volume of 0.1 N NaOH solution consumed， 
moisture and volume weight 

容積重
Volume weight 

水分
Moisture ' 

0.1N 
NaOH 

釘保持力
Nai1-holding power 

秤の読み
Observed value 
kg 
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Fig. 15. Relation between nail-holding power and volume 

of alkaline solution consumed (fir). 
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こiもI乙よると，

a. 釘保持力とアノレカリ消費量

腐朽が進むにつれてアノレカリ消費量は増加している。健全材のアノレカリ消費量は 1cc

以下の場合が多い。健全材の場合は個体が異なってもほぼ同ーの値を示して材の物理的性

質に影響されることが少なし釘保持力の大小にかからわず一定でらる。釘保持力主アル

カリ消費量との関係は第13図と第15図のようである。エゾマツでは釘保持力 10kgのあ

たりから腐朽によって保持力が減少し始め，これと反対にアルカリ消費量は増加してくる。

増加の傾向は 10kgから 5kgの聞がいちじるしく， 5kgでほぼ一定の値になり， 腐朽は

すでに末期の段階にいたっていることが分析の結果から明らかである。 トドマヅの場合も

これとほぼ同様の傾向を示しているが 2-3kgになってはじめてアルカリ消費量が一定量

になる。曲線の形は樹種，菌蓮などによってそれぞれ特徴のあるものか，あるいは共通の

ものであるかは多数の測定によらなければ決定できないが，これを究明すれば釘保持力か

ら一般強度の換算ばかりでなく，腐朽の段階をも明らかにすることができると思われる。

b. 釘保持力と容積重

釘保持力の大きいものほど容積重も大きい。エゾマツ， トドマツ双方とも釘保持力の

増加するにしたがって， 容積重もゆるやかなカ{プをえがいて上昇する。 これを第12図

と第14図に示す。 したがって腐朽によって容積重が減少すれば， これとは反対にアノレカ

リ消費量は増加し，この3者の聞にはそれぞれ一定の関係を示している。

c.水分

腐朽木材中の水分の分布は腐朽の進んでいるものほど含有率が大きいことが報告1(2)

されているが，この実験によってもその傾向があらわれている。また腐朽木材が吸水しや

すいこと附も古くから知られている。

d. 組成と他の性質との関係

釘保持力とアノレカリ消費量を測定した材の中，ほぽ均一に腐朽しているがその程度の

ことなった部分を表面から 5cmの厚さにとり容積量を測定後， 粉砕して一般分析を行

い，さらにアノレカリ消費量を測定した結果は第166表のようである。表中分析値欄の容積

量，成分， アノレカリ消費量は分析試料について測定したものである。試料22"は外観的に

も完全に腐朽したエゾマツの角材であるが水分含有率が30.72%と， とくに高い値を示し

ている。また釘保持カ，アノレカリ消費量，容積重などすべて完全腐朽材であることを示し

ている。試料223，22~' も腐朽の程度は進んだものであることがわかる。

以上腐朽木材の釘保持力による腐朽度判定を述べたが，この方法をいろいろな樹種，

菌種について行うことにより，その腐朽木材の物理的性質ばかりでなく化学的性質をも推

定することができる。



第166表 魔朽度測定値と成分組成との関係

Table 166. Relation between degree of decay 
and chemical composition 

誠料

Sample No. 

魔朽度
Degree of de巴ay

水分
Moisture % 

釘保持力 kg/cm2
Nail-holding power 

容積重
Volume weight 

アルカリ消費量的
Volume of O.IN NaOH 

分析値(%)
Result of analysis 

容積重
Volume weight 

炭素
Carbon 

セルロース
Cross-Bevan cellulose 

リグニ tン
Lignin 

1% NaOH 

アルカリ消費量(巴巴)
0.1 N NaOH consumed 

30分 (min.)

1時間 (hr.)

2時間 (hr.)

健全/Sound

コ二ソ"マツ

Piceα 
3eCzAoeRnR釣w

13.25 

21 

0.32 

1.10 

0.35 

49.54 

回.15

26.65 

18.11 

0.47 

0.65 

0.99 

223 22; 

エゾマツ エゾマツ

Piceα Piceα 

jeCzAoRe附R.tS 3eCzoAeRnRe. u 

30.72 13.03 

4 11 

0.18 0.25 

3.46 4.00 

0.20 0.26 

49.64 49.61 

39.35 38.76 

33.94 32.61 

51.82 45‘42 

2.54 2.25 

3.18 3.08 

3.41 3.20 

235 

22;' 22;" 

エゾマツ
トドマツ

Abies 
日ceα 且.fayr'fα旬G

jeCmAeRnR8. 48 MIYABE 
et KUDO 

16.26 15.95 

7 20 

0.25 0.22 

2.81 0.48 

0.24 0.31 

48.26 48.67 

33.01 56.20 

32.11 28.59 

40.77 11.75・

2.22 0.31 

2.41 0.42 

2.77 0.49 
』量

なお，筆者は本器を用いて秋田，熊本両営林局管内の防腐枕木の腐朽状態を調査した

が軽便にして使いやすく，よい成績をおさめている。その結果についてはすでに報告41)し

た。なお同時に調査した枕木のクレオソート注入処理において，腐朽材はその価値が低い

にもかかわらず，注入クレオソート量が多いので，防腐工場においては注意して取除くべ

きであることを痛感した。

iii.考察

木材の腐朽度を簡易にしかもある程度の精度をもって測定することは，建築用部材の

腐朽度を測定して災害を未然に防止する上に，また化学工業の原料としての木材の腐朽度
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を測定する上に必要欠くべからざるものとなりつつある。筆者の考案になる上記の方法は

その簡易性と精度の上で今日まで発表されているいずれの方法にも劣らないと考えられ，

応用も可能であると思われる。

III. 腐朽材の利用価値

腐朽材の利用方法は磨粉附とし，あるいは装飾品耐として用いられている程度であ

って，全く微々たるものである。それは木材が腐柿によって木材本来の性質，ことに理学

的性質を失ってしまうからである。腐朽材はその腐朽の種類と程度によってそれぞれ適当

な利用が考えられるべきものであって，たとえばリグニシより炭水化物を多く残存する白

色腐朽材では炭水化物の利用に主眼をおくべきであり，赤色腐朽材の利用に当つてはその

主眼はリグニシにあると考えなければならない。腐朽材の化学的利用の例はほとんど報告

がなく， したがってこれの研究はまったく基礎的なものから始めなければならない。

そこで筆者は赤色腐朽材のように，炭素含有率の高いものの利用方法として活性炭の

製造を行った。まず硫酸による脱水炭化によって特徴のある水和活性炭の得られることは

すでに報告問問したので， この方法を全腐朽材に適用して生成物の性能を試験する一方，

今日工業的に広く用いられている塩化亜鉛賦活法による活性炭の製造をも試みた。しかし

塩化亜鉛賦活法による製造条件は特許になっているものが多く，参考にするものが少ない

ので，発表されている最適の条件111<))をえらんで， これに従って実験を進めた。 また炭水

化物の利用方法として，白色および中間腐朽材の中から3種類をえらんでクラブト法によ

ってパルプをつくり，健全材パノレプと比較した。

i.水和活性農

1. 製造方法

話料は40meshのふるいを通過した木粉を1050Cで乾燥したものである。すなわち絶

乾試料木粉5gを100cc容のビーカーにとり，これに70%硫酸25gを加え， 800Cの湯浴

中でガラス棒を用いてときどき撹持しながら 1時間処理すると，木粉は黒変し泥のような

状態に変化する。 こうして得られた試料をビーカーに入れたまま時計皿で蓋をして 1500C

の恒温器中で8時間加熱処理する。加熱処理によって泥状の試料は固化するから，冷却後

とれを乳鉢を用いて充分すりつぶし， 潟、過板を用いて漉紙上にとり， Uの熱水を用いて

洗糠すると黒色の水和活性炭が得られる。 洗糠を終えた活性炭は数ccの熱水を用いてさ

らに洗糠し， 溶液をとって島津式簡易pH試験器(後半は東洋法紙pH試験紙)を用いて

pHを測定した。 こうして得られた水和活性炭は湿ったままで重量を測定し， さらにその

一部をとって水分を測定して絶乾収量を算出した。なお活性炭は試験管などにとって密栓
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し乾燥しないように注意しながら吸着試験に用いた。

2. 吸着試験の方法

メチレシプノレーとカラメノレの吸着試験は昭和22年6月19日付官報記載の方法と日本

工業規格を参考にして次のように行った。

a. メチレシプlレー試験

湿った活性炭の絶乾O.lg相当量を50cc容共栓三角フラスコに秤取し，これに0.15%

メチレシプノレー溶液 15ccを加えて， 5分間振聾してから漉過し，潟、液の濃度を標準液と

比較して脱色の性能を表わした。これに用いる標準液とは， 0.15%メチレシブノレー水溶液
2 10 

を一一一一一一一…・一一一ーの濃度に稀釈し， これを同じ太さの試験管に密閉し10，000' 10，000' '10，000 

て順に 1，2，……，10と番号をつけたものである。(第2回以後規準液は)IS規格に従い，

1 1 1 1 1 1 
原液のI扇町 1刃00' 50百， -fOσ50' 10'原液をそれぞれ1，2， 3， 4， 5， 6， 7と

3.5 
した)たとえば3.5とあるのは濃液の濃度が 3と4の中間にあることを意味しI百，000を

3 4 
意味するほど厳密なものでなく I正面0-1玩而百程度の意味である。また0.15%溶液15cc

を加えて試験を行った場合，よく脱色が行われて溶液の濃度が1よりも低くなった場合に

は，別に新たにO.lg相当量に溶液20ccを加えて吸着試験を繰返し，また 15cc加えて行

った漉液が 10以上の高濃度であった場合は加える液量を逆に 13ccに減らして試験を行

った。また2回以後はすべて 10ccを用いて試験した。

b. カラメノレ試験

試料絶乾O.lg相当量を 100cc容の秤量瓶に秤取し， カラメノレ原液40ccを加え， 振

幅 10cm，振動数160回/分で 15分間振歯して漉過する。別に試料を加えないで同様処理

してえた漉液を比較標準溶液として両溶液を Duboscqの比色計によって比色し， 脱色率

を算定した。この試験に用いるカラメノレ原液はつぎのようにして作られた。すなわち最純

サッカロ{ス 12gを8ccの水に溶解し，これに比重1.84の濃硫酸1ccを水4ccでうすめ

て加え， 湯浴上で30分加熱後さらに 2gの苛性ソーダを加えて5分間煮沸してから冷却

し，これに稀苛性ソ{ダ溶液を加えて中和(リトマス試験紙中性)してから水を加えて 120

ccとし，この中から 40ccをとって水500ccを加えて調製した。

c. ペユi/9 ~ノの吸着と港出試験

一定の力価を有するペユVリシ溶液cxは培養原液)10ccに活性炭を絶乾0.1-0.2g 
相当量加え，振幅 10cmで 120回/分のはやさで 10分間振置して漉過する。この浦、過の力

価を葡萄状球菌 (Staρhylococcusaureus)によって検定し， これから活性炭に吸着された

ぺニVリシの量を算定する。 つぎにこの活性炭に吸着されたぺニνリシを 80%のアセト

γ水溶液 10'ccを用いて溶出し， アセト γ溶液の力価を同様にして検定しで溶出されたペ

ュνリシの量を測定する。なおぺニVリシの単位(U)はNa結晶G(II)の0.6rの有する抗
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菌作用である酌。

3.結果

第 1回の水和活性炭の製造実験の結果によると，第 167表のように水和活性炭は同一

条件下で製造を試みても，そのつど収量，吸着力などにかなりのひらきを生じ，簡単な結

論的なものは得られなかった。吸着力と成分組成との間に共通した関係はみられないが，

戎る種の腐朽材がきわめて高い吸着力を示し，腐朽材の活性炭への利用が有望であること

を示し，とくにカイメシタケによるカラマツ腐朽材(7b3)から造った活性炭のペニ Vリシ

精製性能(第168表)は他の活性炭の追随をゆるさず，腐朽材の活性炭もその用途をも加味

するならば優秀な性能をあらわし，活性炭原料としての腐朽材の利用は有望であると考え

られた。

第2回の製造実験の結果(第 169表)をみると，それぞれの腐朽材からいろいろ異なっ

た吸蒼力のものが得られているが，これを腐朽型別に分けてみると，各腐朽段階の俗体数

にかなりの相違があって比較しにくいが，針葉樹では赤色腐朽の健全，変色，中期，末期

の順に収量は平均それぞれ59，61， 63， 71%と次第に高くなっており，吸若カはカラメノレ

がそれぞれ56，59， 56， 45%の脱色率で完全腐朽材がもっとも低く，メチレンプノレーは

2.9， 2.4， 2.1， 5.9と中期のものがよく，末期のものは低くなっている。また中間腐朽は収

量は 57，58， 60， 56%と腐朽による影響は少なく， カラメノレは 61，60， 59， 57%と腐朽

すどほ低くなっているが差は小さく，メチレンプノレ{は 2.3，1.9， 2.4 2.5とやはり差は

小さい。広葉樹では赤色腐朽材は収量がそれぞれ57，58， 66， 69%と針葉樹の場合と同様

腐朽するほど高く， カラメノレは 61，59， 59， 52%とわずかながら腐朽によって脱色率が低

下し，メチレシプJレーは 4.4， 4.5， 5.3， 4.5と完全腐朽材と健全材の間にはほとんど差がな

い。 さらに中間腐朽では収量54，55， 51， 54%と腐朽による影響は少なく， カラメノレは

55， 57， 57， 53%とわずかに低下の傾向を示し， メチレシプノレーは 3.1，3.9， 4.6， 3.5と

同じくやや低下している。白色腐朽は実験例が少ないが，メチレンプノレーの吸蒼によい性

能を示している。

以上の結果を総合すれば，腐朽材は水和活性炭の原料として健全材との聞に大きな相

違はないが，あるものは高い性能を示し，またできた活性炭の用途によっては健全材以上

のものもあって，その製法，用途などを考慮すれば優良な活性炭原料とすることができる。
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第 168表 水和活性炭によるペニシリン吸着ならびに溶出試験

Table 168. Test of 、adsorptionof penicilIin with the hydrated active carbon 

活性炭の種類

Kind of active carbon 

市販活性炭
白 mmercialactive carbon 

トドマツ(健全)
Fir (sound) 

エゾマツ(健全)
Spruce (旬und)

ナ ラ(健全)
Oak (sound) 

シ ナ(健全)
Basswood (sound) 

ヒノキ
ミCypress(Brown rotted) 

ナラ
Oak (sound) 

シナ

Basswood (sound) 

カラマツ
Larch (Brown rotted 7cs) 

原液の力価

Poten巴yin 

original 

solution 

U 

380 

380 

鎚O

380 

8印

380 

362.5 

362.5 

362.5 

活性炭によって

吸着処理された

漉液のカ価

Potency in 

filtrate 

5.9 

7.6 

16.5 

7.8 

7.1 

5.6 

54.3 

117.5 

113.8 

備考 a)活性炭0.2g/液 10印刷活性炭0.1g!液10ω

吸着されたペニシリン

Adsorb色dpenicillin 

U % 

374.1 98.4 

372.4 98.0 

363.5 95.6 

312.2 97.9 

372.9 98.1 

374.4 98.5 

308.2 85.0 

245.0 67.5 

248.7 68.6 

Note ; a) 0.2 g of a巴tivecarbon / 10 cc of solution， b) 0.1 g of active carbon / 10 cc of solution 

アセトンによって溶出された
ペニシリン溶液の力価
Eotency in acetone solution 

力 価

Poten巴y

U 

113.0 

150.0 

157.5 

193.8 

261.8 

147.5 

93.3 

179.2 

240.8 

吸着ペニシり
原被の力価ンの力価
に対する割合に対する割合

印1basis of On basis of 
potency Jn potency ~f 
original adsor~.d 
solution penicHlin 
% % 

29.7 30.0 

39.4 40.2 

41.4 43.3 

51.0 52.0 

68.8 70.2 

38.8 39.3 

25.7 30.2 

49.4 73.1 

66.4 96.8 

き



第169表 魔朽材からの水和活性炭(その2)

Table 169. Hydrated active carbon from de巴ayedwood (2) 

試Sa料m番pl号e P製ro造du番ct号ion pH 
水分 収 量

カラメ Jレ メチレンブルー

樹 種 菌 種 Moisture Yield 脱色率 吸着度
Wood sp自ci倒 F田19u5species Caramel MNetoh. ylene-blue No. No. 

% % Av. % Av. o. Av. 

ト ドマ ツ マツノネクチタチ
10 1 3.8 71 56 581 57 3.5 Abies 8αchalinensis F(FbRm.)ftKo戸AR48STαmno8α 11 3.6 69 56( 3.5 

FR. SCHM. 
11 3.6 75 57 57 60 60 1.5 1.5 

ト ド マ ツ モミサJレノコシカケ
20 

1 3.8 72 58 63 1.5 Abie88αchαli旬ensis Phollin切8hαγtigii 11 3.8 7o 1.5 
FR. ScHM. S(ACLHLNEASCBHLI .et 21 3.8 73 58 58 59 59 1.5 1.5 .) IMAZ. 

23 
1 3.8 66 551 53 59 2 
11 3.8 73 50( 

ト ド マ ツ チウロコタケモドキ 30 
1 3.6 68 58 印1 60 2.5 

Abies 8αchαli旬e附i~ Stereum 11 3.8 71 60( 
FR. ScHM. seαt nSgCMHnWo.tlenFtRu. m(ALB- 1 3.6 75 

31 
11 4.0 81 58 ω 2 

s.J 1 3.8 78 571 57 55 2 1 2 
11 4.0 78 57( 2 ( 

ト ド マ ツ

が(マWPαツUTLaマFs.s)イ包9FタRCT.tケ8'Pα 40 
E 3.8 78 57 591 59 1.8 

Abi四 8αchal伽6悶 i8 11 4.0 76 581 
FR. SCHM. 

1 4.0 79 2 1 
41 

11 3.8 75 58 63 63 1 ( 1.5 

ト ド マ ツ s健bund 全 1 8.4 75 2.51 
Abie88αchαliηe冗sis

11 8.6 70 55 68 68 2 ( 2.3 
FR. SCHM. 

カ フ マ
、y マツマイタケ

40 
1 3.8 63 61 57 1.8 

La官官 Kαempferi R311T九ど旬α 11 4.0 78 
SARG. 

1 3.4 67 
60( 4; 

11 3.6 却
64 60 1.5 

4; 量 3.4 74 66641 j 65 55 2.5 N 岨ドー‘ 11 8.8 72 
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脱色率 吸着度
Caramel Metliylene-blue 
% Av. No. Av. 

収量
Yield 

% Av. 

水分
Moisture 

% 

製造番号
Production 
No. 

試料番号
Sample 
No. 

pH 
菌種
Fungus species 
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Wood species 
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脱色率
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水分 収・量
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Production 
No. 

試料番号
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No. 
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樹種
Wood species pH 

6 

5.8 

5.3 

5.8 

5.8 

6 

6 

6 

6 

2 

6.8 

2.5 

8.8 

2 

3.5 

、・f
、，a
，，，、.，
1
r
-
J

、.，、
f
y

、，『
t
E
，，、，
t
i
y

、.Rpt
・J

、，，、
r
a
J

、a
t
f
・，、
a
，、f
p

、.，、
i
J

、ai
r
l
J

、，、
paBJ

、.『、
ra
，，、.，、
f
y

、a
，、，a.
，，

'

b

r

u

z

u

E

u

r

o

z

u

 

6
6
5
6
4
6
5
6
6
5
6
6
6
6
6
6
6
6
2
2
6
6
8
2
2
4
2
2
 

69 

66 

59 

48 

68 

57 

71 

67 

66 

、f
t
j

、，t
r
h
p

、，t
p
‘J

、『》
E
，，、
l

、，a
y

、，
t

y

、『》
a
y

、『〉
a
J

、1
〉a
J

‘，、
f
J

8
9
1
0
↑

9

一S
9
5
0
6
1
0
5
8
6
7
0
0

K
U
円

6

0
白
押

a
-
z
υ

一a各
区

UEυ

円

a
n
h
u
円

d
n
s
o
o
n
o
n
o
ρ
U
E
O
R
U

58 
541 
61( 

63 

船

69¥ 
661 

631 
69( 

o
o
n
o
r
u
z
u
o

。o
o
r
o
n
o

a
u
n
t
w
d
n
e
w
s
w
t
w
d
ρ
0
 

5.0 
5.0 

5.0 
5.6 

5.0 
5.0 

5.0 
5.4 

-
1

・1

・1
・1

・1
・1

L 
クロサルノコシカケ
Fbmit叩拍 C佃 ta，nea
1MAZ. 

ミズナラ

Quercu8cr旬 ulaBL.

-
1

・1

・1
・E

・I
・-

I】

12 

73 

57 

54 

49 

51 

58 

72¥ 
73( 

、av
、，a‘，，、，‘，
JEl
，、
h'tps
・ノ、

.e、，EB
，、
.a
，〉‘・
J

、a
，、，
a
J

nwusa宮
町

t
噌

A
t
i
m
g
n
o
'
b
r
u
由
り
の
泊
向
日

医

U
震

υ

E
り

医

U
R
υ
d
a
z
a
a
z
'
u
w
D
n
o
a
a
z

m
印
路
岡
山
世
間
四
円

ω官
d
品

冨

泊

望

月

6
0
4

w
a
n
s
n
o
w
s
 

向

u
n
u
n
u
o
u
n
o

。。
aa冒
o
a

。。。。
n
O
0
0

5
5
5
8
8
8
8
4
8
8
8
8
 

-
1

・1

・1

・1

・1
・1

・1
・1

・1
・1

・1
・1

13 

日。

ll2 

III 

ニセホクチタケ
PheUi叫U8igni初γiU8
(L. ex FR.) -QUEL. 

ヤマモミジ

，4cer pal押ωtum
THUNB. var. 
Mαtsumurαe MAKINO 

-
1

・1

・1
・1

・1
・1

lla 

Ill" 
ニレサノレノコシカケ

Ri，がdoporusulmαri制
(Sow. ex FR.) 1MAZ. 

ニレ

Ulmus Dαt叫iana
PLANCH. var. 
jαponica NAKAI 50 

54 511 
56) 

41 

52 
53¥ 
511 。命。

a

n
汐

aa官

官

u
n
s
k
u
o
G

3.2 
3.8 

3.8 
3.6 

-
1

・1

・1
・1

・1
・1

Ill3 

IV2 
アラタカワラタケ
Coγ'io{旬shirsutu8 
(WULF. ex FR.) 
QU垂L.

ヤマモミジ

Acer palmatU1旬
THUNB. var. 
Mαtsumurae MAKINO 48 

49 

53 

51 

521 
54( 

50¥ 
521 

唱

A
a
a
Z
A
u
u
n
u

。09
0
円
a
E
O

4.0 
4.0 

4.0 
4.。

-
1

・E

・1
・1

・1
・2

IV3 

1V; 
アラゲカワラタケ

Coriolus hか'SUtU8
(WULF. ex FR.) 
QUEL. 

ブナ
Fagus crenαtαBL. 

2 
5 

56 

49 

561 
56J 

53 

53 

52¥ 
53( 

53¥ 
53( 

67 
58 

3.8 
3.6 -

1
 

・E
・1

IV; 

IV~' 
アラゲカワラタケ
Coriolus hirsut湖
(WULF. ex FR.) QUEL. 

アズキナシ
品rlnωalnifoliaC. 
KOCH 



6.5 

7 

6 

6 

s.5 

52 

47 

月

4
z
u
n
o
n
a

46 

54 

52 

、.，、
f
p

、，、，.，，、
.
t
f
y

、』〉
h
，、』〉
ap

、EF
、，sp

a-宮
内
リ

n
u
a
a宮

aa宮
門

a

β

O
唱

I

n

4
噌

i
n
u
n
o

nHvda宮

m
u

。6
0
A
U
E
υ
z
o
z
u
r
u
z
u
z
u
a
n宮

54 

45 

48 

52 

、t
f
p
】

t
f
y
h
t
f
p

、f
、，a
，、，、
f
'

M
M
川
崎

ω
抑
制
組
閣
回
目
出
国

n
g
n
g
o
o
a
a
z
W
6
8
0
 

7
7
5
7
4
6
 

3.6 
3.4 

3.2 
4.0 

3.0 
3.6 

-
E

・I

・-

・1
・1

・1
・1

・1
・1

V1 
ケ
的
カ
印
刷
シ

α
コ
M
E

W
即
臨

時
一
加
臨
rm帥

シナ

四:iajapo附 α
SIMONKAI 

Vg 

n
u
n
o
n
o
o
o
 

a
u月
t

円

4
押

e

3.6 
4.0 

4.0 
3.8 

-
1

・1

・1
・1

・E
・1

Va 

V1z 
ホクチタケ

Fome8 fomentα付制
(L. ex FR.) KICKX 

ヤマモ~ :; 

Acer pα1mαtum 
THUNB. var. 
M atsumura.e MAKINO 54 VIa 

ウスパタケ

Irpex 1，αcteus FR. 
マイタヤ

Acer morωMAXIM. 
var. glabrum HARA 

6.8 

7 

2.3 

3 

8 

6.5 

5.5 

4 

2.5 

3.5 

議

4 

2.8 

、f
t
Y
E
t
i
J

、f
t
J
E
t
s
h
，、『
t
J

、1
I
J

、f
t
y
h
，〉.，

h
『P
S
J

、1
t
y

、，tfBF

5

5

5

5

5

5

5

5

 

•.•••••• 

7

7

8

1

6

5

5

2

2

2

2

4

4

4

8

2

 

47 

4'2 

の
6
9
u
n
A
a伎
町

a
n
o

59 

59 

59 

46 

59 

62 

61 

54 

54 

54 

、『〉
i
F
3
a
〉a
，，、，
t
f
J

、，、
FSF

、，tpapa

、『〉
t
y

、『》
E
J

、『〉
t
，、，、
rEJ

、a『〉
a
p

、『
p
t
'

0
8
0
7
9
8
1
6
0
1
0
8
5
9
1
1
8
0
6
1
7
1
 

4az

，a官
O
O
R
U
R
U
'
h
u
o
O
E
O
A但

E
U
E
υ
0
0
8
0
z
u
o
o
o
o
E
U
R
U
V
D
z
u
d佳
作
。

48 
481 
4.8 ( 

49 

52 

54 

50 

49 

53 

50 

52 

58 

61 

55 

、a，、，‘，、
aF
〉，‘ノ、，
f
〉a
，、，，、，‘.，、
ar
〉E，，、.，、
ray

、.，、
r
‘J

、ee
、，ap

、.，‘，‘
J

、a『〉E
，
，
、
a
『〉E-J

n
U
O
R
M
噌

A
o
a
n唱
。

o
n
υ
n
u
噌

i
円

t
n
G
o
o
n
u
o
υ
h
u
a
a宮

aaτ
尚

6

n

υ

0

6

d唱

'U

5
4
5
5
E
5
5
4
5
4
5
5
4
5
5
5
5
6
6
6
5
5
 

50 
59 

4.0 
3.6 -

1
 

・1
・1

-
1

・1

・1
・1

・1
・1

VII~ 

日
印
刷
川
旬

3.6 
3.8 

3.6 
3.6 

vmz カワウソタケ

Ino叫otuscuticulαrI8 
(BULL ex FR.) KARST. 

ヤマハンノキ

Al句協 hiγ8Utα
TuRCZ. 

5
4
4
8
1
8
 

ヴ

a
η
e
n
'
・a
u
k
υ
k
u

3.8 
4.0 

3.8 
3.8 

4.0 
4.0 

-
1

・1

・1

・1
・1

・1
・1

・1
・】

V1II~ 

X】
サクラサJレノコシカケ

Phell伽叫8pO叩 ace制
(PERS.) QU茸L

-Z 
.れ相H
ラ

mu

ク
伊
ザ

S
マ
8
ャ
m

D

ゾ

鵠

沼

エ
丹
田

Xz 

a
u
n
u
k
υ
旬

4
0
5
s
a官

民

υ
n
o
n
o
n町

n
o
円

g

4.0 
3.8 

3.8 
4.2 

4.0 
3.8 

-
1

・1

・1

・1
・1

・1
・1

・1
・1

X3 

玄11
チヤミダレアミタケ

Daedαleopsis 
co冗fγαgosa(勘 LT.
ex FR.) ScHROET. 

ウダイカン I~
Betul，α 
Mαximowiczia冗α
REGEL X1z 

6
9
0
0
6
 

円

a
n
d
円

S
ρ
0

4.0 
3.8 

3.8 
3.8 

-
1

・1

・1
・1

・1
・1

玄13

XIIl ホウロクタケ

Tγα骨U3tesdickinsii 
BERK. 

ミズナラ

Quercu8 criflpula BL. 

75 
80 

3.8 
4.0 -

1
 

・1
・1

XII1 

XIII1 
オオチリメンタケ
Tγαmete8がめ08α
(PERS. ex FR.) FR. 

シナ

Til句 jαpon伽
SIMONKAI 



ぎメチレンブルー

吸着度
Methylene-blue 
No. Av. 

カラメ Jレ

脱色率
Caramel 
% Av. 

収量
Yield 
% Av. 

水分
Moisture 

ラ4

製造番号
Production 
No. 

試料番号
Sample 
No. 

pH 菌種
Fungus species 

樹種
W ood species 

3.5 58 

2.8 56 

s 

4.3 

54 

58 

)

)

)

j

j

 

o
u
a
U
噌

i
n
u
n
o
n
4
0
0
n
t
o汐
a各

区

u
r
υ
z
u
n
o
z
O
R
U
F
U
E
υ
a
a宮
a
-

54 

54 

59 

54 

、ae
、，‘，，、.，、，
a，，、，
t
，aE
，、.，
s
t
，，、
s
t
r

・'

aa宮
内

O
I
4
a
A
u
n
o
n
G
a
a宮
aa宮
内

6
n
u
u

k
υ
F
O
F
D
'
D
E
υ
n
O
R
υ
E
u
m
o
n
o
 

o
a
n
o
nリ
町

a
a
a宮
n
a

n
a
a
u
n
g
o
o
n
d

町‘

3.8 
4.0 

3.8 
3.8 

3.6 
3.8 

-
1

・1

・1

・1
・1

・1
・1

・1
・1

XIVo チヤカイガラタケ
Daedα'.leopsis tricolor 
(BuLL. ex FR.)政)ND.
et SING. 

マイタヤ

Acer・倒的W MAXIM. 
var. glabγum HARA 

XIV2 

。。月
4

4
告
白

u

n
a
n
e
n
t
n
o
 

4.0 
3.6 

3.8 
4.。

-
1

・1

・E
・I

・---

XIV~ 

XV1 アイカワタケ
Lαetiporu8 8ulphureus 
(BuLi.. ex FR.). BOND. 
et SING. 

ミズナラ
Querc伽 crigpul，αBL.

4 47 66 XVa 

ヤニタケ
[sch叫odermα
resino8um (ScHRAD. 
ex FR.) KARST. 

ドロノキ
Populus Mαd押切wiczii
HARA 3.3 

2.8 

4.3 

2 

2 

8 

4.51 
2 { 回

59 

56 

63 

62 

51 

、，，、
f
，，、，『〉‘，
z
J

、a
『、，
EJ

、ae
〉
z.，、.，、，‘
.r

、a『》'EJ

団

関

関

舶

値

目

w

凶

脱

出

回

目

凶

昭

51 

55 

56 

54 

57 

63 

、f
p
‘P

、a
t
f
J

、t
f
p
h
t
f
J

、，、
f
y
h
t
f
J

5

5

5

6

4

8

8

5

5

1

7

8

 

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

5

5

 

66 
64 

a
U噌
A
n
u
a
a胃

a
u
n
t
p
h
u
n
o
 

4.0 
3.8 

4.0 
3.8 

3.6 
3.8 

-
1
 

・1
・1

-
1

・1

・1
・1

・1
・1

XVI~ 

XVIT2 エゾキコブタケ
Phell伽U8baumii 
PILAT 

ハシドイ

Syringαreticulata 
HARA 

円'・

n
n
H
R
M
o
u

n--

マ・マ
-
n
E

4.0 
3.8 

3.6 
4.。

-1

・1

・E
・I

・---

XVIIs 

XVIIIo ウロコタケ属の 1種
Stereum sp. 

ヤチダ
F干α吋，nu8
作Zαndsh~ιricαRUPR.
var. japonicαMAXIM. 

モ

刊

官

印

脳

血

即

3.8 
4.0 

3.6 
36 

-
1

・1

・1
i
・i
i

XVIIIt 

XIX。クモタケ
Coriolus versicolor 
(L. ex FR.) QUEL. 

カツラ
Cercidiphyllum 
jα'poniCum SIEB. et 
Zucc. 2 

3.3 

5.5 

58 

55 

51 

58 

51 

51 
昭

如

叩

曲

目

白

凶

白
河

u
n
u
n
t
A
U

R
υ
n
m
v
z
o
n
o
 

3.8 
3.8 

4.0 
3.8 

-
1

・1

・1
・1

・1
・1

XIX・3

XXl 

XX1 

シイタケ
Cor税制II畑 edades
Iro et IMAI 

ミズナラ
Q1.Iarcus crispula BL. 



ヒメモグサタケ
Bjerkαnderα f~ιm08a 
(PERS. ex FR.) KARST. 

キハダ
Phellodendγon 
αmureη86.RupR. 

2 

1 

2 
2 

1 

1.51 
1.51 

58 

58 

551 
51( 

58 

471 
54( 

54 

54 

1.5 

2.8 2.51 
8 ( 

51 

53 501 
551 

651 
48f 

59 

55 

器)

68( 

68 
67 

円

d
n
a
n
o

円

t

円

d
n
e

3.8 
3.8 

3.8 

4.0 
3.8 

-
1
 

・1
・1

-
1
 

・1

・1
・1

XXh 

XXIII ミヤベオオウロコタケ
Hym6削 chaet6
int1・icαtaLLOYD 

ヤマハンノキ
Al鈍悦8hiγ8悌tα
τURCZ. 

o
o
n
u
u
n
4
0
3
 

"
t円
a
n
o
n
o

3.8 
3.8 

3.6 
3.6 

-
1

・1

・1
・1

・1
・1

XXII九

XXIV。ツガサルノコシカケ
F'omitop崎戸:nicola
(SWARTZ ex FR.) 
KARST. 

シウリザクラ
PrunU8 Ssiori FR. 
SCHM. 

4.3 

1 

4.3 

4.51 
4 ( 

1 

3.51 
5 ( 

2 I 
1 { 

57 

58 

56 

58 

56{ 

76 

51 

52 

1.5 

3.8 

1.5 

o
o
n
o
'
A
咽

ι
n
o

o
o
a
'
n
O
円

1
円

4

4.0 

4.0 
4.0 

3.8 
4.0 

-
1

・1

・1

・1
・1

・E
・1

XXIVa 

XXVlo 

XXVI2 

ヤキフタケ (1)
勾rOTfl，yc68仰 b四C6間
(SCHUM. ex -FR.) 
IMAZ. (1) 

ヤチダ
肝仰仇糊

骨PαndshuricαRUPR.
var.}α:ponicαMAXIM. 

モ

4 1 
3.5f 

2 1 
1 f 

1 1 
2 f 

54 

50 

61 

561 
52( 

611 
61f 

481 
52f 

52 

47 

59 

a
-
o
o
n
v
n
u
o
o
a
a冒

a
u
o
o
n
O
円

t
w
t円
6

3.6 
3.8 

3.8 
3.8 

4.0 
3.8 

-
1

・1

・1

・1
・1

・1
・1

・1
・1

XXVI~ 

XXVII， 

XXVII1 

カパアナタケ
F叫8COpO巾 obl匂叩
(PERS. ex FR.) 
AOSHlMA 

ウダイカンパ
Betulα 
Mα材押tOU!ICzianα
REGEL 

1.5 

3.5 

3.5 

5.5 

4.51 
2.5! 

2.51 
4.5( 

7 i 
4 f 

3.51 
2 f 

51 
511 
50f 

531 
51f 

61 

611 
61f 

52 61 

48 

51 

521 
44f 

461 
55f 

64 

54 

641 
64( 

531 
55{ 

a
q
向
。

aa宮
E
U
β
O
向

。

凸

可

u
n
G

a
u
n
d
n
t
円

s
p
u
n
o
'
b
n
t

3.8 
3.8 

3.6 
3.8 

3.6 
3.8 

8.6 
3.6 

-

l

i

-

-

l

 

i
-
-
i
i
・l
i
-
-
i

XXVUl 

XXVID1 
カタウロコタケ
Stω・6umfiγu8伽l08um
(PERS.) FR. 

ミズナラ
QU6r・CU8cTispula BL. 

XXVIII3 

XXIX1 
ニクウスパタケ
Corio加。on8or8
(BERK.) IMAZ. 

ニレ

Ulmus D仰 idiαna
PLANCH. var. japonicα 
NAKAI 2.8 

2 2 1 
2 f 

1 1 
1.5f 

54 

58 

521 
551 

571 
581 

55 

55 

551 
55( 

541 
55( 

6
4
9
9
 

9
0
n
a
n
o
n
o
 

3.8 
3.8 

3.8 
4.。

-
1

・1

・1
・1

・1
・1

XXIX3 

XXX1 
マイタケ (1)
Gペfolafγ0鈍dosa
(DICKS. ex FR.) S. F. 
GRAY (1) 

Z ズ「ナラ
Q悦 γcus俳句ulαBL.

3ま
‘司

1.3 57 49 XXX3 



248 

ii. 塩化亜鉛賦活活性農

水和活性炭は運搬，貯蔵などに不便のため，これを工業化して実用に供することはか

なり困難であるが，塩化亜塩賦活活性炭は今日製造されている活性炭の大部分を占めるも

のとされていて，その用途も広い。しかしその製造方法は特許などが多く，適当な製造条

件を知ることができない。筆者は鶴泉等15のの方法を参考にして製造し，腐朽材の活性炭

原料としての価値について究明を試みた。

1. 実験方法

塩化亜鉛1000gを水670ccに溶解， これに濃塩酸110ccを加えてから濯、過して不純

物を除き，得られた全容1080ccの溶液を4倍にうすめた。試料木粉1.5gをノレヅポにとり

これに上記溶液を12cc加えると軽い腐朽材でも全部浸すことができるから，よく援持し

て1050Cで乾燥後5500Cの電気炉で1.5時間処理した。炭化木粉は乳鉢で粉砕してから少

量の濃塩酸で洗い，グラスブイノレター (lG4)で濃過して冷水，温水の順に洗糠してから乾

燥した。こうして得られた活性炭は，水和活性炭の場合と同様にして吸着力を測定した。
1 1 1 1 1 1 

なおメチレシプノレーの No.は原液'To' 50' 100' 50百 1而百 1江而百をそれぞれ，
7， 6， 5， 4， 3， 2， 1とした。

2.結果

第 1回の製造の結果(第170表)から，この条件で製造した活性炭は，原料の相違によ

る吸着力の差がほとんどみられなかったので，吸着力の高い活性炭の得られる条件をミズ

ナラ材を用いて探求した。 すなわち第 171表のような組成のミズナラ健全材の 40-100

meshを用い，試料10gにZnC12それぞれ15，20， 25 g，濃塩酸2.2cc，水13.4ccを加える

条件下で試料3gを用い，加熱温度と時聞を変えて造った活性炭の吸着力は第172表のよ

うであり，試料に対し2倍量の ZnC12を加えて 800
0Cで2.5時間処理したものが， もっと

も高い吸着力を示した。なお吸着試験におけるメチレyプノレーの使用量は 15ccである。
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1第170署長 針葉樹魔朽材からの塩化亜鉛賦活活性炭

Table 170. Active carbon from decayed 
softwood (activated with ZnCh) 
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メテレンブルー

吸着度
Methylene-blue 

No.12 
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メチレンブルー

吸着度
Methylene-blue 
No. 平均

Av. 

カラメル脱色率

Caramel 

平均
Av. 

収量
Yield 

平均
Av. 

試料番号
Sample 
No. 

樹種
W∞d species 
菌種
Fungus sp田 ies % % 

アカ且ゾ 7 ツ

Picea Glehnii MAST. 
カイメンタケ
Phαeol-畑 8chwei-況itzii
(FR.) PAT. 

5.5 6 
5 68 

位

64 89.0 
40.0 
87.9 7d3 

5 

4.5 

w
b
v
b
z
u
d
a
τ
n
o
z
u
w
b
a
4
 

69 

66 

印
ω
M
m
m引
団

付

加

M
M
M
凹

84.8 

35.6 

a品
z
'
i
n
4
h
U
円

t
a
a宮
町

a
白

u

mM山
間

山

間

山

担

割

卸

開

制

路 3

121 

アカエゾマツ
E事ceαGlehniiMAST. 

トドマツオオウズラタケ
Tyromyce8旬l8αmeus
(PECK) MURR. 

5.5 60 33.6 122 

4.5 64 38.8 路3

4.9 

5.5 

6 

'
h
u
n
o
n
o
n
O
r
u
r
o
 

65 

61 

66 
官

i
o
u
a
a宮
Q
O

噌

iaaτ

7
6
6
5
7
6
 

35.6 

36.1 

33.0 

37.1 
35.1 

38.6 
B.2.8 

84.3 
飽 .5

223 

22; 

均
Av. 

エゾマツ
Piceαj包zoe問 isCARR. 

キカイガラタケ

Gl0e0phyUum86J!iarium 
(WULF. ex FR.) KARST. 

平

5 68 33.4 22;' 

5.5 

5 5 
5 

65 

65 62 
67 

宮4.2

35.3 84.7 
35.9 盟;"

均
Av. 

トドマツ
A脇 8Mαyr旬開
MIYABE et KUDO 
キカイガラタケ
Glωophya~m 86J!iarium 
(WULF. ex FR.) KARST. 

平

5.5 

6 

E
H
O
O
P
0
0
0
 

65 

61 

J

印
曲
目
明
日

36.2 

42.9 

36.1 
36.3 

43.7 
42.0 

23.2 

233 

エゾマツ
Picea jez卵胞sisCARR. 
ナミダタケ
Gyropha側 tαcrymα惜
(WULF. ex FR.) PAT. 

平均
Av. 5.8 68 89.6 

第171表 原料ミズナラ材の組成

Composition of oak for active carbon (%) Table 171. 

りグニン
Lignin 

全ベンメチル'ベセルロース
トザンントザン Crossand 
Total Methyl- Bevan 
pentosan pentosan cellulωe 

抽出物
Solubility in 

水

仙

同

温

H
W

1% 
NaOH 

冷水

Cold 
water 

". 

アJレコーJレ

.ベンゼン

Alcohol-
b叩 zene

灰分

Ash 

12.40 59.61 1.94 24.17 16.84 4.11 2.49 1.54 0.32 
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第172表 塩化亜鉛賦活活性炭製造一覧表

Table 172. Production of carbon activated with zinc chloride 

温度 時間

of gZ/nw1C0olg oz d 

収 量(%) メチレンブルー吸着度
Yield Methylene-blue No. 

Temperature Time 
平均 平均

。C hr. 11 Av. 11 Av. 

I~ 46.4 45.8 46.1 6.5 6.5 6.5 
0.5 
l認 48.3 47.6 48.0 6.5 6.5 6.5 

47.4 46.6 47.0 6.5 6.5 6.5 

46.2 46.9 46.6 6.5 6.5 6.5 
400 ~ 1.5 45.9 44.9 45.4 6.5 6.5 6.5 

41.6 42.0 41.8 6.5 6.5 6.5 

J~ 42，2 42.9 42.6 6 6 6 
2.5 iZ 42.2 42.8 42.5 6.5 6.5 6.5 

38.0 39.6 38.8 6 6.5 6.3 

I~ 41.6 41.1 41.4 5.5 6 5.8 
0.5 iZ 41.5 40.5 41.0 5.5 5 5.3 

38.3 39.7 39.0 5 5 5 

34.0 34.2 34.1 6 6 6 
ωo < 1.5 33.1 33.4 33.3 5.5 6 5.8 

33.5 34.0 33.8 5.5 5.5 5;5 

I~ 29.1 28.3 28.7 6 6.5 6・8
2.5 
l器 28.0 27.7 27.9 6.5 6.5 6.5 

26.6 27.7 27.2 6 6 6 

I~ 34.0 34.9 34.5 6 6 6 
0.5 iZ 31.2 32.0 31.6 6 6 6 

回.2 31.5 31.9 5.5 5.5 5.5 

27.7 27.9 27.8 5.5 6 5.8 

i器初0 < 1.5 28.1 26.3 27.2 5.5 5 5.3 
28.8 29.9 29.4 5.5 5.5 5.5 

I~ 23.3 22.8 23.1 5.5 5.5 5.5 
2.5 
I2 

15.1 16.1 15.6 1 3 2 
16.7 17.4 17.1 1_5 8 2.3 

この結果を参考にして，試料に対しZnCl2量を 2倍，800
0

C， 2.5 hr.の条件を用い，水

和活性炭の吸着力のよいもの(上)， 中位(中)， 低いもの(下)の中から代表的なものを下記

のように数種類えらぴ出して，これを原料として塩化亜鉛賦活活性炭の製造を行った結果

は第 173表のようである。

針 葉 樹 広 葉 樹

吸着力 カラメル メチレンブルー 健全 カラメ Jレ メチレンブルー 健全

上 173 173 トドマツ Il~ XV3 XVllio 

中 10，; 1~ 
XXa 

XXIV" XV， 

下 20;; 203 11， Iτ IV; シロザクラ
Vlla 
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第173表 塩化亜鉛賦活活性炭の性能

Table 173. Adsorptive power of carbon activated with zinc chloride 

話料番号 収量 メチレンブルー吸着度 カラメル脱色率
Yield Methylene-blue No. Caramel 

Sample No. % 15cc 10cc % 

173 部.8 6.5 5 34 

健全トドマツ 23.2 5 4.5 36 Sound fir wood 

103 24.1 7 5 24 

13;1 17.3 4.5 4.5 

部 4 29.7 6 4.5 38 

110 26.9 5 4.5. 43 

n， 34.8 6 5.5 

XV・5 15.5 5 4.5 

xvm， 14.9 5 4.5 

XX3 11.9 4.5 3.5 

XXIV九 29.5 5.5 5 25 

I・3 27.9 5 5 25 

VU1 11.2 5 3.5 

IV; 15.7 5 4.5 

健全シロザクラ 19.4 6 4.5 Sound cherry wood 

この結果によると収量の低いもの，または完全腐朽材がやや高い吸着カを示している

が，吸着力の差が少ないので原料としての得失は論ずることはできない。ただ腐朽材は活

性炭の原料として健全材に劣らないということはできる。

iii. バルフ。

パノレプ原木としての腐朽材は積極的に利用する立場，すなわち健全材よりも高く評価

できる利用方法を見出す立場から究明することは困難である。今日までの研究もその方向

を明示している。

腐朽によるノUレプ材の分解が，紙パノレプ工業に与える損失は多大のものがある。例え

ばアメリカの紙パノレプ技術協会の資料Hめによると， 1957年には 1952年の 2倍以上の 6∞o
万コードのパルプ材が必要となる。 いくらひかえめにみてもその 10%が毎年腐朽によっ

て消失するから， 6∞万ゴ{ド，現在の値段にして 6000万ドノレの損失であるとしている。

わが国のパルプ原木は 1953年に約2300万石であるから， その 10怖が腐朽によって損耗

するとすれば230万石， 1石 1000円として 23億円の材を失っていることになる。

腐朽のノりレプ材に及ぼす影響や，パルプ化や製紙の過程における影響をしらべたりし
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た多くの研究があるが，同一樹種，同一菌種においても影響ありとするもの，なしとする

ものがあって完全に一致した結果は得られていない。しかし容積当りのパルプ収量は健全

材にくらべてつねに低く，赤色腐朽材がことに低い。パノレプ化に及ぼす腐朽の影響は材種

や腐朽型ばかりでなく，パルプ化の方法によっても相違する1拘。

まずメカニカノレパJレプについてみると，腐朽の型や程度によってその影響は異なるが

健全材よりも短時間で磨砕でき，少ない動力で足りる。これから得られたパルプはふつう

褐色をおびている。一般に腐朽材のパノレプは brightness(白色度jが低下するが，貯木の期

聞が長くなるほどひどくなる。腐朽材の繊維はもろいため細砕されるものが多く，収量が

低く，強度はいずれも低下している。

一方ケミカノレパノレプの場合は， メカニカノレパルプとやや相違するが，健全材にくらべ

て不利であることは同様である。調木の過程，すなわちチップ製造までの損失は，たとえ

ば健全材の 4.4%にくらべて腐朽材では 5.6~17.0% とされている。腐朽のパルプ化に及

ぼす影響を亜硫酸パルプ (SP)およびクラブトパノレプ (KP)についてみると， まず SPでは

収量は重量を基礎とした場合に健全材とほとんど差のないものでも，層積に対するものは

低い。 ~lT材の期間の長くなるほど低下することは GP の場合と含様である。 マツノネク

チタケ Fωnesannosusにおかされたノノレクェートクヒ Norwayspruceからの収量は，

一定容績に対し初期腐朽材2%;軽度 15%，暗色28%，軟化材67%の減少がみられ， 上

記各段階の腐朽材 10% を混入したものからの収量の損失は晒 RP4.2~色， 晒SP2.4%， 未

晒KP2.3%，未晒SP1.7%であった。 一般に変色程度の腐朽では収量には影響しないと

されている。腐朽材は蒸解に健全材よりも多量の薬品を消費し，得られたパノレプの性質は

腐朽初期で影響のないものもあるが，一般には色が暗く，晒すのに多量の薬品を要する。

また繊維は細かい汚れたものが多く，強度も低下Lている。これらのパルプから造られた

紙の強度も低下している。

つぎに KPについてみると，最近クラブト法によるパノレフ。化が増加したため腐朽材

の影響をしらべる研究がさかんになった。蒸解における薬品の消費がはなはだしいが，こ

れは腐朽によって酸性物質の増加と，酵素によるアルカリ可溶性炭水化物の増加によって

説明されている。収量は堆積時間の長くなるはど低下する研究が多く，例えば Jackpine 

を1，10， 16カ月堆積したさいの飾別後収量はそれぞれ46.6%，41.5%， 39.4%である。ま

た FomesPiniによる腐朽 Douglas-fir材は健全材と同一条件下でパノレプ化されるとする

ものもあるが，一般には腐朽によって収量を減じ，ことに一定材積からの収量は明らかに

低下する。 パルプの性質は，未晒KPの色は，ひどい腐朽材を用いた場合わずかに暗くな

る以外はほとんど影響ないとしているが.強度は一般に低下し，たとえば腐朽した南部マ

ツのパノレプは破裂 15%，引裂 25~色，引張 12% の低下がみられる。腐朽材は KP， APとも
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に不利であって，多量の薬品を要し，得られるパルプは収量，強度ともに低いとみるのが

旬、とんどである。

このような今までの報告と，筆者の腐朽材の分析の結果から，まず赤色腐朽材につい

ては，変色以上に腐朽の進んだもろい部分は，チップを調製する時に細砕きれて筒別のさ

いに除かれるから，使用石数に対する収量の減少の外は大きな影響がないので，実際に影

響の多いと考えられる白色腐朽材と中間腐朽材のうちで，北海道に比較的多量に存在する

3種の腐朽材をえらぴ，これと健全材とを比較検討した。

1.試料

実験に用いた腐朽材は，健全トドマツ材，チクロコタケモドキによって腐朽したトド

マア材，エソゃナノレノコる/カケによって腐朽したエゾマツ材，エゾタケによって腐朽したア

カエゾマツ材の 4種で，その成分組成は第 174表のようである。

第174褒 ノf)レプIr.用いた腐朽材の組成

Table 174. Uhemical composition of decayed wood for pulp (%) 

トドマッ トドマツ

樹積 Abies Mayriαπα Abies 
W ood species MIYABE et so，chal伽側sis

KUDO FR. SCHM. 

健 全 テウロコタケモドキ
菌種 Sound Stereum 
Fungus spe巴ies 8αnguinolentu隅

(ALB. et ScHW.) FR. 

V容olu積me重weight 0.38 0.32 

1% NaOH 目抽。l出ub物il 
1% NaOH Bolubility 15.33 24.36 

セルロ{ス
52.ぴ7Cross-Bevan cellulose 52.98 

全ベントザン 14.09 13.67 
Total pentosan 

ホロセルロース 71.82 65.34 Bolo巴el1ulose

リグユン 28.14 23.60 Lignin 

アルカリ消初費，lu最ti 
Alka1ine solution 1.39 1.92 
consumed Icc) 

エゾマツ

、Piceaiezoe叫8I8
CA.RR. 

エゾサルノコシカケ

Cryptodeγmα 
yamanol 
IMAZ. 

0.29 

18.53 

ω.却

12.13 

78.25 

28.46 

1.44 

アカエゾマツ
P面白6日 Glehηd 
MAST. 

エ/タケ
Tyromycss 
borea!is IFR.) 
lMAZ. 

0.34 

21.75 

54.67 

9.58 

69.却

27.40 

1.89 

なおチクロコタケモドキによるトドマツ腐朽材は年輪にそってはがれやすくなってい

る黄灰褐色の腐朽材，エゾナノレ・ノゴVカケによるエゾマツ材は， レンズ状孔が多数みられ

る腐朽中期の材，エゾタケによるアカエゾマツ材は.この菌による典型的腐朽を示す，や

やもろい材である。
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2. 実験方法

風乾ナップをH 容のオートクレ{ヴ中で，有効アノレカリ 22%，硫化率25%の蒸解液

を用いて，液比 1:8， 170
0
Cで 1時間蒸解した。 得られたパノレプは水洗後8カットのスク

リー γにかけ， 60 meshのふるいに受け，壬研式ラパス型試験用ピ{タ{で叩解し，フリ

ーネス 400ccおよび 200cc附近のパルプを調製した。 このパノレプは顕微鏡写真によって

繊維の状態をしらべ，また手漉紙を作って強度試験を行った。さらに化学的性質を常法に

よる分析によって明らかにしたが，ホロセノレロ{スの定量は亜塩素酸ソーダによる 3回の

脱リグニン処理によった。 なお参考のためScHULZE氏液を用いて解織して繊維の状態を

観察した。

3.結果

まず SCHULZE氏液によって解離した繊維は， 図版Iおよび IIにみられる様に，チク

ロゴタケモドキとエゾサノレノゴνカケによる腐朽材かちの繊維はところどころに菌糸に貫

かれたと思われる丸い孔がみられ，またエゾタケによる腐朽材からの繊維は切断されて短

くなったものが多くみられる。 更に図版IIIおよびIVにクラブトパルプの繊維を示した

が，健全トドマツ材からものは叩解されてプイブ p)レ化が進み，エゾタケによる腐朽材か

らのものは切断されて短繊維の部分を多く含み，チクロゴタケモドキとエゾサノレノゴジ;カ

ケによる腐朽材からのものはとくに変った性質を示していない。これらの結果は強度試験

にもあらわれている。つぎにパルプの収量とその成分組成は第 175表のようである。

樹種
Wo叫 species

第175署長 パルプの収量と組成

Table 175. Yield and巴ompositionof pulp (%) 

トドマッ トドマツ
Abies!VIα，yriα押，α Abies
MIYABE et sαchα!inenSI8 
KUDO FR. SCHM. 

エゾマツ
Piceαjezoeηsi.s 
CARR. 

アカエゾマツ
PiceαGlehnii 
MAST. 

健 全 チウロコタケモドキエソ"サルノコシカケ エゾタケ
菌 種 Sound 

決8(A仰eLTBget-tde4mt旬oSlZeHntWzmJFzR.zCIrMαq慨ApZ仰t.odokt mα 
TboZFrreodm4ZsFeFes R.) Fungus species 
1MAZ. 

収 量 46.8 45.7 46.8 45.4 Yield 

ホロセルロース 92.67 94.46 95.99 95.92 
Holocellulωe 
全ペントザン 8.06 9.73 9.11 8.58 
Total pentosan 

メチJレ・ベントザン 0.79 0.87 0.93 0.97 
Methyl-pentosan 
リグニン

8.71 5.55 5.84 5.74 
Lignin 

パルプ1tを石得るのに
必要な原木の数(石) 20.3 24.0 26.5 23.3 

(Volume of W州 )m3 (5.6) 
for'one tonofpulp (6.7) (7.4) (6.5) 
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腐朽材かちのパノレプは健全材からのものにくらべてわずかに蒸解しやすく，やわらか

かった。収量はエゾサノレノコジカケによるエゾマツ腐朽材がやや高いが，健全材と同じ

であり，腐朽材別の差もほとんどないといえる。成分組成は健全にくらべて，ホロセルロ

ースがやや多く， 日グニシが少ない。この性質はパルプとして望ましいものであって，健

全材よりもすぐれている。 ただパノレプ1t当りの原木必要石数をみると，健全トドマツ

の20石にくらべ，チヲロゴタケモドキによるトドマツ腐朽材は 24石，一般にトドマツよ

りも容積重の大であるエゾマツやプカエゾマツ材でもそれぞれ27石， 23石を要し，石当

りのパノレプ収量は，パルプの対重量収量や得られたパノレプの化学的性質に比較的影響の少

ない腐朽材であっても，健全材にくらべて低く，不利であることが明らかであり，今日ま

で報告された多数の結果148)と一致する。

紙力試験はブリ{ネス別パノレプから

60 meshワイヤーの手漉器を用いて紙葉を

すきとり，油圧プレスで4kgjcm九10分間

処理後， 1050Cの乾燥器中で20分乾燥し，

各パルプについて 2枚ずつの紙葉から第

16図のように切断して強度試験片を調製

し，室温200C，湿度70%の恒温室内で水

分を平衡に達せさせ，厚さ，米坪を測定後

強度試験を行った。

使用器機は次の通りである。

試験片番号 誌験項目

1 厚 さ

2 坪 量

3 破裂度

4 引裂度

5 抗張力

6 耐折度

第16図 詰験片採取図
Fig. 16. Test-piece. 

器械

マイクロメーター(シヨッパー)

化学天秤

電動式ミユレシ型破裂度試験著書

エノレメンドルフ裂引裂度試験器

抗張力試験器(シヨ v パー)

(誠験省略)

s 

島。

乱軍.:t

試験の結果は第176表のようである。プリ{ネスを完全に一致させることができなか

ったので，比較にやや難があるが，その傾向は充分矢口ることができる。エゾタケによって

腐朽したアカエゾマツ材のパルプはやや低い値を示し，顕微鏡写真の結果からもよく理解

できるが，その他は健全とくらべて大差なく，わずかに低い傾向がうかがわれる。

以上の結果から，チクロコタケモドキおよびエゾサノレノコi/カケによる腐朽材は，腐

朽のかなり進んだ材を用いても石当りの収量は小さいが，未晒クラブトパlレブ。の性質に及

ぼす影響は比較的小さいことが明らかである。またエゾタケによる腐朽材は3者中ではも

っとも影響が大きいが，かならずしも顕著ではない。
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第1761E 層高朽材パルプの紙力

Tahle 176. Mechanical propertiE)s of pulp from de巴ayedwood 

樹 種
フリ{ネス風乾坪量 厚き 密度 裂断長比破裂度 rT比gge引IaSp旬裂i並nn皮g ee W菌oodsp種ecies F酌r附ω帥 n倒 Ai附 yτm加も'hi伽 e倒目関sD臥en閥剖副拘t匂y B;詰;立;;諒:注:gBhu町urs叫.宮悦s杭t

strength 
Fungus species 

巴巴 g/m:ヨ mm/100 km 

ト ドマ 、y

Abies Mαyr也znα 8回 75.4 8.3 0.91 6.8 4.8 1印
MIYABE et KUDO 
健 全 180 ω.6 6.4 0.95 7.7 5.7 111 
Sound 

ト ドマ ツ
Ab似ssαchali問符siq
FR. SCHM. 必0 76.2 8.5 0.91 6.9 4.3 113 
チウロコタケモドキ
Steγeum 240 74.4 7.6 0.99 7.5 4.8 93 

抑(A協LBgt-de叫totSeC叫Httw4m.)FR. 

コ二 ソマ ツ

PiceαjJeレzノoe略的 C腿 R.
エゾサノノコシカケ

440 84.2 10.4 0.81 5.2 3.7 152 

Cryptodermα 
FIJMα?A?zZa. not 

190 71.2 7.6 0.95 7.4 5.7 127 

アカエゾマツ

PweαGlehnii SARG. 40i日 76.5 8.4 0.91 6.0 3.7 98 
エゾタ ケ

TFzrRT.m)I?zMzrcAeZg. boredfS 220 70.2 7.7 0.91 5.4 4.0 90 

iv. そ の他

糖化原料としての腐朽材の価値はホロセノレロ{スの残存率に左右されるものと考えて

よい。ホロセルロースの残存率は針葉樹では 10-92%，平均 42%，広葉樹では 6-65%，

平均 36%である。 この中でも赤色腐朽はとくに残存率が低く， 糖化原料としてほとんど

問題にならないが，他の腐朽型においても例外なくホロセノレロースが消費されていて，糖

化原料としての価値は低い。同一材積中の成分の重量は腐朽材は健全材より低いが，同一

重量中の成分の量は腐朽型によってかなりの相違があり，糖化してグルコースを目的とす

るものにはセルロ{スの含有率の高いもの，ぺシトースまたはブ Jレプラーノレを目的とする

ものにはぺシトザ γの含有率の高いもが価値が高い。腐朽材の成分を腐朽型別にみると

Cross-Bevanセノレロースは赤色， 白色， 中間腐朽型の順にそれぞれ針葉樹20.96，86.41， 

50.53%， ままた広葉樹は 24.27，83.11， 50.96~告の順となっている。+したがってグルコー

スの原料としては白色腐朽材がもっともよく，中間腐朽，赤色腐朽の順となる。また全ペ

シトザンの含有率はそれぞれ針葉樹 11.50，6.41， 11.11%，広葉樹 10.83，9.92， 24.13~色
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となっていて，針葉樹腐朽材はペ γ トースまたはブノレプラーノレの原料として内色腐朽材が

わるく，赤色と中間腐朽の聞で得失はほとんどなく，広葉樹では中間腐朽裂のものがよく

て，赤色，白色両腐朽は価値が低い。しかしいずれの場合もよいものでも健全材の含有率

に近い程度であって，他は健全材のそれよりも低下しており，含有率の点からみても腐朽

材は健全材に劣る。ホロセノレロ{スを糖化して生ずる還元性物をみても同様の傾向であるョ

ただ問題になることは腐朽によって重合度の低くなっている炭水化物は，糖化処理に当つ

ては比較的容易に糖化されることが推測されることである。腐朽材はその腐朽型のいかん

をとわず，完全に分解されて繊維をパルプとして用いることのできなくなった程度のもの

は，その炭水化物の利用価値は健全材よりもつねに低い。

.v.考察

腐朽材は糖化，パルプ化など炭水化物に利用目的のある場合はその価値は健全材に及

ばない。ことに容積当りの収量ははなはだしく低いことが多い。しかし腐朽材の種類や程

度によってはパルプの重量当りの収量や性質に及ぼす影響が少なく，かえって蒸解が容易

であり，かつ得られたパルプのJ:J'ロセノレロ{ス含有率の高いものなどもあって，パノレプ。原

料としての性質の上からは充分用いることができるものもある。

また腐朽材からの活性炭は赤色腐朽材は健全材より収量が高く，吸着カは概してやや

健全材に及ばないが，中には高い性能をもつものがあって，それぞれの腐朽材に適当した

条件によって製造した活性炭を，さらにその性能に適した方面に利用すれば価値ある原料

とすることができる。この方面の研究は腐朽材の活用を進展させるために重要なものの一

つであり，かつ将来性のあるものである。

結論

北海道産針葉樹に着生した木材腐朽菌 23種類，広葉樹に着生したもの 30種類によっ

て腐朽した腐朽材を4腐朽段階に分けて分析した結果，菌の種類によってその腐朽材の化

学的組成に特色がみられた。この末期腐朽材はホロセノレロ{スとリグユシ含有率の比率に

よって 3群に分類することができた。すなわち，ホロセノレロ{スの含有率がりグユシのそ

れより低いもの(比率1以下)は， ふつう褐色ないし赤褐色の腐朽材であるのでこれを赤

色腐朽型とし.ホロセノレロ{スとリグニ γの割合が逆に大きいものを白色腐朽型とし，両

者の市間，すなわち健全材の組成に近いものを中間腐朽型とした。赤色腐朽型に属するも

のは針葉樹10種類， 広葉樹4種類，白色腐朽型は針葉樹2種類，広葉樹2種類， 中間腐

朽型は針葉樹11種類，広葉樹24種類であった。いずれの腐朽型の腐朽材もすべての成分

が分解されるが，赤色腐朽型の材は分解されたリグユジを含む多量のリグニシを残存して
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いて炭素含有率の高いのが特色である。ホロセノレロースも菌の種類によって分解消費され

た糖成分が異なり，中間腐朽型のものの多くは全糖類がほぼ均等に消費され，赤色腐朽型

のものはマシナンとキνラγが多く消費されている。赤色腐朽材のリグニンは分解されて

稀アノレカりに可溶性となり，炭素含有率の低下から重合度の低下がうかがわれ，またメト

キνノレ基の含有率も低下している。 1%NaOH可溶物は腐朽によっていちじるしく増加す

るが，増加率は赤色腐朽と白色腐朽がとくに高い。

このような特性をもっ腐朽材はアルカリ消費量や釘保持力によって簡易にしかもある

程度の精度をもってその腐朽度を測定することができるから，この腐朽度測定の方法を応

用して建築材の腐朽をしらべ，また化学工業原料としての木材の腐朽度を測定して適切完

全な活用の方途を考えなければならない。腐朽材は一般に化学工業原料としての価値は低

いが，ある種の腐朽材からはかなり腐朽の進んだものであっても健全材に劣らない性質の

パルプを造ることができる。またパノレプ原料として用いることのできない腐朽型，腐朽程

度の材であっても，糖化原料として重量当りの収量が健全材に劣らない組成のものもあ

る。さらに活性炭原料として高い性能を示すものも多く，得られた活性炭の特性に合致し

た利用方法を考えればその価値を高めることができる。このような腐朽材の活用は木材の

集約的完全利用をうながし，資源に乏しい日本にとって大きな貢献となるであろう。

摘要

本研究は北海道の山野に多量に存在する腐朽材の適切な活用方法を見出すための基礎

的研究であって，腐朽材の化学的性質の解明を主とし，さらに腐朽度の測定と活性炭，パ

ノレプなどの原料としての腐朽材の価値について究明した結果である。

試料は主要樹種に着生する主要木材腐朽菌による腐朽材のほとんどであって，薗種は

針葉樹に着生したカイメシタケ， エゾサノレノゴνカケ， モミサノレノゴνカケをはじめ23

種類，広葉樹に着生したクロサJレノコVカケ，アラゲカワラタケ，クモタケをはじめ30種

類で針広に共通の 2種類があるので合計51種類である。樹種は針葉樹はエゾマツ， トド

マツ，アカエゾマツ，カラマツ，イチイの 5種類，広葉樹はミズナラ， νナ，ブナをはじめ

18種類，合計23種類であって北海道各地より採取した。

1. 末期腐朽材は各成分の合有率，残存率などにその特性があらわれるが，筆者はホロ

セノレロースとリグニシの比率にもとづいてこれを3群に分けた。

A) 赤色腐朽型: ホロセルロ{スとリグニシの比率が1以下のもの，すなわちホロセ

ノレロ{スの含有率よりリグニシ含有率の大きいもの。(比率:針葉樹0.18-0.99，広葉

樹0.32--0.87)

マヅマイタケ， イドタケ属の 1種，マスタケ，ヅガサノレノコνカケ，カイメシタケ，
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ケニクアミタケ， トドマヅオオヲズラタケ(以ヒ針葉樹)，アイカワタケ，ツガサノレ

ノコνヵヶ，クロナルノゴ Vカケ，ホクロクタケ(以上広葉樹)による腐朽材。

B) 白色腐朽型: ホロセノレロースとリグニシの比率の大きいもの。(比率:針葉樹∞，

広葉樹16.93-..:29.85)

エゾサノレノゴνカケ，ヤニタケ(以上針葉樹)，ニレサノレノコνカケ，マイタケ?(以

上広葉樹)による腐朽材。

c) 中間腐朽型: ホロセノレロースとリグニ γの比率が健全材のそれに近いもの。(比

率:針葉樹1.95-3.23，広葉樹1.83-5.0凡なお健全材の比率は針葉樹1.67-2.40，広

葉樹1.46-3.47であった。

キシイロアナタケ，ハナノスタケ，チヤヲロゴタケ，エゾサピイロアナタグ，マツ

ノネクチタケ， レシガタケ，モミサノレノゴジカケ，エゾタケ， ヲスパ乙/ハイタケ，

チクロコタケモドキ，ヒトクチタケ(以上針葉樹)，カパアナタケ，アラグカワラタ

ケ， ヤキプタケ人アナタケ属の 1種， カタクロゴタケ， ヲロゴタケ属の 1種，エ

rゾキゴプタケ，ニセホクチタケ， ミヤベオオクロコタケ，チヤカイガラタケ，ホク

チタケ，クモタケ，クスパタケ，オオチリメンタケ，カワワソタケ，サクラサノレノ

コνカケ，チヤミダ Vアミタケ，ヒメモグサタケ， νイタケ，ヤニタケ，ゴブキサ

ノレノゴジカケ，ニククスパタケ， (志/ロサノレノコ志/カケ，オ志/ロイタクー属の 1種)(以

上広葉樹)による腐朽材。

2. 腐朽による成分含有率の変化を腐朽型別に各段階の数値を平均して総括すると，第

177表および第178表のようである。これによると，

a) 容積重はかならず腐朽によって小さくなる。

b) 炭素含有率は腐朽によって赤色腐朽では増加し，白色腐朽そは減少し，中間腐朽

ではほとんど変化しない。

c) 水素含有率は腐朽によってはほとんど変化しない。

d) 灰分含有率は針葉樹の白色腐朽を除いて，いずれもわずかに増加している。

e) 抽出物はいずれもやや増加の傾向にあるが， l%NaOHの増加はいちじるしく，

ことに赤色と白色腐朽において目立っている。

f) Cross-Bevanセルロースは白色腐朽では増加しているが，中間腐朽ではわずかに

減少し，赤色腐朽ではいちじるしく減少している。

g) 全ぺシトザシは白色腐朽と広葉樹の赤色腐朽の場合にその減少が目立ち，他は変

化が少ない。

h) メチノレ・ぺシトザシはいずれの場合もいちじるしい増減の傾向はみられない。

i) ホロセノレロースは白色腐朽では増加し，赤色腐朽ではいちじるしい減少を示し，

〆べ



第177表 情朽による成分含有率の変化(針葉樹)

Table 177. Change of chemical巴ompositionof wood due to decay (Softwood) % 

事事朽型
Decay type 

魔朽段階
Stage of-decay 

議

赤色
Brown 

健全変色中期末期
Sound Dis- More Most 
colored rotted rotted 
o 1 2 3 

期
試

d

M

凶
比

8

末

M
附

中間
Intermediate 

健全変色中期末期
Sound Dis- More Most 
colored rotted rotted 

o 1 23  

白色
White 

健全変色中期
Sound Dis- More 
colored rotted 
0 12  

容積室
Volume weight 
炭素
Carbon 
水素
Hydrogen 
灰分
Ash 

抽出物
Solubility in 
アルコール・ベンゼン
Alcohol-benzene 
冷水
Cold water 
温水
Hot water 
1% NaOH 

セルロース
Cross and Bevan cellulose 
全ベントザン
Total pentosan 
メチル・ペントザン
Methyl-pentosan 
ホロセルロース
Holocellulose 
りグニン
Lignin 
pH 

アルカリ消費量
Alkaline solution consumed (cc) 

0.48 0.42 0.82 0.27 0.42 0.42 0.37 0.88. 0.88 0.31 0.19 

49.99 49.86 51.00 56.67 48.45 48.80. 49.29 48.67 50.87 49.77 49.19 49.32 

6.51 6.68 6.44 6.15 6.64 6.05 6.54 6.39 6.85 6.82 6.36 6.35 

0.88 0.56 0.88 0.62 0.83 0.31 0.40 0.05 0.49 0.65 0.37 1.18 

4.86 6.62 6.81 10.10 2.08 1.73 2.44 0.67 2.37 8.46 2.41 8.74 

5.80 6.18 6.50 4.96 1.60 8.87 2.52 2.86 8.15 8.91 7.32 

7.60 9.85 11.81 12.88 3.47 11.53 6.80 8.47 4.85 8.ω18.25 

16.25 21.16 48.印 59.18 18.78 18.77 18.98ω.18 18.17 15.89 21.95 29.92 

54.70 58.85 40.41 20.96 51.24 55.78 50.00 86.41 57.25 56.69 52.65 50.53 

12.18 12.48 12.09 11.51 12.80 18.68 11.24 6.41 18.75 18.41 13.09 11.11 

4.舘 5.22 5.57 5.79 

69.卯 68.21 50.63 25.00 

2.51 5.96 4.21 1.95 5.73 5.34 4~11 3.25 

76.47 73.98 86.00 78.45 72.11 67.75 64.51 

27.73 27.伺 86.48 .53.54 27.66 27.76 29.84 0 

5.2 5.3 4.7 4.9 4.8 4.4 5.5 

28.05 27.92 28.印釘.28

5.3 5.3 5.2 5.0 

1.25 1.31 1.邸 2.3'71.85 1.63 8.91 4.17 1.22 1.55 2.22 5.96 



第178表 情朽による成分含有率の変化(広葉樹)

Change of chemical composition of wood due to de巴ay(Hardw∞d) % Table 178. 

末期
Most 
rotted 
8 

中期
More 
rotted 
2 

中間
Intermediate 

変色
Dis-
巴olored
1 

健全
Sound 

末期
Most 
rotted 
8 

白色
White 

中期
More 
rotted 
2 

変色
Dis-
巴olored
1 

健全
Sound 

期
比
叫α北
S

末

M
削

赤色
Brown 

中期
More 
rotted 
2 

変色
Dis-
co¥ored 
1 

健全
Sound 

魔朽型
Decay type 

。
0.21 0.36 0.55 0.53 0.26 0.35 0.60 0.59 

48.45 47.69 48.69 43.50 50.13 53.61 49.61 

6.24 6.σ7 6.45 6.43 6.31 5.92 6.27 

1.57 0.46 0.40 4.31 2.09 1.51、0.63 

2.62 2.17 2.62 3.52 2.35 4.44 1.45 12.16 7.20 2.16 5.08 

5.58 3.67 2.96 3.00 7.54 7.02 1.57 4.18 4.90 4.98 5.77 

9..97 6.29 5.37 5.03 11.04 12.73 3.95 20.71 19.60 9.62 10.67 

33.34 25.89 23.55 22.47 51.10 30.83 沼.6080.85 56.詔27.29 27.78 

50.96 55.31 55.93 57.70 83.11 46.08 53.31 24.27 45.37 51.46 50.14 

24.13 24.05 25.30 22.s9 9.92 24.37 24.04 10.83 19.98 24.65 23.71 

1.36 1.42 1.02 1.41 1.74 0.69 2.10 2.37 2.40 1.24 1.31 

71.04 73.73 76.28 79.28 83.66 69.66 70.98 24.11 52.15 72.98 75.48 

24.10 23.86 28.52 21.30 8.78 80.69 29.90 48.17 82.85 25.69 24.89 

5.4 5.6 5.6 5.5 5.6 5.0 5.9 5.4 5.7 5.6 5.6 

2.50 

容積重
Volume weight 
炭素
Carbon 
水素
Hydrogen 
灰分
Ash 
抽出物
SolubiJity in 
7)レコ-)レ・ベンゼン
Alcohol‘benzene 
冷水
Cold water 
温水
Hot water 
1% NaOH 

セノレロース

Cross and Bevan cel1u¥ose 
全ペントザン
Tota¥ pentosan 
メチJレ・ペントザン
Methyl-pentosan 
ホロセルロース
Ho¥o巴el1ulose
リグニン
Lignin 

pH 
アルカリ消費量 (cc)
Alkaline solution consumed 

魔朽段階
Stage of de伺 y 。。

議2.69 2.31 2.02 2.01 4.11 2.84 1.92 4.20 4.17 2.18 
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中間腐朽ではわずかに減少している。

j) リグニシは赤色腐朽ではいちじるしく増加，白色腐朽では逆に減少を示し，中間

腐朽ではほとんど変化していない。

k) pHは腐朽によってわずかに低くなる傾向がある。

1) アノレカリ消費量はいずれも増加するが，赤色腐朽と白色腐朽においてその傾向が

いちじるしい。

3. 一定容積中の成分含有量は， l%NaOH抽出物の量が明らかな増加を示しているほ

かは，針葉樹赤色腐朽材のリグニジがわずかに増加し，他は変化が少ないか，ほとんどす

べてが減少している。減少のいちじるしいものはホロセルロース， Cross-Bevanセルロ{

ス，炭素および広葉樹の全ペジトザシである。

4. 赤色腐朽材のリグニ γは，健全材のものにくらべてアノレカリに溶けやすく，炭素お

よぴメトキνノレ基含有率が低下しており，腐朽によって分解されていることがわかった。

またホロセルロースは腐朽によって消費され構成単糖類がことなり，セJレロ{ス，キVラ

ン，マシナシのいずれが消費されるかによって，針葉樹は7群に，広葉樹は5群に分ける

ことができた。

5. 木材の腐朽度を測定する方法のーっとして，試料O.lgにO.lNNaOH15 ccを加え，

2時間加熱処理したときのアノレカ P消費量を測定して，腐朽するほど多くのアルカリを消

費することをたしかめた。

6. 筆者の考案した釘保持力測定器によって腐朽材の釘保持力を測定した結果，腐朽す

るほど保持力は低下し，アルカリ消費量との聞に一定の関係がみられた。

7. 腐朽材を硫酸によって脱水炭化し，その収量および吸着力を測定した結果は，健全

変色，中期，末期の順に収量は針葉樹では赤色腐朽59，61， 63， 71%，中間腐朽57，58，

60，56%，広葉樹では赤色腐朽57，58， 66， 69%，中間腐朽54，55， 51， 54%と赤色腐朽材

が高く， カラメノレ脱色率は針葉樹では赤色腐朽56，59， 56， 45%，中間腐朽61，60， 59， 

57%，広葉樹では赤色腐朽61，59， 59， 52%，中間腐朽55，57， 57， 53%といずれも腐朽

材が低く，メチレシプノレー吸着度は針葉樹では赤色腐朽2札 2.4，2.1， 5.9，中間腐朽2.3，

L9， 2.4， 2.5， 広葉樹では赤色腐朽4.4，4，5， 5.3， 4.5，中間腐朽3.1，3.9， 4.6， 3.5であって

腐朽によって吸着力がやや低くなる傾向がみられるが，変化は少ない。また白色腐朽材は

実験例が少ないが，中間腐朽材と大差がない。腐朽材の中にはクスパνハイタケによるト

ドマツ材やヲロゴタケ属の 1種によるヤチダモ材のように性能の高いものもあり，またカ

イメシタケによるカラマツ材のようにペユνリシ精製に高性能を示したものなどがあっ

て，不IJ用方法のーっとして注目に値する。

8. 腐朽材中から硫酸による脱水炭化物の性能の上，中，下に相当するもの数種をえら
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び，これから塩化亜鉛賦活活性炭を製造した結果，高性能のものは得られなかったが，完

全腐朽材からのものが比較的高いメチレシプノレ{吸着の性能を示した。

9. パルプ原料として，エゾサノレノゴるノカケ，チクロゴタケモドキおよびエゾタケによ

って腐朽した3種類の材を用いてクラブトパルプを製造したところ，原木 1石当りの収量

は低いが蒸解が容易であり，かつ収量は健全材の 46.8%にくらべてそれぞれ46.8，45.7， 

45.4%とほとんど劣ることなく，ホロセlレロースの含有率は健全 92.67%に対しそれぞれ

95.99， 94.46， 95.92~告といずれも高く， また強度は裂断長をみると，健全7.7kmに対しそ

れぞれ7.4， 7.5， 5.4 kmとやや低下しているが比較的影響は小さかった。

参考文献

1) 阿部豊・小田島輝一・大山幸夫: 林業指導所研究報告， 6， 123 (1954): 

2) 天野登一郎・榊原武重: 業務研究資料， 25， No. :n (1937). 
3) APENITIS， A.， ERDTMAN， H. and LEOPOLD， B.: C.A.， 46， 2799 (1952i. 

4) BARTON司IIIRIGHT，E. C. and BOSWELL， J. G.: Biochem. J.， 23， 110 (1929). 

5) BARTON-WRIGHT， E. C. and BOSWELL， J. G.: Biochem. J.， 25，必4(1931). 

6) BAVENDAMM， W.: Z. f. Ptlanzenkrankh. u. Ptlanzenschutz， 38， 267 (1928). 

7) BAVENDAMM， W: Centralblatt f. Bakt. 75， 426 u. 503 (1昭8)

8} BOSWELL， J. G.: Biochem..J.，詔， 218 (1938). 

9) BRANDL， A.: Brennstoff-Chem.， 9， 89 (19泊，).

10) BRAUNS， F. E.: Chemistry of lignin， (1952). New York. 

11) BRAY， M. W. and STAIDL， J.A.: Ind. Eng. Chem.， 14， 35 (1922). 

12) BRAY， M. W.: C.A.， 18，2806 (1924). 

13) BRAY， M. W. and ANDREWS， T. M.: Ind. Eng. Chem.， 16， 137 (1924). 

14) CAMPBELL， W. G.: Bioc~em. J.，. 23， 566 (1929). 

16) CAMPBELL， W. G.: Biochem. J.， 24， 1235 (19卸1).

16) CAMPBELL， W. G.: Biochem. J.， 25， 2023 (1931). 

17) CAMPBELL， W. G.: Bioche乱 J.，26， 1829 (1932). 

18) CAMPBEU_， W. G. and WIERTELAK， J.: Biochem. J.， 29， 1818 (193町.

19) CAMPBELL， W. G. and BRYANT， S. A.: Biochem. J.， 34， 1404 (1940). 

却) CAMPBELL， W. G.: Biochem. J.， 35， 1捌 (1941).

21) CARTWRIGHT， K. ST. G.: Forestry， 15， 65 (1941). 

22) C生RTWRIGHT，K. ST. G. and FINDLAY， W. P. K.: Principal Decays of Softwoods used 

in Great Britain， (19鵠:)London. 

23) CARTWRIGHT， K. ST. G. and FINDLA Y， W. P. K.: Decay of timber and its prevention， 

(1950) New York. 

24) COLLEY， R. H.: Phytopathology， 11， 45 (1:姐1).

25) CURTIN， L. P.: Ind. Eng. Chem.， 19， 878 (1927). 

26) CZAPEK， .F.: Ber. deut. botan. Gea.， 17， 166 (1899). 

:n). DAVIDSON， R. N.， CAMPBELL， W. A. and BLAISDELL， D. J.: J. Agr. Rω" 57， 683 (1938). 
28) DORE， W. H.: J. Ind. Eng. Chem.， 11，邸，7(1919). 

29) 江口宏・伊藤慶蔵・吉川八郎: 国策ノ~)レプ旭川工場印刷物 (1950).

鈎) F ALCK， R.: Ber. deut. botan. Ges.， 44， 652 (1926). 

31) FALCK， R. und HAAG， W.: Ber.， 60， 225 (印刷.



2割B

詔:) FALCK， R.: Cellulosechem吋 9，1 (1928). 

33) FALCK， R. and COORDT， W.: C.ム， 23，邸74(1929). 

34) FALCK， R.: Cellulosechem.， 11， 198 (19鈎).

お) FINDLAY， W. P. K.: Cム， 35， 2296 (1941). 

部;) FREISE， F. W.:. C.A.， 28， 892 (1934). 

37) FUCHS， W.: Chemie des Lignins， (1926)， Berlin. 

38) 福山伍郎・渡辺磯治; 札幌農林学会報， 21， 318 (1928). 

39) 福山伍郎・半沢道郎・川瀬清: 北大演習林報告， 16，243(19田j.

40) 福山伍郎・111瀬清: 北大演習林報告， 17， 151 (1954). 

41) 福山伍郎・川瀬清: 北大演習林報告， 17， 1'79 (1954). 

42) GOTTLIEB， S. and PELCZAR， J. R.: Bac. Reviews. 15， 55 (1951). 

43) GRUSS， J.: Ber. deut. botan. Ges.， 41， 53 (1927). 

44) 八浜義和・上代昌: りグニンの化学 (1947)，東京.

45) HλCGLUND， E.: Chemistry of wood (1951)， New York. 
46) HAGGLUND，E.: Holzcl1emie (1939)， Leipzig. 

47) HAWT~EY， L. F.， FLECK， L. C. and RICHARDS， C. A.: Ind. Eng. Chem. 16. 699 (1924}. 

4~) H!¥ WLEY， L. F.， FLECK， L. C. and RICHARDS， C. A.: Ind. Eng. Chem. 20.回4(1928). 

49) HAWLEY， L.s.， WIERTELAK， J. and RICHARDS， C. A.: Cellulosechem吋 11，259 (1腿O~

50) 逸見武雄・赤井重恭: 木材梼朽菌学 (1945)，東京.

51) HEUSER， E. and coァworkers: C.A.， 43， 8131 (1949). 

52) 樋口隆昌: みどり， 6. 134 (1954). 

53) 樋口隆昌・111村一次・河村弘: 日林誌， 37， 298 (1955); (日本林学会中部支部講演集， 38頁 (1955))，

54) 平井信コ・北原覚ー: 木材理学 (1956)，東京

55) HILBORN， M. T. and STEINMETZ， F. H.: Phytopathology， 33， 45 (1943). 

56) 筆和会編: ペニシリン .(1949)，東京.

57) 堀高夫: 日林誌.33， 147 (1951). 

58) HUBER， B.: C.A.， 38，2765 (1944). 

59) 石狩川源流原生林総合調査団: 石狩川源流原生林総合調査報告 (1955).

60) 伊藤一雄: 日林誌， 22， 263 (1940). 

61) 伊藤一雄: 木材魔朽 (1953)，東京.

62) 伊藤誠哉: 日本菌類誌，第2巻，第4号 (1955)，東京.

63) JAYME， G. und TIEDTKE， K. H.: Das Papier， 10， 190 (1956). 

64) 亀川専次・屋司朗: 北大演智林報告， 14， 144 (1948). 

65) 亀井専次: 北大演習林報告， 14， 155 (1949). 

66) 亀井専次: 北大演習林報告， 15， 151 (1951). 

6'1) 亀井専次・網倉俊雄: 北大演習林報告， 16， 175 (1953). 

68) 亀井専次・黒田利郎: 栃内・福士両教授還歴記念論文集， 92(1955). 

69) 金平洋一: 業務研究資料， 27，No. 23 (1939). 

70) 笠井幹夫・田村隆: 木材耐久 (1944)，東京.

71) 片山徹吉: 工化， 17， 611 (1914). 

72) 河村治郎・谷口政勝・庄司野正雄: 繊維素工業， 8，25 (1932). 

73) 川瀬清:北方林業， 10， 6 (1950). 

74) )11瀬清:北大演溜林報告， 17，位7(1955). 

75) 北原覚ー・継岡視明: 東大演習林報告， 39，怨5(1951). 

76) 北島君三: 樹病学及木材腐朽論 (1933)，東京.

77) 北島君三: 林業誠験報告， 38， 53 (1942j. 

78) 北村議重: 北海道庁林業試験報告，第 14号 (1943).



79) 北村議室: 日本林学会北泌道支部講演集，第5号，却 (1956).

田) 小原二郎: 第61同日本林学会大会議昔話集， 212 (1952). 

81) 小原二郎: 木材学会誌， 1， 21 (19.出).

舘1KOLLMAN， F.: Technologie des Holzes und der Holzwerks凶 f(1951). 

88} KOMAROV， F.: C.A.， 28，お国 (1934).

84) KOMAROV， F. and FILIMONOVA， G.: Cム， 31， 5404 (1937). 

86) 久保輝一郎: 高知林友， 286， 31 (1943). 

86) KURSCHNER， K.: Z. Angew. Chem.， 46， 2l泌 (1927).

m 桑田 智: タロマトグラフィ (1952);続クロマトグラフィ (1955).
回) LIESER， TH.: Cellulosechem.， 11， 156 (1926). 

. 89) LI回 E，J. und STAMER， J.: Angew. Bot.， 16，部3(1郎4).

ω) MAHOOD， S. A. and CABJ.E， D. E.: Paper， 25， 1149は鎗0).
91) MAKOWSKA， A.: C.A.， 50， 1回76(1鉛6).

92) MALKE-TROSCHEL: Handbuch der Holzkonservierung (19却).

93) MEIER， H.: Holz Roh-u. Werksto仔， 13， 323 (1965). 

94) 右田伸彦: パルプ及製紙工業実験法 (1943)，東京.

95) 右田伸彦: 木林化学 (19回)，東京.

96) 右田仰彦: 木材ノ~)レプ (1955)，東京.

m 三浦伊八郎: 木材防帯電保存法上・下 (1927)，東京.
98) 三浦伊八郎: 東大演習林報告， 15， 13 (1931¥. 

99) 三浦伊八郎・西国舵コ: 木材化学， (1938)，東京.

1∞) 三浦伊八郎・右田伸彦: 東大演習林報告， 31，95(1倒3).

101) 三浦伊八郎・省田伸彦: 東大演習林報告， 32， 115 (1943). 

100l 三好東一: 御料林， 73 112 (1934). 

108) 三好東一: 御料林， 92， 77 (1936). 

104) 水本音:林産科学， 3， 6 (1944). 

105) 水本青:木材工業， 3，9(1倒8).

106) 水野滋・加藤与五郎: 工化 46，961 (1948). 

107) MORGAN， H. W.: Paper Trade J.，招， No. 15: 51 (1981). 

1伺) 村田房之助・杉原彦一・梶田茂: 第61回日本林学会大会講演集， 216 (19回).

1ω) 中村忠雄: 業君臨研究資料， 29， No.15 (1941). 

110) 中村忠雄: 日林誌， 34， 12 (1952). 

111) 中村忠雄: 日林誌， 34， 211 (1952). 

112) 中村克哉: 第64凶日本林学会大会講演集， 245 (1965). 

118) NARAYANAMURTI， D. und VERMA， G. M.: Holz Roh.u. Werkstoff， 11， 226 (1953). 

114) 日本パルプ材協会: パルプ材要覧 (1954)，東京.

115) 西国陀ご・仲 実: 林誌， 13， 34 (1931). 

116) 西国舵コ: 木材化学工業上・下 (1946)，東京.

117) NORD， F. F. and VITUCCI， J. C.: C.A.， 41， 6907 (1947). 

118) NORD， F. F. and VITUCCI， J. C.: C.A.， 41， 1623 (1948). 

119) NORDENSKJOLD， T. and JONSSON， E. A.: C.A.， 47， 10:お0(19.回:).

120) 小原亀太郎・足立晃太郎: 植物学雑誌， 46， 345 (19321. 

12幻 落合英ご.f;韓国恭介: 有機微量小量分析法 (1948)，東京.

122) 尾中文彦: 林諺， 18，回3(1936). 

123) 大沢正之: 北大演習林報告， 7，1 (1田2).

124) PE生RL，W. L.: Tappi， 36， 183 (1958). 

'JJrl 

125) PRCHMANN. H. VON， and S::H.~lLE. 0.: FOfstwissenschaftl. Centralblatt， 69‘441 (19印).



268 

126) RENTZ， A.: C.A.，却.13437 (1956). 

127) ROSE， T. H. and LISSE， M. W.: J. Ind. Eng. Chem.， 9，錦4(1917). 

128) RUE， J. D.， MILLER， R. N. and HUMPH四 Y，C. J.; Paper Trade J.， 78， 45 (1回4).

129) 佐竹一夫: クロマトグラフィ (1955)，東京.

130) SAEMAN， T. E町 MOORE，W. F.， MITCHEI.ム R.L. and MILLET， M. A.: Tappi， 87， 386 (1袋路).

131) SAV ARD， J. and ANDRE， A. M.: C.A.， 50，伺13(1966). 

1回) LAWDER， A. M.: Ind. Eng. Chem.， 21， 981 (1鋭~).

133) SCHEFFER， TH. C.: C.A.， 31， 7473 (1937). 

134) ScHORGER， A. W.: The chemistry ofcellulose and wood (1鋭~)， New York. 

186) SCHUBERT， W. J. and NORD， F. F.: J.' Am. Chem. Soc. 72， 977 (1950). 

186) SCHUl.ZE， B.， THEDEN， G. and VANPEl.， 0.: Holz Roh-u. Werksωff， 1， 76 (1938). 

13'め SCHWAl.BE，C. G. und EKENSTAM， A.: Cellulωechem.， 8， 18 (1927). 

188) 島薗平量産: 日林誌， 33， 393 (1961). 

189) 島蘭平雄: 木材工業， 7，.480 (1962). 

140) 祖父江寛・幾野晃: 工化， M， 460 (1961). 

141) 十代田云郎: 御料林， 137， 122 (1939). 

142) 十代田三郎: 木材工業， 5， 67 (1950). 

143) 十代田三郎: 木材の耐久性(1962)，東京.

1(4) 寸ー代田三郎: 日本建築学会研究報告， 18， 3 (1962). 

145) STORCH， K..: Papier-Fabrikant， 35， 486 (1937). 

1461 杉蝋彦一: 木材工業， 7， 360 (1962). 

147) 杉jボ彦一・保田茂: 第61凶日本林学会大会講演集， 216 (1.962). 

148) TAPPI: Microbiology of pulp and paper (1966)， New York. 

149) TRENDEJ..ENBURG， R.: Holz Roh-u. Werkstoff， 3，却7(1940). 

1回) 鶴泉彰恵・浅田幸作: 工化， 56， 696 (1963). 

161) 太秦康光: 分析化学 (1947)，東京.

162) WAU.IS-TAYI.ER， A. J.: The preservation of w∞d (1926)， London. 
163) WEHMER， C.: Ber. deut.凶tan.Ges.， 32，ω1 (1914). 

164) WEHMER， C.: Ber. 48， 130 (1916). 

1邸) WEHMER， C.: Cellul脚 chem.，6， 96 (1鎗6).

166) WEHMER， C.: Ber. deut. boじGes.， 45， 636 (1927). 

167) WIERTELAK， J.: Cム， 27， 3973 (1933). 

1回) WIERTELAK， J. and DOMINIK， T.: C.A.， 30， 7812任問6).

1回) WISE， L. E.: Wood chemistry (1952)， New York. 

160) 山林選:林誌， 15，1侶4(1鉛8).

161) 山野議雄: 札幌盤整林学会報， 105， 137 (1931). 

162) 矢沢亀吉: 林誌， 23，飽3(1941). 

163) 矢沢亀古: 糊太庁中央ぷ験所報告第2類， m14号 (1943).

164) 横田俊一: 東大演習休報告，却"87 (1955). 

166) 吉村太・稲葉哲雄: 工化， 56，16 (1鈍8).

166) 吉村太・村上勝: 工化， 56，97 (19.腿，~.



製淘

Summary 

This study is a fundamental one to find some adequate method of utilization 

of decayed wood which exists in large quantities in Hokkaido forest. 

Researches were made of the chemical properties of decayed wood， the deter-

mination of the degree of wood decay， and utilization for active carbon and pulp. 

Samples were taken of the principal wood species decayed by principal wood-

destroying fungi. These samples were gathered from all over Hokkaido (Fig. 1). 

Number of fungus species is 51， and that of wood is 23. 

1. Those decayed wood samples which show peculiar property in chemical 

composition were divided into three types by the author. 

A) Brown rot type: The decayed wood whose ratio of holocel!ulose to lignin 

is below 1. 

Ratio : Softwood 

Hardwood 

0.18-0.99 

0.32-0.87 

Fungus species Wood species 

sρara，ssis crisρa (WULF.) FR.….......・H ・..Abiessachalinensis FR. ScHM.…… (p. 20) 

Larix KaemPferi SARG.…....・H ・.:.(p. 21) 

Phaeolus schweinitzii (FR.) PAT.……Abies Mayriana MIYABE et KUDO (p.29-30) 

Larix KaemPferi SARG. ・・H ・H ・.(p.31-33) 

Picea Glehnii MAST. ...・H ・.....・H ・..(p. 34) 

Lentinus Kaufmanii SMITH ・・・・ H ・H ・..…Piceajezoensis CARR. …...・ H ・..…… (p. 40) 

Fomitopsis pinicola (Sw ARTZ ex FR.) 
KARST. …Picea jezoensis CARR.・H ・H ・.....・ H ・..(p. 42) 

Taxω cusρidata SIEB. et Zucc 
Conioρhora sp. …....・ H ・-…....・ H ・-……--var.latijbliaNAKAI-… (p. 44) 

Tyromyces balsameus (PECK) MURR. …Picea Glehnii MAST. ...・H ・.....・H ・..(p. 47) 

F仰 zitoρ'sisroseozonata (LLOYD) IMAZ.…Picea jezoensis CARR.・'.'・H ・..........(p. 50) 

Laet争orussulρhures (BULL. et FR.) 
量刑D..et SlNG. var. miniatus (JUNGH.)……Abies sachalinensis FR. SCHM.…… (p. 61) 
IMAz. 

Fomilopsis castanea IMAz. '.'・ H ・H ・H ・-….Quercuscrispula BL. ...・ H ・H ・H ・..…… (p..67) 

Trametes dickinsii BERK.…...・H ・..……Quercuscrispula BL.……...・H ・..…… (p. 93) 

Laeti拘rUSsulPhureω(BULL. ex FR.) 
BoND. et SING. …Quercus crispula BL. ...・H ・.....・H ・..… (p. 98) 

F仰 zitoρ'sisPinicola (SWARTZ ex FR.) 
KARST. …Prunus Ssiori FR. ScHM.・H ・H ・..… (p.114) 

B) White rot type: The decayed wood whose ratio of holocel!ulose to lignin 

is high. 

Ratio : Softwood 

Hardwood 

。。

16.92-29.85 

. Fungus species Wood species 

Cry戸'odermayamanoi IMAz.….....・H ・...Piceajezoensis CARR.……....・H ・-・ (p. 24) 
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Ischnoderma resinosum (SCHARD. ex 
FR・)KARST. …Picea jezoensis CARR. ...・H・.....・H・-・ (p. 60) 

Rigido，ρorus ulmarius (Sow. ex FR.) Ulmus Davidiana PLANCH. var 
IMAZ. …jaρomicaNAKAI-…(p. 72) 
Grザolafrondosa (DICKS. ex FR.) S. F. 
GRAY(?) …Quercus cris仰 laBL. …H・H・.，.・H・..(p. 126) 

c) Intermediate type: The decayed wood whose ratio of holocel1ulose to lignin 

is not so far from that of sound wood. 

Ratio : Softwood 

Hardwood 

1.94-3.22 

1.83-5.07 

Note : The ratio of sound wood is as follows: 

Softwood 1.67 -4.40 

Hardwood 1.46-3.47 

Fungus species W∞d species. 
Fomilopsis annosa (FR.) KARST. ………Abies sachalinensis FR. ScHM.…… (p. 13) 

zr25Azfgii(ALL町 et .........Abiesω alinen山 FR.ScHM. ...... (p. 15) 

Stereum sanguinolentum (ALB. et 
SCHW.) FR. ………Abies sachalinensis FR. ScHM.…… (p. . 17) 

Tyromyces borealis (FR.) IMAz.・H・H・..…PiceaGlehnii MAST. ...・H・....・H・...(p.27) 

Stereum fasciatum (ScHW，) FR. .…H・H・..Piceajez'Oensis CARR. .....・H・.....・...(p. 39) 

Fuscoporia weirii (MURR.) AOSHIMA"…. Picea jezoensis CARR. .....・H・..…・… (p. 49) 

Favolus alveolarius (Bosc. ex FR.) Qu孟L.・..Abiessachalinensis FR. ScHM.… (p. 52) 

Cr~ρt'Oρorus volvalus (PECK) SHEAR ……Abies sachalinensis FR. ScHM.…… (p. 53) 

Hirschioporus fiωco~violaceus 
(ScHRAD. ex FR.) DONK ……...・H・..Abiessachalinensis FR. SCHM・…… (p. 55) 

Fomitopsis insularis (MURR.) IMAz. … ."Abies sachalinensis FR. SCHM. …・・ (p. 58) 

Poria subacida (PECK) SACC. …....・H・...Abiessachalinensis FR. ScHM.…・・ (p. 63) 

Ph仰 ω igniarius(L. ex FR.) Q血銘;ZJ22匂よErBVar (ゆpω

Betulaρ，Zaty，ρhylla SUKATC口H王.…… (p. 70) 

Coriolus h.irsutus (WULF. ex FR.) Acer palmatum THUNB. var 
QUEL. ………MatsumuraeMAKINO ・…… (p. 74) 

Fagus crenata BL. ..，・H ・..……ぃ… (p. 75) 

Sorbus alnifolia C. K，∞H …....・H ・(p. 76) 
Prunus Maximowiczii RUPR. …… (p. 76) 

E析lingiaaρplanata (PERS.) KARST.……Tilia japonica SIMONKAI .…....・H・(p. 79) 

Fomes fomentarius (L. ex FR.) Acer palmatum THUNB. var 
KICKX …...・H・..Matsumurae MAKtNO ・…… (p. 81) 

Acer m'Ono MAXlM. var lrpex lacieus FR. ...・H・.....・H・........・H・"glahrωnHARA-.H・H・H・H・..(p. 83) 

Inonotus culicularis BULL. ex FR 
KARST. ・...・H・..Alnushirsuta TURCZ. ・H・H・H・H・..(p. 84) 

Oxyporusρo仰linus(SCHUM. ex FR.) Acerρ'almatum THUNB. var 
DONK ……Matsumurae MAKINO ・…… (p. 86) 
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Phellinus pomaceus (PERS.) Qu孟L・h ・-….PrunusSargentii REHD. …・・・H・H・(p. 88) 
Daedaleopsis conf均gosa(BoLT. ex 
FR.) ScHROET. ……Betula Maximowicziana REGEL…(p. 90) 

Trametes gibbosa (PERS. ex FR.) FR.…Tilia ja"ρonica SIMONKAI ...・H・..… (p. 95) 

Daedaleoρ'sis tricolor (BULL. ex FR.) Acer mono MAXIM. var 
BOND. et SlNG. ……glabrufTZ HARA-.H・H・H・H・..(p. 96) 

Ischnoderma resinosum (ScHRAD. 
ex FR.)KARST. …POρulus Maximowiczii A. HENRY …… (p. 100) 

Phellinus baumii PILAT……………......Syringa reticulata HARA………… (p. 101) 

Fraxinus mandshurica RUPR 
Stereum sp.…-…....・H・-…...・H・...・H・..…var.ja.ρonica MAXIM--…… (p. 103) 

Cercidiphyllum ja.ρonicum 
Coriolus versicolor (L. ex FR.) Qu孟L.…SIEB.et Zucc. ……… (p. 105) 

) ζ:Ortinellus edades ITO et IMAI ...・H・..…Quercuscrisρula BL. .一….リ..一….日..一….リ..….リ..一….一..….リ.(ωp. 1叩07円z之iZ忽どnω1幼derajum仰n仰fωo仰5a(向PE加出E回蹴R邸s.e位xF恥R則) ...Ph肋捌ωh加M刷ellωl励陥0吻a伽ndr仰…0
Hymen仰tωochσaetμeiωntかrtたcataLLOYD'….日..一….リ..….一..….一.Al初ntω4必shir，何'su叫taTuRCZ.・H・H・.....・H・..(p. 111) 
Tyromyces sp.......・H・..……............・H・.. QerCtlS crispula BL.………...・H・..… (p.113) 

Poria sp ・…・…… …・…......・… -32LZ22TIMVar・・…・……・ (p.116) 

Tyromyces pubescens (SCHUM. ex FR.) Fraxinus mandshurica RUPR 
IMAz. (?) …var. jaρonica MAXIM. -…・・ (p. 117) 

Fuscoporia obliqua (RERS. ex FR.) 
AO，sHIMA ・H・H・..BetulaMaximowicziana REGEL…(p. 119) 

Stereum jrustulosum (PERS.トFR.…一...Quercus crisρula BL.…...・H・"…… (p.122) 

Ulmus Davidiana PLA 
Coriolus ω附 ors(BERK.) 1MβZ. ・・・H・var.jaρonica NAKAI --……・・ (p. 124) 

2. The changes of wood properties caused by decay are summarized in Table 179 

{softwood)， and Table 180 (hardwood). The results may be stated as follows. 

a) Volume weight deereases by decay. 

b) The carbon contents are higher in br'own rotted wood than in sound one， 

lower in white rotted wood but do not vary in intermediate rotted wood. 

c) No changes of hydrogen content are found at various stages ot decay. 

。d) Ash content increases except in white rotted softwood. 

e) The contents of extractive almost always increase; the inc1ination is re-

markable in brown rotted wood. One per cent NaOH extratives increase 

greatly， for example， the average value of completely brown rotted wood is 

59.27 per cent in softw∞d and 79.03 per cent in hardwood. 
f) Cross and Bevan cellulose content increases in white rot， decreases sli悼tly

in intermediate rot and decreases remarkably in brown rot. 

g) Total pentosan content decreases remarkably in brown rotted hardwood 

and white rotted soft and hardwood， but changes sIightly in the others. 

h) Slight changes of methyl-pentosan centent are found at various stages of 

decay. 

i) Holocellulose content increases in white rot， decreases slightly in intermediate 



Table 179. Change of chemical compωition of wood due to decay (Softw∞d) % 
自

Decay type Brown White Intermediat沼

Dis- Dis- Dis圃
Decay stage Sound colored More Most Sound colored More Most Sound colored More Most 。 1 2 8 。 1 2 8 。 1 2 s 
Volume weight 0.43 0.42 0.32 0.Z1 0.38 0.38 0.31 0.19 

Carbon 49.99 49.36 51.00 56.67 48.45 48.卸 49.29 43.67 50.37 49.切 49.19 49.82 

Hydrogen 6.51 6.68 6.44 6.15 6.64 6.05 6.54 6.89 6.35 6.32 6.36 6.85 

Ash 0.38 0.56 0.38 0.62 0.83 0.81 0.40 0.05 0.49 0.65 0.37 1.18 

Solubility in 

Alcohol-benzene 4.36 6.62 6.81 10.10 2.08 1.73 2.44 ♂ 0.67 2.37 3.46 2.41 3.74 

Cold water 5.30 6.18 6.50 4.96 1.60 8.87 2.52 2.36 8.15 8.91 7.32 

Hot water 7.60 9.35 11.81 臼.83 3.47 11.58 6.80 3.47 4.85 8.19 13.25 

I%NaO日 16.25 21.16 43.69 国.13 18.73 13.77 18.98 60.18 18.17 15.39 21.95 29.92 

Cr，ωs and Bevan celhilose 54.70 58.85 40.41 20.96 51.24 55.78 関.00 86.41 57.25 56.69 52.65 50.58 

Total pentosan 12.18 12.48 12.09 11.51 12.卸 18.68 11.2雄 6.41 18.75 18.41 18.09 11.11 

Methyl-pentosan 4.82 5.22 5.57 5.79 2.51 5.96 4.21 1.95 5.73 5.34 4.11 8.25 

Holo巴ellulose ω.90 回.21 50.63 25.ω 76.47 73.98 86.∞ 73.45 72.11 67.75 倒.51
Lignin 27.73 27.60 36.48 53.54 27.66 27.76 29.84 。28.05 27.92 28.ω 27.部
pH 5.2 5.3 4.7 4.9 4.8 4.4 5.5 5.3 5.8 5.2 5.0 

Alkaline solution consumed (c巴) 1.35 1.63 8.91 4.17 1.22 1.55 2.22 5.96 1.25 1.31 1.邸 2.37 



Table 180. Change of chemical composition of wωd due to decay (Hardwood) % 

Decay type Brown 

Dis-
Sound colored More Most 
o 1 2 8 

Decay stage 

White 

Dis-
Sound colored More Most 
o 1 28  

Intermediate 

Dis-
Sound colored More Most 
o 1 2 8 

Volume weight 0.59 O.印 0.85 0.26 0.58 0.55 0.86 0.21 

Carbon m
m
m同

組
閣

6

0

5.92 

1.51 

58.61 回.18

Hydrogen 

Ash 

Solubility in 

Alcohol-benzene {i.悌 2.16 7.20 12.16 

5.77 4.98 4.90 4.18 

10.67 9.62 19.60 20.71 

白 ldwater 

Hot water 

1~五 NaOH

6.81 

2.09 

1.45 4.44 

1.57 7.02 

8.95 12.78 

27.78 27.29 56.82 加.85 .22.ω80.88 

50.14 51.4645.87 24.27 58.81 46.08 

28.71 24.65 19.98 10.88 24.04 24.87 

Cross and Bevan cellulose 

Total pentosan 

Methyl-pentosan 

Holocellulose 

1.31 1.24 2.40 2.87 2.10 0.69 

Lignin 

75.48 72.98 52.15 24.11 70.98 69.66 

24.89 25.69 82.85 48.17 29.ω80.69 

pH 5.6 5.6 5.7 5.4 

Alkaline solution consumed (cc} 2.50 2.18 4.17 4.20 

5.9 5.0 

1.92 2.84 

48.日 48.ω

6.48 

4.81 

2.85 

7.54 

11.04 

6.45 

0.40 

47.69 48.45 

6.07 6.24 

0.46 1.57 

8.52 2.62 2.17 2.昭

3.ω2.96 3.67 5.58 

5.03 5.37 6;29 9.97 

51.10 22.47 28.55 25.89 88.34 

88.11 57.70 55.98 55.31 50.96 

9.92 22.89 25.鈎 24.05 24.18 

1.02 1.41 1.42 1.86 

88.66 79.28 76.28 78.73 71.04 

3.78 21.80 28.52 28.36 24.10 

5.6 5.5 5.6 5.6 5.4 

4.11 2.01 2.昭 2.81 2.伺

1.74 

器
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rot， and d巴creasesremarkably in brown rot. 

j) Lignin content increases remarkably in brown rot， decreases on the contrary 

in white rot and shows hardly any change in intermediate rot. 

k) Hydrogen-ion concentration becomes slightly lower. 

1) Volume of dilute alkaline solution consumed by. wood is increased by decay; 

such inclination is seen remarkably in both brown and white rot 

3. As for the weight (g) of components in 100 cc of w∞d， 1% NaOH solubility 
increases obviously， lignin in brown rotted softwood increases slightIy， but the others 

decrease or hardly change. Total pentosan in hardwood and holocellulose， Cross and 

Bevan cellulose and carbon decrease considerably. 

4. Lignin in brown rotted wood is more soIuble and has Iower carbon and methoxyl 

contents than that in sound wood， therefore it is found that the lignin is decomp凶ed
by decay. Cellulose， mannan and xylan in holocellulose are consumed preferentially; 

therefore by the components of holocellulose， decayed wood samples are divided into 

seven groups (softwood) and tive groups (hardwood). 

5. A simpler method for determining the degree of wood decay was investigated. 

To 0.1 g of sample 15 cc of O.lNNaOH is added. After heating for two hours on 

a boiling water bath， the volume of O.lNNaOH consumed by wood is determined. 

Decayed wood consumed more alkali than sound wood. 

6. The nail-holding power of decayed wood was measured by a testing apparatus 

designed by the author. The power decreased with the progress of decay， and a 

regular relation between nail-holding power and volume of alkaline solution Con-

sumed was observed. 

7. Hydrated active carbon was prepared from decayed wood by dehydratlon 

with sulphuric acid. The results are showed in Table 181. 

Some carbon made from decayed .wood shows higher adsorptive power than that 

from sound wood. The carbon from Abies sachalinensis FR. SCHM. decayed by 

Hirschioρorus fusco-violaceus (ScHRAD. ex FR.) DONK and Fraxinus mandschurica 
RUPR. decayed by Stereum sp. havehigh adsorptive ability. The carbon from Larix 

Kaemρiferi SARG. decayed by Phaeolus schweinitzii (FR.) PAT. has high ability in 

purification of penicillin. This is a noteworthy way of utilizing decayed wood. 

8. Some active carbon was prepared by ZnCl~-method from decayed wood samples. 

Generally， the carbons did not have very high ability but that from mωt rotted wood 

showed considerably high ability. 



9. Three kinds of decayed wood rotted by Cry戸odermayamanoi IMAz.， Stereum 

sanguinolentum (ALB. ex ScHW.) FR. and Tyromyces borealis (FR.) IMAz. were digested 

by sulphate process. The results are as follows: 

HolocelI ulose Brleaknm gkitnh g Yield in Fp4 ulp 
% 

Sound (fir) 46.8 92.67 7.7 

Cryptoderrna (spru巴e) 46.8 95.99 7.4 

Stereum (fir) 45.7 94.46 7.5 

Tyromyces (spruce) 45.4 95.92 5.4 

The yields per cubic-foot of wood were lower than those of sound wood， but 

the decayed wood was digested easily. The effect of decay seemed to be small. 
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図版説明

図版Iおよび11

SニHULZE氏液によって解織した繊維の顕微鏡写真 (50倍)

a. 健全トドマツ

b. テウロコタケモドキによって魔朽したトドマツ

c. エゾサルノコシカケによって魔朽したエゾマツ

d. エゾタケによって腐朽したアカエソ・7 ツ

図版111およびlV

クラフトパルプの顕微鏡写真 (50倍)

e. 健全トドマツ材からのKP(フリーネス 180cc) 

f. テウロコタケモドキによるトドマツ腐朽材からのKP(フリーネス 235cc) 

g. エゾサルノコシカケによるエゾマツ魔朽材からのKP(フリーネス、1伺巴c)

h. エゾタケによるアカエゾマツ魔朽材からのKP(フリーヰス215cc) 

Explanation of Plates 

Plates 1 and 11 

Fiber from de巴ayedwo叫 defibratedby SCHULZE'S meth叫 (x50)

a. From sound fir wood 

b. From fir wood decayed by Stereum sa四，guinolentum(ALB. et SCHW.) FR. 

c.. From spruce wood decayed by Cryμoder例αyamαπO'ilMAZ. 

d. From red spruce w∞d decayed by Tyromyces boreal色 (FR.)IMAZ. 

Plates III and lV 

Sulphate pulp from deca抑 dwood (x50) 

e. From sound fir w叫ぽreen醐 180cc)

f. From fir wood decayed by Stere1ιm sangu'伽olentum(ALB. et SCHW.) FR. 

(Freeness 235 cc) 

g. From spruce wood decayed by Cryptode門閥 yamαnoiIMAZ. 

(Freeness 190 c巴)

h. From red spru巴ewood de回，yedby Tyromyces boreα陥 FR.IMAZ.

(Freeness 215巴巴).
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針葉樹赤色腐朽材の魔朽段階別容積重附表 1

階段朽魔

8 2 1 。種樹種菌No. 

沼

郡

Ma
邸
明
副
部

m出

M

n
u
A
U
h
u
h
v
h
u
o
u
A
U
h
u
 

明
叩
e

担

割

m柑

m

n
u
n
u
白

υ
h
u
h
u

a
u
A
υ
w
'
・
4
a
'
w
g

o
a
-
a
u
z
a
a胃

a
-
z
a
a官

••••• 凸

U
A
V
白

v
h
u
h
u

町

四

位

向

制

鈎

A
U
A
U
A
U
内
リ

トドマツ

カラマツ

トドマツ

庁

マツマイタケ

カイメンタケ

11 

庁'

a

b

 

a-司

a
a
'
n
e
m
e
n
a
岬

a

M
A

沼

町

臥

m
m
m

n
u
n
u
白

υ

白

u
n
u
A
U

0.32 

部

川

品

開

制

佃

川

町

内

u
n
u
A
u
n
u
A
U

0.46 

出

回

“

舗

内

υ
白

υ
向
日

カラマツ

アカエゾマツ

エゾマツ

11 

チイ

アカエゾマツ

エゾマツ

F 

庁

イ

p 

11 

P 

エゾナミハタケ

ツガサルノコシカケ

イドタヶ属の 1種

トドマツオオウズラタケ

11 e

d

 

7
7
9
m
u
i一四
M
却

怨

0.37 

ケニクアミタケ

マスタケ

ナミダタケ

トドマツ

エゾマツ

均

0.29 

0.27 O.担0.42 0.43 平

針葉樹中間魔朽材の魔朽段階別容積重附署長 2

階段朽魔

s 2 1 。種樹積菌No. 

n
m
m
M
 

向

u
n
u
A
U
向
。

0.13 

0.26 

チウロコタケモドキ

エゾタケ

チヤウロコタケ

エソ.サピイロアナタケ

ヒトクチタケ

ウスパシハイタケ

レンガタケ

キンイロアナタケ F 

平 均 0.38 0.38 0.31 0.19 

M

M

叩

O
仏

仏

0.33 

0.33 

m
M叩
m
m
m甜

向

日

凸

リ

n
u
n
u

0.37 

0.43 

n
B
'
A
0
6
0
4
 

剛
晶

aa司

m
o
a
-

A
U
A
U
白

日

向

υ

0.36 

トドマツ

7.カエ/マツ

エゾマツ

庁

トドマツ

11 

庁

庁

庁

マツノネクチタケ

モミサルノコシカケ。a
a
a
a
p

。o
a
6
n
o
w
a
o
n

，A

噌

A

咽

-
4
1
a
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附署長s広葉樹赤色魔朽材の魔朽段階別容積重

魔 朽 段 階

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

I クロサルノコシカケ ミズナラ 0.58 0.55 0.35 0.28 

xn ホウロクタケ F 0.64 0.32 

XV アイカワタケ ノV 0.60 0.21 

XXIV ヅガサルノコシカケ シウりザクラ 0.60 o.部

平 均 0.59 0.60 0.35 0.26 

附表 4 広葉樹中間質朽材の宵朽段階別容積重

魔 朽 段 階

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

II ニセホクチタケ ヤマモミジ 0.67 0.71 0.36 0.21 

n' ，ろy シラカノt 0.22 

IV アラゲカワラタケ ヤマモミ:;; 0.49 0.35 

IV' 11 ブ ナ 0.53 0.25 

IV" 11 アズキナシ 0.18 

V コフキサルノコシカケ シ ナ 0.37 0.39 0.36 0.24 

VI ホクチタケ ヤマモミジ o.担 0.30 

vn ウスパタケ マイタヤ 0.16 

VIll カワウソタケ ヤマハンノキ 0.34 0.22 

IX シロサルノコシカケ ヤマモミヲ 0.57 0.49 

X サクラサルノコシカケ エゾヤマザクラ 0.61 0.29 0.23 

XI チヤミダレアミタケ ウダイカンノf 0.67 0.43 0.27 

XIll オオチリメンタケ ユノ ナ 0.07 

XIV チヤカイガラタケ マイタヤ 0.58 0.37 0.23 

XVI ヤニタケ ドロノキ 0.12 

xvn エゾキコブタヶ ハシドイ 0.40 0.21 

xvm ウロコタケ属の1種 ヤチダモ o.日 0.31 

XIX クモタケ カツラ 0.46 0.12 

xx シイタケ ミズナラ 0.72 0.29 

XXI ヒメモグサタケ キハダ 、0.21

xxn ミヤベオオウロコタケ ヤマハンノキ 0.41 0.18 

XXV アナタケ属の1種 マイタヤ 0.61 

XXVI ヤキフタケ(?) ヤチダモ 0.50 0.25 0.15 

xxvn カパアナタケ ウダイカンパ 0.55 0.61 0.21 

xxvm カタウロコタケ ミズナラ 0.47 0.29 

XXlX ニクウスパタケ 一 レ 0.48 0.26 
一一一 一一一一一一

平 均 0.53 0.55 0.36 0.21 
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附事提 5 針葉樹赤色魔朽材の炭素含有率(%)
一一一一一一一一一 一一一

魔 朽 段 階

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 3 

4 マツマイタケ トドマツ 57.98 

盈' 庁 カラマツ 54.88 

7 カイメンタケ トドマツ 48.40 49.43 50.98 52.08 

7~ ノア 11 49.72 49.26 51.13 53.93 

7a 11 カラマツ 56.83 

7b F 11 同.22 58.88 

7c 11 ，ちF

7d 11 アカエゾマツ 54.58 

9 エゾナミハタケ エゾマツ 61.52 

10 ツガサルノコシカケ p 54.24 . 
11 イドタヶ属の1種 イチイ 52.67 59.48 

12 トドマツオオウズラタケ アカエゾマツ 48.92 49.鈎 50.62 52.92 

14 ケニクアミタケ エゾマツ 55.01 

加 マスタケ トドマツ 58.80 

23 ナミダタケ エゾマツ 51.28 62.37 
一一一一一一一 一一一一一

平 均 49.99 49.36 51.00 56.67 

附表 6 針葉樹中間魔朽材の炭素含有率(%)

腐 朽 段 階
、

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

1 マツノヰクチタケ トドマツ 49.39 

2 モミサルノコシカケ 11 50.ω 

B テウロコタケモドキ 庁 49.30 

6 エゾタケ アカエゾマツ 50.37 49.77 49.17 

8 チヤウロコタケ エゾマツ 49.44 

13 エゾサピイロアナタケ 11 50.08 

15 ハチノスタケ トドマツ 48.70 

16. ヒトクチタケ 11 49.42 

17 ウスパシハイタケ 11 48.77 

18' レンガタケ 11 49.52 

21 キンイロアナタケ 庁 48.31 

平 均 50.37 49.77 49.19 49.32 
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広葉樹赤色腐朽材の炭素含有率(%)附表 7

階

。 s 2 

段朽

1 

魔

種樹No. 菌

I クロサルノコシカケ

種

58.59 

52.68 

54.ω 

54.偲

回.∞ミズ:ナラ

H ホワロクタケ:xn 
xv 
XXIV 

11 アイカワタケ

ツガサルノコシカケ 49.21 シウリザクラ

53.61 49.61 均平

広葉樹中間魔朽材の炭素含有率(%)附表 8

階段朽魔

s 

必
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岨
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値
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閣
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閣
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47.ω 
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ヤマモミジ

ブナ

アズキナシ
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カワウソタケ ヤマハンノキ

シロサルノコシカケ ヤマモミ U

サクラサルノコシカケ エゾヤマザクラ

チヤミダレアミタケ ウダイカンパ

オオチリメンタケ シ ナ

チヤカイガラタケ マイタヤ

ヤニタケ ドロノキ

エゾキコブタケ ハシドイ

ウロコタケ属の 1種 ヤテダモ

クモタケ カツラ

シイタケ ミズナラ

ヒメモグサタケ キハダ

ミヤベオオウロコタケ ヤマハンノキ

オシロイタケ属の1種 ミズナラ

アナタケ属の 1積 マイタヤ

ヤキフタケ(?) ヤチダモ

カパアナタケ ウダイカンパ

カタウロコタケ ミズナラ

ニクウスパタケ ニレ ー

均 48.69

49.48 

48.12 

49.ω 

48.42 

48.91 

47.回
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ケ
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附.9 針葉樹赤色魔朽材の炭素含有量 (g/l00cc)

魔 朽 段 階

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

.， マツマイタケ トドマツ 12.76 

T カイメンタケ F a.81 28.23 17.88 15.09 

7' p H 19.89 21.67 19.94 17.80 

'ia 庁 カラマツ 18.び7

'1b 庁 庁 28.10 15.80 

7d' F アカエゾマツ 18.56 

10 ツガサルノコシカケ エゾマツ 18.02 

11 イドタケ属の1種 イチイ 加.55 16.65 

n トドマツオオウズラタケ アカエゾマツ 21.52 22.72 18.78 16.41 

14 ケニクアミタケ エゾマツ 14.85 

却 マスタケ トドマツ 7.64 

調 ナミダタケ エゾマツ 14.87 18.09 

平 均 23.07 22.54 17.72 14.94 

附表 10 針葉樹中間腐朽材の炭素含有量 (g/lω巴c)

魔 朽 段 階
，， 

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 
一一一一一一

I マツノネクチタケ トドマツ 8.40 
。2 モミサルノコシカケ F 10.00 

8 チウロコタケモドキ 庁 15.78 

g エゾタケ アカエゾマツ 21.16 19.41 16.72 

8 チヤウロコタケ エゾマツ 16.82 

18 エゾサピイロアナタケ H 6.51 

16 ヒトクチタケ トドマツ .16.81 

17 ウスパシハイタケ F 6.88 

18 レンガタケ 庁 7.92 

忽 キンイロアナタケ 庁 4.85 

平 均 21.16 19.41 16.82 9.56 
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No. 

I 

xn 
玄V

XXIV 

附表 II 広葉樹赤色魔朽材の炭素含有量 (g/l仰ec)

菌 穫 樹種

庁

クロサルノコシカケ

ホウロクタケ

アイカワタケ

ツガサルノコシカケ

No. 

H 

II' 

IV' 

IV" 

v
m
m
m
x
m
m
m
m
m
m
m
u
m
m
m
m
m
 

平

ミズナラ

F 

シウリザクラ

均

魔朽段階

。 1 2 8 

29.00 

29.53 

12.邸

16.部

11.86 

14.06 

29.27 13.筋

附豪 12 広葉樹中間魔朽材の炭素含有量 (g/100cc) 

腐朽段階

菌

ニセホクチタケ

庁

アラゲカヲラタケ

庁

コフキサルノコシカケ

ホクチタケ

ウスパタケ

カワウソタケ

サクラサルノコシカケ

チヤミダレアミタケ

オオチリメンタケ

チヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の 1種

クモタケ

シイタケ

ヒメモグサタケ

Eヤベオオウロコタケ

アナタケ属の1種

ヤキフタケ(?)

カパアナタケ

XXIX 

xxvrn カタウロコタケ
ニクウスパタケ

種 樹種

ヤマモミク

シラカノミ

ブナ

アズキナシ

シナ

ヤマモミヲ

マイタヤ

ヤマハンノキ

エゾヤマザクラ

ウダイカンパ

シナ

マイタヤ

ドロノキ

ハシドイ

ヤチダモ

カツラ

ミズナラ

キハダ

ヤマハンノキ

マイタヤ

ヤチダモ

ウダイカンパ

ミズナラ

ニレ

。 1 2 

32.44 

18.31 

24.06 

22槍82

14.78 

29.84 

26.却

平 25.61 均
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沼
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i
a
a宮
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a
n
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o
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A
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b
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噌
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噌

A
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噌

i
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噌

よ

噌

A

5.ω 
18.45 

10.17 

8.82 

7.33 

10.42 

14.46 

12.部

14.78 10.24 
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附表 13 針葉樹赤色魔朽材の1%NaOH抽出物含有率 (%) 

健 朽 段 階
，、

， 
No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

4 マツマイタケ トドマツ 9.36 15.65 44.96 70.60 

4' 11 カラマツ 20.24 27.81 47.09 65.63 

T カイメンタケ トドマツ 9.50 14.74 42.50 40.45 

7' 庁 庁 11.71 日.74 35.99 44.83 

7a 11 カラマツ 22.21 63.39 飽.95

7b 11 庁 20.19 72.44 

7c p 庁 66.34 

7d 庁 アカエゾマツ 48.48 

9 エゾナミハタケ エソマツ 13.46 時.71

10 ツガサルノコシカケ 11 14.27 16.82 37.43 58.01 

11 イドタケ属の1種 イチイ 30.回 28.50 57.66 

12 トドマツオオウズラタケ アカエゾマツ 13.79 20.58 ω.49 50.56 

14 ケニクアミタケ エソマツ 40.07 59.16 

20 マスタケ トドマツ 57.01 

m ナミダタケ エゾマツ 37.68 63.08 
一一一一一一一一一一一一一一

平 均 16.25 21.16 43.ω 59.13 

No.llを除いた平均 14.15 20.33 43.69 59.23 

附表 14 針葉樹中間腐朽材の1%NaOH抽出物含有率 (%) 

情 朽 段 階
〆、

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 s 

1 マツノネクチタケ トドマツ 12.36 11.96 17.73 27.01 

2 モミサルノコシカケ 11 13.92 13.69 25.66 

8 チウロコタケモドキ 11 11.14 20.94 24.36 

6 エゾタケ アカエゾマツ 16.13 12.34 21.75 

8 テヤウロコタケ エゾマツ 19.99 

18 エゾサピイロアナタケ ノγ 35.47 

15 ハチノスタケ トドマツ 27.27 

16 ヒトクチタケ 府 12.32 忽.81

17 ウスパシハイタケ 庁 15.61 26.67 

18 レンガタケ 11 17.78 33.21 

21 キンイロアナタケ H 45.19 

平 均 13.17 15.39 21.95 29.昭
・・・・・-圃F一一一一一』ー・-・・・--一 一一一一一一一一一一一一一一 --ー・一一 一 一一一一一一一一一一一一一一一
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附表 15 広葉樹赤色魔朽材のH五NaOH抽出物含有率 (%) 

符朽段階

菌 種 樹種

庁

I 

玄E

xv 
XXIV 

クロサルノコシカケ

ホウロクタケ

アイカワタケ

ツガサルノコシカケ

ミズナラ

F 

シウリザクラ

。 1 8 2 

25.87 27.04 o6.32 79.邸

31.41 73.81 

23.41 ー加.鈎

29.69 89.89 

平

No. 

均 27.78 27.29 56.32 80.85 

附表 16 広葉樹中間腐朽材の1%NaOH抽出物含有率 (%) 

申書朽段階

菌 種 樹種 。 1 8 2 

18.<< ~.41 ~.~沼.10

29.69 

E 

ll' 

IV 

IV' 

IV" 

IV'" 
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:

I

:

I

I

B

E

E
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m
m
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m
m
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m
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m
m
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H 

11 

コフキサルノコシカケ

ホクチタケ

ウスパタケ

カワウソタケ

シロサルノコシカケ

サクラサルノコシカケ

チヤミダレアミタケ

オオチリメンタケ

チヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の 1種

クモタケ

シイタケ

ヒメモグサタケ

ミヤベオオウロコタケ

オシロイタケ属の1種

アナタケ属の1種

ヤキフタケ(?)

カパアナタケ

カタウロコタケ

ニクウスパタケ

ヤマモミジ

シラカノ〈

ヤマモミ U

ブナ

アズキナシ

シロザクラ

シナ

ヤマモミジ

マイタヤ

ヤマハンノキ

ヤマモミジ

エゾヤマザクラ

ウダイカンパ

シナ

マイタヤ

ドロノキ

ハシドイ

ヤテダモ

カツラ

ミズナラ

キハダ

ヤマハンノキ

ミズナラ

マイタヤ

+チダモ

ワダイカンパ

ミズナラ

ニレ

24.42 27.招 44.'11

17.90 27.18 

23.28 

36.18 

29.24 22.41 25.41 29.07 

28.32 23.13 

37.45 

25.59 27.79 

17.24 21.57 34.82 

25.23 25.29 26.~ 

却.92 24.06 担.38
47.73 

21.52 23.22 26.ω 

国.20
33.08 34.25 

23.03 

29.29 

27.01 

29.93 

26.10 36.U 

34.24 

21:00 31.a 
34.9'1 

21.86 一一割.f1l
21.86 26.79 29.27 

19.m 24.67 ~.æ 

32.42 36.25 

盟.83 24.64 

平 均 忽.47 23.55 25.89 33.34 
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(g/lωcc) 針葉樹赤色魔朽材の1%NaOH抽出物含有量附表 17

段階

2 3 

朽魔

庁

15.53 

16.41 

11.73 

14.79 

15.部

18.83 

19.卯

16.48 

11.69 

15.07 
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17.12 
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5.17 

10.44 
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種

トドマツ
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F 

樹種

カイメンタケ
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庁

菌No. 

13.92 

16.14 

15.67 

15.97 

7.41 

18.怨

11.98 

14.98 

4.44 

5.72 

15.96 

9.47 

16.03 

9.29 

4.71 

17.93 

6.07 

トドマツ

アカエゾマツ

エゾマツ

F 

イチイ
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エゾマツ

庁

p 

F 

庁

11 

エゾナミハタケ
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庁

r
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7
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日
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13.78 

13.78 

9.09 

8.関

7.32 

5.51 

平均

No.llを除いた平均

(g/lOO巴巴)針葉樹中間膏朽材の1%NaOH抽出物含有量関表 18

階段

マツノネクチタケ

モミサルノコシカケ

チウロヨタケモドキ

エゾタケ

s 

4.59 

5.13 

7.卸

7.40 

2 

4.61 3.83 

5.48 

7.日

4.81 

4.70 

5.71 

3.68 
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種
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庁
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5.78 
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附署長 m 広葉樹赤色魔朽材の1%NaOH抽出物含有量 (g/l!佃cc)

魔 朽 段 階

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

I クロサルノコシカケ ミズナラ 15.00 14.87 19.71 18.85 

xn ホウロクタケ H 却 .10 部.飽

XV アイカヲタケ 庁 14.05 16.鴎

XXIV ツガサルノコシカケ シウリザクラ 17.81 怨 .24

平 均 16.41 16.84 19.71 20.52 

附表 20 広葉樹中間腐朽材の1%NaOH抽出物含有量 (g/l!ωcc)

魔 朽 段 階

No. 菌 積 樹 積 。 1 2 s 

E ニセホクチタケ ヤマモミジ 12.お 14.49 8.個 5.伺

n' 11 シラカ}~ 6.51 

IV アラゲカワラタケ ヤマモミヲ 11.97 9.74 

IV' 11 ブ ナ 9.49 6.剖

IV" F アズキナシ 4.19 

v ココキサルノコシカケ シ ナ 10.82 8.74 9.15 6.98 

VI ホクチタケ ヤマモミジ 9.06 6.94 

vn ウスパタケ マイタヤ 5.99 

vm カワウソタケ ヤマハンノキ 8.70 6.11 

IX シロサルノコシカケ ヤマモミジ 9.鴎 10.57 

X サクラサルノコシカケ エゾヤマザクラ 15.89 7.33 6.13 

XI チヤミダレアミタケ ウターイカン}'¥ 14.02 10.85 8.74 

xm オオチリメンタケ ユノ ナ 8.34 

XIV チヤカイガラタケ マイタヤ 12.48 8.59 6.14 

XVI ヤニタケ ドロノキ 7.10 

xvn エゾキコブタケ ノ、、シドイ 13.23 7.19 

xvm ウロコタケ属の1種 ヤテダモ 11.52 8.87 

XIX クモタケ カツラ 18.47 8.59 

XX シイタケ ミズナラ 18.79 10.47 

XXI ヒメモグサタケ キハダ 7.19 

XXII ミヤベオオウロコタケ ヤマハンノキ 8.89 5.舗

XXV アナタケ属の1種 マイタヤ 18.33 

XXVI ヤキフタケ (1) ヤチダモ 10.93 6.70 4.39 

xxvn カパアナタケ ウダイカンパ 10.88 15.05 9.74 

xxvm カタウロコタケ ミズナラ 15.24 10.51 
XXIX ニクウスパタケ ーー レ 10.96 6.41 

平 均 11.78 18.00 9.16 6.64 
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附表 21 針葉樹赤色魔朽材のCrωs・.Bevanセノレロース含有率 (%) 

魔 朽 段 階
， 

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

4 マツマイクケ トドマツ 58.92 55.84 42.92 19.筋

4' 庁 カラマツ 49.ω 48.45 40.09 33.04 

7 カイメンタケ トドマツ 59.却 56.77 ω.16 32.36 

7' " H 58.18 59.70 40.53 19.02 

7a F カラマツ 55.03 32.83 部.担

7b " F 52.04 16.81 

7c 庁 F 2.15 

7d 庁 アカエゾマツ 14.06 

9 エゾノナミハタケ エゾマツ 62.08 15.94 

10 ツガサルノコシカケ H 印.22 57.06 43.88 36.鈎

11 イドタケ属の1種 イチイ 45.43 46.64 9.73 

12 トドマツオオウズラタケ アカエゾマツ 54.03 50.却 42.49 24.40 

14 ケニクアミタケ エゾマツ 41.08 部 .77

m マスタケ トドマツ 17.25 

平 均 54.70 53.85 40.41 初 .96

附表盟 針葉樹中間魔朽材の Cross-Bevanセルロース含有率 (%) 

魔 朽 段 階
， 

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

1 マツノネクチタケ トドマツ 凶.06 58.14 56.36 51.70 

2、 モミサルノコシカケ " 58.37 59.36 49.72 

s チウロコタケモドキ F 55.14 50.33 52.錦

6 エゾタケ アカエゾマツ 53.70 58.94 54.67 

8 テヤウロコタケ エゾマツ 54.56 

13 エゾサピイロアナタケ H 46.77 

15 ハチノスタケ トドマツ 42.回

16 ヒトクチタケ H 59.98 56.98 

17 ウスパシハイタケ " 56.91 55.ω 

18 レンガタケ 庁 56.43 49'.52 

21 キンイロアナタケ p 43.44 

平 均 57.25 56.ω 52.65 回.53
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附表盟 広葉樹赤色魔朽材の Cross-Bevanセルロース含有率(%)

No. 

I 

xn 
xv 
XXIV 

菌 種

クロサJレノコシカケ

ホウロクタケ

アイカワタケ

ツガサルノコシカケ

平

樹種

ミズナラ

p 

11 

シウリザクラ

均

魔朽段階

。 1 2 8 

回.05 OO.~ ~.~ ~.~ 

50.詔

49.85 

54.41 

泊，47

沼.12

18.85 

50.14 51.46 ~.~ 24.~ 

附表 24 広葉樹中間腐朽材の Cross-BevanセJレロース含有率 (%) 

No. 菌 種

ニセホクチタケ

庁

E 

n' 
IV 

IV' 

IV" 
IV'I/ 

アラゲカワラタケ

庁

F 

庁

V コフキサルノコシカケ

VI ホクチタケ

vn ウスパタケ

vm カワウソタケ

IX シロサルノコシカケ

X サクラサルノコシカケ

XI チヤミダレアミタケ

XllI オオチリメンタケ

XIV チヤカイガラタケ

XVI ヤニタケ

xvn エゾキコブタケ

xvm ウロコタケ属の1種
XIX クモタケ

xx シイタケ

XXI ヒメモグサタケ

xxn "ヤペオオヲロコタケ

xxm オシロイタケ属の 1種
XXV アナタケ属の1種

XXVI ヤキフタケ(?)

xxvn カパアナタケ
xxvm カタウロコタケ
XXIX ニクウスパタケ

平 均

樹種

ヤマモミジ

シラカパ

ヤマモミジ

ブナ

アズキナシ

シロザクラ

シナ

ヤマモミヲ

マイタヤ

ヤマハンノキ

ヤマモミク

エゾヤマザクラ

ウダイカンパ

シナ

マイタヤ

ドロノキ

ハシドイ

ヤチダモ

カツラ

ミズナラ

キハダ

ヤマハンノキ

ミス:ナラ

マイタヤ

ヤチダモ

ウダイカンパ

ミズナラ

ニレ

腐朽段階

。 1 2 s 

61.18 55.81 56.77 49.95 

51.77 

59.W 53.70 ~.部・

ω.03 54.23 

56.回

47.74 

鴎.67 60.60 60.49ω.64 

52.67 55.46 

51.73 

58.50 56.85 

59.64 56.~ ~.ID 

54.68 54.筋 53~18

56.~ M.53 ~.~ 

46.14 

57.釘一回.13 回.42

49.75 

47.26 47.93 

56.~ 55.ω 

00.43 ー 54.75

52.11 59.'10 

52.鈎

国.48 47.97 

41.70 

56.23 ー 59.釘

55.~ 51.66 44.81 

63.40 57.02 . 39.95 

43.a 43.ω 

56;82 53.邸

57.70 55.93 55.31 50;96 
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附表 25 針葉樹赤色魔朽材の Cross-Bevanセルロース含有量 (g/1仰巴c)

魔 朽 段 階

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 
町一一一一一一一一一一一一一

4 マツマイタケ トドマツ 21.21 2(UO 11.16 4.担

4' 11 カラマツ 20.83 19.38 12.83 8.26 

T カイメンタケ トドマツ 25.46 26.68 13.65 9.38 

7' 庁 庁 詔.69 26.27 15.81 6.28 

7a グ カラマツ 25.86 8.86 5.36 

7b 1/ 庁 23.94 4.37 

7c F 11 0.65 

7d 庁 アカエゾマツ 4.78 

9 エゾナミハタケ エゾマツ 20.49 

10 ツガサルノコシカケ ノア 19.87 19.40 14.04 8.88 

11 イドタケ属の1種 イチイ 26.35 26.12 2.72 

12 トドマツオオウズラタケ アカエゾマツ 23.77 23.37 15.90 7.56 

14. ケニクアミタケ エゾマツ 16.43 7.77 

20' マスタケ トドマツ 2.24 

平 均 23.02 22.41 13.18 5.58 

附表舗 針葉樹中間魔朽材の Cross-Bevanセルロース含有量 (gj1∞巴c)

魔 朽 段 階
、

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

1 マツノネクチタケ トドマツ 22.44 18.印 14.65 8.79 

2 モミサルノコシカケ F 23.93 23.74 9.94 

8 チウロコタケモドキ 11 18.20 18.12 16.95 

6 エゾタケ アカエゾマツ 22.55 22.99 18.59 

8 テヤウロコタケ エゾマツ 18.ω 

13 エゾサピイロアナタケ 庁 6.随

16 ヒトクチタケ トドマツ 21.59 18.卸

17 ウスパシハイタケ 11 21.06 7.76 

路 レンガタケ 11 24.26 7.92 

21 キンイロアナタケ 庁 3.91 
一一一一一一一

平 均 21.74 18.92 17.15 9.99 
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附表 zl 広葉樹赤色魔朽材のCrOss-Bevanセルロース含有量 (g/l伺ee)

No. 菌 種 樹 種

I クロサルノヨシカケ ミズナラ

xu ホウロクタケ ノア

XV アイカワタケ 11 

XXIV ツガサルノコシカケ シウりザクラ

平 均

魔

。
29.08 

80.14 

29.59 

朽

1 

27.84 

81.58 

82.65 

加.69

段

2 

15.88 

15.88 

i 附表 28 広葉樹中間魔朽材の Cro図・Bev朗セルロース含有量 (g/llωee) 

No. 菌種 樹種

ロ ニセホクチタケ マヤモ~ ~ 

II' 11 シラカパ

IV アラゲカワラタケ ヤマモミジ

IV〆 H ブナ

IV，.I 11 アズキナシ

V コフキサルノコシカケ シ ナ

VI ホクテタケ ヤマモミ U

VII ウスパタケ マイタヤ

vm カワウソタケ

IX 

X 

玄I

XIII 

XIV 

XVI 

xvn 
xvm 
XIX 

XX 

XXI 

XXII 

XXV 

XXVI 

XXVII 

xxvm 
XXIX 

シロサルノコシカケ

サクラサルノコシカケ

チヤミダレアミタケ

オオチりメンタケ

チヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の 1種

クモタケ

シイタケ

ヒメモグサタケ

ミヤベオオウロコタケ

アナタケ属の1種

ヤキフタケ(?)

カパアナタケ

カタウロコタケ

ニクウスパタケ

ヤマハンノキ

ヤマモミヨ

エゾヤマザクラ

ウダィカンパ

シ ナ

マイタヤ

ドロノキ

ハシドイ

ヤチダモ

カツラ

ミズナラ

キハダ

ヤマハンノキ

マイタヤ

ヤチダモ

ウダイカン)'{

ミズナラ

ニレ

魔朽

o 1 

40.96 

21.71 

88.99 

88.27 

盟.担

28.却

84.卸

27.91 
剖.87

89.68 

29.28 

81.82 

部.68

88.85 

釘.94

87.52 

28.98 

84.78 

20.87 
27.27 

段

2 

却 .44

18.曲

21.78 

16.85 

19.89 

27.66 

15.91 

24.74 

21.51 

18.仰

17.26 

12.92 

階

階

8 

6.85 

9.11 

4.65 

4.伺

6.25 

8 

10.49 

11.89 

18.56 

10.15 

14.55 

16.64 

8.泊

12.51 

12.盟

14.05 

8.怨

12.侃

5.9'1 

10.07 

6.72 
8.鈎

12.67 

1.4.∞ 
平 均 88.17 鈎.87 19.72 10.回
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エゾマツ 11.s 11.ω 

トドマツ 一 一 一 11.42

平均 12.13 12.43 12.09 11.51 

8.73 

カラマツ

F 

アカエゾマツ

エソマツ

庁

H 

庁

1/ 

P 

エゾナミハタケ

ツガサルノコシカケ

イドタケ属の1種

トドマツオオウズラタケ
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庁

a

b

e

d

 

円
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(%) 針葉樹中間魔朽材の全ペントザン含有率附.30

階段朽申書

F 

8 

10.49 

12.87 

13.67 

9.58 

2 

11.74 

1 

12.31 

13.07 

16.14 

13.31 

。
14.12 

13.71 

15.31 

12.23 

種

F 

アカエゾマツ

エゾマツ

トドマツ

樹種菌No. 

10.偲

11.71 

13.46 

16.78 

11.78 

M

M

M

一
山

12.90 

12.74 

13.36 

トドマツ

1/ 

庁

1

2

8

6

8

m

お

お

n
u
n

庁

F 

p キンイロアナタケ

マツノオ、クチタケ

モミサルノコシカケ

チウロコタケモドキ

エゾタケ

チヤウロコタケ

エゾサピイロアナタケ

ハチノスタケ

ヒトクチタケ

ウスパシハイタケ

レンガタヶ

13.09 13.41 13.75 均平
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C%) 広葉樹赤色魔朽材の全ベントザン含有率附表 31

No. 菌種 樹種 o 1 2 3 

I クロサルノコシカケ ミズナラ 24.28 23.43 却.98 Il.118 

24.~ ll.H 

26.03 8.'14 

10.錦

階段朽脅

F ホウロクタケ

アイカワタケ

ツガサJレノコシカケ

XlI 

xv 
XXIV 

11 

23.14 シウリザクラ

10.88 19.98 24.65 23.71 均平

!%) 広葉樹中間魔朽材の全ベントザン含有率附署長担

階段魔朽

o 1 

ケ

ケ

タ

タ〆

4

フ

チ

ワ

'

ク

M
H

カ

ル

ホ

ゲ
セ

-

フ

ニ

ア

8 

随

一

釘

館

副

却

伺

m
m

官
“
惜
別
U

何

日

前

倒

m
M
M
U

認

釘

沼

部

お

m
m
お

却

盟

諸

釘

沼

M
U
M

応

部

叫
副
部
持
制
帥

m問

的

お

m
m
m
m

街

路

却

明

副

部

釘

印

刷

品

沼

恒

副

部

ヤマモミジ

シラカパ

ヤマモミジ

ブナ

アズキナシ

シロザクラ

シナ

ヤマモミジ

マイタヤ

ヤマハンノキ

ヤマモミジ

エゾヤマザクラ

ウダイカンパ

シナ

マイタヤ

ドロノキ

ハシドイ

ヤチダモ

カツラ

ミズナラ

キハダ

ヤマハンノキ

ミズナラ

マイタヤ

ヤチダモ

ウダイカンパ

ミズ7ナラ

ニレ

2 

26.24 

25.32 

22.担

24.21 

26.49 

却 .69

種樹種菌

泊.54

2'1.04 

28.78 

24.41 

24.51 

27.14 

28.64 

19.89 

21.67 

22.47 

23.44 

25.20 

28.32 

26.52 

24.82 

26.09 

26.37 

24.02 

23.56 

24.99 

23.96 

21.58 

19.97 

22.45 
盟.26

23.61 

F 

11 

コフキサルノコシカケ

ホクチタケ

ウスパタケ

カワウソタケ

シロサルノコシカケ

サクラサルノコシカケ

チヤミダレアミタケ

オオチリメンタケ

チヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の1種
クモタケ

シイタケ

ヒメモグサタケ

ミヤベオオウロコタケ

オシロイタケ属の1種

アナタケ属の1種

ヤキフタケ(?)

カパアナタケ

カタウロコタケ

ニクウスパタケ

No. 

豆

町

町

w
w
v
v
n
m
m
E
X
E
m
m
m
m
m
m
n
m
m
m
m
m

一一回 24.18 24.05 25.釦盤.89均平
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(g/l00cc) 針葉樹赤色魔朽材の全ペントザン含有量附接担

8 

8.ω 
3.16 

3.05 

3.75 

2.79 

1.14 

4.08 

6.01 

2.99 

2.92 
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ω
白

日

時

加

。6
a
'
a
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da胃

O
A
U

1 

4.95 

5.45 
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5.81 

6.20 

4.95 
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。種

庁

カイメンタケ

樹

トドマツ

カラマッ
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種

7 ツマイタケ

菌No. 

庁庁
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4.03 

a
〆

b
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d
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a
-
R
a
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町

a
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a
n
a
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a
n
e
n
t
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g
h
M
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a
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噌
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A

4

E

A

4

・A

・・E輔副
V
E
E
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5.68 

4.56 

4.昭

4.13 

5.02 

5.48 

カラマツ

F 

アカエゾマツ

エソマツ

イチイ

アカエゾマツ

エゾマツ

庁

11 

庁

P 

エゾナミハタケ

ツガサルノコシカケ

イドタヶ属の1種

トドマツオオウズラタケ

ケニクアミタケ

庁

H 

トドマツマスタケ

3.12 3.90 5.20 5.06 均平

階段

(g/lωcc) 

朽魔

針葉樹中間魔朽材の全ペントザン含有量附表 34

8 2 1 。種樹種菌No. 

1.78 

2.57 

4.37 

8.26 

3.05 3.94 

5.23 

5.81 

5.19 

5.37 

5.62 

5.05 

5.14 

トドマツ

11 

アカエゾマツ

エゾマツ

dろY

マツノネクテタケ

モミサルノコシカケ

チウロコタケモドキ

エブタケ

チヤウロコタケ

エゾサピイロアナタケ

1 

2

8

6

8

お

お

n
柏

崎

鉱
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4.44 

3.89 4.81 

11 
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ウスパシハイタケ

レンガタケ

キンイロアナタケ

1.47 

1.85 

4.77 

5.48 

F 

庁

0.92 庁

2.19 3.79 5.07 5.却均平
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(g/l∞cc) 

朽段階

広葉樹赤色腐朽材の全ベントザン含有量附表3o

魔

2.駒
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1.84 

2.85 

s 2 

6.99 12.89 

15.67 

15.62 

1 。
14.08 

種樹
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F 

菌
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一
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v
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E
一

I
x
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庁
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2.卸6.99 13.98 14.78 均平

(g/100巴巴)附表 36 広葉樹中間腐朽材の全ペントザン含有量

階段魔朽
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附表 zf1 針葉樹赤色魔朽材のホロセルロース含有率 (%) 

魔 朽 段 階
， 

No. 菌 樹 樹 類 。 1 2 8 

4 7 ツマイタケ トドマツ 75.11 68.54 42.96 16.29 

4' 11 カラマツ 67.74 66.20 45.38 25.96 

7' カイメンタケ トドマツ 74.56 74.70 56.69 39.45 

'1a 11 カラマツ 69.49 42.62 16.盟

7b 庁 F 67.54 22.13 

9 エゾナミハタケ エゾマツ 71.伺 12.24 

10 ツガサルノコシカケ F 72.97 69.65 57.σr ω.81 

11 イドタケ痛の1種 イチイ 61.47 60.37 16.部

12 トドマツオオウズラタケ アカエゾマツ 71.05 59.04 41.67 

14 ケニクアミタケ エゾマツ 62.26 28.79 

m マスタケ トドマツ 14.70 

平 均 69.90 回.21 回.63 25.∞ 

附.38 針葉樹中閥横朽材のホロセルロース含有率 (%) 

情 朽 段 階
， 

No. 菌 樹 樹 種 。 1 2 8 

I マツノネクチタケ トドマツ 76.05 73.fn 69.偲 64.61 

2 モミサルノコシカケ F 74.47 70.10 65.08 

8 チウロコタケモドキ 庁 71.24 68.32 65.34 

6 エゾタケ アカエゾマツ 77.34 69.加

8 チヤウロコタケ エゾマツ 68.49 

13 エゾサピイロアナタケ 11 62;25 

15 ハチノスタケ トドマツ 切.83

16 ヒトクチタケ 11 72.04 72.66 

17 ウスパシハイタケ F 72.飽 68喧95

18 レンガタケ F 70.69 62，44 
a キンイロアナタケ 庁 57.64 

平 均 73.45 72.11 67.75 64.51 
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附表 m 広葉樹赤色魔朽材のホロセノレロース含有率 (.%) 

No. 菌 種 樹種

魔朽段階

。 1 8 2 

%.m W.93 ~.15 ~.~ I 

xn 
xv 
XXIV 

クロサルノコシカケ

ホウロクタケ

アイカワタケ

ツガサJレノコシカケ

ミズナラ

11 

11 

シウリザクラ

68.37 

79.63 

但 .20

14.鎚

21.76 75.80 

平 均 75.48 72.98 ， 52.15 24.11 

附表 40 広葉樹中間魔朽材のホロセルロース含有率 (.%) 

No. 

E 

n' 
IV 

IV' 

IV" 

IVI/1 

v
m
m
m
E
X
E
m
m
m
m
m
m
n
m
m
m
m
 

菌

ニセホクチタケ

11 

アラゲカワラタケ

H 

F 

F 

コフキサルノコシカケ

ホクチタケ

ウスパタケ

カワウソタケ

シロサJレノコシカケ

サクラサルノコシカケ

チヤミダレアミタケ

オオチリメンタケ

チヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の1種
タモタケ

シイタケ

ヒメモグサタケ

ミヤベオオウロコタケ

アナタケ属の1種

XXIX 

xxvn カパアナタケ
xxvm カタウロコタケ

ヤキフタケl?)

ユクウスパタケ

平

種 樹種

ヤマモミ U

シラカパ

ヤマモミジ

ブナ

アズキナシ

シロザクラ

シナ

ヤマモ~ ~ 

マイタヤ

ヤマハンノキ

ヤマモミジ

エゾヤマザクラ

ウダイカンパ

シナ

マイタヤ

ドロノキ

ハシドイ

ヤチダモ

カツラ

ミズナラ、

キハダ

ヤマハンノキ

マイタヤ

ヤチダモ

ウダイカンパ

ミズナラ

ニレ

均

魔朽段階

。 1 s 2 

78.00 73.印 75.65 67.68 

70.79 

π.11 66.66 印.81

78.錦

76.29 

72.~ 

79.10 77.印 80.50 79.06 

回.13 72.即

70.64 

74.94 75.44 

82.79 

加.31 71.45 

75.38 75.74 77.67 
77.78 73.76 73.88 

63.官
79.~ ~.55 n.飽

回.13
67.舘 64.沼

78.92 一， 76.槌
73.73 70.44 

76.35 
74.18 

77.19 

79.92 73.13 
加.33 73.51 
79.00 ~.泊 72.83

84.ω75.13 58.30 

64.34 

74.69 

66.12 
76.37 

79.~ 76.沼 73.73 71.04 



291 

(g川加巴c)針葉樹赤色魔朽材のホロセルロース含有量附表 41

階段朽魔

11 

s 

3.回

6.49 

13.偲

3.71 

5.75 

2 

11.17 

14.52 

22.日

11.51 

1 

24.67 

26.48 

32.87 

招.66

。
27.04 

28.45 

29.08 

穏

トドマツ

カラマツ

樹種

マツマイタケ

菌No. 

9.79 

4.72 

12.但

7.77 

1.91 

18.26 

却.63

23.68 

33.81 

32.68 

24.ω 

31.ぴ7

24.08 

筋.65

21.84 

a

b

 

a
-
z
A
a
z

円

a
n
e
n
t
n
g
h
U
噌

i

白

G
a
a胃
帥

M

噌

A

咽

且

唱

，
a

唱
A

q

a

トドマツ

イチイ

アカエゾマツ

エゾマツ

カラマツ

エゾマツ

F 

11 

カイメンタケ

F 

エゾナミハタケ

ツガサルノコシカケ

イドタケ属の1種

トドマツオオウズラタケ

庁

ケニクアミタケ

マスタケ トドマツ

平 7.02 16.57 沼.38却.23均

(g/100 cc) 

魔

針葉樹中間腐朽材のホロセルロース含有量附表 42

階段朽

マツノネクチタケ

モミサルノコシカケ

チウロコタケモドキ

エゾタケ

チヤウロコタケ

エゾサピイロアナタケ

ヒトクチタゲ

ウスパシハイタケ

レンガタケ

23.64 

28.04 

24.印

ω.16 

8 

10.98 

13.02 

20.91 

23.73 

2 

17.95 

1 種

トドマツ 28..90 

30.53 

23.51 

。樹

庁

F 

アカエゾマツ

エゾマツ

種菌No. 

8.09 

担.ω

部.錨

9.65 

9.99 

5.19 

26.76 

30.40 

庁

1
2
8
6
8
m
u
n
m
m
 

25.93 

11 

トドマツ

庁

庁キンイロアナタケ

12.ω 21.51 27.27 27.盟均平
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附袋 43 広葉樹赤色魔朽材のホロセルロース含有量 (g/100ee) 

魔 朽 段 階

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

I クロサルノコシカケ ミズナラ 48.59 89.01 18.25 6.48 

:xn ホウロクタケ 11 48.76 10.卸

xv アイカワタケ H 47.78 8.00 

玄:xrv ツガサルノコシカケ シウリザクラ 45.48 5.66 

平 均 44.54 48.51 18.25 6.86 

附表 44 広葉樹中関魔朽材のホロセルロース含有量 (gjl!ωee) 

魔 朽 段 階
、

No. 菌 種 樹 種 o 1 2 8 

E ニセホクテタケ ヤマモミジ 52.26 52.招 27.却 14.21 

ll' 庁 シラカ/~ 15.57 

IV アラゲカワラタケ ヤマモミ p 87.78 28.88 

!V' F ブ ナ 48.88 19.57 

IV" 庁 アズキナシ 18.78 

V コフキサルノコシカケ 1ノ ナ 2S'27 80.26 28.98 18.釘

VI ホクチタケ ヤマモミグ 21.80 21.75 

VII ウスパタケ マイタヤ 11.ω 

vm カワウソタケ ヤマハンノキ 25.48 16.印

IX シロサルノコシカケ ヤマモミジ 45.78 85.01 

x サクラサJν ノコシカケ エゾヤマザクラ 45.98 21.96 17.部

XI チヤミダレアミタケ ウダイカンパ 52.11 81.72 19.81 

XIll オオチリメンタケ ユノ ナ 4.46 

XIV チヤカイガラタケ マイタヤ 45.97 2S.06 16~鵠

XVI ヤニタケ ドロノキ 7.46 

xvn エゾキコプタケ ハシドイ 26.89 18.49 

xvm ウロコタケ属の1種 ヤチダモ 89.46 23.88 

XIX クモタケ カツラ 38.92 8.45 

XX シイタケ ミズナラ 55.58 盟.14
XXI ヒメモグサタケ キハダ 15.58 
XXll ミヤベオオウロコタケ ヤマハンノキ 32.77 18.16 
XXV アナタケ属の1種 マイタヤ 49.00 
XXVI ヤキフタケ(?) ヤチダモ 89.65 18.82 10.担
XXVll カ/'(アナタケ ウダイカンパ 46.58 45.88 12.24 
xxvm カタウロコタケ ミズナラ 81.儲 18.槌
XXIX ニクウスパタケ ーー Lノ 86.邸 19.42 

平 均 42.48 42.却 26.17 15.10 
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附表 45 針葉樹赤色魔朽材のリグニン含有率 (%) 

魔 朽 段 階
A 

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

4 マツマイタケ トドマツ 28.64 27.23 35.昭 52.39 

: 4' F カラマツ 28.74 29.80 38.泊 45.33 

、T カイメンタケ トドマツ 却 .05 27.14 前.16 45.56 

7' 11 Jγ 27.92 却 .02 41.91 56.75 

7a F カラマツ 27.12 ω.鴎 54.14 

7b p H 28.75 56.53 

7e H p 63.04 

7d 11 アカエゾマツ 45.15 

9 エゾナミハタケ エゾマツ 却 .70 69.11 

10 ツガサルノコシカケ 庁 27.48 27.33 回.22 41.32 

11 イドタケ属の1種 イチイ 24.04 25.74 71.50 

12 トドマツオオウズラタケ アカエゾマツ 27.21 25.97 31.14 48.28 

14 ケニクアミタケ エゾマツ 27.99 42.60 

却 マスタケ トドマツ 57.92 

平 均 27.73 27.60 36.48 53.54 

一一一

附表 46 針葉樹中間悔朽材のりグニン含有率 (%l 

碍 朽 段 階
A 司、

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

1 マツノネクチタケ トドマツ 泊.66 部 .94 却 .86 28.07 

2 モミサルノコシカケ 庁 27.76 部 .45 27.83 

8 チウロコタケモドキ 11 30.64 26.91 23.ω 

6 エゾタケ アカエゾマツ 部 .20 27.63 27.40 

8 テヤウロコタケ エゾマツ 31.陪

13 エゾサピイロアナタケ H 28.41 

16 ハチノスタケ トドマツ 30.47 

16 ヒトクチタケ 11 24.98 22.53 

17 ウスパシハイタケ 11 28.43 26.28 

18 レンガタケ H 27.15 27.05 

21 キンイロアナタケ 庁 29.印

平 均 28.05 27.92 部 .60 27.28 
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附表 47 広葉樹赤色腐朽材のリグニン含有率 (%) 

No. 

I 

沼 I

xv 
XXIV 

菌 種 樹種

ミズナラ

/1 

庁

シウリザクラ

均

魔朽段階

。 s 

クロサルノコシカケ

ホウロクタケ

アイカワタケ

ツガサJレJコシカケ

平

1 2 

~.ro ~.~ ~.85 OO.~ 込

~.ぴr

28.51 

1fl.18 

44.43 

51.10 28.67 

24.a ~.69 ~.~ ~.fl 

附表 48 広葉樹中間魔朽材のリグニン含有率 (%) 

魔 朽段階

No. 菌 種 樹種

II 

II' 

IV 

IV' 
IV/I 

IV〆H

V 

VI 

T
A
 

E

H

E

 

V

V

E

 X 

XI 

XIII 

XIV 

XVI 

xvn 
xvm 
XIX 

XX 

ニセホクチタケ

庁

アラゲカワラタケ

庁

/1" 

F 

コフキサルノコシカケ

ホクチタケ

ウスパタケ

カワウソタケ

シロサルノコシカケ

サクラサルノコシカケ

チヤミダレアミタケ

オオチリメンタケ

チヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の 1種

クモタケ

シイタケ

XXI ヒメモグサタケ

玄XII ミヤベオオウロコタケ

xxm オシロイタケ属の1種
xxv アナタケ属の 1種

XXVI ヤキフタケ(?)

XXVlI カパアナタケ

xxvm カタウロコタケ
XXIX ニクウスパタケ

平

ヤマモミジ

シラカパ

ヤマモミジ

ブナ

アズキナシ

シロザクラ

シナ

ヤマモミジ

マイタヤ

ヤマハンノキ

ヤマモ~ i/ 

エゾヤマザクラ

ウダイカンパ

シナ

マイタヤ

ドロノキ

ハシドイ

ヤチダモ

カツラ

ミズナラ

キハダ

ヤマハンノキ

ミズナラ

マイタヤ

ヤチダモ

ウグイカンパ

ミズナラ

ニレ

。 1 8 2 

m別
総

叫

縄

問

倒

釘

関

節

郎

制

加

w

m
M
m
m
m副
部

路

慌

副

部

留

沼

田
国

U

一

郎

前

倒

m

M

M

B

M

器

部

必
宮

a

'

n

O

A

リ

噌

A

a

a

Z

唱

A

A

U

お

M

m

却

幻

街

路
2

げ

21.27 

盟.84 却.95 22.偲
28.78 21.28 ID.却

20.卸

~.~ 21.M ~.71 

14.47 

~.75 27.70 
盟.17 20.邸

28.21 摺.76
18.81 27.89 
19.94 

22.加 ~.99

26.11 

m.~ 2O.~ 

22.75 一部.98 舘.錨

18.~ 21.~ 81.~ 

29.50 29.50 

~.42 28.67 

21.鈎沼.52 28.86 24.10 均
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附表 49 針葉樹赤色魔朽材のリグニン含有量 (g/l帥 cc)

腐 朽 段 階

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

4 マツマイタゲ トドマツ 10.31 9.卸 9.11 11.53 

4'ラ 11 カラマツ 12.07 11.92 12.25 11.33 

'7 カイメンタゲ トドマツ 12.49 12.76 12.63 13.21 

7/ 11 p 10.89 12.33 16.37 18.73 

7a 11 カラマツ 12.75 10.69 12.45 

7b 11 11 13.23 14.70 

7c 庁 庁 18.91 

7d 庁 アカエゾマツ 15.35 

9 エゾナミハタケ エゾマツ 9.80 

10 ツガサルノコシカケ 庁 9.ぴ1 9.29 10.31 9.92 

11 イドタケ属の1種 イチイ 13.94 14.41 20.02 

n トドマツオオウズラタケ アカエゾマツ 11.97 11.95 11.52 14.97 

14 ケニクアミタケ エソ吻マツ 11.20 11.50 

初 マスタケ トドマツ 7.53 

平 均 11.75 11.62 11.84 13.86 

附表 50 針葉樹中間魔朽材のりグニン含有量 (官/100cc)
l 

魔 朽 段 階
J、， 

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

1 マツノネクチタケ トドマツ 10.89 9.26 7.76 4.77 

2 モミサルノコシカケ F 11.38 11.38 5.57 

8 チウロコタケモドキ 庁 10.11 9.69 7.55 

6 エゾタケ アカエゾマツ 11.84 10.78 9.担。

8 チヤウロコタケ エゾマツ 10.40 

13 エゾサピイロアナタケ ，ろy 3.69 

16 ヒトクテタケ トドマツ 8.99 7.43 

17 ウスパシハイタケ 11 10.52 3.68 

18 レンガタケ 庁 11.67 4.33 

21. キンイロアナタケ 庁 2.66 

平 均 10.64 10.55 8.53 5.20 
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附表 51 広葉樹赤色魔朽材のりグニン含有量 (宮'/100cc) 

魔 朽 段 階

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 s 

I クロサルノコシカケ ミズナラ 15.14 15.11 11.32 13.a 

XII ホウロクタケ 11 16.68 lL88 

玄V アイカワタケ d 14.11 9.33 

XXIV ツガサルノコシカケ シウりザクラ 14.20 13.29 

平 均 14.67 15.30 lL32 12.伺

附表 52 広葉樹中間縄朽材のリグニン含有量 (g/I00 c巴)

魔 朽段 階
〆、

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 s 

II ニセホクチタケ ヤマモミジ 14.24 17.85 8.96 5.89 

II' 庁 シラカ J~ 5.34 

IV アラゲカワラタケ ヤマモミジ 9.53 8.44 

IV' 庁 ブ ナ 10.67 5.38 

IV" 11 アズキナシ 3.72 

V コフキサルノコシカケ ユノ ナ 6.41 8.19 6.54 3.74 

VI ホクチタケ ヤマモミジ 7.70 7.52 

VII ウスパタケ マイタヤ 3.79 

VIII カワウソタケ ヤマハンノキ 7.71 4.91 

IX シロサルノコシカケ ヤマモミジ 12.12 12.邸

X サクラサルノコシカケ エゾヤマザクラ 13.63 6.95 5.20 

XI チヤミダレアミタケ ウダイカン J~ 15.93 9.13 5.62 

XIII オオチリメンタケ ユノ ナ 1.46 

XIV チヤカイガラタケ マイタヤ 14.18 7.釘 5.91 

XVI ヤニタケ ドロノキ 1.74 

xvn エゾキコブタケ ノ、シドイ 10.鈎 5.詔

XVIlI ウロコタケ属の1種 ヤテダモ 11.09 6.46 

XIX クモタケ カツラ 10.68 2.85 
xx シイタケ ミズナラ 20.08 5.45 
XXI ヒメモグサタケ キハダ 4.19 
XXII ミヤベオオウロコタケ ヤマハンノキ 9.35 4.68 
XXV アナタケ属の1種 マイタヤ 12.回
XXVI ヤキフタケ(?) ヤチダモ 11.38 6.73 4.94 
xxvn カバアナタケ ウダイカン J~ 10.03 12.97 6.68 
XXVIlI カタウロコタケ ミズナラ 13.87 8.56 
X玄IX ニクウスパタケ 一 レ 12.却 6.15 

平 均 11.44 13.12 8.31 4.98 
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(%) 針葉樹赤色魔朽材の水素含有率附表 53

階段朽腐

s 

回
国

M
m

招

邸

前

W

E

M
四

m
m
m
m
m
u
M
U
M加

。o
v
b
o
o
n
o
n
o
n
o
z
o
z
u
n
o
z
u

，u
n
o
o
o

2 1 。種樹種菌

トドマツ

カラマツ

6.80 

6.48 

7.18 

6.70 

6.57 

6.65 

トドマツカイメンタケ

6.05 6.17 

6.34 

6.47 

6.50 

マツマイタケ

11 

庁

カラマツ

F 

アカエゾマツ

エゾマツ

イチイ

アカエゾマツ

エソマツ

ドドマツ

エゾマツ

11 

庁

エゾナミハタケ

ツガサルノコシカケ

イドタケ属の 1種

トドマツオオウズラタケ

ケニクアミタケ

マスタケ

ナミダタケ

庁

11 

庁

No. 

a

b

d

 

4

4

マ
T

7

7

7

9

m

u

n

u
却

ma

6.15 6.44 6.68 6.51 均平

階段

針葉樹中閥横朽材の水素含有率 (%l 

魔朽

o 1 

附表 54

8 2 種樹種菌No; 

6.50 

6.40 

6.23 

5.却

6.38 

6.65 

6.05 

6.39 

6.32 6.35 アカエゾマツ

コ二ソマツ

トドマツ

トドマツ

庁

11 

λF 

庁

マツノネクチタケ

モミサJレノコシカケ

チウロコタケモドキ

エゾタケ

チヤウロコタケ

エゾサピイロアナタケ

ハチノスノタケ

ヒトクチタケ

ウスノ〈シハイタケ

レンガタケ

噌

z
n
4
0
0
8
0
0
0
n
o
p
e
a
o
w
g
自

白

川

は

.，A
-
a
-
-

噌

E
e
-
-
z
A

噌

-A

倒
ヲ
ι

・

組

組

前

開

。o
n
o
r
u

11 

1/ 

11 キンイロアナタケ

6.35 6.36 6.32 6.35 均平
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附表 55 広葉樹赤色魔朽材の水素含有率 (%) 

魔 朽 段 階

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

I クロサルノコシカケ ミズナラ 6.17 5.96 

XII ホウロクタケ F 5.68 

XV アイカワタケ F 6.14 

XXIV ツガサJレノコシカケ シウリザクラ 6.36 5.98 

平 均 6.27 5.抱

附表 56 広葉樹中間腐朽材の水素含有率 (%) 

魔 朽 段 階
e 、

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

E ニセホクチタケ ヤマモミジ 6.47 6.42 

n' 庁 シラカ J~ 6.01 

IV アラゲカヲラタケ ヤマモミヲ 6.ω 

IV' 庁 ブ ナ 6.16 

IV" が アズキナシ 6.56 

IV'" が シロザクラ 6.33 

V コフキサルノコシカケ シ ナ 6.47 6.15 

VI ホクチタケ ヤマモミジ 6.42 

vn ウスパタケ マイタヤ 6.36 

vm カワウソタケ ヤマハンノキ 6.鴎

IX シロサルノコシカケ ヤマモミジ 6.06 

X サクラサルノコシカケ エゾヤマザクラ 6.27 

XI チヤミダレアミタケ ウダイカンパ 6.21 

xm オオチりメンタケ シ ナ 6.16 

XIV チヤカイガラタケ マイタヤ 6.19 

XVI ヤニタケ ドロノキ 6.40 

xvn エゾキコブタケ ハシドイ 6.04 

xvm ウロコタケ属の1種 ヤチダモ 6.65 6.07 

XIX クモタケ カツラ 6.03 6.71 

XX シイタケ ミメ!ナラ 6.関

XXI ヒメモグサタケ キハダ 6.25 

xxn ミヤベオオウロコタケ ヤマハンノキ 6.ω 

xxm オシロイタケ属の 1種 ミズナラ 6.31 

XXV アナタケ属の 1種 マイダヤ 6.68 6.15， 

XXVI ヤキフタケ(?) ヤチダモ 6.31 

xxvn カパアナタケ ウダイカンパ 6.39 5.95 

xxvm カタウロコタケ ミズナラ 5.97 

XXIX ニクウスパタケ 一 レ 6.10 

平 均 6.45 6.ぴ1 6.24 
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針葉樹赤色魔朽材の水素含有量 (g/11ωcc)附表 57

階段朽魔

8 

加
制
四
回

m
m四
四

回

開

回

目

別

府

H

倍

加

噌

A

噌

i

白

G

'

i

'

i

噌

A

噌

A

噌

i

'

A

噌

i

白
リ

2 1 。種樹種菌No. 

トドマツ

2.31 

2.53 

3.37 

2.95 

2.83 

2.59 

カラマッ

トドマツ

// 

カイメンタケ

2.92 

カラマツ

エゾマツ

3.75 

2.86 

イチイ

アカエゾマツ

エゾマツ

2.24 2.84 

4 

T 
7/ 

7a 

7b 

7d 

10 

11 

12 

14 

却

マツマイタケ

F 

// 

// 

H 

F 

ツガサルノコシカケ

イドタケ属の1種

トドマツオオウズラタケ

ケニクアミタケ

マスタケ トドマツ

1.61 2.36 3.05 2.99 均平

(g/100 c巴)針葉樹中間魔朽材の水素含有量附表 58

階段朽魔

マツノネクチタケ

モミサノレノコシカケ

テウロコタケモドキ

エゾタケ

チヤウロコタケ

エゾサピイロアナタケ

ヒトクチタケ

ウスパシハイタケ

レンガタケ

キンイロアナタケ

// 

// 

s 

1.11 

1.28 

1.99 

2.01 

2 1 。種

トドマツ

樹種菌No. 

0.83 

0.90 

1.11 

0.54 

2.19 

2.11 

2.46 2.67 アカエゾマツ

エゾマツ

トドマツ

庁

庁

1

2

8

6

8

m

M

m
釘
叩
抑
制

庁

， // 

1.22 2.15 2.46 2.67 均平
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附衰 59 広葉樹赤色腐朽材の水素含有量 (g/100cc) 

魔 朽 段 階

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 s 

I クロサルノコシカケ ミズナラ 3.58 1.37 

XII ホウロクタケ 11 1.80 

XV アイカワタケ 庁 1.29 

XXIV ツガサルノコシカケ シウリザクラ 3.82 1.54 

平 均 3.70 1.50 

附表 60 広葉樹中間魔朽材の水素含有量 (g/lωcc) 

魔 朽 段 階
、

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 s 

E ニセホクチタケ ヤマモ~ ~ 4.33 1.35 

II' 11 シラカ J~ 1.胞

IV' アラゲカワラタケ フ ナ 1.54 

IV" F アズキナシ 1.18 

V コフギサルノコシカケ ユノ ナ 2.39 1.48 

VI ホクチタケ ヤマモミヲ 1.93 

VII ウスパタケ マイタヤ 1.02 

vrn カワウソタケ ヤマハンノキ 1.47 

X サクラサルノコシカケ エゾヤマザクラ 1.44 

XI チヤミダレアミタケ ウダイカンパ 1.槌

xrn オオチリメンタケ ユノ ナ 0.43. 

XIV チヤカイガラタケ マイタヤ 1.42 

XVI ヤニタケ ドロノキ 0.'17 

XVII エゾキコブタケ ノ、シドイ 1.27 

XVIII ウロコタケ属の1種 ヤチダモ 3.33 1.88 

XIX クモタケ カツラ 2.77 0.81 

XX シイタケ ミズナラ 1.89 

XXI ヒメモグサタケ キハダ 1.81 

XXII ミヤベオオウロコタケ ヤマハンノキ 1.20 

XXV アナタケ属の1種 マイタヤ 4.07 

XXVI ヤキフタケ(?) ヤチダモ 0.95 

XXVII カノ〈アナタケ ウタ烏イカンノ、f 3.51 1.25 

XXVIII カタウロコタケ ミズナラ 1.73 

XXIX ニクウスパタケ 一 レ 1.59 

平 均 3.40 1.88 1.32 



隙表 61 針葉樹赤色魔朽材の灰分含有率 (%) 

割W

No. 菌 種

魔 朽 段 階

樹 。 8 穣 1 2 

T 

7〆

7a 

7b 

7c 

7d 

9 

10 

11 

n 
14 

却

4 

4'、

マツマイタケ

庁

bドマツ 0.46 

0.06 

0.30 

0.24 

カイメンタケ

庁

庁

庁

11 

11 

エゾナミハタケ

ツガサルノコシカケ

イドタケ属の1種

トドマツオオウズラタケ

ケニクアミタケ

マスタケ

カラマツ

トドマツ

ノア

カラマツ

ノゲ 0.11 

0.12 

0.13 

0.42 

0.23 

0.16 

2.部

0.71 

0.44 

0.26 

0.20 

0.31 

0.39 

0.14 

ω
町

M

曲

部

他

国

川

知

ω
印

M

m

M

叩

印

向

リ

向

リ

A
U
A
V

唱

i
n
u
n
u
n
υ

白

V

噌

i

A

U

A

U

庁

アカエゾマツ

エゾマツ

11 

イチイ

アカエゾマツ

エゾマツ

0.25 

1.26 

トドマツ

1.∞ 

均 0.38 平 0.38 0.62 

附表 62 針葉樹中間腐朽材の灰分合有率

0.56 

(%) 

1

2

8

6

8

お

お

お

m
m
m

No. 菌 種

0.14 1.02 

1.38 

1.45 

1.40 

マツノネクチタケ

モミサルノコシカケ

チウロコタケモドキ

エゾタケ

チヤウロコタケ

エゾサピイロアナタケ

ハチノスタケ

ヒトクチタケ

ウスパシハイタケ

レンガタケ

キンイロアナタケ

樹 種

段 階

沼

田

釘

m

h
u
h
V

噌

A

n

u

2 8 

0.54 

0.36 

0.42 

0.39 

。‘82
1.29 

1.70 

平

トドマツ 0.83 

0.31 

0.45 

0.36 

11 

11 

アカエゾマツ

エゾマツ

F 

トドマツ

11 

11 

庁

11 

均 0.49 0.65 0.37 1.18 
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(%) 広葉樹赤色魔朽材の灰分合有率附表 68

階段朽魔

s 2 1 。種樹種商No. 

3.29 

1.盟

0.97 

0.56 

0.93 ミズナラクロサルノコシカケI 

庁ホウロクタケ

アイカワタケ

XII 

XV 

XXIV 

11 

0.32 シウワザクラツガサルノコシカケ

1.61 

広葉樹中間魔朽材の灰分合有率

0.63 均平

(%) 附表 64

階段魔朽

o 1 

0.69 

s 

節

目

叫

部

副

m
引
必
冊
目
間
引
必
仙

w
n
開
副
部
副

m

o
a
n
u
向

a
n
υ

白

u
a
O
A
U
'
i
唱

i

白

U
唱

A
噌

i

咽

ム

噌

よ

噌

i
。

4
0
υ

H
制

mM
佃

町

也

前

則

的

a
M
m
m

凸

リ

噌

A
'
i
咽

i
n
a
a
a
z
q品
。

。

噌

i
n
u

ヤマモミツ

シラカパ

ヤマモミツ

ブナ

アズキナシ

シロザクラ

シナ

ヤマモミヲ

マイタヤ

ヤマハンノキ

ヤマモミジ

エゾヤマザクラ

ウダイカンパ

シナ

マイタヤ

ドロノキ

ハシドイ

ヤチダモ

カツラ

ミズナラ

キハダ

ヤマハンノキ

ミズナラ

マイタヤ

ヤチダモ

ウダイカンバ

ミズナラ

ニレ

2 種樹

ケ

ケ

タ

者

'

-

フ

チ

ワ

ア

ク

M
H

カ

4

ホ

ゲ
セ

-

フ

ヂ

ア

種菌

0.46 

0.54 

0.56 

0.13 

0.93 

0.21 

11 

F 

コフキサルノコシカケ

ホクチタケ

ウスパタケ

カワウソタケ

シロサルノコシカケ

サクラサルノコシカケ

チヤミダレアミタケ

オオテリメンタケ

チヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の 1種

クモタケ

シイタケ

ヒメモグサタケ

ミヤベオオウロコタケ

オシロイタケ属の 1種

アナタケ属の 1積

ヤキフタケ (1)

カパアナタケ

カタウロコタケ

ニクウスパタケ

No. 

Y
E
・4

〆

I

I

r

I

B

E

E

-

E
皿

V
M
m
m
E

H

H

H

j

j

I

工

-
P
I
H
n
v
v
v
n
x
x
x
x
x
x
v
a
X
E

H

E

W
町

町

町

v
m
m
m
E
x
x
x
x
x
x
x
m
x
x
x
x
x
x
x
x
x

1.57 0.46 0.40 均平
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(g/100 cc) 針葉樹赤色魔朽材の灰分合有量附表 65

階段魔朽

o 1 8 

相

四

日

初

日

四

日

加

担

却

U
H

白

川

四

盟

伺

凸

u
h
U
A
U
A
U
A
U

向

u
h
υ

白

υ

凸

U

A

U

白

u

n
リ

内

υ

2 種樹種蘭No. 

0.07 

0.06 

0.11 

0.15 

0.04 

d
品
胃

Z
U
A
U
A
U
白

a

A
u
n
u

白

n
H
'
i
A
U

-

-

-

-

-

A
U
A
u
n
u
nリ

0リ

臼

儲

m
H

A
リ

凸

U

凸
リ

トドマツ

カラマッ

トドマツ

0.09 庁11 

0.05 

カラマツ

，ゲ

アカエゾマツ

ノア

0.37 1.05 

0.15 

0.55 

イチイ

アカエゾマツ

エゾマツ

4 

4' 

7 

7' 

7a 

7b 

7巴

7d 

10 

11 

12 

14 

釦

マツマイタケ

庁

カイメンタケ

F 

11 

11 

F 

F 

ツガサルノコシカケ

イドタケ属の 1種

トドマツオオウズラタケ

ケニクアミタケ

マスタケ トドマツ

0.17 0.13 0.25 0.17 均平

(g/100巴巴)針葉樹中間腐朽材の灰分合有量附表 66

階段朽腐

8 2 1 。種樹種菌No. 

0.13 

0.28 

0.46 

0.48 

0.11 

0.21 

0.15 

0.05 

0.04 

0.13 

0.18 

0.12 

0.23 

0.49 

0.11 

0.32 

0.13 

0.15 

0.15 

トドマツ

F 

アカエゾマツ

エソマツ • 
11 

トドマツ

11 ・

11 

マツノネクチタケ

モミサルノコシカケ

チウロコタケモドキ

エゾタヶ・

チヤウロコタケ

エゾサピイロアナタケ

ヒトクチタケ

ウスパシハイタケ

レンガタケ

キンイロアナタケ

噌

A
o
a
n
o
n
o
n
5
9
0
8
0
w
a
n
B

曽孟

句

i

噌

A

噌

i

'

A

白

a

庁

F 

平 0.23 0.12 0.24 0.19 均
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(g!100ce) 広葉樹赤色魔朽材の灰分合有量附表 67

階段魔朽

o 1 8 2 種樹種菌No. 

0.54 I 0.76 

0.89 

0.20 

0.15 

ミズナラ

F 

クロサルノコシカケ

ホウロクタケxn 
:xv 
XXIV 

庁アイカワタケ

ツガサルノコシカケ 0.19 シウリザクラ

0.88 0.37 均平

(gJll叩叫広葉樹中間魔朽材の灰分合有量附表 68

階段魔朽

o 1 

7

・--

I
r
在

E

H

X

H
打

[

H

E

V

I

-

-

E

L

I

E

V

九

H

E
町

町

v
m
m
m
x
E
E
E
却

羽

部

却

n
n
w
m
双
ロ
ロ
ロ
ロ

国

-
n
m
朗

日

開

m
m
m
M冊
目

却

郡

山

田

町

内

リ

凸

U
A
V
A
V
A
U
白

υ
n
u
凸

u
n
υ
A
u
h
u
h
u
凸

U
白

u

r
o
w
a
白

G
n
u

A
り

A
a
z

白

4

1

4

nυ

白

u
n
v
n
u

0.40 
0.72 

0.45 

0.20 

8 2 

0.14 

0.46 

0.20 

0.57 

0.28 

0.06 

0.12 

種

ヤマモミ U

シラカ I~

ブナ

アズキナシ

シナ

ヤマモミジ

マイタヤ

ヤマハンノキ

エゾヤマザクラ

f ウダイカンパ

シナ

マイタヤ

ドロノキ

ハシドイ

ヤチダモ

カツラ

ミズナラ.

キハダ

ヤマハンノキ

マイタヤ

ヤチダモ

ウダイ「カンパ

ミズナラ

ニレ

樹種

グ

コフキサルノコシカケ

ホクチタケ

ウスパタケ

カワウソタケ

サクラサルノコシカケ

チヤミダレアミタケ

オオチリメンタケ

テ・ヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の1穣

:;モタケ

シイタケ

ヒメモグサタケ

ミヤベオオウロコタケ

アナタケ属の 1種

ヤキフタケ(?)

カパアナタケ

カタウロコタケ

ニクウスパタケ

ニセホクチタケ

11 

11 

菌No. 

0.28 0.14 0.28 均平
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(%) 針葉樹赤色魔朽材のアルコーJレ・ベンゼン抽出物含有率附表制

階段朽魔

8 

回

M
m
M
M山

必

お

白

山

花

田

必

回

価

∞

ω

8

9

8

5

9

却

7

9

8

m

7

8

M

M
路

噌

i

2 1 。種樹種菌No. 

4 

4' 

12.98 

7.17 

5.16 

3.ω 

8.56 

6.95 

3.25 

7.54 

1.92 

2.11 

。

リ

唱

i
n
o
n
n

町

e
n
o
w
b
向

E

n
u
n
6
n
u
司

4

トドマツ

カラマツ

トドマツ

マツマイタケ

カイメンタケ

1/ 

1/ 庁

3.34 

1.14 

1.83 

17.87 

4.29 

19.25 

3.93 

1.12 

19.66 

2.32 

カラマツ

1/ 

アカエゾマツ

エゾマツ

チイ

アカエゾマツ

コニソマツ

1/ 

1/ 

イ

庁

p 

1/ 

エゾナミハタケ

ツガサJレノコシカケ

イドタケ属の1種

トドマツオオウズ7ラタケ

F 

a

b

e

d

 

w
a
町

g
円

g
n
a
w
a
町

a
n
u

A
V
-
-晶
司

a
a
a眉
叫

M

噌

止

噌

i

噌

A
a
-

6.79 

ケニクアミタケ

マスタケ トドマツ

10.10 

10.29 

6.81 

6.81 

6.62 

5.36 

4.36 

2.18 

平均

No.llを除いた平均

(%J 針葉樹中間魔朽材のアルコ-)レ・ベンゼン摘出物含有率附表 70

階段朽腐

8 

マツノネクチタケ

モミサルノコシカケ

チウロコタケモドキ

エゾタケ

チヤウロコタケ

エゾサビイロアナタケ

ハチノスタケ

2.15 

3.20 

3~00 

0.85 

1.92 

2.35 

2 1 

1.26 

1.86 

7.28 

1.95 

。
2.18 

3.82 

o.叩
4.90 

種

アカエゾマツ

エゾマツ

トドマツ

F 

1/ 

樹種菌No. 

'
A
0
4
ぬ

6
0
0

。o
n
e

，b
o
o

t
-
1
‘，
I
 

7.13 1/ 

3.43 

1.95 

トドマツ

2.81 

4.52 

6.27 

3.20 

5.21 

0.04 1/ 

λY 

ヒトクチタケ

ウスパシハイタケwe
。

。

崎

ι

-
E轟

4

E

A

n
双山圃

1/ レンガタケ

キンイロアヲナタケ ，ろY

3.74 2.41 3.46 2.37 均平
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(%) 広葉樹赤色魔朽材のアルコーJレ・ベンゼン摘出物含有率附表 71

階段腐朽

o 1 8 2 種樹種菌No. 

1.∞ 

18.86 

12;51 

16.'76 

7.20 蹴

w

邸

前

噌

1

0

6

h

u

1.77 ミズナラ

" 

クロサルノコシカケ

ホウロクタケ

アイカワタケ

ツガサルノコシカケ

I 

XII 

:xv 
XXIV 

庁

8.38 -シウリザクラ

12.16 7.却2.16 5.08 均平

(%) 広葉樹中間魔朽材のアルコール・ベンゼン抽出物含有率附表 72

階段朽魔

ケ

ケ

タ
タ

ラ

チ

ワ

γ

ク

M
H

カ

A

ホ

ゲ
セ

-

フ

ニ

ア

8 

m
M
U
ω
引

関

鴎

侃

崎

町

M
M
m
m
m
関

部

部

'
A
0
6
噌

i
唱

A
噌

A

唱

A
0
6
噌

A

自

4
0
4
n
U
噌

i
噌

A
a
a宮
噌

A
n
a
a
a宮

加

盟

M
錨

m
t
m甜
儲

昭

防

白

u
a
a
z
a
a宮
町

6
0
0
n
M
噌

A
a
a
z
k
u
q
a

ヤマモミジ

シラカ/-{

ヤマモミジ

ブナ

アズキナシ

シロザクラ

シナ

ヤマモミジ

マイタヤ

ヤマハンノキ

ヤマモi.s} 

エゾヤマザクラ

ウダイカンパ

シナ

マイタヤ

ドロノキ

J、シドイ

ヤチダモ

カツラ

ミズナラ

キハダ

ヤマハンノキ

ミズナラ

マイタヤ

ヤチダモ

ウダイカンパ

ミズナ弓

0."5 

1.01 

2 

2.74 

0.45 

O.昭

1 。
1.82 

種樹種菌

2.21 

0.94 

1.98 

1.35 

O.回

1.28 

1.85 

10.11 

2.95 

1.18 

2.44 

4.02 

2.43 

2.66 

1.54 

6.郎

4.74 

1.71 

9.18 

1.卸

3.03 

1.34 

8.伺

2.70 

2.16 

1.29 

ノゲ

" 
コフキサノレノコシカケ

ホクチタケ

ウスパタケ

カワウソタケ

シロサJレノコシカケ

サクラサルノコシカケ

チヤミダレアミタケ

オオチリメンタケ

チヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の 1種

クモタケ

シイタケ

ヒメモグサタケ

ミヤベオオウロコタケ

オシロイタケ属の1種

アナタケ属の 1種

ヤキフタケ (7)

カパアナタケ

カタウロコタケ

ニクウスパタケ

No. 

T

i

v

-

r

t

n

u

M

R

U

F

L

 

H

I

I

「

I

H

H

:

I

B

E

V

Y

V

V

I

B

E
E
町

W

W
町

v
n
m
m
E
x
n
m
m
n
n
n
m
m
m
n
n
n
n
ロ
ロ
ロ v 一

2.62 2.17 2.62 3.52 均平
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附.73 針葉樹赤色魔朽材のアルコー Jレ・ベンゼン抽出物含有量 (g/100 ce) 

魔 朽 段 階

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 s 

4 マツマイタケ トドマツ 0.25 2.50 3.37 3.96 

4' 庁 カラマツ 1.52 1.30 2.29 2.46 

マ カイメンタケ トドマツ 0.24 3.54 1.76 1.08 

7' H 11 1.17 0.84 1.44 1.68 

7a p カラマツ 0.99 2.31 2.17 

7b p 11 1.81 5.2fT 

7c 11 11 2.27 

7d 11 アカエゾマツ 3.32 

9 エゾナミハタケ エゾマツ 0.38 

10 ツガサルノコシカケ 庁 0.37 0.62 1.07 2.50 

11 イドタケ属の 1種 イチイ 11.40 lO.OI 2.13 

臼 トドマツオオウズラタケ アカエゾマツ 1.02 1.97 2.61 0.96 

14・ ケニクアミタケ エゾマツ 7.70 3.61 

20 マヌタケ トドマツ 1.96 

平 均 2.22 2.99 2.11 2.66 

No.11を除いた平均 0.91 2.20 2.11 2.69 

附表 74 針葉樹中間魔朽材のアノレコ-}レ・ベンゼン抽出物含有量 (g/l!冊 cc)

魔 朽 段 階
，、

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

1 マツノネクチタケ トドマツ 0.83 0.40 O.印 0.37 

2 モミサルノコシカケ 庁 1.57 0.74 0.64 

8 チウロコタケモドキ 11 0.30 2.62 0.96 

6 エゾタケ アカエゾマツ 2.06 0.76 0.29 

8 チヤウロコタケ エゾマツ 0.78 

18 エゾサピイロアナタケ 庁 0.93 

16 ヒトクテタケ トドマツ 0.01 0.64 

17 ウスパシハイタケ H 1.18 0.39 

錫 レンガタケ ノγ 2.24 0.72 

21 キンイロアナタケ 庁 0.66 

平 均 0.95 1.32 0.64 0.61 
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(g/Iωee) 広葉樹赤色魔朽材のアルコーJレ・ベンゼン抽出物含有量附表 75

階段腐朽

o 1 8 2 穣樹種菌No. 

お
部
四
回

mm

n
v
k
υ
q
h
H
a
a
z
 

2.52 0.91 

2.47 

0.58 

1.08 ミズナラ

庁

クロサルノコシカケ

ホウロクタケ

アイカワタケ

ツガサJレノコシカケ

I 

:xn 
xv 
XXIV 

庁

5.08 シウリザクラ

8.28 2.52 1.32 3.03 均平

(g/100ee) 広葉樹中間質朽材のアルコ{ル・ベンゼン抽出物含有量附表 76

階段禽朽

o 1 8 2 種樹種菌

明
副

m
m

n
v
n
u
 

0.16 

0.85 

0.25 

0.18 

0.92 

O.舘

0.84 

0.45 

0.80 

0.30 

0.67 

0.66 

0.20 

0.55 

0.26 

0.48 

2.45 

1.68 

田

昭

脇

町

出

向

u
n
u
n
u
白

u

0.10 

1.40 

0.87 

0.71 

一

泊

釘

恒

国

n
u
A
U
噌

i

A
り

1.95 

O.沼

0.01 

0.95 8.40 

0.74 

0.68 

4.04 

0.91 

0.30 

1.盟ヤマモミ ツ

シラカパ

ヤマモミジ

ブナ

アズキナシ

ニセホクチタケ

アラゲカワラタケ

ナ

ヤマモミジ

ヤマハンノキ

ヤマモ~ ~ 

エゾヤマザクラ

ウダイカンノt

1.92 

0.68 

3.71 

2.23 

0.82 

必Y

三ノ

マイタヤ

1.76 

k
u
n
E
喧

i

a
u
A
u
n
t
 

唱

A
噌

A
n
u

庁

コフキサルノコシカケ

ホクチタケ

ウスパタケ

カワウソタケ

シロサルノコシカケ

サクラサルノコシカケ

チヤミダレアミタケ

0.67 

4.09 

ナ

ノ、シドイ

ヤチダモ

カツラ

ミスナラ

キハダ

ヤマハンノキ

マイタヤ

ヤチダモ

ウダイカンパ

ミズ‘ナラ

ニレ

庁

主ノ

マイタヤ

ドロノキ

オオテリメンタケ

チヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の 1種

クモタケ

シイタケ

ヒメモグサタケ

ミヤベオオウロコタケ

アナタケ属の1種

ヤキフタケ(?)

カパアナタケ

カタウロコタケ

ニクウスバタケ

No. 

I
f
I
H
E
E
I
E
v
n
m
m
E
 

〆

F

I

B

E

x

-
国

n
u
v
v
v
n
x
x
x
x
x
x
x
x

n
町

町

町

四

v
v
v
v
I
X
X
羽

玄

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
玄

O.伺0.80 1.50 1.70 均平
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(%) 針葉樹赤色魔朽材の冷水抽出物含有率附表 77

階段魔朽

o 1 

a

b

c

 

a

，，
e
陣

V

W
砂

町

‘

s 

4.18 

6.76 

4.10 

6.72 

4.75 

2 

5.08 

7.72 

8.仰

8.77 

8.19 

6.95 

1.85 

7.28 

種

トドマツ

カラマツ

樹種

マツマイタケ

グ

カイメン9ケ

菌No. 

" 

5.44 

印

川

出

泊

四

郎

総

6

1

8

5

5

 

5.57 

6.11 

0.77 

1.55 

9.78 

5.89 

18.00 

7.06 

1.21 

18.38 

1.56 

" 

アカエゾマツ

エゾマツ

エゾマツ

イチイ

アカエゾマツ

エゾマツ

トドマツ

11 

庁

エゾナミハタケ

ツガサルノコシカケ

イドタケ属の1種

トドマツオオウズラタケ

ケニクアミタケ

マスタケ

F 

庁A
U
 7
9
ω
u
n
u
m
 4.96 

5.27 

6.50 

6.50 

6.18 

5.66 

5.80 

3.69 

平均

No.llを除いた平均

(%) 針葉樹中間魔朽材の冷水拍出物含有率附表 78

階段朽腐

マツノネクチタケ

モミサルノコシカケ

チウロコタケモドキ

エゾタケ

チヤウロコタケ

ニ口ゾサーピイロアナタケ

3 

6.80 

5.94 

5.51 

3.93 

2 

3.53 

1 

1.28 

1.83 

7.36 

1.53 

。
2.28 

8.16 

0.95 

4.46 

種

アカエゾマツ

エゾマツ

エゾマツ

トドマツ

F 

" 

樹種菌No. 

3.00 

8.29 

6.64 

10.悌

11.39 

3.91 7.32 

4.81 

4.81 

2.25 

4.65 

0.94 

トドマツ

F 

" 

ハチノスタケ

ヒトクチタケ

ウスパシハイタケ

レンガタケ

キンイロアナタケ

1

2

8

6

8

m

民
日
m

m

m

m
" 
庁

平
主

3.15 2.36 均
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(%) 広葉樹赤色魔朽材の冷水摘出物含有率附表 79

階段朽腐

8 2 1 。種樹種菌No. 

I w
a
'
A
命日

ro

m
s
o
a
a
u
-
-
-

•••• 0
a
o
o
o
o
a
a胃

4.90 。由
a
u
'
b

n
4
F
0
2
-

n
o

。0
0
6

3.94 ミズナラ

庁

クロサルノコシカケ

ホウロクタケ

アイカワタケ

ツガサルノコシカケ

玄II

XV 
XXIV 

庁

7.60 シウリザクラ

4.18 4.90 4.98 5.77 均平

(%) 

魔朽

o 1 

朗

M

U

M

回

刊

錨

ω
回

叩

お

お

8

一
a

a
肌

&
L
&
a
q
L
Z
&

階段

広葉樹中関魔朽材の冷水抽出物含有率附表 80

2.35 

5.78 

2 

3.67 

4.34 

o.倍

2.87 

2.93 

8.ω 
10.10 

4.36 

15.42 

2.47 

釘

倒

筋

mm
錨
岬
制
回

ω

m
別

個

2

9

6

5

2

7

8

5

5

8

 

3.10 

6.85 

時

間

印

刷

却

m

o
o
n
4

・Aa
a
z

2.27 

1.56 

2.51 

4.52 

1.84 

ヤマモミ ジ

シラカ/~

ヤマモミジ

ブナ

アズキナシ

シロザクラ

シナ

ヤマモミジ

マイタヤ

ヤマハンノキ

ヤマモミジ

エゾヤマザクラ

ウダイカンパ

シナ

種樹種

ケ

ケ

タ

守

'

-

フ

チ

ワ
ク

H

カ

ホ

ゲ
セ

-

フ

ニ

ア

菌

8.90 

2.20 

4.13 

3.35 

4.72 

1.01 

4.82 

5.01 

2.08 

8.64 

2.06 

5.06 

8.05 

1.57 

2.88 

マイタヤ

ドロノキ

ノ、シドイ

ヤテダモ

カツラ

ミズナラ

キハダ

ヤマハンノキ

ミズナラ

マイタヤ

ヤチ夕、モ

ウダイカンパ

ミズナラ

ニレ

11 

コフキサJレノコシカケ

ホクチタケ

ウスノてタケ

カワウソタケ

シロサルノコシカケ

サクラサルノコシカケ

チヤミダレアミタケ

オオチリメンタケ

チヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の1種

クモタケ

シイタケ

ヒメモグサタケ

ミヤベオオウロコタケ

オシロイタケ属の 1穫

アナタケ属の1種

ヤキZタケ(?)
カパアナタケ

カタウロコタケ

ニクウスパタケ

No. 

T
E
-
-

y

'

a

-

V

E

ι

 

E
E
町

w
w
v
v
羽

田

m
E
x
n
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

F 

11 

5.58 3.67 2.96 8.00 均平
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附表 81 針葉樹赤色魔朽材の冷水抽出物含有量 (gjl伺 cc)

魔 朽 段 階
，、

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

4 マツマイタケ トドマツ 0.49 1.36 1.32 0.92 

4' 11 カラマツ 3.06 3.28 2.47 1.69 

字a カイメンタケ 庁 3.27 2.16 0.94 

官b 庁 庁 3.25 1.75 

7c 庁 F 1.43 

7d F アカエゾマツ 1.85 

9 エゾナミハタケ エゾマツ 0.25 

10 ツガサルノコシカケ 11 0.40 0.53 1.78 1.58 

11 イドタケ属の1種 イチイ 7.73 5.48 0.54 

n トドマツオオウズラタケ アカエゾマツ 0.69 2.48 2.26 1.08 

14 ケニクアミタケ エゾマツ 5.20 1.39 

却 マスタケ トドマツ 0.71 

平 均 2.60 2.73 2.ω 1.26 

No.llを除いた平均 1.58 2.34 2.00 1.33 

附表 82 針葉樹中間晦朽材の冷水抽出物含有量 (gJ11ωcc) 

魔 朽 腐 朽

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

1 マγノネクテタケ トドマツ 0.87 0.41 0.92 1.16 

2 モミサルノコシカケ 庁 1.30 0.73 1.19 

8 チウロコタケモドキ 11 0.31 2.65 1.76 

6 エゾタケ アカエゾマツ 1.87 0.60 1.34 

8 チヤウロコタケ エゾマツ 1.ω 

13 エゾサピイロアナタケ エゾマツ 1.08 

16 ヒトクチタケ トドマツ 0.34 1.42 

17 ウスパシハイタケ ノア 0.83 0.93 

18 レンガタケ 庁 2.00 1.60 

21 キンイロアナタケ 庁 1.03 

平 均 0.54 1.却 1.11 1.26 
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(g/l00 ee) 広葉樹赤色魔朽材の冷水抽出物含有量附表 83

階段朽腐

s 2 1 。種樹種菌No. 

0.64-

1.99 

0.76 

1.08 

1.72 1.77 

5.48 

1.89 

2.29 ミズナラ

11 

クロサルノコシカケ

ホウロクタケ

I 

XII 

XV 

XXIV 

11 デイカワタケ

ツガサルノコシカケ 4.56 シウリザクラ

1.12 1.72 3.05 3.43 均平

階段

(g/llωee) 

腐朽

o 1 

広葉樹中間魔朽材の冷水抽出物含有量附表 84

8 2 種樹種菌

0.61 0.85 2.61 1.92 ヤマモミジニセホクチタケ

0.50 シラカパ

ヤマモミジ

11 

2.02 2.13 

0.33 

アラゲカワラタケ

。un
o
a
a
z
'
i
n
o
h
u

n
g
a
e
n
g
n
E

噌

A

w

a

••••• 
凸
リ

n
u
A
U

凸

U

噌

且

凸

リ

1.12 

2.19 

0.89 1.67 

ナ

アズキナシ

ジ

ナ

E
，モ7
 
ヤ

0.fY1 

2.18 

0.71 

1.00 

1.85 

0.52 

0.28 

2.63 

1.31 

1.04 

作
曲
柏
崎
釘
回

向

日

噌

i
唱

i
h
u

ブ

ユノ

1.22 

1.35 

0.43 

1.94 

0.88 

1.28 

0.84 

λ~ 

コフキサルノコシカケ

ホクチタケ

ウスパタケ

カワウソタケ

1.44 

0.95 

1.68 

3.40 

0.41 

2.94 

2.35 
1.0。

11 

1.05 

1.03 

2.33 

1.86 

0.79 

1.31 

2.11 

マイタヤ

ヤマハンノキ

ヤマモミジ

エゾヤマザクラ

ウダイカン，~

ナ

マイタヤ

ドロノキ

ハシドイ

ヤチタ守モ

カツラ

ミズナラ

キハダ

ヤマハンノキ

マイタヤ

ヤチダモ

ウダイカンノく

ミズナラ

ニレ

ν 

シロサルノコシカケ

サクラサルノコシカケ

チヤミダレアミタケ

オオチリメンタケ

チヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の 1種

クモタケ

シイタケ

ヒメモグサタケ

ミヤベオオウロコタケ

アナタケ属の 1種

ヤキフタケ(?)

カパアナタケ

カタウロコタケ

ニクウスパタケ

No. 

τ
A

官
且

r
L
r
i
F
h

，

I

I

f

I

R

H

E

I

E

v

v

v

v

D

 

E
E町
w
w
v
n
m
m
E
x
n
m
m
n
口

m
m
n
n
n
n
n
m
双

ロ

1.00 1.30 1.70 1.45 均平
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(%) 針葉樹赤色腐朽材の温水抽出物含有率鮒表 85

階段朽魔

8 2 1 。種樹種菌No. 

11.56 

17.61 

7.飽

7.40 

13.97 

10.00 

14.39 

8.58 

8.09 

18.48 

5;54 

11.33 

5;63 

3.87 

10.92 

1.72 

9.76 

3.09 

3.61 

トド ?';i

カラマツ

トドマツ

マツマイタケi

1/ 

カイメンタケ

4 

4'" 

T 

ヤ7' ノY庁

16.38 

21.63 

11.89 

12.28 

8.77 

9.32 

14.71 

13.93 

10.67 

12.44 

3.19 

2.95 

18.42 

10.21 

21.47 

9.91 

2.24 

20.76 

9.74 

カラマツ

アカエゾマツ

エゾマツ

イチイ

アカ且ゾマツ

エゾマツ

庁

1/ 

1/ 

1/ 

F 

エゾナミハタケ

ツガサルノコシカケ

イドタケ属の1種

ドドマツオオウズラタケ

ケニクアミタケ

マスタケ

ノゲ

庁

7a 

b

巴

d

町

a
n
a
-
n
a

白
河

v

h

M

'

A

暗

a
a
'

向。

噌

EA

咽・A
d
-
-
-
-
E
A
n
y
u
M

トドマツ

12.83 

13.17 

11.81 

11.81 

9.35 

8.35 

7.60 

5.72 

平均

No.llを除いた平均

(%) 針葉樹中間梼朽材の温水抽出物含有率附表 86

階段朽唱者

'
l

白

4

0

6

n

o

n

E

8 

10.47 

11.52 

10.18 

8.56 

2 

6.位

1 

2;93 

2.40 

9.18 

3.36 

。
A
u
o
o
p
u
n
g
 

a信
仰

U

A

u

n

U

9

0

0

4

9
白

押

a

種

アカエゾマツ

エゾマツ

トドマツ

樹

1/ 

1/ 

種

マツノネクチタケ

モミサノレノコシカケ

チウロコタケモドキ

エゾタケ

チヤウロコタケ

エゾサピイロアナタケ

菌No.， 

15.85 

7.31 

9.65 

9.19 

1/ 

トドマツハチノスタケ

ヒトクチタケ

ウスパシハイタサ

8

5

6

7

8

1

 

唱

五

唱

I

4

i

唱

ι
1
e
自己

2.19 1/ 

11.17 

16.29 

22，0。
4.34 

6.88 

1/ 

1/ レンガタケ

1/ キンイロアナタケ

13.25 8.19 4.85 8.47 均平
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附表 87 広葉樹赤色腐朽材の温水抽出物含有率 (%) 

魔 朽 段 階

. No. 菌 種 樹 稜 。 1 2 8 

I クロサルノコシカケ ミズナラ 10.23 11.28 19.印 26.68 

xn ホウロクタケ 11 12.51 28.65 

XV アイカワタケ p 5.07 15.71 

XXIV ツガサルノコシカケ シウリザクラ 11.10 16.84 

平 均 10.67 9.62 19.ω 20.71 

附表部 広葉樹中間腐朽材の温水抽出物含有率 (%) 

魔 朽 段 階

F 

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 s 

E ニセホクチタケ ヤマモミジ 5.80 8.09 4.68 5.57 
H〆 p シラカノ〈 5.78 

IV アラゲカワラタケ ヤマモミジ 5.61 7.88 20.80 

IV' F ブ ナ 1.14 6.06 

IV" H アズキナシ 4.05 

IV'" 11 シロザクラ 6.29 

V コフキサルノコシカケ レノ ナ 7.20 4.22 5.67 7.42 

VI ホクチタケ ヤマモミツ 10.86 18.04 

vn ウスパタケ マイタヤ 18.51 

vm カワウソタケ ヤマハンノキ 6.09 7.25 

IX シロサルノコシカケ ヤマモミジ 2.71 4.97 

X サクラサルノコシカケ エノヤマザクラ 4.79 8.55 4.76 

XI チヤミダレアミタケ ウダイカンパ 8.68 6.04 11.16 

xm オオチリメンタケ ユノ ナ 15.64 

XIV チヤカイガラタケ マイタヤ 5.44 6.25 6.飽

XVI ヤニタケ ドロノキ 28.15 

xvn エゾキコブタケ ハシドイ 7.74 7.04 

xvm ウロコタケ属の1種 ヤチダモ 4.σ7 6.75 

XIX クモタケ カツラ 9.80 4.69 

XX シイタケ ミズナラ 9.10 11.88 

XXI ヒメモグサタケ キハダ 9.11 

xxn ミヤベオオウロコタケ ヤマハンノキ 2.74 10.25 

xxm オシロイタケ属の 1種 ミズナラ 1町.53

XXV アナタケ属の1種 7 イタヤ 4.93 10.45 

XXVI ヤキフタケ(?) ヤチダモ 3.30 5.56 5.57 

XXVII カノ〈アナタケ ウグイカンパ 2.99 6.37 14.49 

XXVIII カタウロコタケ ミズナラ 10.06 14.84 

XXIX ニクウスパタケ 一 レ 3.28 5.23 

平 均 5.08 5.37 6.29 9.97 
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(gj100cc) 針葉葉樹赤色腐朽材の温水抽出物含有量附署長 89

階段朽魔

8 2 1 。種樹種菌No. 

2.54 

4.40 

2.12 

2.44 

3.21 

4.26 

6.50 

4.04 

2.60 

4.60 

2.92 

3.16 

4.99 

1.99 

4.53 

2.65 

1.70 

5.13 

0.62 

4.10 

1.33 

1.41 

トドマツ

トドマツ

カラマツ

11 

マツマイタケ

カイメンタケ

11 

11 

町
四

M

制

加

国

釘

邸

内

A

0

4

0

4

角

。

噌

A

3.41 

4.印

1.05 

1.00 

10.32 

4.70 

8.59 

4.56 

0.74 

12.04 

4.29 

カラマツ

アカエゾマツ

エゾマツ

11 

イチイ

アカエゾマツ

エゾマツ

11 

庁

λY 

エゾナミハタケ

ツガサルノコシカケ

イドタケ属の 1種

トドマツオオウズラタケ

ケニクアミタケ

マスタケ

Jゲ

Jゲ

11 

4 

4' 

7 

7〆

7a 

7b 

7c 

7d 

9 

10 

11 

12 

14 

20 トドマツ

3.35 

3.43 

3.75 

3.75 

4.17 

3.48 

3.64 

2.44 

平均

No.llを除いた平均

(gj100 cc) 針葉樹中間魔朽材の温水抽出物含有量附表 90

階

2 

段朽梼

8 1 。種樹種菌No. 

1.78 

2.加

3.24 
2.91 

1.72 a
a
z
n
O
内

リ

唱

i

凸

w
u
n
u
a
6
0
0

-

-

-

-

h
u
h
V

向

。

唱

i

m
a
ω

団
関

m別

唱

i

噌

i

n

u

向

4

トドマツ

アカエゾマツ

エゾマツ

2.06 

2.41 

トド 7 ツ

マツノネクチタケ

モミサルノコシカケ

チウロコタケモドキ

エゾタケ

チヤウロコタケ

エゾサピイロアナタケ

ヒトクチタケ

ウスバシハイタケ

n
4
0
6
a
o
n
s
e
b
o
n

，. 

‘
 

•. 
噌

A

喧

i

H 

ノゲ

3.03 0.79 庁

1.56 

2.61 

1.98 

2.31 

1.61 

2.96 

庁

ノゲレンガタケ18 

21 11 キンイロアナタケ

2.39 1.85 1.36 均平
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(g/l即 ec)広葉樹赤色魔朽材の温水抽出物含有意附表 91

階段魔朽

o 1 s 2 種樹種菌No. 

m
m
m
w
錦

o
o
n
a
n
o
a告

6.86 川

副

侃

M
四

n
o
o
o
n
o
 

5.93 ミズナラ

庁

クロサJレノコシカケ

ホウロタタケ

I 

XII 

XV 

XXIV 

Jγ アイカヲタケ

ツカ‘サルノコシカケ 6.66 シウリザクラ

5.34 6.86 5.75 6.30 均平

(g/1仰 cc)広葉樹中間魔朽材の温水抽出物含有量附表 92

階段朽魔

B 2 1 。種樹種菌

1.17 

1.26 

1.67 

2.74 

1.52 

0.73 

1.78 

3.91 

2.16 

1.ω 

2.04 

3.32 

1.65 2.66 Lノ

ヤマモミヲ

マイタヤ

2.07 

2.44 

1.03 

2.60 

1.54 

ヤマハンノキ

ヤマモミヲ

エゾヤマザクラ

ウグイカンパ

岡

山

ω
副

帽

同

師

範

'
A
0
6

咽

i

噌

i

o

a

噌

i

2.31 

2.92 

2.43 

3.16 

ナ

マイタヤ

ドロノキ

腿

紬

掛

川

副

筋

肉
U

句。，
A

'

i

0.84 

3.04 

4.16 

1.86 

5.74 

2.75 

O.伺庁

コフキサルノコシカケ

ホクチタケ

ウスパタケ

カワウソタケ

シロサJレノコシカケ

ユノ

サクラ hサルノヨシカケ

チヤミダレアミタケ

3.10 

2.悌

1.卸

6.55 

1.12 

3.89 

4.73 

1.57 

3.55 ヤマモミヨ

シラカノ守

ヤマモミロ

ブナ

アズキナシ

ナ

ニセホクチタケ

アラゲカワラタケ

，ろア

2.04 

4.28 

3.01 

1.65 

1.64 

ノ、シドイ

ヤチダモ

カツラ

ミズナラ

キハダ

ヤマハンノキ

マイタヤ

ヤチダモ

ウダイカンパ

ミズナラ

ニレ

/1 

オオテリメンタケ

チヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の 1種

クモタケ

シイタケ

ヒメモグサタケ

ミヤベオオウロコタケ

アナタケ属の 1種

ヤキフタケ(?)

カパアナタケ

カタウロコタケ

ニクウスパタケ

No. 

'
E
A
T
-
-晶

I
I
J
I
H
m
E
I
E
v
m
m
v
E
 

H
E
町

町

w
v
n
m
m
E
x
m
m
m
竹
山

n
n
m
n
n
n
n
n
n
n
n

1.92 2.23 8.ω 2.61 均平
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附要量田 針~樹赤色魔朽材のメチル・ベントザン含有率 (%) 
一--・4・一一一 ー

事補 朽 段 階

No. 箇 種 届d 種 。 1 2 8 
一一一一

4 マツマイタケ トドマツ 7.23 8.42 7.71 11.σ1 

(' が カラマツ 8.82 7.58 5.86 4.86 

T カイメンタケ トドマツ 5.48 7.38 6.58 5.86 

T〆 11 11 7.ぴ7 6.回 6.05 8.21 

7a 11 カラマツ 8.08 6.76 5.13 

7b 庁 λy 2.57 0.85 

7c 11 11 8.20 

7d 庁 アカエゾマツ 4.43 

9 エゾナミハタケ エ/マツ 5.03 4.83 

10 ツガサルノコ ν力ケ 11 1.62 1.88 2.98 6.64 

11 イドタケ属の 1種 イチイ 1.66 1.47 6.26 

12 トドマツオオウズラタケ アカエ/マツ 4.14 3.48 8.11 4.77 

14 ケニクアミタケ エ j-c<ツ 2.83 5.65 

却 7 スタケ トドマツ 4.25 

0/- 均 4.82 5.22 5.57 5.79 

附表 94 針葉樹中間魔朽材のメテJレ・ペントザン含有率 (%) 

魔 約 段 階

No. 歯 種 樹 種
巴‘。 1 2 8 

一一一 一一 ー ー一一一 一

1 マツノネクテタケ トドマツ 7.77 5.35 4.67 4.64 

2 モミサノレノコシカケ 11 7.~ 4.03 8.30 

8 チヴロコタケモドキ 11 6.22 9.44 6.02 

6 エ/タケ アカエソ.--~・ノ 3.79 4.75 1.30 

8 チヤウロコタケ エソマツ 4.57 

13 エ/サピイリアナタケ 11 2.08 

15 ハチノスタケ トドマツ 4.03 

16 ヒトクチタケ 11 3.48 3.18 

17 ウスパシハイタケ 11 4.30 3.04 

18 レンガタケ 11 4.19 3.05 

21 キンイロアナタケ ノ〆 2.58 
一一ー一一

ヰA 均 5.78 5.84 4.11 3.25 
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附表 95 広葉樹赤色腐朽材のメチノレ・ベントザン含有事 (%) 

魔 朽 段 階
、

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 s 

I クロサルノコシカケ ミズナラ 1.65 1.61 2.40 8.担

XII ホウロクタケ 庁 1.45 1.40 

XV アイカヲタケ 庁 0.67 3.41 

XXIV ツガサルノコシカケ シウリザクラ 0.96 1.84 

平 均 1.31 1.24 2.40 2.釘

附表 96 広葉樹中間魔朽材のメチル・ペントザン含有率 (%) 

申書 朽 段 階，、 、
No. 菌 種 樹 種 。 1 2 s 

II ニセホクチタケ ヤマモミジ 1.22 1.62 1.67 1.89 

II' 庁 シラカノf 2.9'1 

IV アラゲカワラタケ ヤマモミ U O.鮪 1.21 1.81 

IV' 1/ フ ナ 1.06 O.卸

IV" F アズキナシ 。
IV'" 庁 シロザクラ 0.93 

V コフキサルノコシカケ ユノ ナ 1.36 2.47 2.16 2.43 

VI ホクチタケ ヤマモミジ 1.89 1.58 

VII ウスパタケ マイタヤ 2.49 

VIII カワウソタケ ヤマハンノキ 2.52 1.72 

IX シロサルノコシカケ ヤマモミジ 1.43 1.92 1.回

X サクラサルノコシカケ エゾヤマザクラ 1.43 1.03 0.36 

XI チヤミダレアミタケ ウダイカンパ 1.印 1.73 2.81 

XIII カワウソタケ 三ノ ナ 1.14 

玄IV チヤカイガラタケ マイタヤ 1.32 1.12 0.92 

XVI ヤニタケ ドロノキ 0.69 

XVII エゾキコブタケ ハシドイ 1.16 0.57 

XVIII ウロコタケ属の1種 ヤチグモ 。 。
XIX クモタケ カツラ i 1.01 1.01 

XX シイタケ ミズナラ 1.77 0.39 

XXI ヒメモグサタケ キハダ 1.35 

XXII ミヤベオオウロコタケ ヤマハンノキ 1.15 1.13 

XXIII オシロイタケ属の1種 ミズナラ 1.51 

XXV アナタケ属の1種 マイタヤ 0.75 0.74 

XXVI ヤキフタケ(?) ヤチダモ 0.85 0.67 1.17 

XXVII カパアナタケ ウダイカンパ 1.25 1.14 3.23 

XXVIII カタウロコタケ ミズナラ 1.55 1.44 

XXIX ニクウスパタケ 一 レ 0.79 O.帥

平 均 1.02 1.41 L42 1.36 
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針葉樹赤色魔朽材のメチJレ・ベントザン含有量 (g/lωCCJ 附表 97

朽腐 段階

2 3 1 。種樹種菌No. 

a晶
高

官

A

向

u
'
A
O
D

d
-胃

9
4
n
a
n
a
'
A

0
4
噌

A

噌

i
o
a
噌

A

ω
開

削

辺

部

部

q
a
τ
A
n
4
白

4
唱

A

3.03 

3.03 

必

叩

印

。u
n
4
n
o

2.60 

3.70 

2.33 

2.76 

トドマツ

カラ 7 ツ・

トドマツ

マツマイタケ

11 

カイメンタケ

11 F 

0.22 

2.46 

1.51 

1.18 

カラマツ

11 

庁

庁

:4 

4' 

a

b

e

d

 

市

e
m
t
円

a
n
a
n
t
円

a

開

花

組

閣

昭

郎

噌・
4

噌

i
'
i
'
E
A
A
U

0.95 

1.66 

0.47 

o.担
1.ω 
1.13 

。o
n
o
n
G

w
u
n
v
n自

由

リ

凸

リ

唱

ム

11 

アカエゾマツ

，ろy

エゾマツ

1.15 

イチイ

アカエゾマツ

エゾマツ

エゾナミハタケ

ツガサJレノコシカケ

イドタケ属の 1種

トドマツオオウズラタケ

ケニクアミタケ

マスタケ

庁

ノゲ

9
m
u
m
M
m
 

トドマツ

1.56 1.77 2.19 1.99 均平

(g/100巴巴)針葉樹中間魔朽材のメチノレ・ペントザン含有量附表 98

階段朽魔

マツノネクチタケ

モミサルノコシカケ

チウロコタケモドキ

エゾタケ

s 

0.79 

0.66 

1.93 

0.44 

2 

1.21 

1 

1.71 

1.61 

3.40 

1.85 

。
2.95 

3.02 

2.05 

1.59 

種

トド 7 ツ

樹

ノア

種菌No. 

庁

アカエゾマツ

0.27 

0.43 

0.49 

0.23 

1.51 

1.05 

1.59 

1.卸

1.25 

エゾマツ

トドマツ

11 

11 

テヤウロコタケ

エゾサピイロアナタケ

ヒトクテタケ

ウスパシハイタケ

レンガタケ

キンイロアナタケ

'
A
白

a
n
o
n
e
n白
内

6
0
0
η
a

W
A
噌

瓦

噌

且

11 18 

21 11 

0.66 1.26 1.99 2.17 均、平
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広葉樹赤色魔朽材のメチル・ベントザン含有量 (g/100cc) 附表"

階段腐朽

o 1 8 2 種樹種菌No. 

0.76 

0.45 

0.72 

0.35 

0.84 I 0.89 

0.93 

0.40 

0.96 ミズ:ナラ

11 

クロサルノコシカケ

ホウロクタケXII 

xv 
XXIV 

11 アイカワタケ

ツガサルノコシカケ 0.58 シウリザクラ

0.57 0.84 0.74 0.77 均平

広葉樹中間腐朽材のメチル・ベントザン含有量 (g/lωcc) 附表 100

階段朽，一
噌

A

事者

8 2 。種樹種菌

0.40 

0.65 

0.08 

0 

0.58 

0.47 

0.40 

0.38 

0.60 1.15 

0.47 
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針葉樹赤色魔朽材の pH附表 101

段階
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針葉樹中間腐朽材の pH附表 102

階段朽腐

4.8 

5.0 

5.0 

5.。

8 2 

5.0 

1 

5.6 

5.4 

5.0 

5.2 

。
5.6 

4.8 

5.2 

種

アカエゾマツ

エゾマツ

樹

トド 7 ツ

庁

p 

種

マツノネクチタケ

モミサルノコシカケ

チウロコタケモドキ

エゾタケ

チヤウロコタケ

エゾサピイロアナタケ

菌No. 

5.4 

5.0 

5.0 

5.0 

5.0 

5.0 

5.4 

5.2 

5.2 

5.6 

庁

トドマツ

庁

1/ 

ハチノスタケ

ヒトクチタケ

ウスパシハイタケ

レンガタケ

キンイロアナタケ

1 

o
-
o
e
n
o
o
o
n
O
K
M
O
O
陣

4

噌

--a

噌

冒

品

噌

・

A
e
-
-
a

F 18 

21 11 

5.0 5.2 5.3 5.3 均平



328 

広葉樹赤色腐朽材の pH附表 103

階段腐朽

o 1 8 2 種樹種菌No. 

5.8 
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5.2 
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広葉樹中間腐朽材の pH附表 104
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サクラサルノコシカケ

チヤミダレアミタケ

オオチリメンタケ

チヤカイガラタケ

ヤニタケ

エゾキコブタケ

ウロコタケ属の 1種

クモタケ

νイタケ

ヒメモグサタケ

ミヤベオオウロコタケ

オシロイタケ属の1種

アナタケ属の 1種

ヤキフタケ(?)

カパアナタケ

カタウロコタケ

ニクウスパタケ
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T
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 5.4 5.6 5.6 5.5 均平



329 

附表 105 針葉樹赤色腐朽材のアルカリ消費量 (cc) 

梼 朽 段 階

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 8 

4 マツマイタケ トドマツ 1.00 1.23 ヂ 3~76 3.83 

4' p カラマツ 1.77 2.53 4.06 4.68 

T カイメンタケ トドマツ 1.23 1.45 4.17 4.22 

7' H " 0.65 0.62 3.93 4.27 

7a 庁 カラマツ 2.23 4.22 4.60 

7b F " 1.84 4.52 

7d " アカエゾマツ 4.34 

9 エゾナミハタケ エゾマツ 1.39 3.83 

10 ツガサノレノコシカケ " 1.08 1.39 3.76 4.22 

11 イドタケ属の1種 イチイ 2.00 1.77 3.68 

12 トドマツオオウズラタケ アカエゾマツ 1.26 1.14 3.45 4.01 

14 ケニクアミタケ エゾマツ 2.53 4.52 

m マスタケ トドマツ 3.47 

平 均 1.35 1.63 3.91 4.17 ' 

附表 106 針葉樹中間腐朽材のアルカリ消費量 (cc) 

魔 朽 段 階
，〆、

No. 菌 種 樹 種 。 1 2 s 

1 マツノネクチタケ トドマツ 1.31 1.23 1.46 2.00 

2 モミサJレノコシカケ " 1.39 1.31 1.77 

8 チウロコタケモドキ " 1.00 1.39 1.92 

6 エゾタケ アカエゾマツ 1.48 1.26 1.89 

8 チヤウロコタケ エゾマツ 1.62 

13 エゾサピイロアナタケ 庁 2.69 

15 ハテノスタケ トドマツ 2.38 

16 ヒトクチタケ " 1.08 1.84 

17 <;スパシハイタケ " 1.23 2.88 

18 レンガタケ 庁 1.46 2.99 

21 キンイロアナタケ " 3.32 

平 均 1.25 1.31 1.83 2.37 
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(cc) 広葉樹赤色腐朽材のアルカり消費量附表 107

階段朽魔

8 2 1 。種樹種菌No・

3.'16 

4.75 

3.77 

4.52 

4.14 必
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泊

。ゐ
O
A
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庁
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ホウロクタケ
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XII 

xv 
XXIV 

庁アイカワタケ

ツガサルノコシカケ 2.38 シウリザクラ

4.却4.17 2.18 2.回均平

(cc) 広葉樹中間腐朽材のアルカリ消費量附表 108
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ホクチタケ

ウスバタケ

カワウソタケ
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カタウロコタケ

ニクウスパタケ

No. 

V
E
-
-

r

L

F

』

j
i
y
A
y
i

H
;
I
i
I
J
I
H
m
E
I
E
m
v
v
m
m
E
 

E
E
町

v
w
w
u
v
m
m
m
E
x
m
m
m
w
M
n
n
m
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
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